






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～』（著：筧千里）のお試し版が収録されています。
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〝サトゥーです。旅先でのトラブルは旅の醍だい醐ご味みの一つですが、トラブルの渦中まで楽しめるわけではありません。あんまり続くと旅先の神社で、お祓はらいでもしたくなりますね。〟






「我はシガ八剣が第一位、『不倒』のゼフ・ジュレバーグ。ここに『傷知らず』のペンドラゴン卿きようと手合わせを望むものなり！」

　威厳のある顔で物騒な事を言い出したのは、総白髪の年経た老騎士だ。

　手にする槍やりは白い軸にアダマンタイト合金製の青い穂先を付けた魔ま槍そうで、荘厳さと流麗さを兼ね備える装飾と付与は超一流の錬金術師と彫金師によるものだと分かる。

　やる気満々なところ悪いけど、それに応じる気は全くない。

　後ろから仲間の誰だれかが差し出した妖よう精せい剣を受け取ってしまったが、それを抜く気はないのだ。

　ビスタール公爵の暗殺を狙ねらったテロリストの襲撃を切り抜け、負傷した艦長達の代わりに壊れかけの飛空艇を不時着させたばかりで疲れているんだよね。

　空気を読んでもらおうと、背後にある不時着した飛空艇に視線を送ってみたが、一いち瞥べつしただけで軽くスルーされてしまった。

「ゆくぞ！」

　オレの返答を待たずに下馬したジュレバーグ氏が、神速の突きを放ってきた。

　──危なっ。

　反射的に、ジュレバーグ氏の唐突な攻撃を紙一重で避よけてしまった。

　周りから上がる歓声に、まずい事をしたのを自覚させられたが、もう遅い。

　次々に繰り出されるジュレバーグ氏の突きをわざと喰くらうわけにもいかず、せめてもの抵抗として紙一重ではなく、大げさに避けていく。

「大したものだ。ヘルミーナがことあるごとに推薦する理由も分かる」

　呟つぶやくジュレバーグ氏の向こうで、シガ八剣第五位、銃使いのヘルミーナ嬢が興奮気味の顔でニヤリと笑みを浮かべた。

　そうか、やはり、あなたが原因でしたか……。

「さあ、剣を抜け。それとも手に持った立派な剣はただの飾りか？」

　ごめんなさい、飾りです。

　ここで抜かないとジュレバーグ氏を侮辱した事になりそうなので、少し手合わせしてもらった後に、適当なタイミングで二度と勧誘されないくらい無様に負けよう。

　すらりと剣を抜くと、オレ達を囲むギャラリー達の方から、感嘆の溜ため息いきが漏れた。

　オレはともかく、妖精剣は綺き麗れいだからね。

「ようやくその気になったな。初手は譲ってやる。来い、ペンドラゴン──」

「ええい、止やめろ、止めろっ！」

　槍を構えたジュレバーグ氏の前に飛び出してきたのは、鷲わし鼻ばなの厳いかついご面相の中年男性──先ほど廃嫡した長男に暗殺されそうになっていたビスタール公爵だった。

「あの惨状が見えんのか！　陛下の飛空艇が撃墜され、王国の重鎮たるワシが暗殺されかけたのだぞ！　このような場所で遊んでおらずに、さっさと我が小聖──娘を攫さらった下手人を追わぬか！」

　公爵が口角泡を飛ばす勢いで叫ぶ。

　──ん？　娘と何を言い間違えたんだろう？

　貴族の令嬢だし、小公女的な敬称でもあるのかな？

「ねぇねぇ、ご主人様」

　後ろからオレの袖そでを引っ張って呼ぶのは、紫色の髪を金髪のカツラで隠した幼女アリサだ。

「公爵の娘さんが攫われたのなら、わたし達チーム『ペンドラゴン』の出番じゃない？」

　くりっとした目でオレを見上げて同意を求める。

「れっつご～？」

「スクランブル・エッグなのです！」

　アリサの横でぴょこんと拳こぶしを上げて同意したのは、のんびり屋で白いショートヘアに猫耳猫尻しつ尾ぽの幼女タマと元気な茶髪ボブカットをした犬耳犬尻尾の幼女ポチの二人だ。

　食いしん坊なポチが、緊急発進的な意味のスクランブルと卵焼き的なスクランブル・エッグを間違えたのはいつもの事なので、訂正は後でいいだろう。

「マスター、幼生体の危機ですか？」

　無表情ながら真剣な声で問いかけてきたのは、幼い子供達の守護者である金髪巨乳美女のナナだ。

　魔法的な人造生命体ホムンクルスである彼女は、まだゼロ歳児でありながら高校生くらいの外見をしている。

「いや、それがさ──」

　オレはアリサに空間魔法の「戦術輪話タクテイカル・トーク」を使ってもらって、仲間達だけに事情を伝える。

　ビスタール公爵領の内うち輪わ揉もめに端を発した飛空艇襲撃事件の直前に、件くだんの娘さん──ビスタール公爵の末娘ソミエーナ嬢とその母親である第一夫人が、護衛数名と一緒に脱出艇で危地を脱していたのだ。

　その際に拉ら致ちを危き惧ぐして空間魔法の「遠見クレアボヤンス」で確認したのだが、幼いソミエーナ嬢こそ戸惑うそぶりがあったものの、彼女の母親は予定通りの行動を取っている感じだった。

　なので、襲撃事件の黒幕であろう廃嫡予定の公爵長男トーリエル氏サイドの人間だと判断したのだ。

「そうだったんですね」

　誘拐ではないと分かって胸むねを撫なで下おろしたのは、見つめていると現実感が失われそうな超絶美少女のルルだ。

　彼女の優しい心根を表したような純白のドレスと、陽光を浴びて艶つややかに光を反射する黒髪のコントラストが、彼女の和風な美び貌ぼうを引き立てている。

「──ご主人様」

　緊迫感のある声でオレを呼んだのは、手首や首元にオレンジ色の鱗うろこを持つ橙とう鱗りん族のリザだ。

　オレ達が暢のん気きな会話を交わしている間も彼女は警戒を解かず、愛用の魔槍ドウマを構えてシガ八剣のジュレバーグ氏の方を警戒してくれていたらしい。

「ペンドラゴン卿、こちらから手合わせを申し込んだにも拘かかわらず、延期を申し出る無作法を赦ゆるされたい」

　ジュレバーグ氏が厳つい顔でオレに詫わびる。

　できれば延期ではなく、中止にしてほしいくらいだ。

「木っ端士爵への挨あい拶さつなどしておらずに──」

「我らはこれより、奪われた小聖杯を奪還しに行かねばならぬ。後日、使いの者を出すゆえ、その時こそ貴殿の本気を見せてもらいたい」

　ジュレバーグ氏はそう言って、配下の聖騎士達や同僚のシガ八剣の銃使いヘルミーナ嬢と共に人ひと混ごみの向こうに去っていった。

　それに満足したのか、ビスタール公爵は夫人達が待つ場所へと戻っていく。

　オレの横にいた「紅の貴公子」ジェリル氏と彼の仲間である「赤竜の咆ほう哮こう」の中核メンバー達も、どこかから馬を調達してきて、ジュレバーグ氏達の後を追いかけていった。

「──小聖杯？」

　ジュレバーグ氏が口にした言葉の中にあった単語をぽそりと呟いたのは、仲間達の最後の一人、淡い青緑色の髪をツインテールに結ったエルフのミーアだ。

　エルフの特徴である少し尖とがった耳は、無粋な視線避けのフードに隠れていて見えない。

「なんだろうね？」

　そうミーアに答えつつ、先ほどビスタール公爵が末娘を攫われたという前に言いかけた「小聖」という単語が、「小聖杯」だったのではないかと思い当たった。

「もしかして、『祈願魔法』を使える秘宝アーテイフアクトだったりして！」

　アリサがどうして聖杯からそんな事を連想したのか分かったので、「アニメの見過ぎだ」と釘くぎを刺しておく。

　マップ検索した限りでは、王城地下の宝物庫を始め王都内に幾つか存在しており、詳細情報の備考から周囲の瘴しよう気きを集める秘宝である事が分かった。

　王都の外では検索ヒットしなかったので、今度はビスタール公爵の末娘ソミエーナ嬢の名前で検索してみる。

　──思ったよりも遠くない。

　脱出艇が発進した地点からあまり離れていないようだ。

　彼女の周辺には小聖杯という品はない。ソミエーナ嬢が「宝物庫アイテムボツクス」スキルを持っているので、十中八九、小聖杯は彼女のアイテムボックス内に保管されているに違いない。

　──それよりも、ソミエーナ嬢を調べる過程で、看過できない事を発見してしまった。

「ミーア、悪いけどシルフを召喚してくれ。二体──いや、三体頼む」

「ん、了解」

　ミーアは理由も聞かずに精霊魔法「風精霊創造クリエート・シルフ」の詠唱を開始してくれた。

「何かあったの？」

　アリサが小声で尋ねてきた。

　発動したままの「戦術輪話」経由と聞き耳スキル経由で二重に声が届く。

「ああ、実は──」

　オレの説明が終わる頃ころに、ミーアの精霊魔法で召喚されたシルフが三体現れた。

　シルフは半透明な女性のような姿をしている。シルフ達を見た人達が大騒ぎしていたが、今は喫緊のトラブルを仲裁する方が先なのでスルーさせてもらおう。

「行ってくるぞ、と勇ましく告げます」

「行け、シルフ」

　シルフ達に抱えられたナナ、ミーア、オレの三人は、あまり人目に付かないように木々の隙すき間まを通り抜け、街道から少し離れた低空を、迷宮都市方面に向かって飛ひ翔しようした。





◆






「「「マスター！」」」

　七つ並んだ同じ顔が声を揃そろえてオレを呼んだ。

　ナナの姉妹であり、彼女と同じホムンクルスで№１から№６、そして№８という記号のような名前を持つ。

　かつて、「不死の王ノーライフキング」ゼンに仕え、ゼンが成仏した後はオレを主人として定め、ナナと同様にオレを「マスター」と呼ぶ。

「私やミーアもいると宣言します」

　いつもの無表情な顔ながら、少し拗すねたような響きが声に出ている。

「「「№７！」」」

「今の名前はナナだと訂正します」

　ナナがそう苦情を呈すると、姉妹達も「ナナ」と言い直した。

「「「姫！」」」

「姫違う」

　ミーアがゼンの支配する「揺り篭クレイドル」に囚とらわれていた時の呼称を使って、ミーアから強い口調で否定されていた。

「ミーア」

「「「ミーア様」」」

　訂正した姉妹達の態度に、ミーアが満足そうに頷うなずいた。

「えーっと？　この美女達の知り合いか？」

「ええ、このたびは私の身内がご迷惑をお掛けしたようで申し訳ありません」

　躊躇ためらいがちに声を掛けてきた中年商人に頭を下げる。

　彼の後ろには、横転した幾台かの馬車と泡を吹いて座り込んだ馬、そして地面に散乱した積み荷の数々が見えた。

　倒れた馬車や散乱した積み荷のせいで街道が塞ふさがっている。

　その向こう、森との境目に、手足を縮めて鎮座した蟹かにと蜘く蛛もを融合させたような巨大生物がいた。あれは№８が調教テイムして従魔にしていたレベル三〇ほどの足長蜘蛛蟹ロングレツグ・スパイダー・クラブという名前の魔物だ。

　周囲の状況から推察するに、街道を進んでいた中年商人の商隊の前に、姉妹達の乗る足長蜘蛛蟹が森の中から現れ、それに驚いた商隊の馬や御者が慌てて馬車を止めたり方向転換しようとしたりして、このような惨状を引き起こしたのだろう。

　先ほどマップでビスタール公爵末娘のソミエーナ嬢を調べた時に、この状況を見つけ、慌てて駆けつけたわけだ。

「マスターへの状況説明は私がします。復旧作業の指揮は№２に任せます」

　№１が指示すると№２がこくりと頷いて作業を始めた。

「ナナ、姉妹達と一緒に復旧を手伝ってきてくれ」

「イエス・マスター」

　ナナが軽い足取りで姉妹達の方へと向かう。

　オレは改めて№１から簡潔な状況説明を受け、紹介された商人に名乗った後、姉妹達が与えた被害を全額補償すると伝えた。

「──ペンドラゴン士爵様？　もしかして、『海賊狩り』のペンドラゴン酒侯様ゆかりの方でしょうか？」

「その『海賊狩り』という二つ名は初耳ですが、魔導王国ララギの酒侯という爵位でしたら、確かに持っています」

　南洋の砂糖航路を旅していた時に、オレが出資した筆ふで槍やり竜りゆう商会の航路が安全になるように、マップ検索で見つけた海賊をサーチアンドデストロイの勢いで退治して回っていた。

　たぶん、そのせいで付いた二つ名に違いない。

「やはり、そうでしたか！　覚えておられないかもしれませんが、商船の船長をしていた私の叔父や友人も閣下に命を救われたのです」

　オレが助けたという人物の名前を挙げられたので、交流欄のメモ帳にある救助者リストを検索してみたら、確かにその名前があった。

　砂糖航路で救助した人が多すぎて、ほとんどの人は記憶に残っていない。

　オレは「偶然もあるものですね」と話を終わらせて、補償の話に移る。

「荷は全すべて厳重に梱こん包ぽうしてあります。馬車の車軸も折れておりませんし、弁済は不要です。叔父や友人の恩人にお会いできたのも何かの縁でございます。私どもは年明けまで王都に滞在いたしますので、何かお入り用の物があれば、無償でとまでは申せませんが、精一杯勉強させていただきますので、ぜひとも我が商会へおいでください」

　中年商人が怒ど濤とうの勢いで捲まくし立たてた。

　この様子では被害額に相当する金銭を差し出しても受け取ってくれそうにない。

　彼は砂糖航路の商品を扱う貿易商らしいので、何か面白いモノが売っていそうだし、彼の損害がペイできる程度には儲もうけてもらえるように、色々と買いに行くとしよう。

「「「おおおおおおおおお」」」

　ナナ達の方からどよめきが起こったので、中年商人との会話を中断してそちらを振り返る。

　ナナと姉妹達が倒れた馬車を引き起こしたのを見て、商隊の人達や足止めを喰くらっていた人達が驚いた声だったようだ。

　あの様子なら、オレやミーアの魔法で手伝わなくても、すぐに商隊の馬車で塞いでしまった街道も復旧しそうだ。

　とはいえ、何もしないのも手て持もち無ぶ沙さ汰たなので、礼服の上着をミーアに預けて、中年商人と一緒に起こした馬車のチェックを手伝いに向かう。




「──ええい！　街道を塞ぐ愚か者はどいつだ！　すぐさま馬車を路肩に寄せて道を空けろ！」

　足止めを受けて渋滞する街道の向こうから怒声が聞こえてきた。

　物騒な事に、馬に乗った軍装の若い騎士は、剣を抜いて人々を威圧しながらこっちに向かってくる。

　あれはビスタール公爵の末娘を保護したテロリストの一味だ。

　元々、末娘を検索していてナナの姉妹達を見つけたので、彼らがここに来ても不思議ではない。

「申し訳ございません、騎士様。もう四半刻もせぬうちに動けるようになりますので、今しばらくお待ちください。これは些さ少しようですが、ご迷惑をお掛けしたお詫びで──」

「愚ぐ弄ろうするか、下郎！」

　中年商人が詫び料の入った巾きん着ちやくを手渡そうとしたところ、激げき昂こうした騎士が持っていた剣で中年商人に斬きりかかった。

　──させないよ？

　オレは振り下ろされた剣の腹を掌打で払う。

「おのれ、無礼者め！」

　顔を真っ赤にした騎士が剣を返して斬りかかってきたので、彼の腕を取って馬の上から引き落として組み伏せた。

「何をしておる！　ビスタール公爵家の家紋が見えぬか！　我らに剣を向けるのは、ビスタール公爵家に弓引く行いだと心得よ！」

　二人の騎士を引き連れた少し偉そうな軍服の青年貴族が、人混みや馬車を路肩に寄せさせながら現れた。彼らの後ろには黒塗りの地味な馬車が続いている。

　それにしても、ビスタール公爵暗殺を企てた犯罪者が、ビスタール公爵の威を借るのはなんだか滑こつ稽けいだ。

　彼は忘れているようだが、馬車や騎士達の外がい套とうにビスタール公爵家の家紋はない。

　きっと、いつもの調子で言ってしまったのだろう。

「ああっ！　飛空艇に乗っていた人っ！」

　馬車の窓から身を乗り出した幼女──ビスタール公爵の末娘であるソミエーナ嬢がオレを指さした。

　脱出時に確認した時と同様に、特に拘束されているわけではなさそうだ。

「あの飛空艇に乗っていた者だとっ！　まさか、追っ手か！」

　先ほど偉そうに虎とらの威を借っていた青年貴族がそう叫ぶと、周りにいた騎士達が殺気を放ちながら抜刀した。

「ソミエーナ！　中に入りなさい！」

「お母様──」

　後ろから慌てた様子で年配の女性──公爵の第一夫人がソミエーナ嬢を馬車の中に引き戻す。

「我らの事を公爵に知られるわけにはいかん！　ここにいる全員の口を塞げ！」

　その言葉を聞いた周囲の人達が、蜘蛛の子を散らすように森の中へ逃げ出す。

　彼らは周囲の者達全員を口封じに殺すつもりのようだ。

　なんともテロリストらしい考え方だが、それを見過ごすつもりはない。

「ナナ、左半分を頼む。ミーア、魔法攻撃から商人さん達を守ってくれ」

「イエス・マスター」

「ん、任せて。■■■■……」

　ドレス姿のナナとミーアが行動を開始する。

「「「死ねっ！」」」

　襲ってきた騎士達をナナと二人で叩たたき伏ふせていく。

　オレは普通に掌打だが、ナナは「盾」を生み出すブレスレットと妖よう精せい鞄かばんから取り出した片手剣で男達を無力化していた。

　剣はともかく、ヒヨコ型をした黄色い盾に伸のされるのは、なかなか哀れだ。

「マスター、我らも加勢します」

「いや、君達はミーアと商人達を守ってくれ」

　№１達にそう告げて後ろに下がらせる。

　多くの敵は彼女達でも勝てるとは思うが、敵の指揮官を含む数名はレベル三〇超えの強つわ者ものなので、彼女達が大おお怪け我がをしてしまう可能性が高い。

　だから、あんまり戦闘には参加させたくないんだよね。

　それに──。

「シガ王国の街道を血で汚す愚か者どもよ！　我らは栄えある第三騎士団、巡回騎士隊である！　直ちに剣を収めねば、盗賊と断じて処刑するぞ！」

　──街道警備の人達が近くまで来ているのをレーダーの光点が教えてくれていたんだよね。

　第三騎士団はなかなか有能なようで、商人達を保護しつつ、テロリスト側の騎士達を次々と無力化していく。

「さすがに王都の騎士団は練度が違うみたいだ」

「ん、精強」

　レベル三〇超えの騎士を含む集団を相手に、多勢とはいえレベル二〇台しかいない騎士達だけで上う手まく立ち回っているのはなかなか凄すごい。制圧が終わるのも時間の問題だろう。

「ぐぬぬ、もはや、これまで！」

　軍服の青年貴族は最後尾で唸うなった後、馬車の扉を開けて第一夫人と末娘を騎馬で脱出させようと行動を始めた。

　左手側の垂直に近い斜面を二騎が駆け下りる。

「二騎逃げたぞ！　第二分隊、追え！」

　夫人や末娘の悲鳴で、彼らの逃亡に気付いた巡回騎士隊の指揮官が、分隊の一つを追跡に派遣した。

「──トホマエーナ夫人！」

　女性騎士の悲鳴が聞こえた。

　同乗していた第一夫人が落馬したらしい。

　マップ情報によると、落馬した時に首の骨を折って瀕ひん死しの重傷だ。

「お母様！　止まりなさい、お母様が！」

「いけません！　ソミエーナ様だけでもトーリエル様のもとへ送り届けなくては、飛空艇で命を落とした同志達が浮かばれません」

　遠くから、微かすかに末娘と青年貴族の会話が聞こえてきた。

　瀕死の夫人より、末娘──いや、小聖杯とやらが優先らしい。

　第一夫人を同乗させていた女性騎士も、地に伏した第一夫人の容体を気遣う事もせずに、末娘と青年貴族の追跡を阻止しようと剣を振り回している。

「──人の命が軽い世界だ」

「サトゥー？」

「なんでもないよ」

　オレの愚痴を聞きつけたミーアにそう告げて、オレは急斜面を滑り降り、地面に横たわる第一夫人の傍らへと駆け寄る。

　女性騎士は既に分隊騎士の一人に組み伏せられているので、その傍らを駆け抜け、コヒュコヒュと笛のような呼吸をする第一夫人に中級魔法薬を浴びせた。

　浴びせる直前に、魔法的なサイコキネシスである「理力の手マジツク・ハンド」で、夫人の首を正しい位置に補正しておいたので、変な角度で首の骨が固定されてしまう事はないだろう。

「ふう、これでよし、っと」

　気を失った夫人を背負って街道へ戻り、彼女の身柄は巡回騎士隊に引き渡しておいた。

　商人達の馬車を行動可能にした頃ころにマップ情報を確認したところ、末娘を連れた青年貴族は分隊との追いかけっこを続けていた。

　自分から地雷原に近寄る趣味はないので、追跡劇に加わるつもりはない。

　それにオレが何もしなくても、巡回騎士隊に所属する風魔法使いのナビに従って、別の分隊が速度の出る街道から追跡を始めたようだし、時間の問題だろう。

「それでは私達はこれで失礼いたします」

「私どもの商会はコイン通りの十三番地にございますので、ぜひお訪ねください」

「ええ、ぜひ！」

　オレは商人にそう約束して、ミーアの操るシルフに抱えられて空に舞い上がる。

「マスター！　空を飛んでいると告げます！」

　№８を始めとしたナナの姉妹達が大げさに驚く。

　ナナの姉妹達はフラットなテンションの者が多いが、№８は比較的感情の起伏が豊かだ。

　なお、事件の発端となった足長蜘蛛蟹は、№８の指示で街道から遠く離れた山奥へと移動させられている。





◆






「ご主人様、お帰りなさい。そっちのトラブルは片付いたの？」

「ああ、円満解決してきたよ」

　戻ってくる途中で、警戒飛行していた王都の鳥人兵士や飛竜騎士ワイバーン・ライダー達に誰すい何かされたが、オレの貴族証やミスリル証、それとミーアのエルフ耳を見せる事で身の潔白を証明できた。

　出発してから一時間も経過していないせいか、ビスタール公爵一行以外は全員残っていた。迎えの馬車はまだ来ていないようだ。

「ナナのお姉さん達も元気そうで良かったわ」

「遅くなりましたが、ただいま帰参いたしました。これより我ら七名も、ミーア様を始めとする諸先輩方や№７──ナナと同様に、マスターの手足となって尽くす所存です」

　№１はナナと違って喋しやべりが流りゆう暢ちようだ。

「墓参りは無事に終わったのかい？」

「はい、前マスターの奥様の墓所に、遺品を埋葬する事ができました」

　良かった。かなり迷走していたが、無事に目的を果たせたようだ。

　オレ達とナナ姉妹達が再会の言葉を交わす向こうで、ナナと同じ顔をした姉妹達を見た野次馬達が「盾姫が増えた、だと？」とか「八人も盾姫を用意して、魔王の軍団とでも戦争するつもりか！」とか「一人寄よ越こせ」なんて妄言を囁ささやき合っていた。きっと、待ち飽きて暇なのだろう。

　挨あい拶さつが一段落したところで、アリサがオレに尋ねてきた。

「それで、ご主人様。まだここで待つの？」

「そうだね──」

　迎え待ちの人達の数を見た限り、当分オレ達の順番が回ってくるとは思えない。

「──大した距離じゃないし、歩いていこう」

　それに王都のメインストリートには辻つじ馬車が多いから、たぶん途中で拾えるだろう。

「カリナ様もそれで宜よろしいですか？」

　オレが声を掛けると、ムーノ男爵次女のカリナ嬢が豪ごう奢しやな金髪を後ろに払いながら振り返った。

「ええ、構いませんわ」

　彼女のトレードマークである縦ロールが揺れ、誰だれよりも大きな双丘もまた魅惑の波動を放ちながら揺れる。

　思わず視線が吸い寄せられそうになるが、オレは強い意志でそれを堪こらえた。

「タマもおっけ～？」

「ポチだって、もちろんオーケーなのですよ」

　№６と№８にヌイグルミのように抱き上げられたタマとポチも、カリナ嬢に続いて同意した。

　ナナの姉妹達もナナと同様に子供好きらしく、二人を抱えて嬉うれしそうにしている。№５も同じ流れでミーアを胸に抱え上げようとしたが、「嫌」と一言で拒否されて寂しそうにしていた。




「それじゃ、行きましょう」

　オレは皆みんなを先導して王都の門へと向かう。

　ナナの姉妹達が合流したので、一九名もの大所帯だ。

　人数が多いせいか、オレが姉妹を迎えに行っている間に大増殖した野次馬の間を通り抜けるのに、なかなか手間取った。

　その人ひと混ごみを抜けると、ほどなく王都の正門へと辿たどり着つく。

「おっき～？」

「迷宮都市の門より、ずっと大きいのです！」

　パリの凱がい旋せん門もんを彷ほう彿ふつとさせる巨大な門を見て、タマとポチを始めとした仲間達のテンションが上がる。

　大国であるシガ王国の文化や財力を誇る意味もあるのか、門には精せい緻ちな彫刻が刻まれており、さらにその陰には幾つもの魔術的な回路が隠されているようだ。

「行列」

「大国首都の玄関口だけあって凄いわね」

　ミーアとアリサが門前にできた行列を見て、うんざりした声を漏らした。

　オレ達は行列ができている商人の列や一般市民の列をスルーして、馬車ばかりが数台ほど並ぶ貴族の列へと向かう。

　オレ達が到着する頃には並んでいた馬車も捌はけ、すぐに順番が回ってきた。

「こちらは貴族の列である。もし間違いないのならば、その証あかしを示されたい」

　門番の騎士が張りのある声を出す。

「イケボね」

「いけぼ～？」

「ウリボーは放して大きくなってから狩る方がお肉いっぱいなのですよ？」

　後ろでアリサ達が交わす会話が聞こえたのか、門番騎士の厳いかつい顔が一瞬だけ和んだ。

「私はムーノ男爵家家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵です。こちらはムーノ男爵の令嬢であらせられるカリナ・ムーノ様です」

　オレはそう名乗りながら、自分の貴族証とカリナ嬢の侍女ピナが持っていたカリナ嬢の貴族証を見せる。

「失礼ですが確認させていただきます」

　門番騎士がそう言って貴族証とオレ達を順番に見つめる。

　彼は「鑑定アナライズ」スキル持ちなので、本物かどうか確認しているのだろう。

「失礼いたしました、ムーノ様。ペンドラゴン卿きよう、差し支えなければ、貴族籍にある方々が馬車にも乗らずにいらした理由を伺いたいのですが」

　なるほど、それでチェックが厳重だったのか。

「先ほど不時着した飛空艇に私達も乗っていたのですよ。いつまで待っても迎えが来ないので、王都見物をしながら辻馬車でも拾おうと思った次第です」

　オレの答えに得心がいったのか、門番騎士が馬車を手配できない事を詫わびてから、オレ達を通してくれた。

「──あれ？」

　門を通り抜けた後、アリサが腕で目元をゴシゴシと擦こする。

「どうした？」

「お城の傍そばに、なんかボヤッとしたモノがあったから何かと思って」

「ああ、あれは桜の木だよ」

　エチゴヤ商会の総支配人エルテリーナの話だと、王桜という名前の国樹で、毎年、今ぐらいの季節から咲き始めるそうだ。

「お城と同じサイズの？」

「別に不思議じゃないだろ？」

　元の世界ならフィクションの中にしかないけど、この世界には衛星軌道まで伸びる世界樹や山サイズの山樹があるんだし、城サイズくらいならそれほど驚くような事でもない。

「ん、普通」

「それも、そっか」

　ミーアが当然とばかりに頷うなずいたら、アリサも世界樹や山樹を思い出したのか、微妙な顔のまま頷いた。

「あんなに大きい桜なのに、『枯れない桜の木』じゃないのね」

「ああ、たぶん、ここの桜の木の下で願っても、叶かなわないと思うぞ」

　アリサが有名なゲームに登場する桜ネタを挙げたので、うろ覚えの知識でちょっとだけ乗っかってみた。

「それは残念」

　アリサが笑いながら現実に話を戻した。

「こっちにも桜の木なんてあったのね」

「なんでも、王祖ヤマトさんがエルフ達から貰もらったらしいぞ」

「また、王祖様～？　なんていうか弘こう法ぼう大師みたいになんでもやってるわね」

　アリサが眉まゆに唾つばを付けつつぼやいた。

「そう言うなって。王都だと年末から年始が桜の見頃らしいし、満開になったら皆で花見をしようよ」

「おおっ、いいわね！　桜さくら餅もち作ってよ、桜餅」

　はしゃぐアリサに、「いいとも」と安請け合いしてやる。

　花見についてアリサに尋ねる仲間達を愛めでていると、後ろからカリナ嬢の侍女ピナが話しかけてきた。

「士爵様、このまま男爵邸に向かわれますか？」

「ああ、そうするつもりだよ」

　侍女ピナの言葉に首肯する。

　予定の二倍近い人数になってしまったので、男爵邸に滞在可能か確認して、無理そうなら宿を取らないといけない。

「マスター、馬なしの馬車がいると告げます」

　№８がくいくいとオレの袖そでを引く。

　彼女が視線を向ける先には、黎れい明めい期きの自動車みたいな馬車が走っていた。

「あれはゴーレム車だよ」

　オーユゴック公爵領でも何度か見かけた、馬車本体がゴーレムになった乗り物だ。

　この手の乗り物にはバリエーションがあり、迷宮都市でオレ達がパレードに使ったゴーレム馬車は、ゴーレムの馬が普通の馬車を引いていた。

　迷宮都市の貴族達から聞いた話だと、後者のゴーレム馬車の方が「優雅」、前者の方が「先鋭的」という事で好みが分かれているそうだ。

「マスター、家々のバルコニーに花が飾られていて綺き麗れいだと告げます」

　№８がオレの腕を取って道沿いの家を飾る花々を指さす。

　この子は他ほかの子よりも人懐っこいようだ。

「ぎるてぃ？」

「ちょっと違うわね」

　ミーアとアリサがこそこそと囁き合う。

　自分達の事を棚に上げて「おっぱい小さいし、推定無罪」「ん、同意」なんて言葉を交わしていた。

「№８、マスターが迷惑していると告げます」

　ナナに指摘され、№８が驚いたようにオレを見上げて、「マスター、№８は迷惑ですか？」と不安そうに尋ねてきた。

「そんな事ないよ」

　少し歩きにくいけどね。

　後半の言葉を省略した甲か斐いあって、№８はふんすっと鼻息荒くナナの方を見る。彼女もナナと同じく無表情だったが、きっと彼女なりのドヤ顔をしているに違いない。

　団子状になっていると通行を妨げるので、オレ達は二列程度になって歩道を進む事にした。

「大国の王都だけあって人通りが多いわね」

「ん、同意」

　西門から続くメインストリートは馬車が四台ほど並んで行き来できるくらい広いが、信号がないので交差点などで希まれに団子状態になっている。馬車の往来が現代の自動車みたいに多くないのが救いだ。路肩に歩道があるのだが、車道にはみ出て歩いている人も多い。

「王都は人族が多いようですね」

　行き交う人々を眺めていたリザが、そう言いながら妖よう精せい鞄かばんから取り出した外がい套とうを着込んで、彼女の種族の特徴である尻しつ尾ぽや鱗うろこを隠し、タマやポチにも耳や尻尾を隠すフード付きのマントを身に着けさせた。

　マップ検索した情報によると、王都の八割は人族だ。残り二割のほとんどは鱗族や獣人族が占め、少数派の妖精族は全すべてを合わせても三〇〇人もいない。

「ご主人様、王都も人族以外への差別があるんですか？」

「獣人の商人や人族以外の国家からも大使が来ているみたいだから、場所や相手による感じかな」

　オレは迷宮都市の貴族達やエチゴヤ商会の幹部達から聞いた話を思い出しながら、ルルの質問に答える。

「それでも、シガ王国北部ほどの差別はないと思うよ」

　獣娘達と出会ったセーリュー市だと、一部の妖精族を除く亜人種は奴隷以外で存在する事ができないほどだった。

「馬車も色々なのが走ってますね」

「ええ、馬車や荷車を引く獣も、馬だけでなく、公都で見かけた走竜や鈍竜もいるようです」

　ルルとリザがそんな会話を交わす。

「ごーじゃす～」

「すっごく立派な馬車なのです！」

　後ろからやってきた三台の豪ごう奢しやな馬車が、オレ達の横を通り過ぎた。

　馬車にはシガ王国の国旗が立てられ、側面には迷宮資源省の紋章が描かれている。

「ずいぶん、物々しいわね」

　馬車に随行する一〇名近い王国騎士の護衛を見て、アリサが眉を顰ひそめた。

「王国の馬車だったし、あれくらいの護衛がいても普通じゃないか？」

「へー、そうなの？」

　オレは紋章学の知識で得た情報をアリサに伝える。

「マスター、あそこ！　大きな亀かめが荷車を引いていると告げます！」

　№８がぴょんぴょんと飛び跳ねながら、ずしんずしんと車道を歩む巨大象亀の引く六輪車の列を指さした。

「あれだけ重そうなのに、よく石畳が凹へこまないもんよね」

「土魔法で補強してあるんじゃないか？」

　アリサの呟つぶやきに答える。

　ＡＲ表示によると、あれはレプラコーン達の王国に属する使節団のようだ。

　レプラコーンは赤銅色の肌をした人達で、妖精族共通の特徴である小柄で少し尖とがった耳をしている。エルフ達ほどではないが、いたずらや冒険が好きなレプラコーン達も、人族の領域で見かける事は少ない。

　そんな感じで、王都の町並みを眺めつつ歩道を進んでいると、オレを呼び止める声が聞こえた。

「ペンドラゴン士爵！」

　車道を走る馬車の窓からオレを呼ぶ人には見覚えがある。迷宮都市セリビーラの探索者ギルドに所属する幹部職員で、ギルド長との飲み会の時には必ず参加する酒好きの一人だ。

　彼ら職員は「階層の主フロア・マスター」討伐の戦利品を国王のもとに届ける為ため、オレ達と同じ飛空艇で王都へとやってきていた。

「貴族街までは距離があります。この辺りは客待ちの辻つじ馬車が少ないですから、途中まで乗っていかれませんか？」

「お心遣いは嬉うれしいのですが、大所帯なので……」

「大丈夫ですよ。後ろ二台にも乗れますし、ミスリルの探索者である皆さんが同乗してくだされば、道中も安心ですから」

「そういえば護衛騎士がいませんね」

　オレは声を潜めて幹部職員に尋ねた。

「ええ、私達の前に迷宮資源省の馬車が通りませんでしたか？　あれは囮おとりなんですよ」

　そういえば迷宮都市の探索者ギルドは、迷宮資源省の管理下にある公的組織だったっけ。

「あちらに不心得者の耳目を集めておいて、私達は悠々と王城へと向かう予定なんです」

　彼ら自身も高レベルだし、御者をしているギルド職員も元探索者の腕利きだけど、それでも不用心な気がする。

　ちょっと心配なので、護衛がてら途中まで運んでもらう事にした。

　一台に全員が乗るのは無理なので、一台目にオレとポチ、タマ、それにカリナ嬢と侍女のピナ。二台目に仲間達とカリナ嬢の護衛メイド達。ナナと姉妹達は三台目だ。

　二台目以降は屋根がない箱馬車──要は貨物運搬用なので、一台目の馬車にカリナ嬢を優先した。

「皆さんはこれから王城ですか？」

「ええ、後ろの二台は魔コ核アの運搬車なので、この馬車以外は最初の第二城壁近くにある魔核倉庫までですが」

　幹部職員の話だと、「階層の主」の戦利品のうち、特に高価な品々は彼を含む三人の「宝物庫アイテムボツクス」スキル持ちがアイテムボックス内に収納し、残りは王家から貸与された収納量が大きい「魔法の鞄マジツク・バツグ」で持ち運ばれているとの事だ。

　馬車の床に置かれたり、屋根の上に積まれたりしている荷物はほとんどがダミーの品らしい。

　魔法探知してくる相手用に、ガラクタ系の魔法道具マジツク・アイテムまで収納してある念の入れ用だ。

「にゅ！」

　オレの膝ひざの上に陣取っていたタマの耳がピンッと立つ。

　それと同時に、レーダーに赤い点が現れた。

「どうかされましたか？」

　オレの表情の変化に気付いた幹部職員が尋ねてきた。

「先ほどの囮に、不心得者が食いついたようですよ」

　オレは進行方向に上がった白煙を指さしながら告げる。

　レーダーの情報によると、三〇人ほどの犯罪ギルドの連中が、迷宮資源省の馬車を襲撃したようだ。

　煙玉の一種を使って視界を塞ふさぎ、その間に馬車から金品を強奪するつもりらしい。

　──げげっ。

　白煙が広がる通りの先に、轟ごう音おんと共に火炎が吹き荒れた。

　襲撃場所の近くにある三階建ての商店の屋上にいた犯罪ギルドの魔法使いが、地上に向かって火魔法の「火輪フアイア・サークル」を使ったようだ。

　白煙と火輪の炎のせいで、地上の騎士達は魔法使いの位置が絞り込めていないらしい。

「あんびりばぼ～」

「王都の犯罪者は派手ですね」

　荒くれ者の多い迷宮都市でも、都市内でここまでする人間はいない。

「いや……あそこまで無茶をする馬ば鹿かはめったにいない」

　やはり、王都でも珍しいようだ。

　このまま放置したら、あいつの攻撃魔法で大おお怪け我がをする人間が増えそうだし、ちょっとだけ介入するとしよう。

「タマ」

「あい」

　オレが手を出すと、タマが阿あ吽うんの呼吸で掌てのひらの上に、妖精鞄から取り出した石を置いてくれた。投石に手て頃ごろなサイズだ。

　馬車から身を乗り出して、腕の力だけで投げる。

　殺さないように手加減した石が魔法使いの腹部に命中し、意識を刈り取る事ができた。

　ただ、気絶したせいで、屋上から転落したのは想定外だった。悪運の強い事に、途中の階にあるベランダや一階の布製の軒先でバウンドして減速したので、転落死せずに済んだ。

　まるで往年のカンフー映画のスタントシーンのようだ、なんて思いながらも、殺人をしなくて済んだ事に、内心で胸むねを撫なで下おろす。

　まあ、いざとなったら、オレが常時発動している「理力の手」で落下速度を殺すつもりだったんだけどさ。

　──げっ。

　犯罪ギルドの魔法使いを示す光点が消えた。

　時間差で転落死したのではなく、近くにいた王国騎士が剣で刺し殺したのだ。

　……容赦ないな。

「ご主人様」

　後ろの馬車から、事件を察知したリザ達がやってきた。

「オレ達がお節介をする必要はなさそうだよ」

　オレの言葉とほぼ同時に、誰だれかが風魔法を使って、視界を遮る白煙を吹き散らした。

　目くらましがなくなった途端、犯罪ギルドの連中に翻ほん弄ろうされていた王国騎士の反撃が始まった。

　怒ど濤とうの勢いで赤い血ち飛沫しぶき満載のスプラッタな光景が繰り広げられている。三倍の人数差も、レベル差や戦闘技術の差には及ばないらしい。逃げ出そうとした犯罪ギルド員達もいたが、あっという間に追いつかれて首を刎はねられていた。

　この手の残酷なシーンは苦手なので、思わず顔を背けてしまう。

「終わった～」

「悪い人達は全部倒されちゃったのです」

　さほど時間が経たたないうちに鎮圧されてしまったようだ。

　視線を戻すと、いつの間にか駆けつけていた衛兵達が犯罪者達の死し骸がいを路肩に並べており、迷宮資源省の馬車や護衛の王国騎士達は、後を衛兵達に任せて出発するところだった。

「片付いたようですね。私達も出発しましょう」

　幹部職員の言葉で馬車が出発する。

　事件に巻き込まれて怪我をしていた、運の悪い一般人を何人か見かけたので、見舞い代わりに下級の水増し魔法薬をプレゼントしておいた。

　幸いな事に、先ほどの事件以降は特にトラブルもなく、無事に下級貴族の屋敷が集まる区画へと繫つながる通りまで送ってもらい、そこからは辻馬車でムーノ男爵の王都邸へと辿たどり着つく事ができた。




「領主様のお屋敷にしてはずいぶんこぢんまりしてない？」

　アリサが指摘したように、ムーノ男爵邸は小さい。

　もっとも、それはあくまで「領主の屋敷」を基準にした場合であって、普通の男爵達が暮らす屋敷としては標準サイズだし、現代日本の基準で言えば、十分に豪邸の範はん疇ちゆうだ。

「士爵様！」

　屋敷の庭を掃除していた見覚えのあるメイドがオレを見つけて駆け寄ってきた。

　その声を聞きつけたのか、屋敷の中からもメイド達が出てくる。

「「「お帰りなさいませ、ペンドラゴン士爵様！」」」

　オレ達を招き入れながら、メイド達が一斉にお辞儀をする。

　彼女達の歓迎の気持ちはとても嬉しいのだが──。

「あなた達！　カリナ様へのご挨あい拶さつはどうしたの！」

「「「げっ、ピナさん！」」」

　粗略な扱いをされた主人の代わりにピナの怒りが炸さく裂れつした。

　当のカリナ嬢はタマやポチと男爵邸の外観について雑談していて、粗略な扱いをされていた事に気付いていなかったらしく、きょとんとしている。

「「「お帰りなさいませ、カリナ様」」」

　一斉にお辞儀するメイド達の前に進み出たカリナ嬢が、縦ロールにした豪奢な金髪を後ろに払って胸を張る。

「出迎えご苦労！　ただいま帰りましたわ！」

　張りのある声でメイド達を労ねぎらう。

　さて、これでようやく人心地が付けそうだ。








男爵邸







〝サトゥーです。海外を貧乏旅行していた頃は、宿泊予定のホテルからあぶれる事がままありました。治安の悪い国だと野宿という選択肢は取れないので、必死にホテルを探したものです。〟






「ナナさんは八人姉妹だったんですね」

「ええ、王都の近くで偶然再会しまして」

　王都屋敷に配属された五人のメイド達を束ねるメイド長──顔は覚えていたが、名前はＡＲ表示されるまで思い出せなかった。

「人数が倍になってしまったので、皆みんなで宿を取ろうかと思っているんですよ」

「そ、そんな！」

「士爵様がお泊まりにならないなんて！」

「メイド長！　私達の部屋を空けますから、そこに泊まってもらってください」

　宿を取ると言った瞬間、壁際に控えていたメイド達がもの凄すごい勢いでメイド長に懇願し始めた。

「凄い人気ね、ご主人様。まさかとは思うけど、メイド達に手を出してたりしないわよね」

「当たり前だ。そんな事をするわけないだろ」

　顔を寄せて馬鹿な事を言うアリサの額を押し戻す。

「あなた達の部屋といっても、使用人用の六人部屋でしょう？　お客様をお泊めするのは失礼ですし、その間、あなた達はどこで寝ると言うのですか？」

「私達は廊下でも納屋でも構いません！」

「台所や食堂の床で、十分です！」

「だから、メイド長！　士爵様を引き留めてください！」

　メイド達がぐいぐいメイド長に迫る。

　厳格そうなメイド長も、メイド達の勢いにタジタジだ。

「──士爵様、士爵様」

　オレの後ろからエリーナが耳打ちしてきた。

「あの子達は士爵様の料理が目当てっす。だから、遠慮なくあの子達の部屋を奪ってやってください」

「要は、エリーナさんも同じ考えなんですよ。ピナさんや私達に割り当てられた部屋に、先輩メイド達を引き受けるので、遠慮なく泊まってください」

　エリーナの言葉に続いて、新人ちゃんがそう補足してくれた。

　できれば、今日のところは調理なんてせずに、ベッドにダイブして眠りを貪むさぼりたい気分なんだけど、これだけ期待されてしまうと無下にもできない。

「メイド長、今晩は皆さんのお気遣いに甘えさせていただきます」

「そうですか？　ではすぐに部屋を整えさせますので、しばらくお待ちください」

「そうだ、メイド長──」

　メイド達に指示を出すメイド長を引き留める。

「料理長の許可がいただければ、夕飯に何品か腕を振るいたいのですが、宜よろしいでしょうか？」

「「「ぜひ！」」」

　オレの申し出にメイド長ではなく、メイド達が一斉に答えた。

「私、料理長を説得してきます！」

「あたしは食材の確認を！」

「えーっと、えーっと──私は部屋の片付けに行ってきます」

　メイド長の雷が落ちるより早く、メイド達が部屋を飛び出していった。

「まったく、あの子達ときたら……」

　メイド長は一つ嘆息した後、オレ達に割り当てられた部屋に案内してくれた。

　わりと広い部屋だ。

「広めの部屋が三つもあるなら、メイドの子達を追い出さなくても良かったわね」

　オレ用の部屋以外はベッドが四つずつあるので、ベッドをくっつければ十分に寝られそうだ。

　少し窮屈だけど、小さな子が多い仲間達なら一部屋で十分だし、ナナと姉妹達を二部屋に分散させればいい。

「そうだね。王都に屋敷も買ってあるし、明日あしたにでも現地に見に行って、住めそうなら明日から移ろうか」

　迷宮都市セリビーラの太守夫人の紹介で、下級貴族街と中級貴族街の境目くらいにある風ふう光こう明めい媚びな場所に屋敷を買ってあるのだ。

　建坪は男爵邸の三倍くらいあり、他ほかの貴族を招く為ための広めのサロンやガーデン・パーティーが開けるくらいの庭もある。

　どちらかというと、オレのような最下級貴族ではなく、もう少し社交に力を入れている中堅貴族向けの屋敷だ。

　ムーノ男爵と屋敷を交換したら丁度いいかもね。

「うわっ、窓から見えるのは聳そびえる壁だけね」

「あれは外側から三番目の内壁だね」

　王都は幾度も城壁を拡張して都市を広げていった歴史がある。建国から七百年近く経つ今では、王城を中心に同心円状の内壁が七枚もあるのだ。もちろん、王城内に幾枚もある城壁を除いて、である。

　迷宮都市セリビーラの太守夫人であり、王都出身のアシネン侯爵夫人の話だと、領主達や伯爵以上の貴族達の広大な屋敷は一番内側の壁──建国時に都市を囲っていた外壁──の向こう側にあるそうだ。

　本来なら、「都市核シテイ・コアを支配する領主」であるムーノ男爵の屋敷も、そちらにあるのが相応ふさわしい。

　予算の問題なら、オレが出資してもいいけど、たぶん権勢の問題だと思うから、余計な口を挟まずにニナ執政官が辣らつ腕わんを振るうのを見守ろうと思う。





◆






「マスター、ナナの下着がぶかぶかだと報告します！」

　部屋割りを終えてしばらくした頃ころ、廊下を駆けるドタバタという足音と共に、№８が部屋に飛び込んできた。

　上半身がほとんど裸だ。

　ナナの物らしきアリサ手製のブラジャーはしているのだが、サイズが全く合っていないので、見えてはいけない範囲がほぼ見えている。

「うげっ」

「破廉恥！」

　それを見たアリサとミーアが目くじらを立てた。

　二人が慌ててタオルで№８の胸元を隠すべく駆け寄る。

「マスター！　私達と№７は同サイズだったのに、大きく差が付けられたと抗議します」

「マスター、ナナだけ調整装置で強化するのは不公平だと告げます」

　そこに№６と№５が続いて入ってきた。

　二人も、カップに隙すき間まが多いブラジャー姿だ。

　実年齢がゼロ歳児だけあって、羞しゆう恥ち心しんが薄すぎる。

「ご主人様、後ろ向いてて」

「もう向いてるよ」

　アリサのリクエストを背で受け、ナナの姉妹達に服を着せるのを待つ。

「マスター、№８達が失礼をしたようで申し訳ありません」

　№８達の後を追ってきた№１が、姉妹を代表して謝ってきた。

　彼女の後ろで他の姉妹達も一緒に頭を下げる。旅装束姿だった彼女達の服装が、ナナから借りたであろう普段着に替わっていた。

「この子達には私からよく言い聞かせておきますので……」

「気にしなくていいよ」

「マスターの御ご沙さ汰たに感謝いたします」

　もう一度、姉妹達が頭を下げた。

「マスター、№１達はマスターに話したい事があると言っていました」

「「「ナナ」」」

　姉妹達の後ろから顔を出したナナがそう告げると、№１が弾はじかれたように後ろを振り向いた。

「それはもう少しタイミングを見計らってから──」

「いや、せっかくだし今から聞くよ」

　夕飯の準備をするには早いし、せっかくなのでナナの姉妹達とコミュニケーションを取るついでに、彼女達の冒険譚たんなんかも聞かせてもらう事にしよう。

　割り当てられた部屋だと、どの部屋でも入りきらないので、一番広い食堂を借りた。




「マスターの寛大なるご慈悲のお陰で、無事に前マスターの遺品を奥様の墓所に埋葬する事ができました」

　№１が居住まいを正して頭を下げると、姉妹達も同じように頭を下げた。

　さっきも聞いた内容だけど、改めて言いたいのかもしれないので、そのまま拝聴する。

「頭を上げて。皆が無事に帰ってこられて良かったよ」

「はい、それもマスターが事前に『魔法の鞄マジツク・バツグ』や旅に必要な道具を用意してくださったお陰です」

　姉妹達に与えた「魔法の鞄」は、竜の谷で手に入れた「格納鞄ガレージ・バツグ」と同じ種類の魔法道具マジツク・アイテムだ。

　彼女達の旅の苦労話を聞こうと思ったのだが、なぜか皆、一様に無言でオレを見つめてくるので、話を振り損ねた。

「どうかした？」

「いえ、その……」

　№１がうっすらと頰ほおを染めて口ごもる。

　──なんだろう？

「マスター、№１達はマスターに名前を付けてほしいと言い出せないのだと告げます」

「「「№７！」」」

「私の名前はナナだと告げます」
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　昔の名前で非難の声を上げる姉妹達に、ナナが少し勝ち誇った口調で訂正した。

　ナナが教えてくれたように、姉妹達と別れる時に、再会した時に名前を付けてあげると約束した憶おぼえがある。

「マスター、私の名前は何ですか？　と問います」

　№８がずいっとオレに顔を寄せて尋ねてくる。

　うっかりキスをしてしまいそうなくらい顔が近い。

「ちょ、ちょっと！　くっつきすぎ！」

「ん、離れる！」

　アリサとミーアの鉄壁ペアが、№８をオレから引き剝はがす。

「№８！　ここは年功序列で行くべきでしょう」

「№１、それは前時代的だと指摘します」

「ここは公平にジャンケンが良いのではないかと提案します」

「デスマッチでは時間がかかるので、№３はトーナメント形式が良いと思います」

　姉妹達が口々に名付けの順番を争う。

　姉妹でも性格が色々あるらしく、№２は無言で姉妹達を見守り、№５は会話に参加するタイミングが上う手まくないようで、口を開いては閉じるのを繰り返していた。

「ご主人様、あの子達の名前をちゃんと決めている？」

　アリサがこそっと耳打ちしてきた。

「もちろん──」

「イチ子とかアインとか、そんな安易な名前にしようと思ってないわよね？」

　なぜ、分かった。

「はあ、まったく──」

　アリサが嘆息する。

「数字から選ぶにしても、女の子に似合いそうなのにしなさいよね」

　だから、一子とか二美とかにしようと思ったのだが……。

　シガ王国風の名前は今一つ思いつかないので、手持ちの資料の中にある偉人の名前や魔法書の著者あたりから選ぼう──なんて考えて書籍フォルダを開いたのだが、もっと手頃な資料があった。

　公都に滞在した時に、闇やみオークションで手に入れた日本語のメモ帳の中に、色んな単語の日本語と外国語の対比表があったのだ。他のと毛色が違うが、役に立ちそうなので文句はない。

　オレは数字の欄に目を走らせて、女の子の名前として変じゃない感じの単語を選んでいく。

「悪いが順番に行くぞ──」

　ジャンケンを始めようとしていた姉妹を止める。

「№１──君の名はアディーンだ」

　初めはフランス語の一を意味するアンと名付けようとしたのだが、既にエチゴヤ商会の錬金術師の娘にアンと名付けていたので、彼女にはロシア語の一を意味するアディーンという名を付けた。

「マスター、ありがとうございます！　アディーンはマスターに永遠の忠誠を誓います」

　編み込んだ髪をシニョンで纏まとめているリーダーの№１──アディーンが、格納鞄から愛用の大盾と細剣レイピアを取り出して儀ぎ仗じよう兵へいのように構えた後、臣下の礼を取った。

「№２──君はイスナーニ」

「感謝。私はイスナーニ」

　三つ編みポニーテールが特徴的な№２──イスナーニは、言葉少なに、だが誇らしげな感じで自分の名前を繰り返した。彼女もアディーンに倣って、愛用の武器──戦鎚ウオー・ハンマーを取り出して臣下の礼を取る。

　ちなみに、彼女のイスナーニという名前はアラビア語だ。忘れないように注意しよう。

「№３──トリア」

「はい、マスター。№３──トリアの名前はトリアです」

　節編みサイドテールの№３は、一人称に自分の名前を使うタイプのようだ。

　格納鞄から刃槍ブージを取り出そうとして天井に突き刺してしまい、慌てて対処しようとして天井に一条の傷を付けていた。彼女にはドジっ子属性があるらしい。

　ナナの話だと、№３は料理好きという事だったが、ドジっ子属性が料理に発揮されない事を祈りたい。

　平謝りするトリアを宥なだめ、次の子の命名に移る。

「№４──フィーア」

「マスターの命名を受託。私はフィーア」

　髪を一本結びにして胸元に垂らした№４──フィーアも、大剣を床に置いて臣下の礼を取った。

　彼女は№２と同様に言葉少なだ。№３までと違い、表情変化もほとんどない。

「№５──フュンフ」

「命名に感謝と告げます。フュンフ、フュンフ、良い名前だと自負します」

　ざんばらセミロングの№５──フュンフが、ナナと同じような口調で無表情に言う。

　そういえば、「揺り篭クレイドル」で別れた時は№３や№４もナナと同じような口調だったし、№１から№３もさほど表情変化はなかった。

　きっと、旅の間に感情表現が豊かな人達と交流して学んだのだろう。

「マスターに感謝と告げます」

　№３を見て学習したのか、愛用の長柄斧ポール・アツクスを格納鞄から取り出す事なく臣下の礼を取っていた。

「№６──シス」

「私はシス。マスターに感謝と忠誠を捧ささげると告げます」

　両サイドシニョンの№６──シスが、格納鞄から取り出した短たん槍そうで軽く演舞のような動きをした後ポーズを付ける。

　それを見て、トリアが悔しそうな顔をしていたので、きっとトリアがやろうとしていた事が、この演舞だったのだろう。今度、広い場所で披露してもらおうかな？

「マスター、次は私だと告げます！」

　ショートツインテールの№８がぴょんぴょんと飛び跳ねて主張する。

　表情変化はナナと同様にほとんどないが、ジェスチャーでの感情表現がとても豊かだ。彼女だけは他ほかの姉妹と違って巨乳ではない。

「№８──君はユィットだ」

「ユィット！　私の名前はユィットだと告げます！　アディーン、イスナーニ、トリア、フィーア、フュンフ、シス、ナナ、ユィット──」

　愛用の曲刀を腰に下げた№８──ユィットが元気良く宣言した後に、姉妹の名前を順番に挙げていく。

「──やっぱり、ユィットが一番可愛かわいいと宣言します！」

「「「それは違うと異議を唱えます」」」

「やはり、アディーンが一番優雅でしょう」

「イスナーニが一番強い」

「トリアはトリアが一番だと主張します」

　ユィットの一言が切っ掛けとなり、姉妹達が喧けん々けん囂ごう々ごうの勢いで自分の名前が一番だと主張し合う。

　口くち喧げん嘩かの間は見守っていたが、お互いの髪を摑つかもうとしたところで介入して制止した。

「皆みんな、違って、皆いい」

　ミーアが超有名な詩を連想する言葉で、言い争いを締めくくっていた。

「そろそろ旅の話を聞かせてくれるかな？」

「はい、お任せください」

　アディーンが代表して話し始める。

　彼女達はセーリュー市近くで別れた後、西周りのコースでセーリュー伯爵領を進み、オレ達とは違うコース──鉱山都市を経由する山沿いでクハノウ伯爵領に入り、そこから道に迷いつつフジサン山脈へと続く山々を放浪していたそうだ。

　あまり強い魔物には出会わなかったそうだが、それでも危ない場面は何度もあったらしい。

「遺跡探索もしたと告げます」

「ハーピーの谷で会ったジョンと一緒だったと報告します」

「遺跡にはミトがいたと告げます」

　下位ナンバーの姉妹達が、要領を得ない話を口々に喋しやべる。

「ジョンやミトは私をハチ子と呼んでいたと密告します」

　──ハチ子？

「そのジョンやミトって子達は転生者か転移者だったの？」

「それは分かりません。ミトは強大な魔法を無詠唱で使っていました」

　アリサの質問にアディーンが答える。

　そういえば、セーリュー伯爵領の魔法兵ゼナさんが、旅の途中でナナの姉妹と出会ったという話をした時に、その二人の事についても言っていた憶えがある。

　確か、ミトさんは単独で中級魔族を倒したって言っていたっけ。

「無詠唱か──髪の色は？」

「ジョンとミトは黒髪でした」

「なら、転生者じゃなくて転移者？　でも、わたしみたいにカツラを被かぶってるかもしれないし──ご主人様、ミトとジョンの情報が分かったりしない？」

　アリサのリクエストに従ってミトをマップ検索してみたが、見つからなかった。ジョンという人物は何人かヒットしたが、いずれもユニークスキル持ちや「スキル不明」ではないようだ。

　それをアリサに告げる。

「そっか～。まあ、悪い人じゃなさそうだし、一度会ってみたかったわ」

　残念そうなアリサに、「そのうち会えるよ」と根拠のない慰めの言葉を言ってから、アディーンに旅の話の続きを促した。

「ミトと合流後、平原で魔族や魔物の群れと戦う軍隊に遭遇し、ジョンの知人を助ける為ために介入しました。幸い、ミトの使う支援魔法や攻撃魔法のお陰で目的を達成し、心こころ許もとなかった路銀の確保の為に、ゼッツ伯爵領のファウの街で労働を──」

「ミトと一緒に食堂の女給をしたと告げます！」

　アディーンの言葉を遮って、ユィットが元気良く主張した。

　他の子達も喋りたいのか、ファウの街の様子や竜騒動の話なんかを色々と聞かせてくれた。

「道案内をするという約束を反ほ故ごにしたミトが消え、その後を追ってジョンがいなくなったので、私達はある程度の路銀を確保できた段階で旅を再開しました」

　クハノウ伯爵領では難民に絡まれたり、盗賊や脱走兵に襲われたりしたそうだが、旅の間にレベルアップした姉妹の前には大した障害じゃなかったらしい。

　相変わらず、道に迷っていたそうだが、その途中で──。

「怪け我がをしていたクモ助を助けたら懐いたと報告します！」

　クモ助というのは彼女が従魔にしていた足長蜘蛛蟹ロングレツグ・スパイダー・クラブの名前だろう。

「マスター、№８──ユィットは『調教テイム』スキルを入手した」

　鑑定アナライズスキルを持つフィーアが抑揚のない口調で教えてくれた。

「ユィットが下僕にしたクモ助の──」

「クモ助は友だと訂正します」

　ユィットがアディーンの間違いに敏感に反応した。

　アディーンは素直に訂正した後、クモ助の背に乗って移動したお陰で、移動速度や踏破できる地形が大幅に向上したと続けた。

「墓所のある森巨人フオレスト・ジヤイアントの里に入る時に少し揉もめましたが、私達の顔がナナと似ている事に気付いた里長のセイタカ殿の取りなしで無事に入る事ができました」

　ゼンの奥さんのお墓は、ムーノ男爵領の「森巨人の里」にあったらしい。

　別行動せずに、一緒に──なんていうのは後付けの知恵なので、口にせずにおいた。

「それにしても、よく『不死の王ノーライフキング』が森巨人の里に奥さんのお墓を作れたもんよね」

「マスターは『人成りの護符アミユレツト・オブ・ヒユーマン』を持っていたと告げます」

　アリサの疑問にナナが答えた。

　巨人はともかく里にいた妖よう精せい族は瘴しよう気きに敏感だから、何かそれ以外にも里に招かれる理由があったんだと思う。

「でも、どうして、森巨人の里にお墓を作ったのかしら？」

「他に荒らされる心配のない場所がなかったのだと、前マスターが言っておられました」

　ゼンはムーノ侯爵と敵対していたから、人里だと暴かれる可能性が高かったのだろう。人里以外だと獣に掘り返される心配があるし、アンデッドの護衛を付けたりしたら奥さんがアンデッド化する可能性もあっただろうから。

「無事に埋葬を終えた私達は、再びクモ助に乗ってフジサン山脈を横切り、その先でマスターと再会したのです」

　アディーンは商隊を驚かせて街道を封鎖してしまった事をするりとスルーして、話を締めくくった。

　まあ、蒸し返す意味もないから別にいい。

「にゅ？」

　オレの膝ひざを枕まくらにして大人しく寝ていたタマが、ぴくっと耳を撥はねさせて顔を上げた。

　一緒に寝ていたポチも目を覚まし、眠そうに目を擦こすっている。

　控えめなノックの後に、メイドの一人が顔を出した。

「士爵様、厨ちゆう房ぼうに火を入れたのでお知らせに来ました」

　話の切りもいいし、何よりメイドの顔が期待でいっぱいだったので、オレはルルや料理が好きなナナ姉妹のトリアを連れて厨房へと向かった。
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「士爵様、男爵様とニナ様がお帰りになりました」

　楽しい夕飯の後、食堂を借りて明日あしたからの予定を皆と打ち合わせていると、メイドの一人が男爵達の帰還を報しらせに来てくれた。

「ご無ぶ沙さ汰たしています、男爵閣下、ニナさん」

　遅くまでの激務にお疲れ様な感じのレオン・ムーノ男爵とニナ・ロットル執政官に挨あい拶さつする。

　部屋の中には他にもカリナ嬢とメイド長を始めとした何人かのメイドがいた。

「やあ、サトゥー君。久しぶりだね、元気そうで良かったよ」

「よー、サトゥー。あんたの冗談みたいな大活躍は王都でも話題だぜ」

　ムーノ男爵とニナ女史がそれぞれの性格に合った挨拶を返す。

「男爵様～？」

「男爵様なのです！」

　オレの後ろから飛び出したタマとポチが、応接間のソファーに腰掛けたばかりの男爵の傍そばへ走っていく。

「おいで、タマ君とポチ君」

「わ～い」

「なのです！」

　ムーノ男爵領では実の娘か孫のように可愛がってもらっていたせいか、二人は無邪気に男爵に懐いている。

「お父様は実の娘より、タマやポチの方が可愛いんじゃありませんの？」

「そんな事ないよ、カリナ。君もこっちにおいで」

　ちょっと拗すねた感じのカリナ嬢に、慣れた感じでムーノ男爵が腕を広げてカリナ嬢を招き、親子のハグをする。

　なんていうか、思春期の娘さんを持った父親垂すい涎ぜんの親子像って感じだ。

「お帰り、カリナ。迷宮都市で怪我をしたり、怖い思いをしたりしなかったかい？」

「ええ、ラカさんが守ってくれていますもの。怪我なんてしませんわ」

　怖い思いはしたと思うけど、そちらには全く触れようとしない。

　腹芸のできないカリナ嬢の事だから、楽しい思い出やわくわくする出来事に上書きされて忘れてしまったのだろう。

「それで、サトゥー。カリナの嬢ちゃんと一小月くらい一緒にいたんだろ？　何か進展はなかったのかい？」

「進展、ですか？」

「ちっ。煽あおりと諭しが足りなかったか……」

　ニナ女史が口の中で小さく呟つぶやいた。

　どうやら、迷宮都市を発たつ際に、カリナ嬢がオレに結婚を賭かけた決闘を申し込んできたのは、彼女が原因だったらしい。

「──ん？」

　ニナ女史の視線が扉の方を向いたので、そちらを振り返ると、№８──ユィットを始めとした姉妹達が扉の隙すき間まから顔を覗のぞかせていた。

「ずいぶん同じ顔が増えてるね」

「はい、ナナの姉妹達です」

　オレがそう言うと、ニナ女史が納得したように頷うなずいて視線を戻した。

「別行動を取ってるって話の子達か──」

「ええ、王都で合流したばかりなんです」

「そりゃ良かったね。だけど、積もる話もあるだろうに、あの人数じゃ部屋が足りないだろ」

「いえ、メイドの皆さんが部屋を空けてくださいまして」

「へー、あの子達がねぇ。相変わらず、あんたは女にモテるねぇ」

「そんな事ないですよ」

　彼女達の狙ねらいはオレではなく、オレの作る料理だ。

「知らぬは本人ばかりだね。あの子達も紹介してくれるかい？」

　ニナ女史がリクエストしてくれたので、順番に部屋に入れて彼女とムーノ男爵に姉妹を紹介した。

「無作法にも、予告なくお邪魔してしまい申し訳ありません」

「あんた達はサトゥーの身内だろ。なら、あたしらの身内も同然だ。泊めるくらいなんて事ないさ」

　№１──アディーンの詫わびをニナ女史が軽く流す。

　本来の屋敷の主あるじであるムーノ男爵より、よっぽど主らしい態度だ。

「それより、狭い屋敷で悪かったね」

「わたし達は別にいいけど、男爵様のお屋敷がこんなに狭かったら社交に支障があるんじゃないの？」

　アリサが言うように、他ほかの貴族を招いて晩ばん餐さん会をしたり、サロンで交流したり、庭で園遊会を開いたりなんていう社交の場が確保できないのは問題だと思う。

「まあね。予定じゃ、この四倍くらいの屋敷を買い付けるつもりだったんだけど、手配に来させた役人が押しの弱いヤツでね。頭金分の為替を持たせて先に派遣したんだけど、不動産を扱う商人にいいように言いくるめられて、一括払いで買える屋敷しか手に入らなかったんだよ」

　ニナ女史が珍しく愚痴を零こぼす。

　どうも、激務でストレスが溜たまっているようだ。

　オレは袖そでの陰でストレージから栄養補給用の魔法薬を取り出して、ニナ女史とムーノ男爵にプレゼントする。

「なんだい、この薬？」

「お疲れのようなので、栄養補給の薬ですよ」

　すぐに口を付けようとする男爵を無言で制止したニナ女史が、毒味役をするようにクイッと先に飲み干した。

「甘いね──だが、大したもんだ。二、三日徹夜で仕事ができそうなくらい気力が湧わいてくるよ。凄すごい効き目だけど、危ない品は入ってないだろうね？」

「ええ、もちろんです」

　オレがそう保証すると、ニナ女史がムーノ男爵に飲んでもいいとジェスチャーで許可した。

　オレを警戒しての行動というよりは、効果がどの程度かを確かめていた感じだ。

「おおお、これは凄いね。ありがとう、サトゥー君」

　ムーノ男爵が目を見張って喜んだ。

　二人の顔色が少し良くなったところで、話題を屋敷の話に戻す。

「宜よろしければ、私が王都に購入した屋敷と交換いたしましょうか？」

　オレの買った屋敷も、領主の屋敷としては手狭だが、それでも社交をする為に必要な最低限の設備は整っている。

「そんな気を遣わなくていいよ。宰相閣下に掛け合って、王国が没収していたムーノ侯爵の屋敷を、代金ある時払いの催促なしで譲ってもらえる事になったからね」

　さすがはニナ女史だ。

「それにしても、ニナさん。毎晩こんなに夜遅くまで働いているの？」

「だいたいこんな時間だね。年明けの王国会議までに、他の領主や貴族達に色々と根回ししたり、情報収集したりするんだよ」

　領主ともなると色々と忙しいらしい。

「大変なんですね」

「何、人ごとのように言ってるんだい。今揉めているのはあんたの陞しよう爵しやくについてだよ」

「陞爵ですか？」

　別に名誉士爵のままで問題ないんだけど？

「ああ、永代の准男爵にしたいんだけど、ビスタール公爵派閥の貴族や門閥貴族の反発が凄くてね。『名誉あるシガ王国の永代貴族の末席に、成人したての小僧を据えるなど王祖様への侮辱にも等しい』とか言っちゃってさ」

「陞爵は別に必要ありませんけど、門閥貴族の人達全員が反発しているんですか？」

「いや、アシネン侯爵の派閥とソビル伯爵家は協力的だ。リットン伯爵やケルテン侯爵の派閥は中立、強烈に反発しているのはボナム伯爵くらいで、後は消極的な反発ってーか袖の下待ちって感じだった」

　迷宮都市セリビーラの太守を務めるアシネン侯爵や太守夫人の友人であるエマ・リットン伯爵夫人なんかの派閥は分かるけど、ソビル伯爵家というのは憶おぼえがない。

　メニューのメモ帳を検索してみたところ、迷宮都市で困っていたところを助けたボーマン少年の実家だと分かった。確か、太守三男のゲリッツ君のライバルだったはずだ。

　ボナム伯爵というのは迷宮都市の太守代理をしていたソーケルの実家らしい。魔人薬や屍しかばね薬やくの密造をしているのがバレて失脚したのを、オレのせいだと逆恨みしているのかもしれない。

「まあ、そっちはいいんだよ。派閥のトップに利権をちらつかせたら済む。問題はオーユゴック公爵領の連中──はっきり言うと、ロイド侯とホーエン伯の二人だ」

　はて？　食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵がどうかしたのだろうか？

「あんたに准男爵の地位は低すぎる。『最低でも男爵、いや子爵か伯爵だ』なんて言って、勝手に根回ししようとするんで、止めるのが大変でね……」

　あの二人ならやりそうだ。

「さすがに、ムーノ男爵の家臣が、同格の男爵や格上の子爵になるのは無理でしょう」

　執政官のニナ女史が名誉子爵という前例があるし、領主であるムーノ男爵は伯爵相当の扱いとはいえ、歪いびつな事は間違いない。

「その無理を押し通して、あんたをオーユゴック公爵の家臣に鞍くら替がえさせようって企たくらんでるのさ」

「困ったものだね～」

　嘆息するニナ女史の横で、タマやポチと遊んでいたムーノ男爵が暢のん気きな口調で呟いた。

「何、人ごとみたいに言ってるのさ。サトゥーが余よ所そに取られてもいいのかい？」

「それは困るよ。とっても困るんだけど……サトゥー君の栄達を考えたら、そちらの方がいいんじゃないかって思えて──」

　相変わらず、ムーノ男爵は善人だ。

「まったく、あんたは甘ちゃんのお人ひと好よしだね」

　ニナ女史が辛しん辣らつだ。

「そこが男爵閣下の美点ですよ」

「ちっ、こっちにも甘ちゃんのお人好しがいやがった」

　オレのフォローの言葉に、ニナ女史は舌打ちをしつつも、ちょっと満更でもなさそうな顔になる。

「仕方ないねぇ。汚れ役はあたしに任せな。アリサ、悪いけど王都にいる間だけでも、書類仕事を手伝ってくれるかい？」

「おっけー、うちのご主人様の為ために骨を折ってくれているんだもの。書類仕事くらいは幾らでも手伝うわ」

　アリサがオレに「いいわよね？」と確認してきたので首肯する。

「助かるよ。領地と違って、それほど量はないから、何日かに一度でいいよ」

「ほーい、了解！」

　アリサがニナ女史に軽い口調で敬礼をする。

「領地の復興の方はいかがですか？」

「予定の三倍くらい進んでるよ。ムーノ市の再開発も順調だし、あんたが公都やドワーフの自治領ボルエハルトで頑張ってくれたお陰で、食糧不足も解決したし、職人や出稼ぎ労働者も十分集まった。それに社交を頑張ってくれたろ？　あれで不名誉な『呪のろわれ領』の噂うわさも大分和らいでね。お陰でオーユゴック公爵領から、食い詰めた貴族の三男や四男なんかの役人候補や士官候補が集まってくれた」

　人が足りなくてオレやアリサが手伝っていた頃ころのような、人材不足状態は脱したようだ。

　前にムーノ市で作った笹ささカマボコもどきも、ムーノ市の特産品として周辺の領地に輸出されているらしい。

「あんたがエムリン子爵を口説き落として誘致してくれた、『ルルの実』の果樹園も順調だよ。実を付けるのはまだ二、三年は先だろうけど、技術指導してくれている技師の話だと土が合ってるから、将来有望だそうだよ」

　それは良かった。

　あの果実はケーキなんかの製菓関係で重宝するんだよね。

「先月だったかな？　エムリン子爵自身も果樹園を視察に来てくれてね。その時に頼まれて、子爵の末娘──リナ嬢がソルナの侍女として行儀見習いに来てくれる事になった」

　これで「呪われ領」の噂も完全に払ふつ拭しよくできる、とニナ女史が嬉うれしそうだ。

　上級貴族の令嬢が行儀見習いに来るという事は、オレが思う以上に大きな事らしい。

「後はもうちょっと資金が豊富になったら、色々できるんだけどね。まあ、それは王都や公都の商人を騙だまくらかして金を出させるさ」

　ニナ女史が悪い顔になる。

「それなら、私が出資しましょう」

「簡単に言ってくれるけど、必要な額は個人でどうにかできる金額じゃないんだよ？」

「大丈夫ですよ。砂糖航路の交易でかなり稼ぎましたから」

　オレはニナ女史に、筆ふで槍やり竜りゆう商会からの配当金や海賊退治で得た金額を耳打ちする。

「──ほう。なかなかの金額だね。それでどのくらい投資できるんだい？」

「使い道がないので、全額で構いません」

「探索者は装備に大金が必要だろ？」

「そちらは別に確保してありますから」

　──というか、砂糖航路のサルベージで得た金はその何十倍にもなるし、オレの総資産で考えると、その一パーセントにも満たないのだ。

　たまにはこうして放出しないと、どんどんストレージの肥やしが増えてしまう。

「なら、ありがたく出資してもらうよ。いいね、男爵？」

　ニナ女史の確認に、男爵がコクコクと頷く。

「これで魔物や奸かん賊ぞくに支配された街や都市の奪還準備が始められるよ」

「そうなの？」

「ああ、街道沿いの街を二つほど掌握したけど、残りの都市や街はそのまま手付かずだ」

　首を傾かしげるアリサに、ニナ女史が苦い顔で頷く。

「魔物退治なら、ポチが得意なのです！」

「タマも得意～？」

　ポチとタマが無邪気に自己主張する。

　コボルト達妖よう精せい族が占有しているムーノ領奥地の廃坑都市はともかく、魔物が棲すみ着いた方なら数日で全部奪還できそうだ。コボルト達の方も繁殖に必要な青せい晶しようを採掘できる鉱山を以前提供した事があるので、そちらに別の安全地帯を作ったら移住してくれそうだけどさ。

「二人とも、大人の話に割り込んではいけません」

「あい」

「はいなのです」

　いつになく静かな迫力を発揮するリザに叱しかられて、タマとポチの二人が毛を逆立てて気をつけの姿勢になった。

「二人もああ言っていますし、都市の奪還くらいなら、いつでもお手伝いいたします」

「気軽に言うね。ムーノ男爵が授爵する前に王国が調査した時に、蛇竜ナーガの上位種や五つ首ヒュドラなんかの化け物が確認されている。当時のシガ八剣でも二の足を踏むほどの相手だ」

「それは歯ごたえのありそうな敵ですね」

　リザが小声で呟つぶやいたのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　ちらりと見たら、ナナや他の子達も戦いたそうな顔だ。

「まあ、『階層の主フロア・マスター』を討伐したあんた達でも、一筋縄じゃいかないだろうし、何より奪還した後にそれを維持するだけの戦力が整ってからじゃないと意味がない。どんなに早くても、協力を頼むのは騎士や兵士が揃そろってから──たぶん、半年は先になると思うよ」

「分かりました。事前調査が必要なら、いつでも言ってください」

「ああ、頼むよ。それにムーノ男爵領で太守や守護の任に就ける貴族が、あたししかいないのも解消しないといけないからね」

　仲間達も「階層の主」討伐の功績で名誉士爵位が貰もらえるはずだけど、名誉士爵だと守護に就任するのは無理なようだ。たぶん、最低でも准男爵位が必要になるのだろう。

　それもあって、オレを陞爵しようとしていたのかもね。

　──ん？

　よく考えたら、オレは名誉士爵の今の段階で、大砂漠地下にあった都市核を幾つも支配しているし、名誉士爵位を得る前にムーノ城の地下にある都市核を支配可能だった。

　オレが例外なのか、一定以上の爵位が必要なのがシガ王国の法律上の制限なのか、少し気になる。

「──オリオンも王都に来るんですの？」

　ムーノ男爵と話していたカリナ嬢が叫ぶ声が聞こえた。

　オリオン君はムーノ男爵の長男で、カリナ嬢の弟だ。

「そうだよ、領主の嫡男は成人の儀式を、陛下にしていただけるんだ」

　名誉な事だ、とムーノ男爵が満足そうに口にした。

　オリオン君が王都に来るのは年末ぎりぎりになるそうだ。




「失礼します、旦だん那な様。お客様が──」

　慌てた様子で部屋に入ってきたメイド長が、ムーノ男爵に声を掛ける。

「「サトゥー殿！」」

　メイド長の声を遮って、興奮した二つの声がオレの名を呼んだ。

　声の主は、先ほど話題に上がっていたオーユゴック公爵領の重鎮であるロイド侯爵とホーエン伯爵の二人だ。

　なぜか、二人は一本ずつ酒瓶を携えていた。

「サトゥー殿が来ておると聞いて、いても立ってもおられず来てしまったのだ」

「サトゥー殿の活躍はジートベルト男爵や風の噂で色々と届いているぞ！」

「うむ、友人として実に誇らしい」

　ロイド侯爵とホーエン伯爵の二人が我が事のように喜んでくれた。

　ホーエン伯爵が挙げたジートベルト男爵というのは、オーユゴック公爵領の貴族で、海かい龍りゆう諸島で遭難していたところを偶然救助した交易船団の団長さんだ。

「すまない、ペンドラゴン士爵。二人の暴走を止められなかった。ムーノ男爵にロットル子爵、二人に代わって突然の来訪を詫わびる」

　そう言ったのは厳格な教師といった容よう貌ぼうをしたシーメン子爵だ。

　彼は巻物工房を経営するオーユゴック公爵領の貴族で、オレの友人であるトルマの兄であり、オリジナル魔法の買い取りやオーダーメイド巻物の注文で色々と世話になっている。

　常識人のシーメン子爵の言葉に、ホーエン伯爵とロイド侯爵の二人も顔を見合わせて気まずそうにした後、「うおっほん」とわざとらしい咳せき払ばらいをして居住まいを正した。

「ムーノ男爵、夜分に前触れもなく訪れてすまぬな」

「友人との再会が待ちきれず、つい訪れてしまったのだ。許せ」

　ホーエン伯爵とロイド侯爵が突然の来訪をムーノ男爵に謝罪した。

　あまり謝っているように見えないが、ムーノ男爵は不満を抱くどころか、もの凄すごく恐縮している感じだったので問題なさそうだ。

「それで、その酒瓶は土産かい？」

「うむ、テンプラに合う──うおっほん。良い酒が手に入ったので、サトゥー殿達と楽しもうと思って持参したのだ」

　ニナ女史に問いかけられて本音を漏らしかけた後、わざとらしい咳払いをして建前を取り繕った。

　つまり、揚げたての天ぷらを食べたくてやってきたらしい。

「上等の酒に揚げたてのテンプラか──もちろん、あたしや男爵も同席させてくれるんだろうね？」

「うむ、もちろんだ」

「それじゃ、さっそく揚げてきますね」

　オレはルルと一緒に厨ちゆう房ぼうに行き、加熱済みの油が入った鍋なべを火に掛け、下ごしらえ済みの具材を次々に揚げていく。

　都合良く準備が整っていたのは、迷宮都市で飲み会が多かったせいだ。

　天ぷらを始めとした揚げ物は、どこでも大人気だったんだよね。

「おおう、これこそが至高！　夢にまで見た紅ショウガのテンプラ！」

「なんの！　エビ天こそ究極！　まろやかな『白霊山』とよく合う」

「やはり紅ショウガのテンプラには『王桜』が一番だ！」

　ホーエン伯爵とロイド侯爵がお互いの押し天ぷらと銘酒を自慢する。

　彼らが手土産に持ってきた「白霊山」と「王桜」は、どちらもシガ酒の中で一、二を争う銘酒として有名な酒だ。

　エビや紅ショウガ以外にも、公都で出したシイタケ、かぼちゃ、ニンジン、インゲン、大葉、レンコンに加え、ボルエナンの森で手に入れたタラの芽、若竹、みょうが、川かわ鱈だら、さらに砂糖航路で手に入れたタコやイカ、おまけに迷宮都市で受けたウズラ卵、チーズ、骨付きソーセージなんかの具材も天ぷらにして出してみた。

「おおお、ほくほくして美お味いしいねぇ」

「でりしゃす～？」

「ポチはハンバーグ先生の天ぷらも美味しいと思うのです」

　ムーノ男爵の左右から顔を出したタマとポチが、ちゃっかりとご相伴に与あずかっている。

　もっとも、すぐにリザによって捕獲され、死体のポーズで連行されていった。

　扉の隙すき間まから覗のぞく他ほかの子達や給仕のメイド達も涎よだれを垂らしそうな顔をしている。仲間達やメイド達は少し前に、お腹なかいっぱい夕飯を食べたばかりのはずなのだが、見ている内に食べたくなってきたのだろう。

「ルル、悪いけど──」

　オレはルルに耳打ちして、厨房で他の子達の分の天ぷらを揚げてくれるように頼んでおく。

「唐揚げとは違うんだね。このふわりとした食感が良いいね」

「どれも美う味まいが、この魚の天ぷらが絶品だ」

「ああ、実に酒が進むね」

　ニナ女史やシーメン子爵も美味しそうに天ぷらと銘酒を味わっている。

　オレもご相伴に与ったが、食いしん坊貴族の二人が持ってきたシガ酒は、「白霊山」と「王桜」の中でも特に当たり年の酒だったらしく、実に美味い。大貴族秘蔵の酒だけはある。

「サトゥー、桜さくら鮭じやけの天ぷらはないのかい？」

　給仕にエールを注文したニナ女史が、オレにそう尋ねてきた。

「桜鮭、ですか？」

　そういえば迷宮下層に暮らす吸血鬼ヴアンパイアの真しん祖そバンが、寿す司しネタの一つとして挙げていた名前にあった気がする。

　名前からして鮭の一種だろう。

「ああ、この時季の王都で一番食われている魚さ」

「そろそろ桜鮭漁が解禁される頃ころだ」

　ニナ女史とシーメン子爵がそう教えてくれた。

「そうなんですね。明日あしたは王都見物をするつもりなので、その時に市場で売っていないか見てきます」

「待て、サトゥー殿！」
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「そうだ！　待つのだ！」

　少し赤ら顔になったロイド侯爵とホーエン伯爵の二人が席を立って止めに来た。

「桜鮭は漁師や運搬する魚屋の腕で、天と地ほども味が違う！」

「そうとも！　目利きも難しく、王都ではそれを生なり業わいにする者さえおるのだ！」

　どうやら、二人は桜鮭に一家言あるようだ。

　せっかくなので、二人のお勧めの漁師や魚問屋を教えてもらい、ついでに王都の美味しいお店や調味料や食材を卸す商会への紹介状を書いてもらった。

　食通の二人が推すお店だし、きっと美味しいに違いない。








深夜の陰謀







〝サトゥーです。悪巧みというのは夜中に行われるモノというイメージがあります。できればお互いの顔が見えないくらい薄暗い方が、趣があって良いですね。〟






「こんばんは陛下へーか」

　食いしん坊貴族達との天ぷらパーティーがお開きになった後に、マップを確認したら夜二刻を越えても仕事をしている国王と宰相を見つけたので、ちょっと報告と謝罪にやってきたのだ。

「これは王祖──勇者ナナシ様！」

　相変わらず、国王はオレを──というか勇者ナナシを王祖ヤマトだと勘違いしたままのようだ。

「ナナシ様？　おおっ、王──ナナシ様！」

　同室していた宰相やシガ八剣のジュレバーグ氏も、国王と一緒に最敬礼をする。

　机の上に置かれた書類からして、シガ八剣候補について話していたらしい。

「三人とも顔を上げてよ」

　オレがそう言うと、国王と宰相が顔を上げて執務室のソファーを勧めてくれた。

「ごめんね、仕事中にお邪魔して」

「邪魔などではございません！」

　オレの謝罪に、国王が食い気味でフォローする。

「何してたの？」

「シガ八剣候補の書類を確認しておりました」

　そう言って、国王がオレにシガ八剣候補の書類とやらを見せてくれた。

　一五枚ほどの書類の中にオレの名前が書かれた書類がある。推薦者の欄にはシガ八剣の銃使い、ヘルミーナ嬢を筆頭に、オーユゴック公爵を始めとした公都の貴族達や迷宮都市セリビーラの太守、迷宮方面軍のエルタール将軍などの名前が並んでいた。

「その者は成人したばかりですが、なかなかの才能と胆力の持ち主でした。ヘルミーナ──先達の助言を聞き、迷宮での荒行の末に短期間でレベルを上げる努力家でもあるようです」

　ヘルミーナ嬢に会う前と後で、交流欄の公開レベルを変更した為ために、変な誤解を生んでいるようだ。

「ふーん、そうなんだ」

　オレはジュレバーグ氏の解説を気のない風にスルーして、次の書類をめくっていく。

　レベル四五以上の者がほとんどだ。聖騎士が一番多く、王国騎士達や他の領地の騎士も割合が多い。中には流浪の騎士や他国出身の神殿騎士の名前まであった。

　迷宮探索者出身はオレと「紅の貴公子」ジェリル氏の二人だけらしい。

「経験が浅そうなその子より、こっちの子達の方がシガ八剣向きじゃない？」

　オレはジェリル氏や「風刃」という二つ名を持つレベル五〇のカタナ使いを推してみた。

　どちらもシガ王国の貴族だし、経歴的にも申し分ない。

「ナナシ様がそう仰おつしやるのであれば──」

「経験は重要ですな」

　国王と宰相も同調してくれたのだが、すぐにジュレバーグ氏から待ったがかかってしまった。

「お待ちください。シガ八剣に最も必要なのは強さです。ペンドラゴン士爵は経験こそ浅いですが、鍛えようによってはまだまだ伸びしろがあります。いずれ、シガ王国に必要な剣士と──」

「ずいぶん、ペンペンの事を買ってるんだね」

　背中がむず痒がゆくなってきたので、おちゃらけた言い方でジュレバーグ氏の言葉を遮った。

「ジュレバーグ卿きようはペンドラゴン士爵をシガ八剣の一員にしたいと考えておるのかな？」

「いえ、まだそこまでは。ただ、他の者も含め、手合わせをして見極めたいと考えております」

　宰相の言葉に、ジュレバーグ氏は僅わずかに首を横に振って言葉を付け加えた。

　良かった。オレを推しているわけじゃなさそうだ。

　手合わせになったら、全力で無様な感じで負けよう。

「そっかー、頑張ってねー」

　そろそろ本題に入りたいので、オレは興味がなさそうな感じを演出しつつ応援する。

　ジュレバーグ氏はともかく、国王と宰相はオレのサインをしっかり拾ってくれたようで、シガ八剣の話はそこで終わりにしてくれた。




「ボクが納品した飛空艇が不時着したって聞いたんだけど──」

「ナナシ様、申し訳ございません」

「下賜していただいたばかりの飛空艇を失ってしまいました」

　オレが飛空艇の話題を振ると、オレが詫わびるより先に、国王と宰相から謝られてしまった。

「顔を上げてよ。ボクもその件で謝りに来たんだからさ」

　テーブルに顔を付けるように謝る二人に困りつつ、オレがここに来た目的を告げる。

「──謝る？　ナナシ様が、ですか？」

「うん、飛空艇が墜おちたって聞いてさ、見に行ってきたんだけど──効率を重視しすぎてて、トラブル発生時のセーフティーが甘かったみたい」

　魔力炉を二つ以上積むのは積載量とのトレードオフになるから無理だけど、緊急時の着陸用に、バッテリー的な魔力貯蔵システム付きの小型空力機関を付けるくらいはしておくべきだったんだよね。

「いえ、ナナシ様のせいではありません！　飛空艇の艦長も言っていました。無数の飛行型の魔物達に襲われ、さらには飛空艇内部で魔物が暴れたにも拘かかわらず、空中分解もせず、魔力炉が爆発する事も、不時着の寸前まで空力機関が止まる事もなかったという事です」

「ナナシ様、宰相の申す通りです。これ以上を求めるのは過剰と言えるでしょう」

「そう？」

「そうでございますとも！」

　まあ、軍用の飛空艇じゃないからそうかもしれないけど、もう少しできる範囲の安全装備は付けておきたいんだよね。

「それじゃ、これはいらない？」

　オレはアイテムボックスから取り出した、今回の反省点を反映した新しい飛空艇の設計図を見せながら確認する。

「これは設計図？」

「うん、主機関が全部止まっても、安全に着陸できるように小型の空力機関を六基搭載したヤツだよ」

　この着陸用の小型空力機関は、飛空艇に求められる長時間の安定した浮力ではなく、通常の何倍もの高浮力を短時間発生する事を目的に設計した特殊なモノだ。

　不時着した飛空艇より積載量が二割ほど減るけど、シガ王国に前からある大型飛空艇よりは積載量が多い。

「前に売った大型空力機関とセットになる分の追加部品は無償で提供するから安心してね」

　国王と宰相は対価を支払うと言って聞かなかったが、リコールやアフターケアの範はん疇ちゆうなので受け取らなかった。余っていた素材でちゃちゃっと作ったものだしね。

「ところでさ、飛空艇が不時着する原因って何だったの？」

　ビスタール公爵家のお家騒動みたいなんだけど、あまり詳しい事情は知らなかったので尋ねてみた。

「国王たる私の不徳のいたすところなのですが──」

　なんて前置きして国王と宰相の二人が、彼らが知るおおよその事情を教えてくれた。

　飛空艇に乗るビスタール公爵を暗殺しようとしたのは、公爵が廃嫡した長子のトーリエル氏との事だ。廃嫡の理由は「公爵たる資質に欠ける為」という事で報告されており、国王達も真実は知らないようだった。

「ふーん、ビスタール公爵家のお家騒動か……」

　自領の家督争いで飛空艇を失う原因になったビスタール公爵には、再建造費用の支払いを含めた厳罰を科すそうだ。まあ、妥当だと思うので口出しはしない。

「どうして飛空艇を襲ったかは分かる？」

　国くに許もとから離れた国王直轄領で飛空艇を襲撃した理由を尋ねてみた。

　暗殺が目的なら、寝所に暗殺者を送り込んだり、毒殺を企たくらんだりした方が定番だし、成功率も高い気がするんだよね。

「領内で領主を殺あやめるのは、竜を狩ろうとするくらい難しいと言いますから」

　──それもそうか。

　宰相が言うように、都市核シテイ・コアの強大な力が及ぶ領内で、領主を殺すのは大変そうだ。

「宰相、ナナシ様が知らぬはずがあるまい」

「それもそうでしたな。ナナシ様、こちらをご覧ください」

　国王が窘たしなめると、宰相が青い布に包まれた壊れた装置のようなモノと大きなネジのようなモノを取り出した。

「飛空艇を襲った不ふ埒らち者達や従魔に埋め込まれていた物でございます」

　前者には見覚えがある。飛空艇の内部でテロを働いた連中が埋め込んでいた「魔人心臓デーモン・ハート」という醜悪な魔法装置だ。

「これは？」

　テーブルの上に置かれた魔人心臓を指さす。

「どんな道具か分かる？」

「王──ナナシ様もご存じかとは思いますが、オーク帝国との戦争末期に古いにしえのフルー帝国で作られた『魔人心臓』と呼ばれる品で、結晶化した魔族の心臓を内包した邪悪な呪じゆ具ぐです」

　敗戦濃厚になった国は、わりと倫理観を失う事例が多いけど、これはなかなか酷ひどい。

「一度装備すると死なない限り外す事はできず、装備者に魔人薬と類似した効果を与え続ける事ができるそうです。使用を続けると魔人薬と同様に人の姿を失い、再起不能になるか異形の魔物になるかの末路が待っていると伝承にあります」

　どちらの結果になったとしても、装着から半月以上生存した例はないとの事だ。

　また、触手が生えるのは「魔人心臓」の本来の機能ではなく、暴走した場合に起こるイレギュラーな状態との事だった。

　入手経路は調査中との事だ。

「じゃ、こっちは？」

　宰相に断ってから、ネジを手に取って詳細に見てみる。

　二リットルサイズのペットボトルくらいの大きさがある拉ひしやげたネジで、見慣れない種類の魔法回路サーキツトみたいな文様がネジの溝に刻まれている。

「変わった文様だね。魔法道具マジツク・アイテムだと思うけど、見覚えがないなー」

「王立研究所の見解によると、『隷属の首輪』の一種で、調教テイムに向かない凶暴な魔物を強制的に従魔にする機能がある魔法道具との事です」

「へー、凄すごいね」

　なるほど、それでアノマロカリスもどきの多翅長虫ウイングス・セントビートみたいな強い魔物を支配できていたわけか。

　ＡＲ表示される情報や鑑定アナライズスキルの結果からは、どこの国で作られた物かは分からなかった。

「どこかの軍事兵器？」

「はい、大陸東方の鼬イタチ帝国の従魔軍団に用いられていると噂うわさされております」

　宰相の話によると、このネジと人が乗り込む特殊なゴーレムの軍団によって周辺諸国を攻め滅ぼし、弱小国から大陸東方に覇を唱える帝国へと躍り出たそうだ。

「じゃ、反乱の後ろには鼬帝国がいるって事？」

「はい。恐らくは、後方攪かく乱らんの為と思われます」

　オレの言葉に首肯した宰相が、鼬帝国が東方の小国群に攻め込む前に、シガ王国の介入を牽けん制せいする目的で行った事だろうと付け加えた。

「戦せん争そー、か……」

　ファンタジーな世界でもあるらしい。

　魔物の脅威や魔物の領域といった緩衝地帯があるから、地球のように戦乱に明け暮れていないらしいけど、それでもそれなりに武力衝突があるそうだ。

「国王たる任にありながら、王祖様の目指された世界の恒久平和を未いまだ実現できぬ不徳を恥じるばかりです」

　そんな無謀なモノを目指していたのか、王祖さん……。

「恥じる必要はないよ、陛下へーか。自分のできる範囲で努力すればいいんだよ」

　戦争はない方がいいけど、理想を追いすぎて明後日あさつての方向に暴走されても困るしね。

「王祖様のご訓示、この身に刻み粉骨砕身努力します」

「ほどほどにねー。あと、ボクは王祖様じゃないよー」

「承知いたしております」

　うん、その顔は分かっていない顔だ。

「ビスタール公爵領には国から討伐軍を出すの？」

　領主達が集まっている時期だし、招集されたら嫌なので一応確認してみた。

「──はい、即応可能な第三騎士団か第五騎士団を向かわせる予定です」

「ナナシ様のご意向には添わないとは存じますが、ビスタール公爵から要請されては断るわけにもいかず……」

　さっき戦争を嫌う発言をしたせいか、宰相や国王が言いにくそうに答えてくれた。

　とりあえず、ムーノ男爵家臣として戦争に連れて行かれる事はなさそうでホッとした。

「それは仕方ないよー。シガ八剣も参加するの？」

「いえ、参加予定はございません」

　ジュレバーグ氏はきっぱりと否定した後、「我らはシガ王国の剣として強大な外敵から国土を守る為ために存在いたしますので」と付け加えた。

　良かった。それなら、シガ八剣候補が徴兵される事もないだろう。

「ビスタール公爵から、ゴウエン殿に参陣要請が出ておるぞ」

「そういえば、ゴウエンの実家は公爵家の家臣でしたな……」

　宰相の言葉にジュレバーグ氏が渋面になる。

　話の流れからして、ゴウエン氏というのはシガ八剣の一人らしい。

「シガ八剣の理念からは外れるが、ビスタール公爵への忠義に厚いゴウエン殿が自ら参陣を申し出てくれば禁ずるわけにもいくまい」

　宰相がジュレバーグ氏を諭す。

　内戦への参加を禁じる明文化された規則はないようだ。

　話が内輪の事に変わったようだし、国王達の邪魔はこのへんにして帰ろう。思ったよりも長居しちゃったしね。

「陛下へーか、そろそろ帰るよ」

　オレは国王にそう言って、執務室のソファーから立ち上がる。

「またねー」

　オレはひらひらと手を振って窓から飛び出し、空中にある内に「帰還転移リターン」でムーノ男爵邸の客間へ転移した。
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「お帰りなさい、ご主人様」

　ベッドからむくりと上半身を起こしたアリサが小さな声で迎えてくれた。

　タマの耳がぴくぴく動いていたが、起きる気はないようでポチに顔を埋うずめて寝直してしまった。

「──空間探知解除リムーブ・フイールドセンサー」

　アリサが小声で魔法を使った後、アイテムボックスから取り出したカップをオレに差し出す。

「今日は大変だったんだから、ワーカーホリックもそのくらいにして、それを飲んで寝なさい」

　受け取るとほのかに甘い香りがする。砂糖入りのホットミルクのようだ。

　少しぬるいそれを飲み干すと、眠気がやってきた。

「聖母アリサちゃんの腕の中でお眠りなさ──」

　言葉の途中でトイレから戻ってきたナナに捕まって、ベッドの中に引きずり込まれていた。

　ナナは姉妹達と一緒に寝ていたはずだけど、寝ぼけて戻ってきてしまったようだ。

　いつもはミーアを抱だき枕まくらにしているので、ミーアとアリサを間違えたのかもね。

　空になったカップをストレージに収納した後、オレもベッドの端に潜り込む。

「おやすみ、アリサ」

　ナナの胸に抱かれて、もがもが言うアリサにそう告げて目を閉じると、あっという間に眠りに落ちた。

　どうやら、自分で思っていたよりも疲れていたようだ。








王都観光







〝サトゥーです。風ふう光こう明めい媚びな景色や名跡を巡るのが旅の醍だい醐ご味みですが、地場産品を使った名物料理を堪たん能のうする事もまた旅の楽しみの一つでしょう。もちろん、お土産品選びもね。〟






「へー、ここが新しいお屋敷かー」

　アリサが瀟しよう洒しやな屋敷を見上げてはしゃいだ声を上げた。

　下級貴族街と中級貴族街の境目くらいの風光明媚な場所にある。

　ペンドラゴン士爵家の御用商人アキンドーとしては何度か訪れたのだが、サトゥーとして来るのは初めてだ。

「迷宮都市のお屋敷も素敵でしたけど、このお屋敷はなんだか凄く貴族様のお屋敷ですね」

　ルルの変わった言い回しの褒め言葉が可愛かわいい。

「うん、故郷のお城や離宮より遥はるかに立派ね」

　アリサも気に入ってくれたようだ。

「庭広い」

「花園やフラワーアーチまであるわね」

　屋敷の庭は色とりどりの花が咲き乱れ、不動産屋が派遣してくれた庭師によって綺き麗れいに整えられている。これを今後も維持するには専門の庭師が必要になるだろう。

「にゅ～」

「出番なしなのです」

　さっきまで草刈り装備を持ってわくわくしていたタマとポチが、綺麗な庭を見てしおしおと肩を落としていた。

「マスター、屋敷の中が見たいと告げます」

「そうだね。まずは屋敷の設備を確認しようか」

　馬車を付けるロータリーを進みエントランスホールに入る。

「なかなかいい趣味ね。品がいいわ」

　アリサが満足そうだ。

　基本的な家具は不動産屋任せだったのだが、上級貴族御ご用よう達たしだけあって良い仕事をしてくれている。家具代に渡しておいた金額で足りたのかが少し心配だ。

「まずは間取りの確認に向かう」

　屋敷内も丁寧に清掃され、どの部屋も埃ほこり一つない。

「二階だとここが一番日当たりが良さそうね。皆みんなの寝室はここにしましょう」

「ん、順当」

　アリサの言葉にミーアを始め皆が頷うなずいたので、ストレージに入っていた巨大ベッドを取り出す。

　個室があるんだから、全員個別に寝れば良いと思うのだが、それをしても夜中に一人また一人とオレのベッドに潜り込んでくるので、不毛な指摘は口に出さないでおいた。

「ベッドが現れたと告げます！」

「古代の素敵アーティファクトの力だよ」

　ベッド出現を目撃した№８──ユィットに適当な言い訳をする。

「それはいくらなんでも雑でしょ」

「そうか？」

　アリサは呆あきれた口調だったが、問題のユィットの方は──。

「マスターは凄いと称賛します」

　──納得してくれている感じだ。

「それでいいんだ……」

　なんとなく腑ふに落おちない感じのアリサを促し、皆の個室に家具を出していく。

　主に衣装ケースや鏡などの大物だ。小物入れなどは各自の妖よう精せい鞄かばんの中に入っている。

「宝箱～？」

「ポチは黄色いヤツなのです」

　タマとポチが自分の部屋の片隅に、妖精鞄から小物入れである宝箱を取り出す。

　蓋ふたに猫耳が付いたタマのピンク色の宝箱と、肉球マークが特徴的なポチの黄色い宝箱だ。

　中にはどんぐりや綺麗な小石にオモチャの指輪、よく分からない紐ひもや変な生き物の干からびたヤツに交ざって、金貨や宝石、魔法の品まで、ごちゃごちゃと入っている。

　元々は妖精鞄に直接収納していたのだが、戦闘中に焦ったポチが小物をまき散らした事があってからは、宝箱に一纏まとめにしてから妖精鞄に入れるようにさせている。

　妖精鞄はアイテムボックスやストレージみたいに、収納品一覧表示から選んで取り出す事はできないからね。

「マスター、私達にも個室をありがとうございます」

　姉妹の長女であるアディーンが、生き真ま面じ目めに礼を言いに来た。

「当たり前の事だよ。家具は足りている？」

「はい！　現在、他ほかの姉妹達が倉庫や屋根裏部屋から運んでいます」

「足りなかったら、別棟にある客室から運んでもいい。人手が足りなかったら、手伝うから気軽に声を掛けて」

「大丈──」

「マスター、理術による身体強化があるから大丈夫だと告げます」

　アディーンの言葉をユィットが上書きした。

「こんな所にいたのですね。行きますよ、ユィット」

　猫のように襟首を摑つかまれたユィットが運ばれていく。

　自分の部屋の準備が早々に終わったナナや獣娘達も、二人と一緒に家具運搬係としてついていった。

「そういえばルルは？」

「厨ちゆう房ぼう」

　実にルルらしい。

　アリサとミーアを連れて厨房に向かう。

「あー、いたいた」

　厨房にルルを見つけたアリサが、嬉うれしそうに指さす。

「ご主人様！」

「マスター！」

　厨房にはルルと料理好きのナナ姉妹の三女トリアがいた。

「気に入ったかい？」

「はい、迷宮都市の厨房よりも使い易やすいです」

「トリアも！　トリアもとっても気に入りました！　こんなに素敵な厨房は初めてだとトリアは主張します！」

　トリアが全身で喜ぶ。

　表情変化はあまり豊かではないが、その代わりに手を上げてぴょんぴょん跳んで嬉しさを表現しているのが可愛い。末娘のユィットのウザ可愛さとは違う無邪気な可愛さだ。

「そんなに変わったの？　広さ以外はあまり変わらないみたいだけど」

「そんな事ないわ！　凄すごく使い易くなっているの！」

　興味の薄そうなアリサに、興奮した様子のルルが詰め寄る。こんなルルも可愛い。

　この屋敷の台所は元々あった調理器具を取り外して、オレの手製の調理用魔法道具マジツク・アイテムに交換してある。こちらの厨房の方が広かったので、迷宮都市の屋敷よりも凝った設備になった。

　さらに、迷宮都市の屋敷にあった厨房で出た改良案を反映してある。

「お風ふ呂ろは小さめね」

「ご主人様、給水機の魔力供給場所が見当たらないんですけど──」

「これだよ」

　オレは水道のコックをひねって水を出してみせる。

「水道があるの？」

「ああ、王都の貴族屋敷は上水道があるんだよ」

　ムーノ男爵の屋敷に行く時に水道橋があったんだけど、昨日は色々とあったせいで、仲間達に説明するのを忘れていた。

　この後、王都を散策する時にでもガイドしよう。
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「うわー、人が多いわね」

　屋敷の確認と家具の設置が終わったオレ達は、王都見物を兼ねてナナ姉妹達の日用品を買う為ために手近な市場へと来ていた。ここは富裕層の住居や商店が多い区画だ。

　ポチ達はカリナ嬢も誘いたかったようだが、彼女は社交の再教育を受けているので連れてきていない。

「食材がいっぱいです！」

「ルル、トリアはあれが気になります！」

　調理好きの二人が嬉しそうだ。

　最初に食いしん坊貴族のロイド侯爵とホーエン伯爵が紹介してくれた商会で桜さくら鮭じやけを買い付ける事にした。

「本当に桜色なのね」

「びゅ～てぃふる～」

　ピンク色が好きなタマが、くるくる踊りながら桜鮭を絶賛する。

　イクラはオレが知る鮭の卵と同じ色だ。

「今朝取れたばかりの鮭から取ったイクラでございます。熟成させたのや漬けの方がいいなら奥にございますがいかがでしょう」

　紹介者のお陰か、商会の副会頭という綺麗なお姉さんが愛想良く案内してくれる。

　せっかくなので、締めたばかりの鮭と取れたてイクラや筋子を大量に、お姉さんお勧めの熟成イクラや漬けも何種類か買い求めてみた。鱒ますも少量だが扱っていたので一緒に買っておく。

　続けて、食いしん坊貴族の二人が教えてくれた調味料を扱うお店にも寄って、色々と調達してみた。他にもシナモンや何種類かのハーブが手に入ったし、同じ商会が経営している酒問屋でストレージの在庫が減っていた酒をかなり補充できた。

　魔法の鞄マジツク・バツグで運ぶには量が多かったので、鮮度が重要な品以外は屋敷まで配達を頼んでおいた。

「それじゃ、野菜や穀物なんかも補充しようか」

　店を出たオレ達は、これまでスルーしていた露店の物色に移る。

「はい！　たくさんありすぎて目移りしちゃいます」

「トリアは果物が見たいです」

　ルルとトリアが果物の露店へ突撃する。

　東南アジアの市場みたいに、豊富な野菜や果物が露店に並んでいた。

「キノコ」

　ミーアがオレの服をくいくいと引っ張って、多種多様なキノコが売られている露店を見て嬉しそうに言う。

「ああ、いっぱい買っていこうね」

「ん」

　ミーアが幸せそうにこくりと頷いた。

　もちろん、他の子達も色々な露店を興味深そうに覗のぞいている。

「カボチャ一つ取っても凄く種類があると告げます」

「新鮮なワサビやショウガがあります。ワサビを付けた焼き肉やショウガ醬じよう油ゆで食べる唐揚げをナナの姉妹達にも食べさせたいですね」

「にゅ～、肉～？」

「タマ、今は果物さん達で我慢なのです」

　やはり獣娘達は肉の方が良いいようだ。

「さすが大国の王都だけあって物流が豊富なのね──」

　根菜が並んだ露店を見ていたアリサが言葉の途中で黙った。

「蕪かぶ」

「あれは甘雪蕪よ」

「へー、お嬢様なのによく知ってるね」

　ミーアの言葉を訂正したアリサに、露店主が感心したような言葉を漏らした後、「買っていくなら負けとくよ」とセールストークに移った。

「幾らか買っていこうか？」

「別にいいわ」

　アリサが首を横に振る。

「変な苦みやえぐみがあるし、美お味いしい野菜ってわけじゃないもの」

「本当に、よく知ってるねぇ」

　露店主が興味深そうにアリサを見た。

「このへんだと忠臣山脈あたりの高原でしか栽培されていない野菜なんだけど、お嬢様はそのへんの出身かい？」

「違うわ。わたしは大陸中央の小国出身よ」

　アリサがそう言って歩を進める。

「昔、農地改革を始めた頃ころに、一番の部下が最初に献上してくれたのがあの甘雪蕪と雪蕪の二つだったの」

　なんとなくアンニュイなアリサだったが、オレが慰めるより早く──。

「アリサちゃんに、ダウナーなのは似合わない！　日用品を買いに行くわよ！」

　パンパンと自分の頰ほおを打ったアリサが、拳こぶしを突き上げて宣言した。

「お～」

「えいえいおー、なのです！」

　空元気を出したアリサに、タマとポチがすぐに便乗し、人ひと混ごみを搔かき分わけるように市場の日用品エリアへと駆け出した。

「ご主人様！　早く早くぅ～」

　こちらに大きく手を振るアリサに手を振り返し、皆みんなと一緒に後を追った。




「マスター、この辺りは文房具や画材が売られていると告げます」

　少し離れた場所でナナがそう言うと、タマとポチがスタタタタと走っていく。

　タマが真剣な顔で画材を吟味し、ポチも何種類もある羽根ペンや便びん箋せんを選んでいた。

「ポチはユニちゃんへの手紙用かい？」
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「違うのです。それもあるけど、今は違うのです。ポチは小説を書くのですよ！」

「イラストはタマ～？」

「伴奏」

「わたしが監修と編集と校閲を担当しているのよ」

　タマとアリサは分かるが、ミーアの伴奏というのは謎なぞだ。

　作業用のＢＧＭでも奏でて、ポチの執筆を助けているのだろうか？

「完成したら読んでほしいのです」

「ああ、楽しみにしているよ」

「あい！」

「任せて！　日本のエンタテインメントの粋をポチに叩たたき込こんで、名作にしてみせるわ！」

　意気込むアリサに「ほどほどにしておけよ」と釘くぎを刺しておく。

　その内、アリサがポチの小説をアニメ化したいとか言い出しそうだから、トレース台や撮影用の魔法道具なんかを作っておこう。

「うおわあああああああ」

　野太い男の悲鳴に振り返ると、ルルが男を一人組み伏せている姿があった。

「スリです」

　迷宮都市ではめったに見かけなかったから、なんだか久々だ。

　視界の隅、ナナの姉妹の近くに挙動不審の男がいる。

　その男の手が姉妹の長姉アディーンのお尻しりへと伸びた。




　──させないよ？




　オレは縮地でアディーンの傍らへと移動し、お尻に触れる寸前の男の腕を摑つかみ取った。

「ぎゃああああああ」

　腕を握りしめられた痴漢男が悲鳴を上げる。

「痴漢は犯罪よ」

「ん、死刑」

　アリサとミーアも目撃したようだ。

「スリ～？」

「反対の手で小銭入れを取ろうとしていたのですよ」

　タマとポチが痴漢男の反対側の腕を摑んでいた。

　なるほど、ダブルで犯罪者だったわけか。

「リザ、向こうで衛兵を見かけたから呼んできてくれ」

「承知いたしました」

　リザが呼びに行っている間に、悪態を吐つく男を縛り上げ、リザが連れてきた衛兵に身柄を引き渡した。

「マスター、支度金を預けていただいた信頼に応こたえることができず申し訳ございません」

「そこまで気にしなくていいよ。ただ、スリが多いみたいだから、財布は二つに分けておいた方がいい」

「イエス・マスター」

　アディーンが神妙な顔で頷うなずいた。

　その後も、ひったくりや置き引きなんかの犯罪を見かけるたびにタマ隊員やポチ隊員が活躍し、王都の治安回復に貢献した。




「そこのお嬢様、恋占いはいかが？」

　露店の間で開業していた怪しげな占い師が声を掛けてくる。

　アリサがちょっとだけ興味を持ったようだったが、すぐに「間に合ってるわ」と言って店の前を去った。たぶん、占い師が「占い」や「予知」のような感じのスキルを持っていなかったからだろう。

「若様、肩こりや頭痛はありませんか？　私どもの心霊治療院で、すぐに治しておみせしますよ」

　ちょっと首元や脇わきの甘い服を着た美女が、するりとオレの腕に自分の腕を絡めて胸を押しつけてきた。

　治療を名目にした風俗業の人かと思ったけど、彼女には「魔力治癒」スキルや「手当て」スキルといった有用なスキルがある。

　オレも持っているが、魔法薬や魔法とは違った利用価値があるのだ。

「特に肩こりはないからいいよ」

「そうですか？　体調が悪くなったら、いつでもいらしてね～」

「ああ、ありがとう」

　オレは僅わずかに後ろ髪を引かれつつ露店の前を去る。

「もう、美人が相手だとすぐに鼻の下を伸ばすんだから！」

「浮うわ気き禁止」

　アリサとミーアがオレの両腕に抱きついて先へ先へと引っ張っていく。ルルと獣娘達も一緒だ。

　ナナと姉妹達が少し先の開けた場所に集まっていた。何かを見ているようだ。

「マスター、街の上に橋があると告げます！」

　ナナが指さす方には、土台がアーチ状になった橋のようなものがあった。

「あれは水道橋だよ」

「あれがそうなんですね」

「へー、ローマ水道の遺跡に似てるわね」

　ルルとアリサも興味深そうな視線を向けた。

　アリサの言う遺跡は、南フランスにある有名な観光地のモノだろう。

「水道橋とはなんですかと問います」

「水道橋っていうのは、飲料水を水源から家庭まで届ける為ための陸橋だよ」

　王都の水源は王城にあるので、王城を中心に外壁まで六本の水道橋が直線で伸びている。貴族街や富裕層の居住区画は、途中の何箇所かで王城を中心とした同心円状に何本かの環状水道橋が作られているようだ。環状水道橋は細めで、途中からは水道管で各屋敷に上水道が供給される。

　平民の区画では水道橋と水路が併用されており、一部には井戸もあるようだ。

「あれは──」

　リザの目が険しくなる。

　彼女の視線の先には、悪趣味なゴーレム馬車に乗る鼬イタチ人族の商人の姿があった。

　生まれ故郷の橙とう鱗りん族の里が鼬人族に滅ぼされたって言っていたし、鼬人族には拭ぬぐいきれないわだかまりがあるんだろう。




「リザ、行くよ」

　オレは立ち止まったままのリザに声を掛け、買い物に戻る。

　ナナ姉妹達の日用品はある程度揃そろったようなので、次は当面の衣類を買いに行こう。

「ご主人様！　絵本屋があるのです！」

　年少組が手招きする場所には本屋があった。

　魔法書や錬金術関係の本はなかったが、各人が欲しい本を一冊ずつ買い求め、オレも王都名所絵巻という本を買った。ナナの姉妹の内、過半数は絵本を好んだが、長女のアディーンは哲学の本を、三女のトリアは料理の本を買っていた。

「服屋」

「あー、あの通りね」

　既製服や古着を吊つるした店がたくさん並んでいる。

「行くわよ！　皆！」

「「「イエス・アリサ」」」

　アリサを先頭にナナの姉妹達が衣料品を物色に向かう。

　ミーアやルルに続きオレと獣娘達も、一緒についていく。

　女の子達の買い物は長い。

　オレは早々についていけなくなったので、先に店から出て沿道に置かれた木箱の一つに腰掛けて待つことにした。




「にゅ～」

「ちかれたのです」

　さっきまでタマとポチはアリサ達の着せ替え人形にされていたから無理もない。

　今はリザがコーディネート対象になっているようだ。

　オレの膝ひざの上で、だらんとするタマとポチの頭を撫なでて時間を潰つぶす。

「甘い匂においがするのです」

　急にポチが顔を上げて、鼻をスンスンとさせた。

「あっち！　なのです」

　ポチが通りの向こうを指さす。

　いつの間にか、曲がり角のあたりに屋台が開店していた。

「ちょっと味見に行こうか？」

「あい！」

「味見は重要なのです！」

　急に元気になった現金な二人を連れて屋台へ行く。

　さっきの通りからは見えなかったが、すぐ向こうに公園があるようだ。公園の入り口には軽食を売る屋台がたくさん出ている。

「若様！　王都名物のガレットはどうだい？　お嬢ちゃん達には甘いジャム入りのガレットもあるよ」

「肉はないのです？」

「悪いね。うちは葉物とジャムの二種類だけだ」

「残念～？」

　肉好きの二人は残念そうにした後、ジャムのガレットを注文する。

　オレは葉物のガレットを注文してみた。

「はいよ！　葉物は銅貨一枚、ジャムは大銅貨一枚だ」

　ジャムは割高らしい。

「お嬢ちゃん達のガレットには、ジャムをたっぷり入れておいたぞ」

「わ～い」

「なのです！」

　オレは代金と引き換えにガレットを受け取る。

「とれびあ～ん～？」

「あまうまなのです」

　タマとポチが口の周りをジャムだらけにしながら、はぐはぐとガレットを食べる。

　オレは葉物のガレットを囓かじってみた。中身は菜っ葉系の甘辛い味付けの漬物が具のようで、なかなか美う味まい。なんというか、熱あつ燗かんにした日本酒が欲しくなる味だ。

「あー！　いないと思ったら、こんな所で買い食いしてる！」

　買い物を終えた仲間達がオレ達を見つけて駆けてきた。

「アリサ達も食べるか？　なかなか美味いぞ」

「そうね～」

　アリサがポチの口元にべっとりと付いたジャムを、指で拭ってそのまま口に運ぶ。

「甘いわね。ねぇ、お兄さん、このジャムって砂糖をたっぷり使ってない？」

「たっぷりじゃないけど、砂糖は使ってるよ」

　なるほど、それでジャムのガレットは高めだったらしい。

「へー、砂糖なんて高いのによく屋台で使えるわね」

「最近は砂糖が安めで手に入るんだ。ペンだかポンだかいう海賊狩りの名人のお陰で、南洋の海賊が減って航路が安全になったお陰らしいぜ」

　アリサがオレを見る。

　ちょっとだけ、誇らしげな顔だ。

「そうらしいぞ、アリサ」

「えへへ～」

「そろそろお昼だし、公園でお昼にしようか」

　何個かガレットを購入した後、オレ達は公園の入り口に並ぶ屋台で、色々と追加購入する。

　王都では肉が高めのようで、肉にく串ぐしやスジ肉を煮込んだモノがどれも迷宮都市の三倍から五倍ほどの値段で売られていた。

　ガレットや蕎そ麦ば搔がきのような蕎麦粉を使った軽食がリーズナブルだ。

　珍しいモノとしては、蕎麦粉で作ったニョッキのようなモノを揚げた料理があった。醬しよう油ゆ味や塩味が基本で、味み噌そを塗ったモノも美お味いしそうだ。

「蕎麦粉系が多い割に、お蕎麦っていうか麵めん類るいがないわね」

「そういえばそうだな」

　思い起こしてみればマカロニみたいな短いパスタやニョッキはよく見かけたが、長細い麵は見た覚えがない。麵状に延ばす発想がないわけじゃないだろうし、勇者達や転生者達が誰だれか一人くらいは伝えているはずだ。

　今度、食いしん坊貴族の二人にでも尋ねてみよう。

　日本にいた頃ころに、蕎麦を編んで天ぷらにしたモノも食べたことがあるし、麵類が何か異世界のタブーに触れるモノじゃないと分かったら、今度食いしん坊貴族達に出してみよう。




「あそこで食べようか」

　噴水沿いにベンチが並んでいたので、皆みんなで腰掛けて軽食を食べる事にした。

「へー、意外に美味しいわ。知らないメニューを試すのもいいわね」

「スジ肉の串も美味です」

「かたうま～」

「普通の肉串の方がポチは好きなのです」

　獣娘達にはいつも通り牛肉の串が受けていたが、それ以外の子達には甘いジャム入りガレットの方が高評価だった。

「トリアは甘い方が好きです。ルルはどうですか？」

「私も甘いのは好きですけど、色々な味を少しずつ食べられる方がいいですね」

「だいじょび～？」

「食べきれない分はポチ達が食べてあげるのです」

　トリアとルルの会話に食いしん坊センサーが反応したらしく、タマとポチがすかさずインターセプトしていた。

「とたととん、とん」

　ジャムガレットを堪たん能のうしていたミーアが顔を上げた。

　口にべっとりとジャムが付いていたので、ツインテールにした長い髪がくっつかないうちに、持っていたハンカチで拭ふいてやる。

「音楽」

　ミーアの視線の先では、噴水のへりをかこかこ叩たたいてリズムを取る女の子や、その音に合わせて踊る子供達の姿があった。

　適当に叩いているように見えて、意外にちゃんとした曲になっている。

　たぶん、有名な曲なのだろう。

「大道芸かな？」

「遊んでるだけじゃない？」

「楽しむ、重要」

　いつもより饒じよう舌ぜつになったミーアが、妖よう精せい鞄かばんから楽器を取り出して、女の子のリズムに合わせて曲を奏で始めた。

「タマも踊る～？」

「ダンスの妖よう精せいポチのソウルをレッツするのです！」

　タマとポチが子供達のダンスに交ざる。

　気後れしていた子達も、二人を見て次々と踊りに参加した。

「なんか増えてる」

　いつの間にか、少し離れた所で見知らぬ紳士も大きな楽器を弾いてミーアと合奏していた。ミーアと同じくらい──いや、ミーアよりも上う手まい。

「アリサも踊ってきたら？」

「もっちのロンよ。行くわよ、ルルお姉様」

「マスター、私達も踊ってきますと宣言します」

　ナナに引っ張られて、姉妹の多くが踊りに参加した。

「ご主人様も！」

「分かった、分かった。行こう、リザ」

　アリサに呼ばれて、オレもリザと一緒に参加する。

　それはほんの数分の謎なぞ空間だったが、皆で適当に曲に合わせて踊りを楽しんだ。

　タタタンッと曲の終わりを女の子が弾き終えると、ミーアと紳士もそれに合わせて曲を締める。

「満足」

　小鼻を膨らませたミーアに綺き麗れいなハンカチを手渡す。

　紳士の方に目を向けると、オレ達の方に優雅に一礼した後、馬車に乗って去っていった。どうやら、通りすがりの音楽家だったようだ。





◆






「次はどこに行くの？」

「買い物はだいたい終わったし、博物館に行こう」

　前に太守夫人のお茶会で教えてもらった宝石博物館を含む王立博物館が、この公園の向こう側にあるのだ。

　オレ達は腹ごなしを兼ねて、公園をのんびり散策する。

「今年は開花が遅いね」

「そうですね、おじいさん」

　前を歩く老夫婦がそんな会話を交わしていた。

　散策路沿いにある木々は、全すべて桜の木なのだが、どれもまだ蕾つぼみが膨らんでいない。

「このへんの花って桜よね？　いつ頃が満開なのかしら？」

　アリサの疑問に答えるべく、さっき買った王都名所絵巻を開いて調べてみた。

「例年だと、今頃から咲き始めて、年末から年始にかけて満開になるみたいだ」

　王都の桜は王祖ヤマトがエルフ達から贈られた桜の苗が育ったモノらしい。

　そんな話をしている間に、公園の反対側にある王立博物館の入り口が通りの向こうに見えた。

「何か聞こえるのです」

「ガラガラガラ～？」

　公園と王立博物館の間にある通り、その右手側にある十字路の方から聞こえてくる。

「なんの音かしら？」

「馬車の音に似ていますね」

「蹄ひづめの音がしないと告げます」

　レーダーに映る光点が、この世界の馬車にしては速い速度で接近してくる。

　それに合わせて、若者のひゃっはー、な歓声と老若男女の悲鳴のようなものが聞こえてきた。

「音が近付いてくると告げます」

　通りに飛び出して確認しようとした№８──ユィットの襟首を摑つかんで引き戻す。

「どけどけどけー！」

「ひゃっはーー」

　暴走馬車が十字路の向こうからドリフトをしながら姿を現した。

　馬の姿がないオープンタイプのゴーレム車だ。

「うわあああああああ」

「きゃあああああああ」

　道路の上でぼんやりと音の方を見つめていた人達が、自分達に向かって暴走してくるゴーレム車を見て、慌てふためいて逃げ出す。

「ひき殺すぞ、平民！」

「きゃはははははは」

　ゴーレム車には四人ほどの派手な格好をした貴族子弟達が乗り込んでおり、馬車から逃げ惑う人達を見て哄こう笑しようしている。

　逃げ遅れた人が何人かいたが、獣娘達が素早く救助していたので、オレの出番はなかった。

　ゴーレム車は減速する事なく、通りの向こうへと走り去る。

「こっちの世界で暴走族に会うとは思わなかったわ」

　アリサがぼやく。

「なんだったんだありゃ？」

「門閥貴族の馬ば鹿か息子達さ」

「おいおい、お貴族様の使用人にでも聞かれたら、不敬罪で犯罪奴隷に落とされるぞ」

「くわばらくわばら、関わり合いにならないのが一番さね」

　通りにいた人達の会話を聞き耳スキルが拾ってきた。

「最近、よくこの辺りを暴走しているよな」

「衛兵は取り締まらないのか？」

「無駄無駄。門閥貴族を捕まえたって、すぐ親の力で解放されちまう」

「前に撥はねられて大おお怪け我がを負った連中が役所に訴えたが、逆に『馬車の前に飛び出した』罪とかで馬なし馬車の修理代を請求されて、酷ひどい目にあったらしいぞ」

　なかなか悲惨だ。

「革命待ったなしな感じの腐敗貴族ね」

「まったくだ」

　オレはアリサの感想に空返事で答え、マップ検索で暴走貴族達の名前をメモしておいた。

　司法機関に報告しても意味なさそうだし、今度勇者ナナシとして王城に行った時にでも、国王や宰相あたりに雑談ついでに報告しておくとしよう。
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「建物まで宝石みたいね」

　王立博物館の別館である宝石博物館は、宝石と指輪を模したような建物になっており、淑女達に人気の場所らしい。

　身分証の提示をし、一人銀貨一枚の入館料を払って入る。

　平民の場合は、身元が確かな人物の紹介状が必要なようだ。

　やたら入館手続きが厳重なのは、展示物に高価な品が多いからだろう。

「きれ～」

「キラキラなのです」

「ん、美麗」

　宝石博物館の館内はガラスケースに収められた様々な宝石が飾られている。光魔法による照明は宝石が一番綺麗に見えるように整えられているようだ。

「見ているだけで目が眩くらんじゃいそうなくらい綺麗です」

　ルルが目ま映ばゆい宝石を見つめて、うっとりと目を細めた。むしろ、ルルの方が宝石よりも美しいので、「ああ、本当に綺麗だ」と呟つぶやいてしまった。

「はい」

　ルルが照れた様子もなく答える。

　たぶん、宝石への感想だと思ったのだろう。その瞳ひとみは宝石と同じようにキラキラと輝いている。

　宝石を見て「いくらくらいなのかしら」なんて呟いているアリサに女子力を分けてあげてほしい。

「ご主人様、わたしにも言って」

「言って」

　ちゃんと言葉の意味が分かっていたアリサとミーアが自分を指さしてリクエストしてきた。

「ホントウニ、キレイダヨ」

「ちょっと、棒読み！」

「むぅ」

　周りの迷惑にならない声量を心がけ、仲間達と楽しく見物を続ける。

　ここは高価な品を展示している事もあって、警備員があちこちに配備されている。また、ガラスケースの前にはポールとロープで仕切りが施され、ガラスケースに触れられるほど近寄る事ができないようになっていた。

「このダイヤの穂先は強そうです」

「ダイヤで作られた槍やりの穂先は頑強だと同意します」

　ダイヤモンドを削った「霊峰の輝き」という作品を見て、リザとナナがそんな会話を交わしていた。

「にしても、でっかい宝石が多いわね」

「ぶりりあ～んと～？」

「とってもとってもぐれいとなのです」

　卵サイズの宝石は当たり前、中にはラグビーボールサイズのルビーやエメラルドまで飾られていた。

　会場を見物する人は、身なりの良い女性達の小集団が多い。

「やっぱり、一級品の『天てん涙るいの雫しずく』は美しいですわね」

「ええ、星の輝きを閉じ込めたように綺麗ですわ」

「いつかは、こんな宝石を贈ってくださる殿方に求婚されたいわ～」

　下級貴族の令嬢達が見つめているのは、イシュラリエ産の「天涙の雫」らしい。

　近くには「天涙の雫」と同じ素材であるアルア製の小さなユニコーン像なども飾られていた。

「あるあ～？」

「うにこーんの像なのです！」

　タマとポチが台の上に飾られた像を見上げる。

「タマの像の方が可愛かわいいのです」

「ポチの像も可愛い～？」

　タマとポチがボルエナンの森に滞在中に、食器と一緒に作ってもらったキラキラ輝く像を見せ合う。

「キラキラの像が可愛いと告げます。ナナは持っていないのですかと問います」

　末妹のユィットの問いに、ナナがヒヨコ像を見せる。

「「「幼生体！」」」

　ユィット以外の姉妹もヒヨコ像に食いついた。

　どうやら、姉妹達は趣味嗜し好こうまでナナとそっくりらしい。

「譲渡を希望します」

「却下と告げます」

　ユィットの懇願をナナがにべもなく却下する。

「マスター、ナナが意地悪だと報告します」

「喧けん嘩かしない。今度、皆みんなにも作ってあげるよ」

　アルアの在庫がないから、適当な宝石素材になりそうだけどね。

「他ほかにも色んな宝石細工があるのね」

「ん、綺麗」

　幼くても女の子は宝石類が好きなようだ。
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　オレが土魔法の「石製構造物ストーン・オブジエクト」で作る宝石細工をよく見ているはずだけど、それとこれとは別らしい。

「こっちが一番人気みたいね」

「うわあ、凄すごく綺麗──」

　水晶の中で炎が燃えている。

「ファイヤークリスタルね！　ブラックオニキスはどこかしら？」

「黒瑪め瑙のうなら、最初の部屋にあったわよ？」

　アリサが古典ＰＣゲームの名作ネタを振ってきたが、ルルに素で答えられて「ちゃうねん」とニセ関西弁になっていた。

「マスター、どういう仕組みか分かりますかと問います」

「中空になったクリスタルの中に、闇やみ石いしを組み込んだ火ひ石いしを浮かべているみたいだ。炎が揺れるように風かぜ石いしも使っているみたいだよ」

　手前にあるプレートの説明によると、伝説の宝石魔法使いジュエルという故人が遺した人工宝石のようだ。英語の名前からして、転生者か勇者が絡んでいる気がする。

「虹にじ色いろ～？」

「ネジリン棒なのです」

　宝石を「石製構造物」系の土魔法で加工したらしき様々な宝石がある。

　タマとポチの反応が面白かったのか、作品の傍そばで待機していた学芸員の青年が笑うのを堪こらえていた。

「ここからは違う人のなのね」

「弟子や現代の作品みたいだ」

　ジュエル師が残した宝石は高い透明度を保っていたが、彼の弟子達や現代の宝石魔法使い達の作品は透明度が低く、宝石としての美しさが失われている品が多い。

「奇妙な像なのです」

　宝石で作った裸婦像なのだが、今一つ品がない。

　教育に悪いので、仲間達を急せかして隣のコーナーへと移動する。




「──なんだと！」

　角を曲がろうとした時、さっきまでオレ達がいた方から、若い男の怒声が聞こえてきた。

　振り返ると、四人ほどの派手な格好をした貴族達が、さっき笑いを堪えていた学芸員に絡んでいた。

「我がマークレ家が貸与しているジュエル師の宝石を、マークレ家の直系五男である私が手に取りたいと言っておるのだ！　それを妨げるとは不敬であるぞ、下民！」

　クレーマーらしい。

　近くには二人ほどの警備員がいるが、持ち場を離れることができないのか、手を出しかねているようだ。

　あの貴族子弟達が窃盗班の陽動部隊なのを警戒しているのだろう。

「あれって、さっきの暴走貴族じゃない。テンプレにしたい感じのバカ貴族ね。締めちゃう？」

「逆恨みされるだけだよ」

　オレは軽く肩を竦すくめて話を続ける。

「それより、リザと一緒に警備員の応援を呼んできてくれ」

「おっけー」

「承知」

　アリサとリザが廊下を駆けていく。

「ナナ、アディーンや姉妹達と一緒についてきて。ルルは他の子達とここで待機」

　オレは八人の美女達を率いてそちらに向かう。

「叩たたきのめすなら、お任せください」

「違うよ。オレ達がやるのは追加の警備員達が来るまで、彼らの気を逸そらすことだよ」

　意外に喧嘩っ早ぱやいアディーン達の誤解を解く。

「アディーン、適当に話を合わせて」

「イエス・マスター」

　オレはわざと足音を立てて、さっきまでいたコーナーへと向かう。

「あれがジュエル師が作られた奇跡の宝石か！」

　オレは「拡声」スキルと「演技」スキル、さらに「詐術」スキルの助けを借りて、無駄にデカイ声で暴走貴族達の注意を引いてみた。

　暴走貴族達がオレ達を睨にらみ付けているのをスルーして、ナナ達を引き連れてファイヤークリスタルの方へ足音高く歩み寄る。

「おおお！　本当に宝石の中で炎が燃えているぞ」

「素敵ですね、マスター」

「素敵だと同意します」

　アディーン達が棒読みで答える。

　しまった、アリサをこっちに残すんだった。

「おい、貴様！」

　暴走貴族が学芸員から手を離し、オレに文句を付けてきた。

「なんでしょう、高貴な方」

「さっきから大声でやかましい！」

　自分達の事は棚上げらしい。

「おや、これは失礼いたしました。無作法をお詫わびいたします」

「まったく、野卑な田舎者はこれだから──」

　オレは素直に詫びる。

　暴走貴族が学芸員の方に顔を戻そうとしたので、時間稼ぎに彼の言葉を上書きするように話を続けてみた。

「その野卑な田舎者にも分かります。このファイヤークリスタルの素晴らしさは」

　暴走貴族がこちらを一いち瞥べつする。

　彼の実家が博物館にファイヤークリスタルを貸し出しているって話だったから、話題を振ってみたのだが、上う手まく興味を引けたようだ。

「さぞかし由緒ある一族に伝わる宝に違いありません」

　オレが感心した風を装ってそう言うと、自尊心がくすぐられたのか暴走貴族が振り返る。

「その通りだ。王祖様の代から続く名家、我がマークレ子爵家の秘蔵の品だ」

　ドヤ顔で胸を張る暴走貴族に、彼の友人達も彼の家を持もて囃はやす。

「優れた血筋にはそれ相応の宝が集まるのだ」

　気をよくした暴走貴族が、自慢げに話を続ける。

　レーダーにアリサ達が呼んだ警備員達の光点が近付いて来たし、時間稼ぎはそろそろ終わりでいいだろう。

　適当によいしょして終わりにしようと口を開いたところで、末妹のユィットが余計な一言を発してしまった。

「マスター、それは賄わい賂ろが集まるという事ですか？　と問います」

「なんだと?!　我が家が不正を働いて蓄財したとでも言うのか、貴様！」

　一瞬で激げき昂こうした暴走貴族が、ユィットに摑つかみかかろうとした。

「お待ちください。連れの無礼は私が代わりにお詫びいたします」

「私に触るな下郎！」

　暴走貴族はユィットを庇かばおうと彼女の前で腕を広げたオレを突き飛ばしてきた。

　オレは抵抗せず突き飛ばされ、アディーン達に受け止められる。

　柔らかい感触に満足しつつ、曲がり角の先から姿を現した衛兵達の方を向く。ＡＲ表示によると先頭は館長さんだ。

「マークレ様！　またあなたですか！」

「ちっ、面倒なヤツが来た。行くぞ！」

　暴走貴族は館長さんが苦手なのか、そそくさとその場を立ち去った。

　館長と衛兵達はそのまま暴走貴族の後を追う。

「お怪け我がはありませんか？」

「ええ、彼女達が受け止めてくれましたから」

　学芸員がオレを気遣ってくれた。

「ご主人様、館長さんがいたから一緒に呼んできたわ」

「ありがとう、アリサ。助かったよ」

　アリサとハイタッチを交わす。

「あ、あの先ほどはありがとうございました」

　今の言動からオレの行動が自分から気を逸らす為ためだと悟った学芸員が、オレに向かって深々と頭を下げて礼を言ってくれた。





＞称号「太鼓持ち」を得た。

＞称号「宝石フリーク」を得た。
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「ここから先は王立博物館の本館みたいだ」

　宝石博物館の見物を終えたオレ達は、連絡通路を通って王立博物館の本館へと足を踏み入れた。

「色々な収蔵品があるのね」

「ご主人様、こちらに順路が描かかれています」

　リザが見つけた順路図を覚え、それに沿って見物する事にした。

「楽器」

「シガ王国や周辺諸国の楽器みたいだね」

　あまり種類は多くなかったが、その一つに目が留まった。

「エレキギター？」

「ああ、過去の勇者が持っていた品らしい」

　ギターではなくベースのようだが、アンプがないので演奏する事はできなかったようだ。

「マスター！　幼生体が！」

「「「幼生体！」」」

　王立学院の幼年学舎の生徒達が見学しているところに遭遇してしまった。

　ナナだけでなく姉妹達まで、生徒達を愛めでようと飛び出しかけたが、両手を広げたミーアが「ダメ」と言って阻止してくれたお陰で、事案にはならずに済んだ。

「うっほ！　いい筋肉！」

　裸像が並ぶ一角では、アリサが鼻血を出しそうな感じで見つめていた。

「ご主人様の鎖骨には及びません」

　聞き耳スキルがルルの呟つぶやきを拾ってきた。

　なんというか、こういう呟きを聞くとアリサの姉だと納得できてしまう。

「びゅりほ～」

　タマが「ステ・ファーニの飛躍」という野牛の彫像を見て目を輝かせた。

　躍動感のある造形だけでなく、粘土細工のような独特のタッチが目を引く。

　アリサが「びゅりほ～、の後にステ・ファーニって続けて」とタマに妙なお願いをしていたが、彫像を見つめるタマはアリサの言葉が耳に入っていない様子だ。

「気に入ったのかい」

「あい」

　タマがこくっと頷うなずいた後、ひたむきな目で彫像を見つめる。

　しばらく動きそうにないので、そっとしておいてやろう。

　オレが立ち去ろうとしたところで、タマに話しかける人がいた。

「ほほう、お嬢さんはお目が高いようだ」

　彫像の傍らにいた老紳士がタマを褒める。

　ＡＲ表示される情報から、彼がこの野牛の彫像の作者だと分かった。

「もっとたくさんの彫像が見たいかな？」

「あい！」

「なら、気軽に遊びに来たまえ」

　老紳士が保護者のオレに一枚のカードを手渡してくれた。

　そのカードには彼の名前と住所が書かれてある。これは名刺のようなモノらしい。

「ありがとうございます」

「感謝～？」

　二人で礼を言うと、老紳士はステッキを片手にその場を去っていった。




「ここから先は武器や防具の歴史みたいだね」

「はい、ですが魔法の武器は見た目だけを似せた複製品のようです」

　まあ、実用品だからね。

「あれは小巨人リトル・ジヤイアント用の武器でしょうか？」

　リザが見つめる先には、長さ二メートル半、刃渡りも二メートル近くある両刃の巨大斧おのが飾られていた。黒い刃の巨大斧は、呪のろわれた武器の一種らしい。

　ＡＲ表示される情報からすると、一級品と言っていいくらいの攻撃力を持つ魔法の武器だ。

　斬きった相手の魔力や生命力を奪って、使用者に与える機能まである。変換効率が不明だけど、けっこう凄すごい武器なんじゃないかと思う。

「凄く大きいでしょう？」

　笑顔の学芸員が声を掛けてきた。

「これはシガ八剣のゴウエン様が、サガ帝国で冒険者をされていた頃ころに使われていた斧なんです」

「こんな大きな斧を振り回すなんて凄い人なのね」

　アリサが感心したように言う。

「ご主人様は振り回せる？」

「持ち上げるのはできるだろうけど、体重が軽いから振り回すのは慣性的に無理だと思うよ」

　慣性に振り回されるのを前提にすれば戦えるかな？

　オレは学芸員に礼を言ってから、次のコーナーへと移動する。




「ご主人様！　なのです」

　オレを呼ぶポチの声が聞こえてきたので、アリサ達をその場に残して移動する。

「お侍様コーナーがあるのです！」

　ポチがぶんぶんと手と尻しつ尾ぽを振って興奮している。

　侍と聞いたアリサが巨大斧の前から走ってきた。

「洋風の刀がいっぱいね。公都の博物館にもあったけど、刀とかが好きな割に装備している人が少ないわよね」

　確かに知り合いだとカジロ氏とアヤゥメ嬢くらいだ。

「そうだね」と答えつつ、刀で王都内を検索してみた。

　何人かヒットしている。全すべてサガ帝国の人で、「スィン・カァーゲ流・免許」や「テンネンリー・スィン流・皆伝」などの称号を持つ冒険者や武芸者達だった。

「タマ、こっちに忍者絵巻があるわよ！」

「みるる～」

　彫像コーナーで飽きもせず「野牛の像」を眺めていたタマが、アリサの言葉を聞きつけて飛んできた。

「読めない～？」

「それじゃ、ニンジャマスター・アリサちゃんが代わりに読んで進ぜよう」

　アリサが老師のような口調で読み始める。

「基本は五行になぞらえた木もく遁とん、火遁、土遁、水遁、金遁──」

「とんとん～？」

「スイトンは美お味いしいのです」

「要は色んな攪かく乱らん術ね。鳥寄せや小動物を使ったテイマーみたいな忍術もあるみたい」

　耳みみ馴な染じみのない言葉だと分かってもらえないと思ったのか、アリサが途中から分かり易やすい説明に変えた。

「地味～？」

「そんな事ないわ！　これはあくまで基本！　『十分に熟練した忍術は、魔法と見分けがつかない』ってクラーク先生が言っていたわ！」

　アリサ、それは忍術じゃなくて科学だ。

「畳返しも極めれば大地を返せるし、影魔法みたいに影から影に移動したり、影縫いで相手を縛ったりできるのよ！　土遁でトンネルを掘って移動したり、火遁でお城を燃やしたりなんかも派手で良いいわね。他ほかにも手裏剣技や体術も色々あって──」

　フィクションの忍術を語りだしたアリサに、「ほどほどにしておけよ」と釘くぎを刺してから、他の子達の様子を見に行く。




「何か面白い物でもあった？」

「ご主人様──」

　ルルが熱心に見ていたのは、火ひ杖づえの歴史というブースだった。

　大昔に開発された火杖から、現在の火杖に至るまでの変遷が学べるようだ。

「へー、けっこう昔からあったのね」

　火魔法使いが不足した時代に、それを補う為に開発されたのが最初だったらしい。

「これ、ご主人様の火杖銃や輝炎銃の先端に似ていませんか？」

「そうだね。昔の人も同じような工夫をしていたみたいだ」

　現代の火杖銃は、火弾を回転させることで命中率を上げている。

　過去のモノは火石の周りにライフリングした銃身を付けたり、火石を螺ら旋せん状に削ったりしてあり、現代のモノは錬金術や土魔法の「石製構造物」などで捻ねじるのが主流のようだ。

「昔の火杖は命中率が悪かったんですね」

「そうみたいだね」

　先ほどの火弾に横回転を与える以外にも、様々な試行錯誤が行われた経緯が絵で残されている。

　中でも一本の杖の先端が三みつ叉またに割れて、それぞれに火杖の先端機構が据え付けられた「三天花」という杖が面白い。

「三連射できる火杖かー、三連バースト射撃みたいな使い方が流は行やったのかしら？」

「にゅ～？」

「三連バーストって、なんなのです？」

「簡単に言うとね──」

　アリサが三連バースト射撃についてタマとポチに教える。

　銃器の引き金を引いた時に、一度に三発の弾丸が自動射撃される事だと伝えていた。

　ただ、例によって、アリサがフィクションも交えて遊んでしまった為に──。

「なるほど、頭に一発、心臓に二発ですか。確実に敵を倒すための技なのですね」

「凄いのです！　ポチも三点バーストしたいのです！」

「タマも～？」

　獣娘達が三連バースト射撃と標的無力化の射撃方法であるダブルタップを混同してしまっていた。

「魔刃砲でできるでしょうか？」

「連射～？」

「それなのです！　くぃくぃぽぽんって撃てばいいのです！」

　誤解を解いておこうと思ったのだが、獣娘達は「魔刃砲で三点バーストをするには？」という議題で盛り上がっていたので、楽しそうな会話に水を差す気がして口を挟めなかった。

「一度、試してみたいですね」

「あい～」

「そうなのです！　修行あるのみなのですよ！」

　リザの言葉に、タマがマイペースに、ポチが鼻息荒い感じに、それぞれ賛同する。

　どうやら、夕飯の後にでも王都郊外の転移拠点に連れて行って試射させてあげる事になりそうだ。





◆






「下町はあんまり観光向きじゃないわね」

　アリサが周囲の光景を見回しながら呟いた。

　博物館を出た後、散歩がてら西門近くまで足を延ばしてみたのだが、確かにアリサが言うように物見遊山で来る場所ではない。

　レッセウ伯爵領からの難民が増えているようで、公園や外壁近くの空き地にテントや掘っ立て小屋を作って住み着いている者達を幾度も見かけた。

　もちろん、難民以外にも、元からスラム街で暮らす貧困層の人達も少なからずいるようだ。

「そうだね。もうすぐ西門だし、そこからはメインストリートを散策しながら帰ろう」

　オレ達は足早に下町を通り抜ける。

　お約束のように、目付きの悪い連中が幾度か絡んできていたが、獣娘達によって鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで退治されていた。

「にゅ～？」

「飛空艇ひくーていに乗ってたお姫様なのです」

　西門が見えたあたりで、タマとポチが一台の馬車を見て声を上げた。

　その馬車は二〇騎近い巡回騎士達に護送されており、ビスタール公爵の第一夫人と末娘が乗っているのが窓の隙すき間まから見えた。

　前に末娘と会った時は飛空艇襲撃犯と一緒に逃走していたけど、結局は巡回騎士達に捕まってしまったようだ。

「にゅ！」

　タマの耳がフードの下でピンッと跳ねる。

　それとなく周囲を覗うかがうと、護送される馬車を遠巻きに覗う怪しい人物を何人か見つけた。

　マップ情報によると、サガ帝国やパリオン神国の密偵と──大陸西方に蔓延はびこる魔王信奉集団「自由の光」の構成員だと分かった。

　後者はシガ八剣のヘルミーナ嬢が迷宮都市を訪れた時に、魔族を嗾けしかけてきた連中だ。

　シガ王国の玄関口、貿易都市タルトゥミナにあった魔王信奉集団「自由の光」の拠点は、オレが勇者の従者クロに変身して一網打尽にしておいたのだが、性懲りもなく再侵入してきたらしい。

　オレが「自由の光」の連中をマップ検索しようとする前に、レーダーに無数の赤い光点が灯ともった。

「ご主人様──」

　警戒を促すリザの視線の先で、馬車の周辺に白煙を出す煙玉が幾つも転がされているのが見えた。

　ＡＲ表示される情報によると、王都の犯罪ギルド「蛇の足」の連中だと分かった。前に「階層の主フロア・マスター」の戦利品を狙ねらった連中と同じような手口だが、全く別の組織のようだ。

　犯罪を見過ごすのもアレなので、こっそりと手伝おう。

　オレは「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして煙玉を捉とらえ、全てをストレージへと収納する。

　既に出た煙はそのままだが、まだ視界を完全に塞ふさぐほどじゃないので、巡回騎士達が軽々と犯罪ギルドの連中を斬り伏せていく。

「サトゥー、あれ！」

　ミーアが指さした先で、人間が異形へと変わっていくのが見えた。

　──魔族だ。

　さっき見つけた「自由の光」の連中が、短角シヨートホーンを使って魔族へと変じたのだろう。

　──ＧＺＲＲＯＯＯＯＯＷＮ。

　ゴリラと犀さいを歪いびつに混ぜ合わせたような下級魔族が、空に向かって吼ほえる。

「ひゃっはーー」

「ひき殺すぞ、平民！」

　どこかで聞いた声が十字路の向こうから聞こえてきた。

「どけどけどけー！」

「きゃはははははは」

　見覚えのあるゴーレム車が、十字路からドリフトで現れた。

　さっきまで哄こう笑しようしながら逃げ惑う人々を見ていた暴走貴族達の顔が、路上に残る白煙の向こう、道路の真ん中に立つ下級魔族を見て凍り付いた。

　前方不注意に加えて速度超過じゃ、慌ててブレーキを踏んでも止まれるはずもない。

「ちょ、待──」

「ヤバ──」

　皆まで言う暇もなく暴走貴族のゴーレム車は下級魔族と激突した。

　ゴーレム車の先端は拉ひしやげ、そのまま前転する。道交法もないこちらの世界の人がシートベルトなんてモノをしているはずもなく、暴走貴族達はゴーレム車の外に投げ出された。

　一応、「理力の手」で死なない程度のサポートはしてやったが、骨折や擦り傷までは関知しない。

　せいぜい、これからは安全運転を心がけてほしい。

「今のうちだ！　魔族に止とどめを刺せ！」

　巡回騎士達が車と激突して地面に転がった魔族に殺到する。

　──ＧＺＲＲＯＯＯＯＯＷＮ。

　怒りの咆ほう哮こうを上げた下級魔族が、身体からだを起こすなり巡回騎士達を蹴け散ちらした。

「油断するな！　魔族はまだまだ戦闘力を有しているぞ！」

　巡回騎士の隊長が叫ぶ。

「マスター、幼生体の危機だと告げます」

　おっと、暴走貴族達に気を取られている場合じゃなかった。

「リザ、一緒に来い。ナナ達は周辺警戒！　犯罪者の増援に注意してくれ！」

　オレはリザだけを連れて魔族退治に向かう。

　あまり大人数だと、巡回騎士達を警戒させてしまうからね。

「ムーノ男爵家臣、ペンドラゴン名誉士爵だ！　魔族の相手は任せろ！」

　オレは大声で叫びつつ、巡回騎士達を薙なぎ払はらう下級魔族の前に駆け込む。

　今日は妖よう精せい剣を腰に下げていなかったので、足下に転がっていた鉄製の小剣を拾い上げ、襲ってきた下級魔族の腕を受け流す。

「──はあっ！」

　オレに遅れて戦場に飛び込んできたリザの突きが、下級魔族を顎あごの下から貫いた。

「横！」

「お箸はしを持つ方なのです！」

　タマとポチの声と同時に、白い煙を引き裂いて別の魔族が現れた。

　銀色の鱗うろこに覆われたその魔族は、大きさこそ先ほどの下級魔族と変わらなかったが、明らかに強そうな気配を漂わせている。

　それもそのはず、ＡＲ表示によるとレベル五〇の中級魔族だ。

「うおおおりゃああああああああああ！」

　眼前に迫る銀ぎん鱗りん魔族が、横合いから現れた黒い影と共に視界から消えた。

　直後に近くの建物の壁が砕け、土煙と破片が飛び散る。

　視界から消える一瞬だけチラリと見えたが、黒い影は巨漢の剣士のようだった。

　──ＧＺＲＲＯＯＯＯＯＷＮ。

　リザが魔ま槍そうで貫いていた下級魔族が、腕や角を伸ばして反撃してきたので、リザと共にバックステップで離れる。

　魔族には脳みそを破壊したくらいでは死なないヤツもいるらしい。

「リザ、そっちは任せた」

「──承知」

　オレはさっきの剣士のサポートをしよう。

　グボンッと鈍い爆発音が砕けた壁の向こうで起こり、先ほど割り込んできた巨漢の剣士が、壁から噴き出る土煙を割って飛び出してきた。

　──筋肉。

　破れた服から覗のぞく鋼のような筋肉が凄すごい。

　巨大な両手剣を肩に担いで、油断なく砕けた壁の向こうを睨にらんでいる。

　彼はレベル五一の剣士、それもシガ八剣の一人だ。

　肩に担がれた巨大な両手剣に赤い光が瞬き、やがて激しい赤光を放つ魔刃へと変わっていく。

「──来いっ！」

　筋肉剣士が土煙の向こうに叫ぶと同時に、土煙を突き抜けて銀鱗魔族が飛び出てきた。

　銀鱗魔族はアダマンタイトのような青せい銀ぎん色の鉤かぎ爪づめを煌きらめかせ、もの凄い速度で筋肉剣士を襲撃する。

「魔斬鋼烈刃バースト・ハツカー！」

　筋肉剣士の必殺技だろう。彼が振るう両手剣の残光が赤い半円を描き、銀鱗魔族を地面に打ち据えた。

　両者の速度が速すぎて目で追うのが大変だったが、銀鱗魔族の鉤爪が筋肉剣士に届く寸前、上段から神速で振り下ろされた両手剣が、銀鱗魔族の頭部に激突したのだ。

「──ちっ、硬い野郎だ。俺様の奥義でも斬きれんとはな」

　地面にめり込んだ銀鱗魔族の背に、筋肉剣士が追撃をかけようと剣を振り上げる。

　──ＺＷＲＯＯＯＯＯＷＮ。

　ブレイクダンスのような挙動で、砕いた石畳をまき散らしながら銀鱗魔族が跳ね起きた。

　筋肉剣士は見かけより俊敏な動きで距離を取り、飛んできた石畳の破片や、それに紛れて放たれた銀鱗魔族の回し蹴げりを、両手剣の一振りで弾はじき飛ばしてみせる。

　ぐるりと回転して姿勢を整えた銀鱗魔族が、弾丸のような速さで筋肉剣士に突撃してきた。

「ふんっ！」

　遠心力を利用した筋肉剣士の両手剣が、突撃してくる銀鱗魔族を豪快に打ち据える。

　銀鱗魔族はボールのように近くの壁に向かって飛んでいき、そのまま壁に激突するかに見えたが、直前でくるりと姿勢を変えて壁に着地し、洋画の蜘く蛛も男みたいに壁にぴたりと張り付いた。

　銀鱗魔族の鱗が逆立ち、その先端が鋭く変形する。

　両手剣をぶん回して体勢が崩れた筋肉剣士に向けて、銀鱗の雨が降り注いだ。

「避よけろ！」

　オレの叫びを聞いた筋肉剣士が、周囲を確認する事も放棄して、前方に全力でダッシュした。

　それを確認しつつ、足下に転がっていた誰だれかの盾を投げて、筋肉剣士に追いつこうとしていた銀鱗の雨を逸そらす。

　──ＺＷＲＯＯＯＯＯＷＮ。

　壁から飛び跳ねた銀鱗魔族が襲いかかったのは、筋肉剣士ではなく彼への攻撃を邪魔したオレの方だった。

　ギラリと輝く鉤爪を持つ腕がオレに迫る。

「──おっと、危ない」

　オレは持っていた鉄剣で、銀鱗魔族の表皮を削るように受け流す。

　拾った鉄剣は安物だったらしく、卸し金にかけた大根のように削れていく。

　銀色の粉に火花が反射してわりと綺き麗れいだったけど、あっという間に柄つかだけになってしまった。

　横着せずに、魔刃スキルくらい使っておくんだったよ。

　銀鱗魔族がすれ違い間際に銀鱗の散弾を放とうとしたので、地面に倒れ込みつつ銀鱗魔族を空中に蹴り上げる。

「どっせえええええええええ！」

　勢いよく飛んできた筋肉剣士が、豪快に振りかぶった両手剣を銀鱗魔族に叩たたき付けた。

　オレの蹴りで宙に浮いていた銀鱗魔族は、踏ん張る事もできずに筋肉剣士の剣に打ち付けられ、近くの壁に向かって飛んでいく。

　先ほどのように壁に張り付こうとした銀鱗魔族だったが、今度は壁の方が勢いに耐えられずに砕け、粉砕した建物の中に転がり込んだ。

「さっきは助かったぜ。なかなかやるじゃねぇか、小僧」

「お褒めにあずかり恐縮です」

　小僧呼びはともかく、筋肉剣士に悪意はなさそうなので褒められた礼を言っておく。

「俺はゴウエン。シガ八剣のゴウエンだ」

「ムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵です」

「お前がミーナが言っていたペンドラゴンか──面おも白しれえ」

　筋肉剣士──ゴウエン氏が同僚のヘルミーナ嬢を愛称で呼びながら、男臭い笑みを浮かべる。

　──ＺＷＲＯＯＯＯＯＷＮ。

　轟ごう音おんを上げ、魔族が建物から飛び出してきた。

　足を止めた銀鱗魔族の表皮から一〇〇枚ほどの銀鱗が浮き上がり、身体から一定の距離で周回し始める。

　たぶん、攻防一体の防御技ってところだろう。

「ついてこい、サトゥー。死ぬなよ──」

　そう言ってゴウエン氏が駆け出す。

　せっかくのお誘いなので、地面に転がる適当な剣を拾ってゴウエン氏の斜め後方を追随してみた。

　銀鱗魔族の方もゴウエン氏に向かって突撃してきた。

　向こうも待ちではなく、攻めの姿勢を選択したらしい。

　浮遊する銀鱗の一部が、鎖のように連なって襲ってくる。

　ゴウエン氏は魔刃を纏まとわせた両手剣で銀鱗の鎖を弾き飛ばし、浮遊銀鱗で守られた魔族本体へと突貫する。

　弾き飛ばされた銀鱗の鎖が、地面に当たって跳ね──。

　そのままゴムで引っ張られるように元来た方向に急加速して、ゴウエン氏の背を襲う。

　オレは瞬動を発動してそれを追い、鉄剣を振りかぶる。
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「ぬんっ！」

　ゴウエン氏の身体が一瞬だけ膨れ、ＡＲ表示される彼の防御力が跳ね上がるのが分かった。

　彼の持つ金剛身という防御系のスキルの効果らしい。

　どの程度の硬さなのか少し興味があったが、オレは知的好奇心に負けずに剣を振り、彼を背後から襲おうとしていた銀鱗を全すべて切断した。

　さっきの失敗を反省して、今回は切る瞬間に魔刃スキルを使ったので、剣は傷んでいない。

　鉄剣だとすぐ魔力が散ってしまうので、魔刃スキルを使うのがちょっと面倒だ。

「どぅおおおおりゃああああああ！」

　雄お叫たけびを上げたゴウエン氏が、浮遊銀鱗の領域に突っ込む。

　ゴウエン氏の鎧よろいが砕け、血ち飛沫しぶきが上がる。

　だが、それでも彼の進撃は止まらず、間合いに入った両手剣を豪快に振り下ろした。

　魔刃の赤い砕片が散り、浮遊銀鱗と両手剣が触れて激しい火花が散る。

　──ＺＷＲＯＤＤＤＤＹＮ。

　ゴウエン氏の巨きよ軀くの向こうで、肩口を深く斬り裂かれた銀鱗魔族が絶叫を上げていた。

　なかなか強引だけど、こういう豪快な人はわりと好きだ。

「行け、サトゥー！」

「はい！」

　ゴウエン氏に促され、無防備な銀鱗魔族の胴体に魔刃を纏わせた剣を突き込んだ。

　魔力鎧のような抵抗を感じたので、こっそりと銀鱗魔族に添えた手から術理魔法の「魔力強奪マナドレイン」を発動して、ヤツの防御障壁を構成していた魔力を根こそぎ奪ってやった。

「──リザ！」

「承知！」

　下級魔族を倒し終え、こちらの様子を覗うかがっていたリザにも攻撃を許可する。

　瞬動で急接近したリザの魔槍が、斜め後ろから銀鱗魔族の心臓を貫いた。

「止めだああああああああああああ！」

　剣と槍やりに貫かれた銀鱗魔族の身体を、ゴウエン氏の二撃目が真っ二つに斬り裂いた。

　銀鱗魔族の身体が黒い靄もやとなって消えていき、一本の長い角が地面に落ちて甲高い音を立てた。

「きゃああああ」

　さっき見つけていた「自由の光」の構成員が、ビスタール公爵の末娘を攫さらって逃げようとしていた。

「ソミエーナ様！」

　末娘の名を呼んだゴウエン氏が瞬動で接近し、一太刀で構成員の首を刎はねた。

　突然のスプラッタな光景に、末娘は気を失ってしまったが、その身体はゴウエン氏が優しく受け止めて事なきを得ていた。

　──あれは。

　遺体の手に気になるモノがあった。

「ご主人様」

「ああ、長角ロングホーンだ」

　人を魔族、それも中級魔族に変えてしまう邪悪な道具だ。

　先ほどの銀鱗魔族も、この長角によって魔族化した元人間だったんだと思う。

　オレが拾うよりも早く、ゴウエン氏が拾い上げ、先ほど銀鱗魔族が落とした使用済み長角と一緒に、自分のアイテムボックスの中に収納してしまった。

　シガ王国の守護者であるシガ八剣の彼なら、後を任せても大丈夫だろう。





◆






「ゴウエン様、従者の方、ご助力を感謝いたします！」

　若い巡回騎士の一人が駆け寄ってきて礼を言う。

「馬ば鹿か野郎！　こっちの二人は俺の従者じゃねぇ。通りすがりに加勢してくれた奇特な武人だ」

「そ、そうでしたか！　失礼いたしました！　失礼ですがお名前をお伺いしても宜よろしいでしょうか？」

「名乗るほどの者ではありません」と流そうかと思ったが、既にゴウエン氏に名乗った後だったので、素直に名乗った。

　若い巡回騎士がリザの活躍をゴウエン氏に伝える。

　オレがゴウエン氏のサポートをしている間に、リザは一人で五体の下級魔族を倒していたようだ。

「中級魔族と互角に戦う剣士に、下級魔族五体を一人で殲せん滅めつする槍使いか──今度のシガ八剣候補はなかなか粒ぞろいだな」

　ゴウエン氏がオレとリザの背をバンバン叩きながら、健闘を褒めてくれた。

「ご主人様～」

「怪け我がないのです？」

　戦闘が終了したのを察して、タマとポチが駆けてきた。

　後ろからは仲間達も一緒だ。彼女達は周辺警戒のついでに一般市民の避難誘導をやってくれていたらしい。

「ミーア、悪いけど怪我人を治療してやってくれ」

「ん」

　こくりと頷うなずいたミーアがとてとてと巡回騎士達の方へと向かう。

　一緒に行ったルルが、言葉数が少ないミーアの代わりに治療に来た事を伝え、一箇所に集まるように指示してくれる。

　タマとポチの二人も、いそいそと救急隊の腕章を付けると「ナースモード～」「なのです！」と言ってミーアの手伝いに向かった。

「あれはサトゥーの従者か？」

「ええ、従者というか、私の仲間達です」

　ゴウエン氏は子供好きなのか、好こう々こう爺やの視線で子供達の活躍を見守り、戻ってきたタマとポチの頭をぐりぐりと撫なでた。

「小さいのに偉いぞ」

「にへへ～」

「えっへん、なのです」

　褒められたタマとポチが嬉うれしそうだ。

　ミーアも一緒に撫でようとしたが、ミーアはその手をするりと避よけて、オレの後ろに隠れてしまった。

「子供好きなの？」

「おう！　俺にも国くに許もとに同じ年とし頃ごろの娘がいるんだ」

　アリサの問いに頷いたゴウエン氏が、懐から手帳サイズの何かを取り出し、その蓋ふたを開ける。

「可愛かわいいだろ？」

　ゴウエン氏は自分の妻子が描かれた細密画ミニアチユールをオレ達に見せて、いかに素晴らしい妻か、いかに愛らしく天てん真しん爛らん漫まんな娘達かを熱く語ってくれた。

　なんていうか、彼と話していると、遊びに行ったら子供の動画を延々と見せる子煩悩な友人を思い出す。

「王都に呼び寄せないの？」

「ああ、妻が故郷を離れたがらなくてな──」

　あまり他人が踏み込む話題じゃなさそうなので、アリサに目め配くばせして話題を終わらせる。

「ゴウエン様、怪我人の後送と護衛騎士の補充が完了いたしました」

「おう！　分かった！」

　丁度良いタイミングで、巡回騎士が報しらせに来た。

「悪いが娘達の愛らしさはまた今度な」

「はい、機会があればぜひ」

「俺は聖騎士団の駐屯地にいる。いつでも遊びに来い。歓迎するぞ」

　ゴウエン氏はそう言うと、オレの返事も聞かずに馬車を護送する巡回騎士達と一緒に行ってしまった。





◆






「──手紙？」

　屋敷に戻ると、ムーノ男爵邸に届いたという手紙をメイドの一人が届けてくれた。

　見覚えのない印章で封がしてあったが、宛あて先さきはオレで間違いないようなので、封を切らずに剝はがして開ける。相手が上位者だった場合、封を切るのは非礼に当たるからだ。

「誰だれから？」

「シガ八剣のジュレバーグ氏からだ」

　オレや仲間達を彼らの本拠地である聖騎士団の駐屯地に招待するという内容だった。

「招待って書いてあるけど、これって──」

「召喚状だね」

　オレに断る権利はなさそうだ。

　時間的に見て、筋肉剣士のゴウエン氏は関わっていなそうだが、それはあんまり救いにはならない。

　今晩の内にでも、子煩悩な彼の娘自慢を回避する策を考える必要がありそうだ。




　なお、その日の晩は、仲間達が気が済むまで「三点バースト魔刃砲」という凶悪な技の訓練をさせてあげた後、オレは一人でクロの姿に変装して、マップ検索で見つけた魔王信奉集団「自由の光」のアジトを強襲し、一人残らず捕縛して重犯罪者用の牢ろうに投獄しておいた。

　もちろん、事前に国王や宰相には断ってからだ。

　思ったよりも時間が掛かったせいで、娘自慢の回避策は特に思いつかなかった。

　あちこちにアジトが分散していたので、屋敷に帰ったのは明け方近かったんだよね。

「ご主人様、本当ほんつとーに働き過ぎは直した方がいいわよ」

　そう心配してくれるアリサに詫わびて、オレはほんの一時の間、泥のような眠りに落ちた。








決闘！　シガ八剣







〝サトゥーです。決闘と聞くと、レイピアを持った貴族同士の戦いをイメージしてしまいます。日本刀だとどうしても『果たし合い』という単語の方が似合うからかもしれませんね。〟






「ふあ～」

「なのです」

　タマとポチがあくびのマネをする。

　そんな二人の頭を撫でながら、オレはあくびを嚙かみ殺ころす。

「眠いの？」

「ちょっとね」

　オレがあくびをするのを見たアリサが心配そうに尋ねてきた。

「膝ひざ枕まくら」

　ミーアが自分の太ももをポンポンと叩たたいて、膝枕を勧めてくれたが狭い馬車内では無理があるので、「ありがとう」と礼を言うだけで固辞しておく。

　オレ達は昨日と同じく三台の貸し切り馬車に分乗し、聖騎士団の駐屯地へと向かっている。

　初めはオレとリザの二人だけで行こうとしたのだが、「ご主人様とリザさんの格好いいところが見たい」とアリサが言い出したせいで、皆みんなを連れて出かける事になってしまったのだ。

「サトゥー」

　ミーアがすっと前を指さした。

「白い鎧よろいの騎士が立番をしています。あれが聖騎士団の駐屯地のようですね」

「ん、立派」

「ごーじゃすぅ～」

「ぐれいと、なのです」

　白い大理石と青い大理石を組んで作られた建物からは、仲間達が言うように非常に荘厳な印象を受ける。

「ファンタジー系のＭＭＯでよくありそうな建物よねー」

　アリサの発言に笑みが漏れる。

　確かに、ゲーム開始時の国なんかにありそうだ。

「止まれ！」

　馬車を正門に近付けると、門の左右に立った聖騎士達が槍を交差させて馬車を止めた。

「いずこの御お家いえの方かは存ぜぬが、ここから先は聖騎士団の駐屯地である。用なき者を通すわけにはいかん」

　慇いん懃ぎんに口上を述べる聖騎士の目が、オレや仲間達を見て険しくなった。

　女子供を引き連れた、バカ貴族の子弟に見えたのだろう。

　オレは一人馬車を降り、先ほどの聖騎士にシガ八剣筆頭のジュレバーグ氏からの手紙を渡す。

「これは？」

　訝いぶかしげに手紙を受け取った聖騎士だったが、手紙にあるジュレバーグ氏の印章が押された封ふう蠟ろうを見て驚きの声を上げた。

「し、失礼いたしました！　ジュレバーグ閣下のお客様でしたか！」

　聖騎士は慌てて背筋を伸ばして敬礼すると、同僚に指示して馬車を通してくれた。サービス精神旺おう盛せいな事に、わざわざ道案内をしてくれるとの事だ。

　この大所帯だと移動中に呼び止められる可能性が高かったので、ありがたく申し出を受ける。

「キンキンキン～？」

「キンコンカンなのです」

「マスター、戦闘音が聞こえると告げます」

　剣けん戟げきの音が聞こえてくると、タマとポチに続いて№８──ユィットがオレの腕に自分の腕を絡めながら報告してきた。この子はスキンシップが好きなようで、よく他ほかの姉妹にもくっついている。

　それを見たミーアが反対側の手を繫つないだ。

「見えた」

「丁度、戦闘訓練中みたいね」

　ミーアとアリサが闘技場で訓練する聖騎士達を見つけた。

　マップ情報によると、ジュレバーグ氏を始めとするシガ八剣数人と聖騎士団の団員達がいる。

　オレに手紙をくれたジュレバーグ氏は闘技場を見下ろす観客席から、聖騎士達の訓練を監督しているようだ。

「ジュレバーグ団長！　ペンドラゴン士爵をお連れしました！」

　闘技場に到着すると、案内をしてくれた聖騎士が、耳が痛くなるような大声でジュレバーグ氏に報告した。

「来たか、ペンドラゴン士爵──」

　ジュレバーグ氏が振り向く途中で言葉を失った。

「──どういうつもりだ？」

　なんだかご立腹のようだ。

　獣娘達とナナは鎧を着込んでいるが、オレを含めた他の面々はいつもの服装だったからだろうか？

「いただいた手紙に、私の部下も連れてくるようにとあったので、お言葉に甘えて後学の為ために連れて参りました」

　自分の書いた文面を思い出したのか、ジュレバーグ氏が苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような渋面になった。

　たぶん、彼が連れて来させたかったのはリザだけだったのだろう。

「少々、人数が多かったでしょうか？」

「──構わん」

　どうやら、前言撤回はないらしい。

「黒くろ槍やりのリザ、決闘だ！　迷宮都市の借りを返すぞ！　団長に鍛え直してもらった俺様の強さを見せてやる！」

　白矛を肩に担いだ聖騎士が、沈黙するジュレバーグ氏の後ろから声を掛けた。

　彼の顔は覚えていなかったが、特徴的な白矛には見覚えがある。

　確か、迷宮都市でリザに決闘を挑んで負けていた人だ。

「ケルンか──良かろう、やってみろ」

「ご主人様、宜よろしいですか？」

　ジュレバーグ氏が決闘を許可したのを聞いたリザが、オレを振り返って許可を求めてきた。

　ケルン氏も強くなっているかもしれないけど、きっとリザの方はもっと強くなっている。

　自分の強さを確認させる為に、オレはリザに頷うなずいてみせた。

　仲間達を観客席に残して、オレとリザは闘技場内へと移動する。

　ジュレバーグ氏がケルン氏とリザの決闘を宣言し、訓練中だった聖騎士達を場外へと退避させた。

「おいおい、小娘じゃないか。ケルンの言っていた『黒槍のリザ』ってのは、筋肉もろくにないようなガキだったのかよ」

　黄色い槍を持った髭ひげ面づらの聖騎士が、嘲あざけりの口調で喧けん嘩かを売ってきた。

　アリサが観客席で「うわ、負けフラグのお手本みたいなセリフね」と呟つぶやくのを聞き耳スキルが拾ってきた。全く同感だ。

「リザ、ケルン殿と戦う前に、自信満々の彼と戦ってあげなさい」

　オレはリザにそう言って、ジュレバーグ氏に許可を取る。

　二人が闘技場の中央に移動し、審判役の聖騎士からリザに決闘のルールが告知された。

　叩きのめされて気絶するか、「参った」を言うか、審判が止めるまで続くそうだ。

　故意に相手を殺したり、重傷を負わせたりするのはルール違反らしい。

　そういった決闘ルールを確認する間に、聖騎士団に所属している光魔法使いや各神殿から派遣されている高レベルの神官達が防御魔法を付与していた。

　あくまで大おお怪け我がをしない為の予防のようで、身体強化系や攻撃補助系の支援魔法は付与しないようだ。

「がんば～？」

「リザ、ガンバなのです！」

　タマとポチを始め、仲間達が観客席から応援する。

「ちっ、ガキどものお遊戯かよ」

　黄槍騎士がお行儀悪く闘技場に唾つばを吐いた。

「ジャゴウ！　ウロコ女なんかに負けるなよ！」

「そのトカゲに格の違いを教えてやれ！」

　黄槍騎士の友人らしき、一部の聖騎士達からヤジが飛んだ。

「当たり前だ！　シガ八剣の席に相応ふさわしいのが、頭の悪いケルンのヤツじゃなく、私だと見せつけてやる！」

　黄槍騎士が叫び返す。

「両者、開始円に入れ」

　審判に指示されて、両者が移動する。

　黄槍騎士はリザを親の仇かたきのように睨にらみ付けていたが、リザにはそよ風ほどの影響も与えていないようだ。




「始め！」

　審判の開始の合図と同時に、黄槍騎士が瞬動でリザに接近し、三連の突きを放つ。

　リザは軽々とその突きを捌さばき、タイミング良く槍を撥はね上げて、黄槍騎士の手から槍を弾はじき飛ばした。

「なっ──」

　黄槍騎士が得物を失った自分の手を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　カランッと槍が落ちた音が、少し離れた場所で響いた。

「まだ勝負は付いていません。拾いなさい」

「な、舐なめやがって！　後悔させてやる！」

　三下のようなセリフを言いながら槍を拾った黄槍騎士が、槍に魔力を流して魔刃を発動した。

　なんていうか発動までが遅い。

「くらえっ──奥義！　螺ら旋せん槍そう撃げき！」

　リザが魔ま槍そうドウマに一瞬で魔刃を纏まとわせ、黄槍騎士の必殺技を冷静に受け流した。

「ば、馬ば鹿かな！　防御不能な螺旋槍撃を受け流しただと?!」

　黄槍騎士がバックステップで距離を取りながら驚きの声を上げた。

　周りの騎士達も「いつの間に魔刃を？」「あんな貧弱な魔刃で防いだのか？」なんて驚きの声を上げていた。

　黄槍騎士の魔刃が激しい赤光を迸ほとばしらせているから、余計にそう思えるのだろう。

「防御不能？　不勉強ですね。それに格下相手ならともかく、同格以上の相手に意表を突く事も、崩しを施す事もなく大技が届くなどと思うのは傲ごう慢まんが過ぎます」

　リザが瞬動で接近、突きや切り払い、退避を繰り返しながら、黄槍騎士に忠告する。

　もっとも、黄槍騎士の方は縦横無尽なリザの攻撃を捌くのに必死で、ほとんど聞いていない様子だ。

「へー、やるじゃない。強いわね、ペンドラゴン卿きようの所の槍使い」

　香水の香りと柔らかい感触、そして金属質な鎧の感触がオレの首に絡みつく。

　後ろから忍び寄ったシガ八剣の銃使い、ヘルミーナ嬢がオレにヘッドロックを仕掛けてきたのだ。

　観客席にいるアリサとミーアが「ぎるてぃ」コールをしているが、聞こえなかった振りでスルーしておく。

「私の自慢の仲間です」

　オレはリザの戦いを見つめたまま、するりとヘルミーナ嬢のヘッドロックから抜け出る。

「そういえばペンドラゴン卿は格闘技も得意だったわね」

「少し嗜たしなむ程度ですよ」

　ヘルミーナ嬢がオレの横に並んで観戦する。

「一方的ね……まあ、ジャゴウの馬鹿にはいい薬だわ」

　黄槍騎士はやっぱり問題隊員のようだ。

「聞いたわよ。先回りして飛空艇襲撃班を追いかけていたらしいじゃない」

「誤解です。別行動をしていた仲間達を迎えに行ったら、偶然出くわしただけですよ」

　そういえばヘルミーナ嬢とジュレバーグ氏の二人は、飛空艇襲撃班と行動を共にしていたビスタール公爵の末娘を救出に行っていたっけ。

「頑張って追いついたら、襲撃班の残党は巡回隊に捕まって第一夫人は保護された後だし、肝心のソミエーナ殿も巡回隊が確保したって報告があったし、無駄足もいいところだったわ」

　ここで「それはお疲れ様でしたね」なんて言ったら火に油を注ぐ事になりそうなので、ヘルミーナ嬢がオレの首に腕を回して、こめかみを拳こぶしでぐりぐりするのは甘んじて受けた。




「──あっ」

「なのです」

　リザが終始優勢に進めていた戦いに動きがあった。

　攻撃を避よけてバランスを崩した黄槍騎士が、足を滑らせて尻しり餅もちをついたのだ。

　その首にリザの魔槍ドウマが突きつけられる。

「無様な……」

　ジュレバーグ氏の呟きと同時に、審判がリザの勝利を宣言する。

「まだだ！　まだ私は負けていない！」

　こちらに戻ろうとして背を見せたリザに向かって、黄槍騎士が魔刃を纏わせた槍を投げた。

　──残心。

　たとえ背を見せていようと、リザが油断するはずもない。

　瞬動で横にずれたリザが、手にした魔槍を軽く回して黄槍騎士の投げた槍を真上に弾き上げた。

　振り向いたリザが、落ちてきた槍を自分の魔槍で弾く。

　高速で飛んだ槍が、黄槍騎士の股またの間に刺さった。

「リザさん、優しいわね。命中させたら良かったのに」

　アリサが小声で呟くのを聞き耳スキルが拾ってきた。

　ジュレバーグ氏から叱しつ責せきの声が上がり、黄槍騎士は他の聖騎士達に引っ立てられて闘技場の外へ連行されてしまった。

「部下の不始末を詫わびる」

　ジュレバーグ氏がリザとオレに頭を下げた。

　聖騎士達の一部が「鱗うろこ族に頭を下げるなんて」と憤っていたが、ジュレバーグ氏はそれには特に反応しなかった。門閥貴族やシガ王国北部出身の聖騎士達の中には亜人差別をする者もいるようだ。

「よし、次は俺様の番だ」

「悪いが先にやらせてもらうぞ、ケルン」

　自分の槍をケルン氏の前に出して止めたジュレバーグ氏が、リザの前に進み出た。





◆






「我はシガ八剣が第一位、『不倒』のゼフ・ジュレバーグ。ここに『黒槍』のリザ殿と手合わせを望むものなり！」

　ジュレバーグ氏がリザに「殿」と敬称を付けた。

　どうやら、リザの強さを認めてくれたようだ。

　オレを振り返って許可を求めるリザに、誇らしげな気持ちで頷いてやる。

　決闘の結果、面倒事が舞い込む可能性が脳裏を過よぎったが、そんな事よりもリザが迷宮で修行してきた成果を発揮させてやりたい。

　オレが持つ人脈があれば、紛争や勢力争いに利用されそうになっても対処できるし、対処できなそうな相手でも、勇者ナナシとして国王や宰相にお願いすればなんとかなるしね。

「返答やいかに！」

「ペンドラゴン士爵が配下、黒槍のリザ。『不倒』のジュレバーグ殿の申し出を受け、雌雄を決する事に同意する」

　なかなか格好いい。

　この口上は迷宮都市で決闘する時に学んだらしい。

　二人が闘技場へと歩を進める。

　リザは特に気負った様子もなく自然体だ。

　いつの間にか、闘技場の観客席にギャラリーが集まりだした。

　駐屯地の聖騎士達や従士達だけでなく、駐屯地に勤める人達や用事で立ち寄った武官や貴族もいる。

「手加減はしてやるが、死にたくなくば決して気を抜くな」

「ええ、戦いはいつも命がけです。ですが、ご安心ください。ご老人相手に無茶はしません。ちゃんと手加減はいたします」

「ほほう、この老体を心配してくれるとは、なかなかに敬老精神に溢あふれる女傑のようだ」

「ご主人様のご人徳の賜たま物ものです」

　神官や光魔法使いによる付与が終わるなり、ジュレバーグ氏とリザの間で不穏当な舌戦が始まっていた。

　肌がぴりぴりした感じがするので、たぶん二人とも威圧スキルを使っているに違いない。

「あの子、いいわ。ジュレバーグ様に負けてないもの」

　オレの首に腕を回したままのヘルミーナ嬢が、好意的な視線をリザに向ける。

　後で教えてもらったが、決闘前にこういったやりとりで相手を牽けん制せいしたり威圧したりするのは普通の事らしい。
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「闘技場の障壁を起動しなさい」

　ヘルミーナ嬢が指示すると、闘技場に術理魔法系の防御障壁が何枚も現れた。

　砦とりでなんかに設置する大型の魔法装置によるもので、魔力炉から供給される莫ばく大だいな魔力によって上級魔法並みの防御障壁を張るモノだ。

　オレが作ったアンブレラやフォートレスのような単位面積あたりの防御力はないが、ナナが理術で出す自在盾フレキシブル・シールドよりも防御力は高い。

「ずいぶん大がかりなんですね」

「本来は魔法ありで試合をする時の設備なんだけど、本気のジュレバーグ様の技だとアレが必要になるのよ」

　リザの魔刃砲ならともかく、近接系の必殺技で防御障壁が必要なシーンが思いつかなかったが、特に反論するほどの事でもないので、適当に頷うなずいておいた。




「いざ、参る」

「承知」

　審判が開始の合図をすると同時に、ジュレバーグ氏の先手で試合が始まった。

　手加減すると言っていたわりに、二人とも魔刃を使っている。

「さっきも思ったけど、あの子、魔刃を出すのが凄すごく速いわね。ちょっと弱々しい感じだけど、ジュレバーグ様よりも魔刃が安定している」

　オレの横でヘルミーナ嬢が解説してくれる。

「さすがは団長。シガ八剣の頂点に立つお方だけはある。ジャゴウの馬鹿の使う魔刃とは比べものにならないくらい立派だぜ」

「見ろよ、あの鱗族のショボい魔刃。速さだけはなかなかだが、あれだと一合で散るぞ」

「変だな？　リザ殿の魔刃はもっと強かったはずなんだが……」

　同僚の聖騎士と白矛のケルン氏が話す声が聞こえた。

　今回は試合なので、リザは試合で魔槍ドウマが傷まないように必要最低限の出力でコーティングしているだけなのだが、それを見抜いた者はいない。

　無む闇やみに高出力にしたら燃費が悪いと思うんだけど、普通の魔刃は出力調整ができないのだろうか？

「動くわよ」

　ヘルミーナ嬢の呟つぶやきと同時に、ジュレバーグ氏とリザの姿が霞かすんだ。

　凄すさまじい速さで接近した二人が、目にも留まらぬ速さで互いの槍やりを捌き合う。

「六連撃～？」

「リザも凄いけど、お爺じいちゃんも凄いのです」

「え、噓うそ?!　今、一回突いただけにしか見えなかったけど？」

「私には二連撃に見えた」

「アリサ、ルル、足下の土つち埃ぼこりを見ればおおよその動きが分かると告知します」

　後ろから仲間達の声が聞こえてきた。

「凄いわね、あの子。ジュレバーグ様の槍をちゃんと捌さばいている。それに──」

　ヘルミーナ嬢が二人の戦いを見つめる。

　リザとジュレバーグ氏の動きは止まる事なく続き、目まぐるしい速さで攻防が入れ替わっている。

「ゴウエンやヘイムと戦う時よりも、ジュレバーグ様に余裕がない気がするのよね……」

　ヘルミーナ嬢の言うように、リザが優勢だ。

　ジュレバーグ氏のレベルは五六。リザより四つもレベルが高い。

　それにも拘かかわらず、リザは巧みな立ち回りと槍捌きでジュレバーグ氏と対等に戦っている。

「おう、ぐれいと～？」

「凄いのです！　リザと互角なのですよ！　ポチも戦ってみたいのです！」

「ポチに同意すると告げます。あの猛攻を防いでみたいと告げます」

　観客席の前衛陣も二人の戦いを見て興奮している。

「すげぇ、団長もすげぇがあの亜人も凄い」

「今の槍捌き、見たか？」

「ああ、見た。団長のあの技を槍で捌ききるヤツを初めて見たぜ」

　流派の異なる両者の、槍そう術じゆつの粋を尽くした攻防にギャラリーが沸く。なかなかのハイスピードバトルだ。

　リザとエルフ師匠達との戦いも見み応ごたえがあるけど、こっちは攻撃に殺気が篭こもっている分、見ていてハラハラする。

　オレはいつでも両者を止められるように、一挙手一投足に注目する。

　──おっ。

　二人が距離を取った。




「ここまでとは……黒槍のリザ、貴殿を見くびっていた事をここに詫びよう」

「あなたもなかなかやりますね。ご主人様以外で、ここまで強い人族と戦うのは久々です」

　両者が息を整えつつ、言葉を交わす。

「ここからは本気だ」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべたジュレバーグ氏が槍を握り直す。

　魔力の赤い光が聖騎士の鎧よろいの隙すき間まから漏れ、彼が身体強化スキルを使った事をＡＲ表示が教えてくれた。

「では私も本気を出すとしましょう」

　それに答えてリザも身体強化系のスキルを発動した。

　リザの鎧には認識阻害機能を付けてあるので、今くらいの強さの身体強化なら、余分な魔力光が外に漏れる事はない。

「団長が身体強化を使ったぞ！」

「他ほかのシガ八剣様達との試合以外で使うなんて初めてじゃないか？」

「団長の本気を引き出すなんて、さすがは『黒槍のリザ』だ！」

　聖騎士達の会話が聞こえてきた。白矛のケルン氏は決闘でリザに負けても、リザに悪感情を持っていないようだ。

「凄い──ここまで緩急が激しいと、私じゃ目で追い切れないわ」

　ヘルミーナ嬢が言うように、身体強化された状態で瞬動のオンオフを巧みに使うリザとジュレバーグ氏の戦いは、高速戦闘を見慣れていても目で追うのが大変だ。

「ジュレバーグ様の反応が遅れた？　あの子が何かしたのかしら？」

　試合を見つめていたヘルミーナ嬢が、ぽそりと呟いた。

　ここからだと分かりにくいが、ジュレバーグ氏からはリザの槍が消えたように見えたはずだ。

　あれは「虚撃」スキルによる攻撃で、初見だとまず回避できない。それを避よけてみせたジュレバーグ氏は、さすがに経験豊富のようだ。

　虚撃を混ぜたリザの連続攻撃がジュレバーグ氏の身体からだを貫く。

　いや、違う。貫かれたはずのジュレバーグ氏の身体が、幻のように横にズレていた。

「分身──いや、『虚身』ですね」

「へー、よく分かったわね」

　ジュレバーグ氏が使った「虚身」スキルは、虚撃スキルと同系統のフェイント技で、接近戦で使われると攻撃を当てるのが難しい。

　さっきの虚撃スキルと合わせて、勇者ハヤトに教えてもらったスキルだ。

　オレの知る限り、勇者ハヤトとタマ以外で「虚身」スキルが使える者はいなかった。

　さすがはシガ八剣の筆頭だけはある。

「ジュレバーグ殿と互角か……」

「おい、ヘイム。お前ならどう戦う？」

「逃げていい戦いなら逃げる。逃げられない戦いなら、相打ちを狙ねらうさ」

「確かに無傷で勝てる相手じゃないな」

　少し離れた場所で会話するシガ八剣達の声を、聞き耳スキルが拾ってきた。

　片方は昨日市内で魔族相手に共闘したゴウエン氏だ。

「うわっ、危なっ」

　ヘルミーナ嬢が声を上げた。

　リザの槍がジュレバーグ氏の兜かぶとにかすり、面防が吹き飛んだのだ。

　筋力ＳＴＲ値や俊敏ＡＧＩ値などの基礎ステータスが違うのか、身体強化での増幅率が違うのか、互角だった先ほどと違って、明らかにリザが優勢になってきた。

　ジュレバーグ氏がリザの攻撃を捌ききれない事が増え、彼の装備する聖騎士の鎧に浅い傷ができ始めた。

　──とはいえ歴戦のジュレバーグ氏がこのままストレートに負けるとは思えない。




「■■　閃礫フラツシユ・グラブル」

　攻防の最さ中なか、ジュレバーグ氏の槍の先端から、閃せん光こうと共に無数の光の粒子が円えん錐すい状に放たれた。

　粒子が触れた地面が小さく弾はじける。

　詠唱の短い牽制用の魔法を使ったようだ。

「──螺旋槍撃」

　その魔法攻撃に紛れて立ち位置を変えたジュレバーグ氏が、発動の速い必殺技を放つ。

　狙いは急所ではなく、リザの肩だ。

「瞬動、螺旋槍撃」

　閃光と同時に攻撃が来る事を予想したリザが、瞬動で避けつつ、同じ必殺技で応じる。

　彼女の攻撃もまた、ジュレバーグ氏の急所ではなく、彼が槍を持つ腕を狙っていた。

「くっ、──させん！」

　ジュレバーグ氏が強引に槍の軌道を動かした。

　魔刃を纏まとう槍の穂先と穂先が激突し、両者の間に赤い火花が激しく散る。

　どちらかの槍が砕けるまで続くかに見えた衝突は一瞬で終わり、両者ともに後ろに跳んで距離を取った。

　リザはまだまだ元気だが、老齢のジュレバーグ氏は疲労困こん憊ぱいだ。

　ＡＲ表示される彼のスタミナゲージからも、試合可能時間が残り少ない事が分かる。

「強いな──黒槍」

「あなたもです──不倒」

　両者が互いの強さを讃たたえる。

「貴公は強い。だが、世の中には初見殺しと呼ばれる技が幾つかある」

　さっき戦いでリザが使った「虚撃」みたいな技の事だろう。

「だが、中には分かっていても防げない技というものもあるのだ」

　ジュレバーグ氏の魔槍が赤い光を帯びる。

　何か凄い技を見せてくれるようだ。

「その歳としでそこまで鍛えた貴公に敬意を表して、この技を贈ろう。秘奥の魔刃のさらに秘された伝説の技だ」

　ジュレバーグ氏が腰ダメに槍を構えて、魔力を穂先に集める。

「あの技は──」

　オレの横でヘルミーナ嬢が呟いた。

　リザは槍を構えつつ、ジュレバーグ氏の技を盗もうと彼の動きに集中しているようだ。

　オレも魔力視スキルを使いつつ、魔力の流れを中心に観察する。

　魔刃砲とは違うのかな？

　いや、魔力の集まり方からして魔刃砲っぽい。

「おお、膨大な魔力が団長の槍に集まっているぞ！」

「強敵にしか使わないという、あの技か！」

　穂先の魔刃が膨張していくのを見て、聖騎士達も騒ぎだす。

　──でも、魔刃砲にしては集束が甘い。

　あの状態だと弾丸状じゃなく円錐状に近い攻撃になるんじゃないかな？

　魔法防御が強い相手だと目くらましにしかならない気がする。

　ようやく準備が完了したジュレバーグ氏が、「ぬおおお」と気合いを篭めて魔力を打ち出す。

「ちょ、棒立ちしてないで──」

「リザさん！」

　観客席のアリサとルルからリザの安否を気遣う声が上がった。

　人の身体ほどもある魔力の砲弾が、途中で急加速してリザを襲う。

　その急加速と同時にジュレバーグ氏が瞬動でリザに向かって突進する。彼の攻撃は魔刃砲から始まる連続技のようだ。

　ジュレバーグ氏の放った砲弾がリザの近くまで来たところで、ようやくリザの手が動いた。

　瞬く間に形成された赤く小さな魔刃砲が素早く放たれる。

　魔力による二つの砲弾はリザの手前で衝突し、赤い閃光が闘技場を染めた。

　闘技場内に張られた防御障壁が赤い光を乱反射して、内側にいるリザ達がよく見えない。

　それでも、リザが放った魔刃砲がジュレバーグ氏の魔刃砲を打ち砕き、その余勢をもって彼の身体を打ち据えたのが微かすかに見えた。

　ジュレバーグ氏に付与されていた防御魔法が負荷に負けて消滅する。

　リザの手首が小刻みに動くのが見えた。

　──ちょっと、リザ？

　二発目の魔刃砲がジュレバーグ氏に飛来する。

　その威力は最小まで絞られているが、ジュレバーグ氏の体勢では避けきれない。

　しかし、シガ八剣の頂点に長年君臨していたのは伊だ達てではないようで、「ぬんっ」という裂れつ帛ぱくの気合いと共に槍やりから離した拳こぶしで、二発目の魔刃砲を打ち砕いた。

　もちろん、その代価は彼の拳だ。完全に破壊されてしまっている。

　でも、老戦士のメンタルはこのくらいではへし折れたりしないらしい。

　彼は残った利き腕で槍に魔力を通して最後の攻撃に出ようとする。

　そこにリザが放った最後の魔刃砲が、槍を持つ手首に命中した。

　どうやら、昨日覚えたばかりの三点バースト魔刃砲を、さっそく使ってしまったようだ。

　さらに瞬動で接近したリザが、体勢が崩れていたジュレバーグ氏の足を、回し蹴げりならぬ回し尻しつ尾ぽで払い、為なす術すべなく仰あお向むけに倒れた彼の喉のど元もとに槍を突きつけてその動きを止めた。

　ようやく闘技場の防御障壁の赤い輝きが薄れ、ギャラリー達に結末が明かされる。

「ジュ、ジュレバーグ様？」

「なんだとっ、どういう事だ？」

「魔刃砲を使ったジュレバーグ卿きようがなぜ倒れているんだ？」

　混乱したギャラリー達の間からそんな感じの戸惑いの声が漏れ聞こえる。

　だが、それも審判がリザの勝利を告げるまでだった。

「勝者、『黒槍』のリザ！」

　その言葉が闘技場に宣言された瞬間、王都が揺れるほどの歓声が響き渡る。

　誰だれが何を言っているか聞き取れないが、一つだけ明確なのはリザへの祝福の言葉だという事だ。

　リザがジュレバーグ氏から距離を取ってから、こちらに槍を掲げる。

　決着して尚なお、油断をしないとはリザらしい。

　オレも精一杯の祝福の言葉を叫んで、手を振り返す。

　この後に待つ厄介事を憂うよりも、今は彼女の勝利を祝いたい。
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「闘技場の障壁を消して！　神官達はジュレバーグ様の治療を！」

　ヘルミーナ嬢が声を張り上げ、神官や闘技場の係員に指示する。

　防御障壁が消えると、神官達や光魔法使いがジュレバーグ氏の傍そばに駆け寄り、彼の傷を癒いやす。

　上級の神聖魔法による治癒効果は凄すさまじく、瞬く間に砕かれた手が復元されていく。

「凄すごいわね～」

　アリサの声に振り返ると、仲間達が観客席から飛び降りて近くまで来ていた。

「──リザ殿」

　怪け我がの治療が終わったジュレバーグ氏がリザを呼んだ。

　何か話があるみたいなので、リザの所へ駆けていこうとしたタマとポチを捕まえる。

「リザ殿、貴殿の強さは本物だ」

「恐縮です」

　リザはお澄まし顔で応こたえるが、尻尾がピタピタと動いている。尻尾は正直だ。

「──シガ八剣とは国を守る盾であり矛だ」

　ジュレバーグ氏が唐突な話をリザに語りだした。

「それゆえ、実力と国を想おもう崇高な心さえあれば、種族や血統などの出自に拘こだわるべきではないとワシは考えておる」

　リザにはイマイチ伝わっていないようだが、どうやら彼女をシガ八剣に勧誘したいらしい。

「今、シガ八剣には空席が二つあり、それらの空席を貴族達が己の派閥争いの道具にしておる。だが、そのうち一席の指名権はワシがもぎ取った」

　派閥争いというところでオレを睨にらむのは止やめてほしい。

　二つの空席の片方は、公都で因縁があったシガ八剣第二位のシャロリック第三王子として、もう一人は誰だろう？

　そういえば王都に来る飛空艇の中で、ビスタール公爵が「トレル卿の後あと釜がま」という言い回しをしていたし、もう一つの空席は、ゼナさんがゼッツ伯爵領で下級竜と遭遇した時に出会ったという飛竜騎士ワイバーン・ライダーのトレル氏の事じゃないかと思う。

「その席に貴殿を推挙したい。──受けてくれるな？」

　キリッとした顔でリザに告げる。

　オレの横で仲間達がハラハラした顔でリザを見つめている。ナナだけはマイペースに妖よう精せい鞄かばんから大盾を取り出して腕に装備していた。

「お断わりいたします」

　リザが気負いのない声で、ジュレバーグ氏の誘いを断った。

　オレの左右でアリサやポチが安心して脱力している。それは良いが、どさくさに紛れてオレの足に顔を擦こすり付けるのは止めろ、アリサ。ミーアもアリサのマネをしないっ。

「なぜだ。今はペンドラゴン卿の奴隷かもしれんが、シガ八剣になれば王権によって奴隷身分から解放され、名誉伯爵位を得られるのだぞ？　亜人の身では決して届かない地位と栄誉を、なぜ拒むのだ」

　信じられないといった顔のジュレバーグ氏の言葉をリザが止める。

「確かに、私には望外の栄誉だとは思います」

「ならば──」

「ですが、私の忠誠は国ではなくご主人様にあるのです。私にシガ王国に忠誠を向けるべきシガ八剣の資格はありません」

　微妙に危ないセリフだ。

　シガ王国に忠誠を持たない危険な私兵集団と捉とらえられかねない。

「──そうよ！」

　そこにムードメーカーのアリサが割って入った。

「わたし達は『ペンドラゴン七勇士』なの！　ご主人様と一緒に『シガ八剣』に匹敵する新しい世界の守り手になってみせるわ！」

「ペンドラゴン七勇士」ってなんだろう？　真さな田だ十勇士をリスペクトしたのかな？

　たぶん、この場を和ませようと適当な事を言ったんだろうけど、アリサのドヤ顔を見ると本気で言ってそうで怖い。

「おおっ！　シガ八剣に並び立つって宣言したぜ？」

「だが、『不倒』のジュレバーグ卿を倒したのだ。その資格はあるだろう」

「ああ、光の槍撃を使う新たなシガ王国の守護者の誕生だ！」

「『黒槍』、いや、魔を滅する光の槍撃──『魔滅光槍』のリザ！」

「『ペンドラゴン七勇士』とシガ王国に栄光あれ！」

　なんだか、アリサの宣言した名前が、公称みたいにギャラリー達の間に広がっている。

　名勝負に興奮しただけかもしれないけれど、ギャラリー達のノリがおかしい。誰かがサクラを用意したんじゃないかと疑いたくなるような流れだ。

　リザがジュレバーグ氏を倒したのがそれほどの大事件だったのだろうか？

　観客席の武官や来客の中には、リザが魔刃砲を使ったのを視認できたギャラリーもいたようで、リザに新しい二つ名が付いていた。

　アリサの宣言でリザのシガ八剣入りが阻止できたとは思わないが、少なくとも先送りにするのは成功したようだ。後の事はニナ女史あたりに相談して決めよう。




　ちなみに、アリサの言い出した「ペンドラゴン七勇士」がポチの創作小説に出てくる称号だと知ったのは、かなり後の事だ。





◆






「──次は俺の番だ」

「待て、ケルン。俺にもやらせろ」

「いや、『魔滅光槍』のリザと戦うのは俺様が相応ふさわしい！」

　順番待ちをしていた白矛のケルンを始め、リザと手合わせを希望する聖騎士が殺到した。

「マスター、私もリザが戦った老戦士と戦いたいと主張します」

　大盾を装備したナナがオレに迫る。

「タマも戦う～？」

「ポチもお爺じいちゃんと戦ってみたいのです」

　手を上げたタマとポチも、ぴょんぴょん跳んで自己主張する。

　その二人の頭の上に、大きな手が乗せられた。

「子供はダメだぞ」

　タマとポチの頭を撫なでたのはゴウエン氏だ。

「どして～？」

「ポチだって戦えるのです！　リザといっつも一緒に訓練しているのですよ！」

「ううむ、困ったな……」

　自分達だって強いと主張するタマとポチに、豪快なゴウエン氏も困り顔だ。

「ならば、俺が稽けい古こを付けてやろう」

　そう声を掛けてきたのは、野武士系の渋い親おや父じみたいな外見をした男性だ。

　彼は聖騎士の鎧よろいではなく、着崩した聖騎士の制服の上に肩当てと胸当てだけを着けている。ブーツとグローブは魔物の皮を使ったモノだ。

「──ヘイム」

　ゴウエン氏が男性の名前を呼ぶ。

　この男性──ヘイム氏もシガ八剣の一人で「雑草」の二つ名を持つ。レベルも高く、獣娘達よりも一つ上のレベル五三だ。

「いいのか？」

「構わんよ。仕官する前は、よく田舎貴族の子弟に稽古を付けてやったものだ」

「ほう、貴公にそんな過去があったとはな」

「まあな」

　ゴウエン氏との会話を終わらせたヘイム氏が、タマとポチの傍らに来て「どうだ？」と尋ねた。

　タマとポチがオレを振り返って、視線で許可を求めてきたので頷うなずいてやる。

「やる～」

「ポチもやりたいのです！」

「よし、闘技場の隅でやるか──」

　ヘイム氏がタマとポチを連れて歩きだした。

「ちょっと、心配ね。ヘイムがやりすぎないか見てきてあげるわ」

　ヘルミーナ嬢が三人の後をついて歩いていく。シガ八剣は子供好きが多いらしい。

　どちらかというとタマとポチの二人がやりすぎないか、の方が心配だね。




「マスター、老戦士との交戦許可を」

　タマとポチに圧おされて口を挟むタイミングを失していたナナが懇願してきた。

「ジュレバーグ殿は休憩が必要だ。このシガ八剣第六位の『剛剣』ゴウエン様が相手をしてやろう」

「相手にとって不足なしと告げます。マスター、交戦許可を」

「ちょ、ちょっと、№７！」

「アディーン、私の名前はナナだと告げます」

「彼は危険です。間違いなく私達よりも強い」

　ナナ姉妹の長姉である№１──アディーンがナナを心配して止めに入った。

「アディーン、ナナは大丈夫だよ」

「ですが、マスター」

　なおも言い募るアディーンを制し、ナナに交戦許可を与える。

「よし、先手は譲ってやる。いつでも来い」

「承知と告げます」

　リザが戦っている場所から離れたところで、ナナとゴウエン氏の戦いが始まる。

　ナナが詠唱の振りをしながら、身体強化と自在盾の理術を順番に使った。

「準備完了、ターン・チェンジを宣言します」

「たーんちぇんじ？　よく分からんが先手はそれでいいって事だな？」

「肯定と告げます」

「なら、行くぜ──」

　両手剣を上段に構えたゴウエン氏が、ナナに接近する途中で瞬動スキルを発動した。

　急接近したゴウエン氏がその勢いを乗せて、長大な両手剣を振り下ろす。

　ナナが上にかざした大盾に両手剣が叩たたき付けられ、ナナの足下の地面がベコリと漫画のように陥没した。足下から吹き上がった土煙の向こうにナナ達の姿が隠れる。

　いくらゴウエン氏がレベル五一とはいえ、普通の攻撃でこうはならない。

　彼のスキル構成からして、身体強化スキルに加え、瞬発強化スキルや剛力スキルも併用しているようだ。

「「「ナナ」」」

　姉妹達がナナを心配して叫んだ。

「マスター、ナナは大丈夫ですかと問います」

「大丈夫、ナナなら心配ないよ」

　涙目の№８──ユィットを宥なだめる。

　舞い上がる土煙の向こうで横よこ薙なぎの赤い光が一いつ閃せんすると同時に、土煙を靡なびかせながらゴウエン氏が飛び出てきた。

　続けてナナが飛び出てくる。

　先ほどの一閃はナナの反撃だったらしい。

「なかなかやるな──おい！」

　袈け裟さ懸がけの一撃がナナを襲う。

　ナナを守る透明な自在盾の一つが、ゴウエン氏の一撃を防いで砕けた。

「うぉおっ」

　続けて放たれたナナの盾攻撃シールド・バツシユが、攻撃を終えたゴウエン氏を撥はね飛とばす。

　金属バットでクリーンヒットしたボールのように、ゴウエン氏が飛んでいく。

「「「凄すごい！」」」

　姉妹達がナナの快挙に興奮の声を上げる。

「マスター！」

　ユィットがオレの腕を引き、ゴウエン氏の方を指さした。

　ゴウエン氏が空中で反転して戻ってくる。

　たぶん、オレの天駆やポチが使う空歩ではなく、リザ達が使う二段ジャンプ系のスキルを使ったのだろう。

　戻ってきたゴウエン氏が、「剛剣」の二つ名に相応しい猛攻をナナに仕掛けた。

　だが、仲間達の盾役として、数多あまたの魔物と相対してきたナナは、ゴウエン氏の猛攻を的確に捌さばいていく。

「「「マスター、どういう事ですか」」」

「「「マスター、どういう事ですかと問います」」」

　ゴウエン氏の猛攻を全すべて受け流すナナを見て、ナナの姉妹達が驚きの声を上げてオレを問い詰めてきた。

「セリビーラの迷宮で修行したんだよ」

　オレがそう答えると、自分達も迷宮で修行して強くなりたいと言い出した。

「いえ、トリアは別に強くならなくても──」

　料理好きの№３──トリアはそう主張していたのだが、アリサが口にした「迷宮には色んな食材があるわよ」という囁ささやきに陥落して、最終的には「トリアも迷宮に行きたいです」と主張を変えていた。

「まあ、王都でもう少し遊んでからにしたら？」と提案してみたのだが、№８──ユィット以外の心には響かなかったみたいで、屋敷に戻ったら詳しい話をするという事になってしまった。

「ご主人様、ナナ達の勝負がついたみたいよ」

「ん、引き分け」

　ゴウエン氏が自分から「俺の負けだ」と宣言して戦いが終了したそうだ。

「まだまだ戦闘の継続は可能だと告げます」

「いいや、俺の負けだ」

　さばさばした感じでゴウエン氏が言い切った。

「俺の攻撃はお前に通じなかった。得意の剛剣だけじゃねぇ、手数を増やすのも、不意を突くのも、遠間からの攻撃も、どれも完全に防がれた。お前は聖盾を使ったレイラス卿きように匹敵する盾使いだ」

「──いいや、それ以上だ」

　渋い声が二人の会話に割り込んだ。

　あの顔には見覚えがある。公都で元シガ八剣第二位のシャロリック第三王子のお目付役として同行していた、シガ八剣の聖盾使いであるレイラス氏だ。

「レイラス卿だ」

「謹慎を終えても出仕して来なかったレイラス殿がどうして？」

「まさか、シガ八剣をお辞めになるのか？」

「馬ば鹿かな！　レイラス殿なくして強大な魔物と戦えるものか！」

　聖騎士達がざわざわと噂うわさ話ばなしを交わした。

　わりと慕われている感じだ。

「──ジュレバーグ殿に呼ばれたのだ。先ほどの亜人娘や貴公が戦った娘を見せたかったのだろう」

「いつまでも遊んでいては後進に追い抜かれる、ってか？」

「ジュレバーグ殿らしい」

　ゴウエン氏とレイラス氏が分かり合った感じで話し始めたので、二人から離れて、姉妹と一緒にナナの戦いを称賛しに行く。

「マスター、判定勝ちでしたと告げます」

　ナナがちょっとしょんぼりした感じだったので、「相手の猛攻を完封したんだ。間違いなく勝利だよ」と励ます。

　自分よりレベルが高いシガ八剣のゴウエン氏の猛攻を、秘匿装備や防御の要かなめであるフォートレス機能を使わずに完封したのだから、十分に誇れる結果だと思う。

「そうです。姉妹の盾役は私だったのに、すっかりナナに追い越されてしまいました」

「アディーン」

　そういえば「揺り篭クレイドル」で戦った時は、アディーン──№１が大盾を使っていたっけ。

　アディーンに続いて他ほかの姉妹達もナナを褒める。




「なんだいなんだい、団長もゴウエンの旦だん那なも小娘達なんかに負けちゃってさ」

「『草刈り』か──」

　こちらを遠巻きにする聖騎士達の間から現れたのは、筋骨隆々なアラサー女性だった。

　ゲームに出てくるような露出過多なファッションだが、シックスパックに割れた腹筋ゆえか、あるいは野性味溢あふれすぎる面差しゆえか、あまり色気を感じない。

　彼女のメインウェポンなのか、死神が持つような大おお鎌がまを肩に担いでいる。

　ギラリとした目がオレを見据えた。

「黒髪の小僧──あんたが同僚候補のペンドラゴンかい？　なまっちろいガキじゃないか。これならゴウエンの旦那と戦ってた盾娘の方がよっぽど強そうだ」

　大鎌が閃ひらめく。

　簡単に避よけられるような攻撃だったけど、大鎌の軸を妖よう精せい剣で受け止めた。

　今気付いたけど、大鎌には鞘さやが付けられたままだ。避けたら近くにいるナナの姉妹達が怪け我がしそうだと思って止めたけど、普通に避けるだけでも良かったかもしれない。

「ふーん。それなりにやるみたいだね。あたしはシガ八剣末席の『草刈り』リュオナ──」

　大鎌をぐいっと引いて、オレを自分の傍そばに引き寄せる。

「──不ふ甲が斐いない年寄りの代わりに、シガ八剣の本当の実力ってぇやつを教えてあげるよ」

「誰だれが年寄りだ」

　ブオンッという音がして、リュオナ女史がいた場所にゴウエン氏の両手剣がめり込んだ。

　狙ねらわれたリュオナ女史は女め豹ひようのようにしなやかに両手剣を避け、飄ひよう々ひようとニヤけた顔をゴウエン氏に向けている。

　このリュオナ女史で、現役のシガ八剣六名は全員会った事になる。

　シガ八剣、第一位の「不倒」ゼフ・ジュレバーグ氏。レベル五六の槍やり使い。

　シガ八剣、第三位の「聖盾」レイラス・ケルテン氏。レベル五四の盾使い。

　シガ八剣、第五位の「銃聖」ヘルミーナ・キリク嬢。レベル四九の銃使い。

　シガ八剣、第六位の「剛剣」ゴウエン・ロイタール氏。レベル五一の両手剣使いの重戦士。

　シガ八剣、第七位の「雑草」ヘイム・カラズ氏。片手半剣を愛用するレベル五三の剣士。

　シガ八剣、第八位の「草刈り」リュオナ・エセブ女史。レベル四八の大鎌使い。

　一度にたくさん現れたので、もうお腹なかいっぱいだ。

　それにしても、先ほどの「雑草」ヘイム氏といい、リュオナ女史の「草刈り」という二つ名といい、もうちょっとマシな異名がなかったのかと問い詰めたい。




「リュオナ様！　このような小僧に、リュオナ様が出るまでもありません！　私が身の程を知らせてやりましょう」

　急に割り込んできたのは、リザに絡んだ後に無様に負けていた黄色い槍の聖騎士だ。

　先ほどジュレバーグ氏に叱しつ責せきされて、場外へと連行されていったはずなのに、性懲りもなく舞い戻ってきていたようだ。

「ジャゴウか……」

　リュオナ女史がそう呟つぶやいた後、オレの方に視線を向けた。

「こいつは傲ごう慢まんで不ふ遜そんだが、実力は聖騎士の中でも五本の指に入る。当然だが、シガ八剣に入りたいなら、こいつくらいは瞬殺できる実力が必要だ」

　いえ、シガ八剣に入りたいと思った事はありません。

　さすがに口に出したらまずそうなので、心の中だけで反論しておく。

「先ほどは小娘の持つ恐るべき魔槍の前に破れたが、二度目の奇跡はないぞ！」

　黄槍騎士が嘲あざけりながらオレに槍を突きつけた。

　どうやら、さっき負けたのは武器の性能差だと言いたかったようだ。

「やるよな？」

「あったりきよ！　ご主人様はこんなへっぽこに負けたりしないわ！」

「ん、瞬殺」

　リュオナ女史の確認に、アリサとミーアが答えた。

「あんたの連れはこう言ってるけど？」

「分かりました。また武器のせいにされても困りますし、練習用の剣を一本お借りできますか？」

「無礼な！　貴様こそ、負けた理由を武器のせいにする気であろう！」

　嚙かみついてくる黄槍騎士をスルーして、従士が用意してくれた刃を潰つぶした練習用の剣と妖精剣を持ち替えた。

「いくぞ、小僧！」

　セオリー通り剣の間合いの外から攻撃してくる黄槍騎士の突きをするすると回避しつつ、一歩ずつ相手の傍に近寄っていく。

「ば、馬鹿な！　どうして当たらない！」

　そりゃ、「対人戦先読み」スキルを使って、攻撃直前に回避を始めているからだね。

　十分近寄ったところで、持っていた剣で槍を弾はじき、無防備になった彼の胴体に魔刃も纏まとわない素の練習剣を叩たたき付けた。

　鎧よろいごと真っ二つにしないように手加減したが、それでも鎧がベコリと凹へこみ、黄槍騎士の身体からだが横方向に吹き飛ばされて転がっていく。

「こりゃ、役者が違い過ぎるね。ジャゴウの馬鹿にはもったいない、あたしが食わせてもらうよ」

　舌なめずりしながら、リュオナ女史が大鎌を振って鞘を外す。

「いや、俺が先約だ」

　そんな話はなかったはずだが、ゴウエン氏がやる気満々の顔でリュオナ女史を制してオレの方にやってくる。

「そりゃないよ、ゴウエンの旦那」

「お前はリザ殿に遊んでもらってこい」

「──リザ？」

　リュオナ女史が首を傾かしげる。

　どうやら、ジュレバーグ氏とリザの戦いは見ていなかったようだ。

　その視線が聖騎士達と戦うリザの姿に向く。

「へー、いいね。あたしの好みだわ」

　両肩に大鎌を乗せたリュオナ女史が、ウキウキとリザが戦う場所に歩いていく。

「やるぜ、サトゥー」

　リュオナ女史を見送ったゴウエン氏がオレに向けてニヤリと白い歯を見せた。

　少し離れた場所にいるアリサが「そこは『やらないか』でしょ」とよく分からない事を言って、ぐへぐへ笑っていた。元ネタは知らないが、きっと腐女子的な何かだろう。
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「──やるな、サトゥー！」

　ゴウエン氏の両手剣を鋭いステップで避ける。

　さっきのジャゴウと違い、「対人戦先読み」スキルを使っていても避けるのが難しい。

　ジュレバーグ氏の「虚身」のようなテクニカルな技は使わないけど、凄すさまじい速度で繰り出される両手剣は、大振りのように見せかけて、避けにくい軌道と避けにくいタイミングで襲ってくる。

「あなたこそ！」

　パワーとスピードを兼ね備えたオーソドックスな剣士の最高峰のような人だ。

　彼を見かけ通りの単なるパワー一辺倒の剣士だと思って高をくくると、その侮りのツケをたっぷりと払うことになるだろう。

　回避だけでは避けきれない位置に来た斬ざん撃げきを、オレは一瞬だけ魔刃を張った妖精剣で受け流す。

　なおも右に左に振り下ろされる両手剣を回避する。

　勇者ハヤトの時みたいに、戦っていて楽しい。

　なんというか、格闘ゲームの読み合いみたいだ。

「避けるだけじゃ勝てないぞ！」

　どんどん速度が上がっていくゴウエン氏の攻撃を避け続ける。

　たまにわざと隙すきを作ってくるので、引っかかるふりをして浅い攻撃をしてみる。

「ふん、甘い！」

　相手が避けるか受けるかしたらカウンターを入れようと思っていたのだが、腰の入っていない牽けん制せい攻撃だとバレてしまい、避けもせずに突っ込んでくる。

　轟ごう音おんを上げて襲ってくる両手剣の振り下ろしを避け、追撃に移ろうとしたところで危機感知スキルが警鐘を鳴らした。

　膝ひざを折ってしゃがむと同時に、先ほどまで頭があった場所に、ゴウエン氏の裏拳が通り過ぎた。

「これを避けるかよ！」

　ゴウエン氏が男臭い笑みを浮かべる。

　さっきオレが付けた頰ほお傷きずが薄くなっていた。

「光魔法の継続回復だ。光魔法を使う相手と戦う時は持久戦に持ち込むとジリ貧だぞ」

　ＡＲ表示を見る限り、体力だけでなくスタミナも徐々に回復してくれるらしい。

「俺はジュレバーグ殿と違って、無駄な縛りは付けない主義なんだ」

　ニカッと悪びれない笑顔でそう告げる。

　ごめんなさい。オレはジュレバーグ氏と同タイプかもしれません。

　笑顔のまま振り下ろされた両手剣を受け流すと、今度はブラインドから蹴けりが飛んできた。

　避けようがない位置なので、オレはその蹴りを手で受ける。

　──重い。

　無理に蹴りの勢いを殺しきろうとすると、ゴウエン氏の膝を砕くことになりそうなので、膝の上に倒立し、蹴りの勢いを利用してそのまま腕の力でジャンプする。

「マジかよ」

　誰かの声が遠くから聞こえた。

　追いかけてくる返しの剣を、宙返りしながら妖精剣で受ける。

　甲高い金属音と魔刃同士がぶつかり合う火花が、周囲を赤く染めた。

「すげぇ」

「あれを受けるのか？」

「すかさず追撃するゴウエン様も凄すごい！」

　ギャラリーから歓声が上がる。

「確かにすげぇけど、なんだありゃ」

「ヘイム様かリュオナ様ならできるんじゃないか？」

「いやいや無理だろ」

　歓声以外も上がっていたが、それはスルーした。





＞称号「曲芸師」を得た。

＞称号「軽業師」を得た。






　称号システムのディスりを無視し、オレは戦いに集中する。

　ゴウエン氏の背後に着地し、振り返る勢いで横よこ薙なぎの妖精剣を叩き付けた。

　向こうも同じ事を考えていたらしく、反対回りで振り返ったゴウエン氏の両手剣とオレの妖精剣が、再びぶつかり合って赤い閃せん光こうで周囲を染める。

　オレは相手が引くタイミングで、もう一度身体をひねって、その勢いを利用して反対側から袈け裟さ懸がけに斬きりかかった。今度はさっきより勢いをつけてだ。

　ギンッと鋭い音が鳴って剣が止まる。

　ゴウエン氏もオレと同じように反動を利用して逆側から剣を振り下ろしていたようだ。

　二人の剣が激突した余波が、地面を揺らし、波紋状の衝撃波が周囲に広がる。

　しばしの間、つばぜり合いが続き、どちらからともなく剣を引き、バックステップで距離を取る。

「瞬動──魔斬鋼烈刃バースト・ハツカー」

　着地と同時に瞬動を発動して急接近したゴウエン氏が、中級魔族戦で見せた必殺技を放ってきた。

　──マジか。

　人間相手に、というか試合で使うなよ。

　まともに受けると、妖精剣が傷みそうなので、魔刃を多層化させる感じで補強しながら受け流そう。

　刃やいばが触れあった瞬間、先ほどとは比べものにならないほどの激しい赤光が、ストロボのフラッシュみたいに瞬く。

　ガリガリと魔刃を削りながらゴウエン氏の剣が通り過ぎ、飛び散る魔刃の砕片が頰や髪を掠かすめる。

　ともすれば吹き飛ばされそうになる剣を、オレはカンストした筋力で支えてみせた。





＞「魔刃装剣」スキルを得た。






　なんだか変なスキルが手に入った。

「ふう、あれを避よけきるか──」

　ゴウエン氏が魔刃を消し、剣を地面に突き立てた。

「魔力切れだ。俺の──」

「私の負けですね」

　彼が負けを宣言する前に、妖よう精せい剣を取り落とした振りをして先手に出た。

「今ので手首を痛めてしまいました。怪け我がをしても戦い続けるのは探索者の流儀に反しますので、この辺りで終わりにしましょう」

　オレは詐術スキルの助けを借りて、適当な流儀を口にする。

　手がしびれた演技はオマケだ。

「ふん、面白いヤツだ」

　彼にはオレの演技がバレバレのようだったが、特にそれを指摘する事なく笑い飛ばしてくれた。




　──ん？

　妖精剣を拾おうとして、金属質の何かを見つけた。

　胸飾りだ。

　八本の剣を重ねて作られた環わという変わった意匠をしている。

「ああ、それは俺の剣環証だ」

　差し出されたゴウエン氏の手に、拾った胸飾りを乗せる。

　さっきの戦闘で彼の制服から剝はがれたに違いない。

「これはシガ八剣になった時に陛下から賜るシガ八剣の証あかしだ。サトゥーもそのうち身に着ける事になる」

　いえ、なりませんから。

　そんなに確信を持った言い方をして、フラグを立てるのは止やめてほしい。

「ゴウエン様、お客様がお見えです」

「客？　面会の予定はなかったはずだが……」

　従士の報告に、ゴウエン氏が顎あごに手を当てて首を傾げる。

「ご実家からの遣いとの事で、六番応接間にお通ししてあります」

「分かった。すぐに行くと伝えろ」

　従士に指示した後、オレの方に向き直る。

「悪いが用ができた。また今度、酒でも飲もう。良い店を予約しておく」

　ゴウエン氏の社交辞令に「楽しみにしています」と答えておく。

「その時には妻との出会いや娘達の愛らしさについてたっぷりと話してやろう」

　どうやら、社交辞令ではないらしい。

　漢おとこな感じに手を振ったゴウエン氏は、そう言って聖騎士達の向こうへ去っていった。
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「ご主人様～？」

「ヘイム大先生は凄いのです！」

　ヘイム氏に相手してもらっていたタマとポチが興奮した顔で戻ってきた。

　身体強化の緩急やフェイントの使い方などを色々と教えてもらったそうだ。

「びゅっとしてずとん～？」

「がこんがきゅきゅ、なのです！」

　二人が必死に凄さを教えてくれるが、よく分からない。

　でも、楽しかったのはよく分かる。

「色々教えていただいたようでありがとうございます」

　二人に少し遅れて戻っていたヘイム氏に、お礼と詫わびを言う。

「お言葉に甘えたまま、押しつけっぱなしにしてしまって、すみません」

「いや、構わん。この二人は強くなる。大切に育ててやれ」

　ヘイム氏は言葉少なに語り、後ろ手に手を振って去っていく。

　なかなかダンディーな感じだ。

「ヘイムがあんなに子供好きだとは知らなかったわ。前からゴウエン殿と気が合うとは思ってたけど、あのへんに理由があったのかもね」

　三人のお目付役をしてくれていたヘルミーナ嬢が、そんな事を言いながら、オレの肩に肘ひじを乗せてもたれてくる。

「むう、ギルティ」

「ちょ、ちょっとご主人様にべたべたしすぎよ」

　ミーアとアリサがヘルミーナ嬢の間に割り込んできた。

「あはは、ごめんごめん。ペンドラゴン卿きようを見ていると、故郷の弟を思い出すのよ」

　ヘルミーナ嬢が軽い口調で二人に謝る。

「私もペンドラゴン卿達と戦ってみたかったけど、私の得物は銃だから剣士との接近戦は不利なのよね。ほら、銃の本領は遠距離だから、この闘技場だとやりにくいのよ」

　迷宮都市では二丁拳けん銃じゆうで魔族相手に格闘戦をしていた人の言う事じゃないと思うが、銃の本領が遠距離だというのは同感だ。

「あ、あの」

　おずおずとヘルミーナ嬢に声を掛けたのは大人しく観戦していたルルだ。

「何？」

「銃を使われるんですか？」

「そうよ。シガ王国一の銃使い、『銃聖』ヘルミーナといえば私の事よ」

「凄いです！」

　ルルが手を叩たたいて称賛する。

「ルルお姉様も凄いんだから！　ルルはミスリルの探索者、チーム『ペンドラゴン』の銃使いなの！」

「ちょ、ちょっと、アリサ」

　姉自慢をするアリサを、ルルが慌てて止める。

「へー、珍しいわね。私以外にも銃なんて骨こつ董とう品ひんを使う子がいるなんて思わなかったわ」

「ご主人様が教えてくれたんです」

「ふーん、ペンドラゴン卿が、ね」

　ヘルミーナ嬢が意味ありげな視線をオレに向けてくる。

「まあ、いいわ。ペンドラゴン卿は何でもありみたいだから、ツッコミを入れるのは止めておくわ」

　ぜひ、そうしてください。

「それより、腕前を見せて。向こうに銃や弓の射的場があるから、そこに行きましょう」

　ヘルミーナ嬢に誘われたルルがこちらを見て許可を求めてきたので、頷うなずいてやる。

　リザと聖騎士の決闘マラソンはまだ続いているようなので、もうしばらくは大丈夫だろう。

　ヘルミーナ嬢が連れて行ってくれたのは、王都内にあるとは思えない射程五〇〇メートル級の射的場だ。

「さっそく撃ってみる？」

「はい！」

　ルルが妖よう精せい鞄かばんから銃を取り出す。

　火ひ杖つえ銃じゆうか実弾銃か迷ったようだが、狙そ撃げき用の実弾銃の方を選んでいた。

　最近開発した銃身の中に超小型の加速魔法陣を出すタイプの実弾銃で、少量の炸さく薬やくで高速高威力の弾丸を撃ち出す。

　残念ながら、ルルの主武装である加速砲には弾速威力ともに遥はるかに及ばず、副武装の輝炎銃よりもやや威力が劣るものの長射程で弾速がある。

　もっとも、実体弾であるがゆえに、重力の影響を受けるので、長距離射撃時は腕前が問われる。

「行きます」

　ルルが狙撃銃を撃つ。

　はずれ。

　修正し、二発目を撃った。

「──へ？」

　その結果を見たヘルミーナ嬢が口をぽかんと開ける。

「すみません、少し外しちゃいました」

「いやいや、ちゃんと当たってるから！　──っていうか、なんで立射で一番遠い狙撃用の的に当てられるのよ。あれは狙撃用よ？　遠距離狙撃用の特殊な魔法銃を、術理魔法使いや光魔法使い達の儀式魔法で補助を受けてから狙ねらう特別な的なの！」

「そうなんですか？」

　興奮するヘルミーナ嬢の剣幕に、ルルが呆あつ気けにとられている。

「そうなの！　オマケに測量用の一発の後に的を射い貫ぬくなんて、まさに神業ね」

　腕を組んだヘルミーナ嬢がうんうんと頷く。

「ペンドラゴン卿！　この子、頂ちよう戴だい」

「ダメです」

「ねぇ、お願い！　私の後継者にしたいのよ！　大切にするから」

　ルルが不安そうな顔を向ける。

「ダメです。ルルは私の大切な──」

　アリサとミーアが真剣な顔をオレに向ける。

　なんとなく気け圧おされながら、続きの言葉を口にする。

「──家族ですから」

　ルルが写真に収めたいくらい嬉うれしそうに微笑ほほえみ、アリサとミーアがほっと安あん堵どの吐息を漏らした。

　なお、ルルに続いてミーアが短弓の腕前を披露して、ヘルミーナ嬢に「うちの子にする！」と言われて抱きしめられ、嫌そうな顔をしていた。
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「思ったよりも楽しかったわね」

「ええ、とても良い訓練になりました」

　アリサの言葉に、満足そうな声でリザが同意する。

「いえす～」

「ポチも家に帰ったら、ヘイム大先生に教えてもらった事を練習するのです」

「タマも～」

　タマとポチも大満足の顔だ。

「ナナ、修行のプログラムについて相談があります」

「承知と告げます」

　姉妹の長女アディーンがナナに修行の相談をしている。

　急成長したナナを見て、他ほかの姉妹達も迷宮での修行を希望していた。

　できれば、迷宮で修行をさせる前に、ナナや他の仲間達のように、ボルエナンの森にいるエルフ師匠達の所で基礎訓練を受けさせてやりたい。

　帰宅後にでも、空間魔法の「遠話テレフオン」でボルエナンの森に住むハイエルフ、愛いとしのアーゼさんに連絡して許可を貰もらおうと思う。

「今日はリザさんとナナが大金星だったし、帰ったらご馳ち走そうにしましょう」

「トリアは桜さくら鮭じやけを調理したいです」

「そうね。今日の夕飯は桜鮭尽くしにしましょう」

　アリサの提案に、姉妹の三女トリアが希望を述べ、ルルが同意した。

「いいね。オレも何品か──」

「どうしたの、ご主人様？」

　言葉を止めたオレをアリサが心配する。

「あれ？　あの筋肉って、シガ八剣の人よね」

「ああ、ちょっと気になるから行ってくるよ」

　豪快なゴウエン氏が真剣な顔で佇たたずんでいた。

　余計なお世話かもしれないが、ちょっと気になったので声を掛けてみた。

「どうかされたのですか？」

「──サトゥーか」

　オレが近寄ったのに気付いていなかったのか、驚いて振り返ったゴウエン氏が、オレを認めて緊張を解いた。

「なんでもない。ちょっと酒場のツケが溜たまりすぎてな。団長に前借りを切り出す言い訳を考えておったのだ」

「それは大変ですね」

　ゴウエン氏がとってつけたような作り話をする。

　彼の実家や故郷の奥さんあたりから、公子の反乱関係でビスタール公爵との仲立ちをしてほしいとかの無茶振りをされたのかもしれない。

「でも、ジュレバーグ様なら、ちゃんと話を聞いてくださいますよ」

　こういう時は上司に相談するのが良いいと思う。

「もしダメでも、私で良ければ力になりますから、いつでも声を掛けてください」

　オレのような第三者が口を挟む事柄ではないような気はするが、酒の席で愚痴を聞くくらいの事はしてもいいだろう。

「宴会の酒代くらいならいつでも奢おごりますよ」

　オレは冗談めかして締めくくる。

「ほう、それは剛ごう毅きだ。今度飲みに行く時はぜひ誘わせてもらうぜ」

　ゴウエン氏はそう言って、作り笑顔で去っていった。

「──ご主人様」

　リザがオレを気遣う。

　他の子達も心配そうだ。

「杞き憂ゆうだったみたいだ。夕飯まで時間があるし、帰りに屋台で何か買って帰ろうか」

「肉～？」

「ポチは肉入りガレットさんがいいのです！」

　いつも通りの反応をする仲間達に微笑み返し、オレ達は聖騎士団の駐屯地を後にした。

　オレの脳裏にゴウエン氏の顔が過よぎる。

　あの時、柄にもなくゴウエン氏にお節介を焼いたのは、彼が「誰だれかを殺してきた」あるいは「これから誰かを殺しに行く」ような、悪い方向の決意をした顔をしていたような気がしたからだ。

　さすがに部外者に話せる内容じゃなかったみたいなので、言外にジュレバーグ氏に相談するように勧めておいた。

　彼なら顔も広そうだし、政争をする貴族達からシガ八剣の指名権を一つ奪還するほどの交渉術もある。きっと、ゴウエン氏のトラブル解決に助力してくれる事だろう。

　ゴウエン氏は最後まで作り笑顔だったけど、オレと話した後は最初の殺伐とした雰囲気がなくなっていたから、短絡的に何かヤバイ事をする事はなくなったと思いたい。

　彼の奥さんと娘さん達の為ためにも、切にそう思う。








新事業







〝サトゥーです。年度末の設備投資と言うと節税対策感が強いですが、余剰金を次の儲もうけを増やす為に投資するのは企業として重要な事だと思うのです。景気高揚にも貢献できますしね。〟






「「「クロ様！」」」

　エチゴヤ商会の転移室から出た途端、エチゴヤ商会の幹部達から熱烈な歓迎を受けてしまった。

　いつも歓迎されているのだが、今日はいつもの何倍も激しかった。

「クロ様、お帰りなさいませ」

　長い金髪を鏡でチェックし終えた支配人のエルテリーナが、いそいそとオレの傍そばに来る。

「どうした？　何かあったのか？」

「販売を開始したルーン光珠が即日完売いたしました」

「在庫補充をお願いいたします」

　誇らしげな顔で支配人が告げると、その横からボブカットにした銀髪を揺らしながらティファリーザが要求を告げた。

　他の幹部娘もコクコクと首を縦に振っている。

「やっぱり、私の付けた名前が良かった」

　石せき狼ろうに跨またがった小柄な貴族娘ロゥーナが、「えっへん」と薄い胸を張る。

　そういえばルーン文字を刻んだ光ひかり石いしに「ルーン光珠」という名前を付けたのは彼女だった。

　オレは彼女の頭を軽く撫なで、補充のルーン光珠が入った箱をアイテムボックスから取り出して支配人に渡しておく。

　販売を開始した午前中は、常連客が「お付き合い」でぽつぽつ買ってくれる程度だったそうだが、噂うわさを聞きつけたオーユゴック公爵領の貴族や商人が我先にと大人買いしていってくれ、それが呼び水となって閉店前に見本以外が全すべて売り切れてしまい、大量の予約を受けたそうだ。

　大した効果があるわけでもないのに、一つ金貨一〇枚もの価格で飛ぶように売れるのは、エチゴヤ商会の専属になった彫金師達の腕が良かったからに違いない。

「他にも、クロ様にレシピをいただいた知育玩がん具ぐ系の魔法道具マジツク・アイテムなのですが、こちらもルーン光珠にも負けない勢いで売れております」

　初めはイマイチな売れ行きだったそうなのだが、宣伝を兼ねて王立学院の幼年学舎に見本を納めてみたら、それが起爆剤になって貴族子弟に馬ば鹿か売れしているらしい。こちらも予約待ちが凄すごいそうだ。

　ちなみに商品になっている知育玩具とは、オレが私立養護院の子供達に作った魔力操作の修行玩具──振ると音が出る木剣や流す魔力量で灯ともる数が変わる水晶灯、風かぜ石いしを使った魔力で音が鳴る楽器などだ。

　養護院のはオレが作ったが、今はレシピを与えてエチゴヤ商会で作らせている。製造が難しい中核パーツだけは別個に納品して組み立てを任せる感じだ。

「それだけではありません。クロ様から以前お預かりした術理魔法系の盾を出す篭こ手てや腕輪を、一部のお得意様に紹介してみたのですが──」

　ロゥーナをするりと押しのけた支配人が、新商品候補として渡しておいた魔法道具について報告してくれた。

　この盾腕輪はゼナさん達の護身用に作った魔法道具だ。

「いずれも金貨三〇〇枚で予約販売が成立してしまい、受注予約が始まったら連絡してほしいというお客様が二〇名ほどに……」

　オレ以外に作れる者がいないので、ぼったくり価格で需要があるか確認させてみたのだ。

　珍しい物好きに即売れしたのは予想の範はん疇ちゆうだったが、受注予約がそんなに入るとは思わなかった。

　ゼナさん達や仲間達に渡した品と違って、エチゴヤ商会で売り出す品は、駆け出し術理魔法使いの出す「盾」程度までダウングレードした物なのだが、性能のショボさより物珍しさの方が勝ってしまったようだ。

「どのような者に需要があったのだ？」

「篭手は近この衛え騎士の方や上級貴族の護衛に。腕輪も同様ですが、嫡男や令嬢達に持たせたい上級貴族のご当主方や富豪の方々が予約されておりました」

　概おおむね予想通りのターゲットだ。

「クロ様──できれば、予約販売した品の引き渡し前に、店頭在庫として確保してあった腕輪を一つ王家に献上したいのですが、ご許可いただけますか？」

　後で理由を聞いたら、貴族の礼儀や商習慣的な問題の他にも、国王や王族を広告塔にしようという目もく論ろ見みがあったのだと教えてもらった。

「構わん。使えそうなら、お前達も装備しておけ」

　試作魔法装置を使えば比較的簡単に量産できるので、色々な見た目のサンプルをたくさん作っておいたのだ。

　前にサンプルで渡したのは真しん鍮ちゆう製のシンプルな腕輪を、エチゴヤ商会が確保している彫金師達にデコレーションさせた物だ。

「「「はい、クロ様！」」」

　幹部娘達の嬉うれしそうな声が揃そろった。

「よ、宜よろしいのですか、クロ様？」

「構わん」

　心配そうな支配人に首肯してやる。

　今のところオレにしか作れないので販売価格は高めにしてあるが、原価は一つ金貨数枚分くらいしか掛かっていない。

「実際の販売ですが──どのくらい生産できる品なのでしょうか？」

　支配人が遠慮がちに尋ねてきた。

　こちらは鋳造魔剣と違って護身用だし、販売数を増やしても問題ないだろう。

「年間二〇〇ほどは用意させられるはずだ」

「「「二〇〇」」」

　支配人と一緒に聞いていた幹部娘達が目を見張って驚いた。

「仕入れ値は金貨五〇枚ほどだ。販売価格は支配人に任せる」

「では、最初は数を絞って上級貴族に販売し、人気が落ち着いたところで値引きしていきましょう」

　年間二〇〇も売れば希少性もなくなるだろう。

　委託販売形式だから、エチゴヤ商会のキャッシュフローにも影響はないはずだ。

「クロ様、可能ならば腕輪の材質を変えられないでしょうか？」

　価格を調整するなら見た目に差を付けた方が良いのではないかと、ティファリーザが提案してくれた。

「良かろう。どのような素材を何個作るかをリストにしておけ。それを魔法道具職人に渡して作らせる。優先順位も忘れるな」

　そのへんを考えるのは面倒だったので、彼女達に丸投げした。
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「エチゴヤ商会の現在の収支は、クロ様の魔剣や飛空艇の販売分を除いても大幅な黒字で推移しております」

　幹部達との交流後、オレは支配人とティファリーザの二人を伴って、支配人室に隣接した応接間で収支報告と今後の事業展開について相談を受けていた。

「王国からの支払いは？」

「王国の金貨準備枚数を超えるとの事でしたので、金貨五〇〇枚単位の為替でいただきました」

　王国発行の為替は役所で換金でき、大きな商会や商業ギルドなら、現金の代わりに支払いに充てる事ができる。

「分かった。この後にでも、残りの飛空艇分の空力機関を引き渡しておこう」

　王国の造船能力だと、大型飛空艇の新造は一度に一隻、年二隻が限界なので、エチゴヤ商会の造船所でも一隻引き受ける予定だ。

　来年以降は現行の旧型飛空艇の改装や小型飛空艇の建造を担当する。

　空力機関の製造に必要な素材は大型飛空艇一〇〇隻分以上あるのだが、そちらは予定通り大型飛空艇五隻分の販売で打ち止めにしておこうと思う。

　迷宮下層で出会った「骸の王キングマミー」ムクロの話だと、鉄道や電波塔の建設が神の禁忌に触れたという事だったので、大量輸送が可能になる大型飛空艇の量産は避けておこうと思ったのだ。

　それに、飛空艇の運用には大量の魔コ核アが必要になる。魔核は魔法道具や魔法薬などの生産にも必要なので、需要が急増して高騰すると市民生活に影響が大きいから、それを避ける為でもある。

「──資金の使い道が必要だな」

　オレは為替で支払われた莫ばく大だいな金額が書かれた書類を眺めながら呟つぶやいた。

　個人なら貯蓄は有意義だが、法人の場合は利息の生じない過剰な貯蓄は死蔵と同義だと思う。

　趣味の工作に必要な貴金属のインゴットや屑くず宝石なんかは、エチゴヤ経由で大量購入しているのだが、莫大な利益からすると微々たる額なので、あまり使った内には入らない。

「では、事業を拡大してはいかがでしょう？」

　オレは「ふむ」と呟いて、支配人に先を促した。

「人材が足りるか？」

「エチゴヤ商会に就職を希望する商人、職人、研究者、識者が売り込みに来ております。選別は終わっておりますので、雇用許可を頂ければすぐにでも人材を増やす事が可能です」

「分かった。後でリストを見せろ。問題がなければ支配人の裁量で雇って構わん」

　魔王信奉者なんかの変な組織に属している者がいたらまずいので、後でマップ検索してチェックしておこうと思う。

「他ほかにも出資を希望する芸術家や学者なども来ているようですが、そちらはいかがいたしましょうか？」

　パトロンになってほしいという事らしい。

　ティファリーザが渡してくれた名前と代表作や専門分野が書かれたリストを確認する。

　備考欄に、支配人や幹部娘達の見解や面接した印象が書かれてあった。

　軽くマップ検索でチェックして、問題があった数名を除外する。

「印を付けた者達以外は出資して構わん。個々の出資額は任せる」

「成果に合わせて査定すれば宜しいですか？」

「将来性も考慮してやれ。それと、基礎研究系の学者は分かり易やすい成果が出にくい。出資額は低めでも構わんから、長期的に出資してやれ」

「承知いたしました」

　支配人にそう答えて話を終える。

　それにしても、異世界で芸術家や学者のパトロンになるとは思わなかったよ。




「他にも投資されますか？」

　支配人の確認の言葉に、王都の下町で見かけた難民や貧困層の姿が、オレの脳裏を過よぎった。

「低所得層の区画で治安が悪化しているようだ。あの連中に仕事を与えたい」

「承知いたしました。先ほどの腕輪を献上に上がった際に、宰相閣下に失業者対策の事業を始める旨の報告と、税制上の優遇をお願いして参ります」

　大雑把なオレの指示を聞いた支配人が、すぐに頷うなずいてティファリーザと相談する。

「技術を持つ者はエチゴヤ商会に抱えるとして──大多数の労働力しか持たない者達への仕事が問題ですね」

「飛空艇工場の建設作業は既に限界まで労働者を投入済みですし、稼働後の飛空艇工場に身元が不確かな者を雇うわけにはいきません。迷宮都市のように屋台や喫茶店を開くにしても、雇用できる人数が数十人から百人規模なので、問題解決にはなりませんね」

「新しい工場はどうだ？」

　前に経営不振で潰つぶれた工場を買ったのを思い出して尋ねてみた。

「元紡績工場ですね。設備ごと購入したのですが、機材の老朽化ですぐには再稼働できない状況です。それに原料になる綿花の産地がビスタール公爵領の南部都市周辺なのですが、レッセウ伯爵領が先日の魔族騒動で荒廃している影響で高騰していて、工場が正常に稼働しても利益が出ません」

　なるほど、レッセウ伯爵領以外にも、色々な事に影響が出ているようだ。

「高騰の原因は？」

「街道の荒廃や治安悪化による輸送費の高騰です」

　エルエット侯爵領を通る迂う回かいコースを使うか、護衛を増やすかして運ぶしかないので、高騰してしまうそうだ。

「それに、ビスタール公爵領でも問題が発生していて、近々戦争が始まる可能性が出てきました」

「耳が早いな」

　一昨日おとといの飛空艇襲撃事件に端を発した問題か……。

「ありがとうございます、クロ様。──綿花の栽培地帯が戦場になる可能性があるので、畑が焼かれて来年の綿花は収穫できないかもしれませんし、最悪の場合、戦争が長引いてビスタール公爵領以外から輸入する必要が出てきます」

　小規模な綿花栽培はどの領地でもやっているらしいが、王都の需要を賄えるほどの規模でやっているのはビスタール公爵領とオーユゴック公爵領だけらしい。

　後者の場合は陸路だと距離もあるし、たいていは危険な海路で運ばれるので、加工後の綿製品を運ぶのが普通との事だ。

「なら、ビスタール公爵領では綿花がだぶついているわけだな？」

　オレの問いにティファリーザが首肯する。

「商会にビスタール公爵領の綿花栽培者や問屋に顔が利く者はいるか？」

「おります。メリナの母親がビスタール公爵領の南部都市出身のはずです」

　支配人が応接間の扉を開けて、外で聞き耳を立てていた行儀の悪い幹部娘達の中から、メリナを呼んで話を振った。

「私の叔母が綿花関係の利権を持っていますし、利権を持つ他の貴族達だけでなく、地元の問屋や栽培者達にも顔が利きます」

「良かろう。メリナをビスタール公爵領に派遣する。綿花が高騰しない範囲で買い付けを行え。輸送は我が行う」

　向こうでの集荷に時間がかかるだろうけど、オレのストレージに入れて運べば数時間で終わる。

　綿花で商売する人の迷惑になるかもしれないが、戦争で燃えたり買い叩たたかれたりして、地元農家の人達が困窮するよりはいいだろう。

　メリナが「準備をしてきます！」と宣言して部屋を出て行った。

　随員を二名ほど付けるように言ったせいか、部屋の外が姦かしましい。

「クロ様、綿花工場を運用する方向で機材の調達や工場の整備を行うという事で宜しいですね？」

　確認してきたティファリーザに首肯する。

「綿花工場の雇用から漏れた者は、エチゴヤ商会の福祉事業に雇え」

「福祉事業ですか？」

「そうだ。迷宮都市でペンドラゴンの小僧がやっていたような炊き出しを行う」

　せっかく法人があるんだし、福祉事業は丸投げしたい。

「国や神殿が行っている炊き出しとは別に、ですか？」

「そうだ。言っておくが慈善事業はオマケだ。人物鑑定スキルを持つ者を派遣し、埋もれている有用なスキル持ちを発掘しろ」

「臨時で労働力が必要な場合の雇用にも使えますね」

「情報収集にも良さそうです。乞こ食じきギルドの利権を侵さないように配慮が必要ですが」

　それっぽい事を言ったら、支配人やティファリーザが思ったよりも乗り気になってくれた。

　現代日本では見た事がない乞食だが、シガ王国には職業として普通に存在する。王都には下町に隠れるようにだが組合ギルドまであり、道端で物もの乞ごいをするだけでなく、副業で情報収集や張り込み代行などをしてくれるらしい。ゲームなんかにある盗賊ギルドみたいなモノだ。

「そのあたりは任せる」

　方向性さえ示せば、後は丸投げでいいだろう。




　他にも幾つかの物件購入や賃貸などを含む細々とした事を打ち合わせ、最後に綿花の買い付け交渉に派遣する幹部娘のメリナ達をビスタール公爵領に送って、その日の仕事を終えた。

　ビスタール公爵領に来たついでにマップ検索してみたけど、暴動のようなモノは起こっていなかった。もっとも、軍隊が臨戦態勢になっていて、ピリピリした雰囲気の武装した騎士や兵士が都市内を忙せわしげに移動している姿が目立っていた。

　市民達もその不穏な様子に気付いているようで、食料品の市場在庫が減り、価格も高騰を始めていた。

　戦争はどこの世界でも迷惑な事に変わりはないようだ。
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「へー、ここがエチゴヤ商会の王都本店？」

「迷宮都市の支店と違って、凄すごく立派な建物ですね」

　アリサとルルが建物を見上げながら感想を口にした。

　今日は仲間達と一緒に、お客としてエチゴヤ商会の見物に来てみたのだ。

　ナナの姉妹達は昨日の駐屯地でナナが活躍する姿がショックだったのか、基礎体力向上に良いとリザに勧められたランニングに、朝から行ってしまったので連れてきていない。

「人いっぱい～？」

「コミコミなのです」

　タマとポチの二人はエチゴヤ商会の混雑ぶりに驚いているようだ。

　ティファリーザから見せられている売り上げから考えたら順当なのだが、ここまで繁盛しているとは思わなかった。

「マスター、可愛かわいい小物がたくさんあると告げます」

　少し隙すき間まが空いたので、何人かずつに分かれて見て回る事にした。

　一階と二階は迷宮都市で作られた品や王都で専属職人によって作られた小物が中心で、三階はルーン光珠や盾腕輪を中心とした魔法道具類、四階は貴族や大口客向けの個室になっている。

　迷宮都市で作らせていた手動の扇風機やジューサー、ミキサーなんかも三階で販売されているそうだ。

「ミーア！　ウサギさんの人形があると告げます」

「見る。どこ」

　ナナが呼ぶと、ミーアが人ひと混ごみを搔かき分わけてやってきた。

「可愛い」

　ミーアがウサギ人形を抱きしめて頰ほおずりする。

「気に入った？」

「ふかふか」

　ミーアがオレの方にウサギ人形を差し出してきた。

　魔物素材で作られた不思議な感触の品だ。

「いいね、なんだかずっと触っていたくなる」

「ん、同意」

「マスター、私も触ってみたいと告げます」

　ナナにも不思議感触をお裾すそ分わけする。

「もにゅもにゅでふわふわでくしゅくしゅだと告げます」

　ナナも気に入ったようで、ウサギ人形から手を離そうとしない。

「へー、そんなにいいのね」

「アリサも触ってみるかい？」

「うん、せっかくだし──あいだだだ」

　するりとオレのお腹なかを触りだしたアリサの手を、ペシッと叩いて止める。

　息をするようにセクハラをするのは止やめてほしい。

「干し肉～？」

「カエルの干し肉なのです」

「岩石蜥蜴とかげの干し肉もありますね」

　獣娘達は「探索者コーナー」的な場所にある「探索者の携行食」特集をしている棚を興味深そうに眺めていた。

　どんな場所でも花より団子なところが彼女達らしい。

　売り子をしている従業員が教えてくれたのだが、この探索者コーナーは探索者に憧あこがれる王都の子供達に大人気との事だ。

「ルルはアクセサリーかい？」

「──はい？」

　人混みの向こうにいたルルに近寄って声を掛けてみた。

　横から覗のぞき込むと、ルルが見ていたのはアクセサリーではなく、宝石のような綺き麗れいなモノだと分かった。

「いえ、あの、可愛い岩塩があったので見てました」

　色々な形に削りだされた色とりどりの岩塩を眺めていたらしい。

　透明やピンク、赤、黄といった色のモノが多いが、青や緑みたいな珍しい色のモノもある。

　天然のモノか錬金術で色を変えたモノかは分からないが、どれも綺麗だ。

「産地ごとに、ちょっとずつ違う味みたいです」

「へー、面白いね。全部の産地のを買って、どんな料理に合うか試してみようか？」

「はい、やってみたいです！」

　ルルが全開の笑顔で頷いた。

　思わず見み惚とれてしまいそうなほど可愛い。




「──ペンドラゴン士爵様？」

　声の方を振り返ると、ルルとは別方向の美び貌ぼうを持つティファリーザがいた。

「やあ、こんにちは。お邪魔しているよ」

　クロの口調が出ないように注意しながら挨あい拶さつする。

「お買い物中失礼とは存じますが、少しお時間をいただけないでしょうか？」

「ええ、構いませんよ」

　オレは仲間達に買い物を続けておくように告げて、ティファリーザに四階にある個室へと案内された。

「──メイド服と女性用下着、ですか？」

　個室にやってきた支配人に意外な事を言われた。

「はい、迷宮都市でルルさんが着てらしたのを拝見した事があるのですが、シガ王国のメイド服よりも可愛らしくて王都でも人気が──」

　良かった。

　ルルの下着を見たのかと思った。

「それにナナさんが身に着けておられるという立体縫製されたという下着も、アリサちゃんから見せていただいた事があるのですが、そちらも王都の貴族に受け入れられると思います」

「エチゴヤ商会で商品化したいという事でしょうか？」

「はい、ムーノ男爵領で生産されているなら輸入でも──」

　話の途中でノックの音がして、アリサとルルを連れたティファリーザが入室してきた。

「ルルさん、アリサちゃん、買い物中に呼び出してごめんなさい」

　支配人が二人にもソファーを勧める。

「どうして、わたし達を？」

「士爵様には先ほど説明したのだけれど、エチゴヤ商会で立体縫製の下着やメイド服を販売したいの。ロットル執政官に許可を求めたら、立体縫製の下着やメイド服はアリサちゃんが作った物だから、許可は士爵様とアリサちゃんの二人から得るようにって言われたのよ」

「おっけー、良いいわよ。良いブラや可愛いメイド服が世に広まるのは、わたしとご主人様にとって本望だもの。ね、ご主人様」

　人をメイドスキーみたいに言うのは止めてほしい。まあ、好きだけどさ。

「ええ、私もアリサと同意見です」

「快く許可いただき感謝いたします。型紙を提供いただきたいのですが──」

「わーってるってば。これとこれ、ブラは色々あるけど、貴族向けなら、このへんが良いんじゃないかしら」

　アリサが妖よう精せい鞄かばんから、色々な型紙を取り出してテーブルに並べた。

「それは原本だから、写したら返してね」

「──はい、ありがとう、ございます」

　スピーディーすぎるアリサの行動に、支配人が呆あつ気けにとられた顔になった。

　型紙に手を伸ばそうとした支配人を、ティファリーザが止める。

「型紙の使用料ですが、このくらいの金額を考えております」

　ティファリーザが差し出した契約書には、売り上げの何パーセントを支払う的な記述があった。

　なるほど、型紙の授受は先に契約を結んでから、という事か。

「──使用料？　別に無償でいいわよ？」

「そうは参りません。迷宮都市ではお言葉に甘えさせていただきましたが、商会が軌道に乗った今、一方的に利益を享受するわけにはいきません。利益は正当に還元されるべきだと私どもは考えております」

　支配人が滔とう々とうと語る。

「へー、いい商人じゃない。気に入った。使用料を受け取らせてもらうわ」

　アリサが鼻の下を擦こすって、支配人の提案を承諾した。

「ところで、この使用料の算出の仕方って珍しいわね」

「はい、あまり馴な染じみがないかもしれませんが、一着あたり幾らという定額制ではなく、販売額に対する割合で算出する形式を選択させていただきました」

　アリサの疑問にティファリーザが答えた。

「いいわね。それなら、一般市民に普及させる時の足あし枷かせにもならないし、貴族にぼったくり価格で売る時にもたっぷり還元できるし」

「私どもの意図を正確にご理解いただき恐縮です」

　ティファリーザが珍しく満足そうに口角を上げた。

「契約書の内容に一つ注文があるんだけど、いいかしら？」

「どのような注文でしょう？」

「販売時には『ムーノ男爵領』が発祥である事、デザインがアリサちゃんである事を明記するっていう条項を追加してほしいの。ご主人様は何かある？」

「いや、それで問題ないよ」

　ティファリーザが支配人に条項の追加許可を貰もらって、その場で書き加えて契約が成立した。

「支払いは商業ギルドの口座に振り込みたいのですが──」

「わたしは口座がないから、ご主人様の口座にお願い」

　アリサはこう言ったが、下着やメイド服の著作権はアリサにあるので、その使用料は彼女に直接支払われるべきだと思う。

「口座なんて作ればいいさ」

「士爵様、奴隷は商業ギルドに口座を作れません」

　オレの言葉を否定したのはティファリーザだ。

「そうなんですか？」

「はい、シガ王国の法律上、奴隷は主人の所有物という扱いですから」

　そういえばそうだっけ。

「困ったな……」

「いいじゃん、ご主人様。夫婦同然なんだから口座も一緒だって」

　アリサが場を和ませようと、笑いながらそんな冗談を口にする。

「どうしても、アリサちゃん個人の口座に振り込みたいなら、探索者ギルドの口座に振り込むようにすればどうでしょう？」

　場が落ち着いたところで、支配人がそんな提案をしてくれた。

「探索者ギルドの口座、ですか？」

「はい、商業ギルドに比べると口座管理費が割高ですし、セリビーラ市か王都でしか入出金ができない不便さはありますが、あちらは青銅以上の探索者証を持つ者なら、身分に関係なく口座が開設できたはずです」

　ちょっと不便だけど、探索者ギルドにアリサの口座を作って振り込んでもらう事にした。探索者ギルドの口座作成は、この後に役所の迷宮資源省窓口に寄って作ろうと思う。

「それで、ルルも一緒に呼ばれたのは、調理レシピの販売もお望みなのかしら？」

「はい、その通りです」

　続けて、王都でも迷宮都市と同様に屋台や喫茶店を開きたい事、それらの労働力に低所得者層や難民達を雇用したい事などを支配人が説明した。

　特に断るような内容でもないので、先ほどのアリサの件と同じ流れで、ルルの口座にレシピ使用料の振り込みをする事で決着した。ルルはレシピ使用料の受け取りを固辞したが、ご主人様の強権を発動して受け取る事を了承させてある。

　屋台で使うコンロの魔法道具については、アキンドーから購入できるように手配しておくと約束した。

　なお、アキンドーはペンドラゴン士爵家の御用商人という事になっている架空の人物なので、近いうちにアキンドーに変装してコンロを提供しようと思う。




「ねぇねぇ、雇用を増やしたいならさ、屋台や喫茶店のフランチャイズもやってみたら？」

「『ふらんちゃいず』、ですか？」

　耳慣れない言葉に首を傾かしげる支配人に、アリサがフランチャイズについて説明した。

「資金がある人間には、ノウハウや素材を提供して屋台や喫茶店を経営させて、その見返りに収益に見合った対価を得る。資金がない人間は普通に雇用して、フランチャイズ資金が貯たまったら屋台のオーナーになるっていう選択肢を与えるの。なかなか夢があっていいでしょ？」

「いいですね。その案を検討させてください。クロ様のご許可がいただければ、正式にフランチャイズのアイデア使用料をお支払いいたします」

　支配人は屋台や喫茶店のフランチャイズに乗り気のようだ。

　アリサがオムライスやお子様ランチといった喫茶店の軽食メニューを吹き込んでいた。

「他ほかにも何か良い案はありますか？」

「生活に便利な魔法道具類──屋台のコンロみたいなのを充実させてみたら？　アキンドーさんがよく持ち込んでくるからコンロの仕入れの時に話してみるといいわ」

　アリサがそう言ってオレにウィンクする。

　いや、そんな面倒なステップを踏まなくても、クロの姿でレシピやサンプルを提供するってば。

「他にも魔法道具じゃないけど、ちょっと便利なアイデアグッズなんかも売れると思うわよ？」

　アリサが野菜の皮かわ剝むき用に作ったピーラーを見せながら説明する。

　なぜかティファリーザが食いついて、「これなら私にも野菜の皮剝きができそうです」なんて呟つぶやいていた。

「そうだ！　一般市民へのアイデア募集もしてみたら？　『ちょっと便利な道具のアイデア募集』って感じでさ」

「アイデア募集ですか？　有用なアイデアなんてすぐに集まるでしょうか？」

「すぐに有用なアイデアなんて集まらないわよ。荒こう唐とう無む稽けいな使えないアイデアでも、新しいアイデアなら銀貨一枚払うようにして、とにかくアイデアをいっぱい集めるの。母数が増えたら、その内、使えるアイデアも来るから、そこまでは投資のつもりでやるのがミソね」

　アリサが支配人にしているのは、中国の故事か漫画のネタか忘れたが、どこかで聞いた事のある話だ。

「集めたアイデアは壁に張り出すのも面白そうね。アイデアを見て新しい派生アイデアを思いつくなんてよくあるし、既存のアイデアを確認しに来た人同士で議論して、コミュニティができたりするかも！」

　アリサがノリノリだ。

　水を得た魚のように、アリサの語りは止まらない。

　結局、しびれを切らしたミーアがナナと一緒に乗り込んでくるまで、延々とアリサの事業案出しは続いた。

　支配人はアリサの発言によほど感銘を受けたのか、クロに許可を取ってアリサに「エチゴヤ商会の相談役」に就いてもらいたいと言い出すほどだった。

　まあ、アリサも乗り気だったし、許可しようと思う。








ペンドラゴン家の日常







〝サトゥーです。一人では袋小路に陥って打開策が見つけられない状況でも、他に人がいれば新たな視点で打開策が見つかる時があります。まあ、迷走する事も多いんですけどね。〟






「サトゥー！」

「こんにちは、アーゼさん」

　ボルエナンの森にある樹家で、長く艶つややかなプラチナブロンドを揺らして出迎えてくれたのは、ボルエナンの森のハイエルフ、愛いとしのアーゼさんだ。

　今日はナナの姉妹達をエルフ師匠に引き合わせる為ためにやってきた。

　もちろん、姉妹以外の仲間達も一緒だ。

「その子達がサトゥーの言っていたナナの姉妹達ね」

　事前に空間魔法の「遠話テレフオン」で話しておいたので、実にスムーズだ。

「はじめまして、私はボルエナンの森のハイエルフ、アイアリーゼよ。サトゥーの仲間なら、私の友人も一緒だもの。アーゼって呼んでね」

「「「はい、これからはアーゼと呼称します」」」

　ナナの姉妹達が無表情のまま素直に頷うなずいた。

「ハ、ハイエルフ？　ハイエルフって、あの？」

「驚きよう愕がく」

「トリアもびっくりです」

　ナナの姉妹のうち、上の三人はハイエルフについてちゃんと知っていたようだ。

「お、お初にお目に掛かります。ボルエナンの森の聖樹様、私はトラザユーヤ様に設計され、前マスター・ゼン様によって製造され、マスター・サトゥーにお仕えするホムンクルスの№１、今はアディーンと名付けられました。姉妹ともども、聖樹様のご慈悲により、エルフ様方からご教授いただける事、感謝の念に堪えません」

　アディーンの長口上に姉妹達の視線が集まる。

「イスナーニ、アディーンが変です」

「トリア」

　末妹のユィットから疑問を投げかけられた次女のイスナーニが、言葉少なに三女のトリアに丸投げした。

　イスナーニは思った以上に無口らしい。

「トリアもびっくりだけど、変じゃないの。聖樹様は世界を守る偉大なる存在だって、学習装置が『世界の知識Ⅲ』でトリアに教えてくれたの」

　三女のトリアがユィットを始めとした姉妹達に説明してあげている。

「アディーン、最敬礼」

「そうでした。聖樹様、重ね重ねご無礼を」

　次女が長女のアディーンに挨あい拶さつの不手際を指摘し、自分もアディーンに続いて、アーゼさんに最敬礼を取る。

「「「ご無礼を、謝罪すると告げます」」」

　他の姉妹達もアディーンやイスナーニに倣って、ぎこちなく最敬礼した。

「顔を上げて。そんなに畏かしこまらなくていいわ。さっきも言ったけど、サトゥーの仲間なら私の友人も一緒だもの。他の子達と同じようにアーゼって呼んでね」

「「「はい、アーゼ」」」

　先ほどと同じく四女以降の姉妹達がアーゼさんのリクエスト通りに呼び、長女のアディーンから「『様』を付けなさい！」と叱しかられていた。

　アーゼさんは「様」なんていらないと言っていたのだが、アーゼさんの巫み女こルーアさんがタイミング悪く現れて「アーゼ様」と呼びかけてしまった為に、ナナ以外の姉妹達による呼称が「アーゼ様」で固定されてしまった。




『サトゥー、アメ！』

『アメ、チョーダイ』

『オイラモ、アメー』

　樹家のベランダから、蝶ちようやトンボの羽を付けた人形サイズの小人──羽妖よう精せい達が飛んできた。

「幼生体！」

　羽妖精の一人が捕まった。

『ナナ！　アメガサキ』

　羽妖精がそう言って拘束から逃れようとしたが、彼を捕まえた手は離そうとしない。

「それは私ではなく妹のユィットだと告げます」

『ヘ？』

「「「幼生体！」」」

　ナナの姉妹達が羽妖精達に群がった。

　彼女達もナナと同様に小さな生き物が好きなようだ。

　それは長女のアディーンも例外ではないようで、キラキラした目で羽妖精達を追いかけている。

『ゲッ』

『ナナガ、イッパイ』

『ヤベェ』

『チョーヤベェ』

　羽妖精達が一斉に蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出す。

　だが、「幼生体」を前にしたナナ姉妹達から逃げられるわけもなく、次々に捕まっていく。

　一緒にいたアーゼさんは突然のできごとに、あわあわと狼狽うろたえている。

『サトゥー、タスケロ』

『タスケテ、アーゼ』

　羽妖精からの救援要請に、可愛かわいいアーゼさんを愛めでるのを中断して、それに応こたえた。

「アディーン、イスナーニ、トリア、フィーア、フュンフ、シス、ユィット！　マスター命令だ。羽妖精達を解放しろ」

「「「イエス・マスター」」」

　マスター命令という言葉が利いたのか、思ったよりも素直に羽妖精達を解放してくれた。

「羽妖精達はボルエナンの森の住人だ。友好関係を築きたいなら、小動物を愛でるようにするのではなく幼子を相手にするように接する事！」

「「「イエス・マスター」」」

　オレの話を承諾した姉妹が、大人しく羽妖精達への接し方を改めたが、既に苦手意識を与えてしまった羽妖精達は、姉妹の方に近寄ろうとしない。

「「「マスター」」」

　無表情もしくは表情の乏しい姉妹達が、哀かなしそうな声で懇願してきたので、「オレの代わりに羽妖精達に飴あめを配るかい？」と提案してみた。

　羽妖精は嫌そうだったが、飴の魅力には勝てないらしく、怖々と近寄っては飴を受け取って逃げるのを繰り返していた。

　まあ、羽妖精は忘れ易やすいし、明日あしたには普通に接してもらえるようになるだろう。





◆






「よう、サトゥー。これが鍛えてほしいって言っていた子達か？」

　鞘さやに収まった青薔ば薇らの魔剣を手に、ナナ姉妹達の顔を見上げたのはポチの師匠であるポルトメーア──ポーア嬢だ。

　彼女は乱暴な言葉遣いからは想像もできないような美少女だ。

　肩口で切りそろえた波打つ髪に、西洋人形みたいな可愛い顔をしている。

「師しし匠よーなのです！」

「よう、しばらくぶりだな、ポチ！　いっちょやるか！」

「はいなのです！」

　ポチが尻しつ尾ぽと手をぶんぶん振りながら、ポーア嬢の提案に賛同する。

「待て、ポーア。今日はそちらの娘御達との顔見せでござろう」

　着流しの侍エルフ、タマの師匠であるシシトウーヤ──シーヤ氏がポーア嬢を窘たしなめた。

　シーヤ氏が近くでにへりと微笑ほほえむタマの頭を撫なでる。

「シーヤの言う通りだ。ポーア、悪いけど弟子との交流は顔合わせの後にしてくれないか？」

「分かったよ、ヒーヤ」

　ルルの射撃の師匠にして、エルフ師匠達のまとめ役である長文エルフのヒシロトーヤ──ヒーヤ氏が諭すと、ポーア嬢も素直に頷いた。

「ポチ、そういうわけだ。後でたっぷりやろうぜ」

「らじゃなのです！」

　ポーア嬢の言葉に、ポチが元気良く承諾する。

「君達がナナの姉妹だね」

　ヒーヤ氏がシーヤ氏やポーア嬢を紹介し、少し遅れて到着したリザの師匠であるスプリガンの短たん槍そう使いユセク氏と短文エルフこと螺ら旋せん槍使いのグルガポーヤ──グーヤ氏、それからナナの師匠である短文エルフのもう一人、魔法剣士のギマサルーア──ギーア嬢とドワーフの盾使いであるケリウル氏を紹介していった。

「君達は皆みんな、ナナと同じ大盾使いを目指すのかな？」

「私は大盾使いを目指したいですが、他ほかの子達はそれぞれの得意武器に相応ふさわしい技術を教えていただけると嬉うれしいです」

　長女のアディーンが代表して答える。

　三女のトリアだけは「トリアは料理人を目指したいです」と言ってヒーヤ氏を微笑ませていた。

「なら、後で料理人のネーアを紹介してあげるよ。彼女はエルフの料理に詳しいから、色々と学ぶといい」

「はい！　トリアは頑張ります！」

　トリアが満面の笑みで頷いた。

「そうだ。料理が好きなら、弓や罠わなを学んでみるかい？　自分で鳥や獣を調達できたら、野営する時なんかに重宝するよ」

「トリアは興味があります！」

　ヒーヤ氏の誘導に嵌はまった事にも気付かずに、トリアが弓や罠の学習に乗り気になった。

　その間にも、他の姉妹達と師匠の組み合わせが決まり、後はそれぞれの師匠のもとで学ぶ事になる。
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「マスター、私達も再修行を希望します」

　ナナの発言に、獣娘達も賛同する。

　どうやら、シガ八剣との試合が良い刺激になったようだ。

「ルルとアリサはどうする？」

　ミーアは樹家に到着した直後に現れた彼女の両親に連れられていったので、ここにはいない。

「私はネーアさんに桜さくら鮭じやけとお餅もちをお裾すそ分わけした後、新しいお料理を教えていただきに行ってきます」

「わたしはエチゴヤ商会の事もあるし、久々に裁縫工房に行ってくるわ。今日は樹家に泊まるんでしょ？」

「ああ、帰るのは明朝だ」

　もう少し長居しても良いのだが、王都邸に誰だれもいない状況が続くのはあまり良くない。

　迷宮都市にいるメイド達を何人か王都に連れてきておくんだった。

「さて、どこで修行しようか……」

　順当なところだと、ホームグラウンドの「セリビーラの迷宮」なのだが、最近は仲間達の乱獲で魔物が激減しているので、できれば別の場所にしたい。

「あそこはダメなの？　ほら、ニナさんやムーノ男爵が言っていた」

「ああ、魔物の支配下にある都市の奪還か──」

　仲間達に恐れをなした魔物が都市外に溢あふれて、周辺の村落に被害を出さないか心配だ。

「先に都市核シテイ・コアを支配して、物理結界で都市を封鎖したら？」

「そうだね──」

　オレは空間魔法の「遠話」で、オレが支配している大砂漠の「都市核」に可能か尋ねてみた。

「どう？」

「単独じゃ無理みたいだけど、他の都市核とリンクしたらできるってさ」

　都市核の魔力貯蔵量が心配だったが、既に満杯になっていると報告された。

　なんでも、オレが上位領域──恐らくは「竜の谷」の源泉を支配している為ために、そこから流れ込む膨大な魔力によって、予想を遥はるかに超える速さで充じゆう塡てんされたのだろうと都市核が言っていた。




「それじゃ、行こうか」

　黄金鎧よろいを始めとした秘匿装備に着替えた仲間達を連れて、ムーノ男爵領の非支配都市へとやってきた。「帰還転移リターン」と小型飛空艇を併用したので、一時間も経たっていない。

　都市内は別マップ扱いになっていたので、都市上空に侵入すると同時に「全マップ探査」の魔法を使って都市内の魔物を確認する。

「あったか～」

「ぬくぬくなのです」

　魔物をチェックしながら、内心で二人の言葉に頷うなずく。

　比較的気温が涼しめのムーノ男爵領一般と異なり、都市上空は初夏に近いほど暖かい。

　たぶん、都市核による調整だろう。

「魔物いっぱい～？」

「お肉さんがイッパイなのです」

「蛇系の肉が多そうですね。数が多いので、虫系の魔物は後で回収する事にしましょう」

　蛇竜ナーガはお隣のオーユゴック公爵領の南東部でよく見かけた、大蛇に蝙こう蝠もりの羽と四本の足を付けたような魔物だ。見た目に反して、非常に美お味いしい。

「同意と告げます」

　都市上空を遊覧し、着陸地点を確認する。

　途中で襲ってきた飛行型の魔物は、オレの弓とナナの理術、それに獣娘達の投とう擲てき武器によって始末された。もちろん、死し骸がいは「理力の手マジツク・ハンド」で触れてストレージに回収してある。

「ご主人様、城から巨大な羽蛇が！」

「マスター、悪趣味な極彩色だと告げます」

「蛇竜にしては大きいね」

　──なんだろう？

　オレの疑問に答えるように、半透明のウィンドウがポップアップして「古皮蛇竜エルダー・ナーガ」とＡＲ表示された。

　レベル的には散々狩った「区画の主エリア・マスター」級と同等のレベル五〇なので、ここにいるメンバーだけでも倒せると思うが、今回は遠距離攻撃が得意な後衛三人がいないから、飛行タイプ相手に苦戦しそうだ。

「まずは飛び移って翼を切り落とします」

「あい」

「らじゃなのです」

　オレが代わりに戦おうかと思ったが、彼女達は戦う気満々のようだ。

「私は新理術の『噴進理槍ジエツト・ジヤベリン』で目を攻撃すると告げます」

　ナナの言葉に獣娘達がショックを受けた顔になり、苦渋の決断と言いたげな顔でナナの作戦に同意した。

「目を攻撃するのはダメなのかい？」

「美味しい～」

「珍味なのです」

　なるほど。そういえば正月の尾頭付きの鯛たいを、必ず目玉から食べる親しん戚せきの子がいたっけ。

「なら、あれはオレが代わりに倒そうか？」

「いいえ、蛇竜は他にもいます。あれには栄養ではなく経験値になっていただきましょう」

　リザが哀しみを堪こらえ、キリッとした顔で地上から迫る古皮蛇竜を見つめる。

　うん、なんだか物語の一シーンみたいな雰囲気を出してるけど、美味しい部位を諦あきらめただけなんだよね。

「行きます！」

「らりほ～」

「たりほーなのです」

「シュートと告げます」

　飛空艇と古皮蛇竜が交差する瞬間、仲間達が飛び移る。

　同時に放たれたナナの「噴進理槍」が古皮蛇竜の片かた眼めを潰つぶしてみせたが、もう片方は避よけられてしまった。

　だが、そちらに気を取られている隙すきに、長大化したポチの魔剣が古皮蛇竜の片翼に激突する。

　全身のバネを使って独こ楽まのように回転するポチの斬ざん撃げきは凄すさまじく、古皮蛇竜の魔力障壁すら一瞬で砕き、そのまま翼本体をも切断してみせた。

　まだ、必殺技スキルにはなっていないけど、その内にスキル化しそうだ。

　さしずめ、「魔刃旋風ヴアンキツシユ・スライサー」といった感じかな？

「──タマ？」

　錐きりもみ状に落下する古皮蛇竜から、リザ、ポチ、ナナの三人が戻ってきたが、タマはその首元に張り付いたままだ。逃げ損なったのかと思ったが、タマの目を見てその考えを改めた。

　タマは何かを狙ねらっている。

　背中から落ちていた古皮蛇竜が、落下直前で姿勢を変え、頭から地面に激突した。地面を砕き土煙が舞い上がる。

　古皮蛇竜が地面にめり込んで目を回した。

「忍術『ナーガ落とし』なのです！」

　タマの技を見たポチが叫んだ。

　そういえば、忍者漫画や格闘ゲームでイズナやモズを落とす忍術があったっけ。

　レベル五〇超えで超人並みの身体能力を持つとはいえ、こんな漫画みたいな技を本当に実現するとは思わなかった。忍術スキルが凄すごいのか、タマが凄いのか、気になるところだ。

「今のうちだと告げます」

「突貫！　なのです」

「行きます」

　地上でくたりと倒れる古皮蛇竜の頭部の付け根をめがけて、ナナ、ポチ、リザが飛空艇から飛び降りた。

　黄金鎧の耐ショック性能が高いとはいえ、なかなか無茶をする。

「魔刃砕壁ブラスト・アーマー、と告げます」

　ナナの攻撃が古皮蛇竜の消えかけていた魔力障壁と頑丈な鱗うろこを完膚なきまでに砕いてみせた。

「魔刃突貫ヴアンキツシユ・ストライク、なのです！」

「──魔槍竜退撃ドラグ・バスター」

　赤い光の矢となったポチとリザが、砕かれた鱗に並んで刺さり、そのまま古皮蛇竜の首を砕いてみせる。

　思ったよりも瞬殺だった。

「お疲れ様、皆、頑張ったね」

　オレは飛空艇を古皮蛇竜が落ちた城郭跡に降ろし、仲間達を褒める。

　仲間達には敷地内の魔物を掃除するのを頼み、オレは予定通り都市核を掌握して物理結界で都市を封鎖した。

『封鎖が完了したよ。拠点はいるかい？』

　空間魔法の「遠話」でリザに話しかける。

『いえ、移動狩りを行っていますので、なくても大丈夫です』

　さっきの古皮蛇竜以外にも、レベル四〇台の魔物が何匹かいたはずだが、既にその半数が倒されていた。それに残りはレベル三〇以下ばかりとはいえ、数万匹を超える魔物の群れなので、定点で戦って包囲されるよりは移動狩りの方が安全かもしれない。

『マスター、殲せん滅めつ速度アップの装備が欲しいとリクエストします』

　ナナが何か話があると言うので、繫つなぎ直してみたら、そんなリクエストをされた。

『分かった、何か考えておくよ』

　ナナは強敵と戦う為の防御特化装備だから、雑ざ魚この殲滅戦だと今一つ相性が悪い。

　これ以上、黄金鎧に組み込むのは難しそうだから、雑魚掃討専用の追加装備を考えてみよう。

『リザ、オレは一度ボルエナンの森に戻るけど、「遠話」は繫いだままにするから、何かまずい状態になりそうになったら、すぐに連絡してくれ』

『承知いたしました』

　いつもよりワントーン高い上機嫌そうなリザの返事に、活いき活いきと魔物を狩る姿が想像できてしまい、思わず笑みが漏れた。

　オレは一度だけ「遠見クレアボヤンス」の魔法で仲間達を確認した後、閃せん駆くで都市を離れる。

　ボルエナンの森に戻る前に、久々にムーノ男爵領の別荘──元怨おん霊りよう砦とりでで暮らす老人達や子供達の様子を見に寄った。




「誰だ！」

　ゴーレム馬に乗って砦の正門前まで来ると、幼い声が誰すい何かしてきた。

　門の格子は半ば以上まで下げられ、子供達が寝そべってようやく潜くぐれるくらいの高さだ。

　ムーノ男爵領はまだまだ治安が良いとは言いがたいので、これくらいの用心は必要だろう。

「私は行商人のアキンドーと申します。ペンドラゴン士爵様の使いで参りました」

　今日はアキンドーという架空の商人に変装している。

「しゃしゃくさあの？」

「チビ、爺じいちゃんを呼んでこい」

「あい！」

　誰何してきた少年に命じられて、小さな子供が砦の奥へ走っていった。

　オレの使いだからといって、すぐに門の格子を上げないところは用心深くていい。

　呼びに行った子に引っ張られて戻ってきた老人は、ムーノ侯爵領時代に文官をしていたお爺さんだ。

「士爵様の使いとの事じゃが……」

「アキンドーと申します。こちらがペンドラゴン士爵様から預けられた紋章付きの短剣となります」

「確かに、士爵様の紋章じゃ。よう参られた、商人殿」

　お爺さんが指示すると格子が巻き上げられる。

「すまんが、武器は預からせてもらう。なにぶん、ここは老人と子供しかおらんでな」

　オレは腰に下げていた鉄剣と紋章付きの短剣を手渡す。

　定期的に「遠見」で様子を確認していたけど、こうして実際に見るとなかなか印象が違う。

　中庭に作られた畑には野菜が実り、柵さくの中ではヤギや橙とう鶏けい達が積み上がった雑草や野菜屑くずなどを食はんでいた。

「あれは！」

　老婆数人と女の子達が中庭で作っていた物に目が釘くぎ付づけになる。

「お客人かえ？」

「ご無礼を。これはもしかして干かん瓢ぴようですか？」

「おお、よくご存じで」

「この山は夕顔の実がたくさん採れるでな。食べ切れん分をこうやって干して保存食にしているんじゃよ」

　老婆がそう教えてくれた。

　干瓢の材料が夕顔の実とは知らなかった。

　老婆から簡単なレシピを教えてもらい、既に完成していた干瓢を適正価格で譲ってもらった。

「そんなに美味しい物ではないと思うのですが？」

「巻き寿ず司しの材料に使うんですよ」

　元文官のお爺さんにそう告げ、唐突な行動を取った事を詫わびる。

　この場で巻き寿司を作りたいが、干瓢を煮込んで味付けする方法も調べないといけないので、今日のところは諦めておく。

　応接間に案内されたオレは、ここでの生活を尋ね、不自由しているモノがないか確認した。

「最近では行商人の方も顔を出してくださるので、不足はございません」

　なんでも、ムーノ市郊外の果樹園視察に来たエムリン子爵がここの事を知って、御用商人に交易の途中で寄るように命じてくれたらしい。今度会ったら、お礼を言わなくては。

　それは最近の事らしく、御用商人についての手紙は配達中でまだオレの手元には届いていないようだ。

「では、士爵様からお預かりした、これだけでも置いておきます」

　オレは熱冷ましや体力回復薬などの魔法薬詰め合わせセットに加え、迷宮都市の私立養護院で配ったような知育魔法道具マジツク・アイテムを色々とプレゼントした。使用方法を書いた紙を字が読める元文官のお爺さんに渡したので、ちゃんと指導してくれるだろう。

「わー、なにこぇ？」

「剣だ！」

「こっちはポロロンって音がするよ！」

　知育魔法道具を手に取ってはしゃぐ子供達の声を背に聞きながら、早々に砦を辞去する。

　砦から見えなくなったあたりで、オレはゴーレム馬ごとボルエナンの森へと「帰還転移」した。
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「──よし、量産完了っと」

　エチゴヤに納品する予定の魔法道具の中核パーツやコンロを始めとした家電系魔法道具を眺めて一息吐つく。

　どれも一度作った品の量産品だ。

　試作魔法装置とオリジナル術理魔法「情報出力データ・アウトプツト」によるメニューからのデータアップロードのコンボを使えば、同じ魔法道具を再生産するのが非常に簡単になる。

　もっとも、魔力は相応に必要になるし、それなりに疲れるけどさ。

　前にルルが淹いれてくれた青紅茶をストレージから取り出して飲んでいると、オレが作業していたボルエナンの森にある地下研究所の呼び鈴が鳴った。

「サトゥー様、皆さんがお見えです」

　インターフォンを模した魔法道具から聞こえてきた声は、トラザユーヤ氏の地下研究所を管理している家妖よう精せいのギリル氏だ。

「ありがとう、ギリル。こちらに来てもらってくれ」

「承知いたしました」

　しばらくすると、転移鏡を通ってエルフの魔法道具工房のキーヤ氏とドーア女史と幾人かの技師達が来た。それになぜかアーゼさんも一緒だった。

　キーヤ氏達と挨あい拶さつした後、その後ろにいたアーゼさんにも声を掛ける。

「アーゼさんがここに来るなんて珍しいですね。どうかされましたか？」

「ごめんなさい、サトゥー」

　なぜか謝られた。

「久しぶりだな、サトゥー。改良を加えた静止衛星軌道の監視用ゴーレム『カカシ八式』について君の意見が──」

「話が長いぞ、ブライナンのケーゼ！　サトゥー、クラゲ調査用の深宇宙探査ゴーレム『サテライト・ワン』は順調だ。年明けにはお前が言っていた『あすてろいどべると』とやらに接近するはずだぞ」

　アーゼさんを押しのけるように現れて、怒ど濤とうの勢いで先を争うように捲まくし立たてたのは、ブライナン氏族のハイエルフであるケーゼさんとベリウナン氏族のハイエルフであるサーゼさんだ。

　この二人は研究好きの両氏族の中でも特に研究が大好きで、虚空──宇宙用のゴーレム開発で一緒に研究したりして交流がある。

「今日は映像ではなくご本人なんですね。ハイエルフが自分の世界樹を離れて良かったんですか？」

「うん？　当番以外なら平気だぞ」

「ボルエナンのアーゼ以外は、予備がいるから大丈夫だ」

　今日は世界樹間の『妖精の輪フエアリー・リング』を用いた転移でやってきたらしい。

　ケーゼさんもサーゼさんも話が長いので、先にオレの方の用事を進めさせてもらう事にした。




「──なるほど。これの改良か」

「凄すごいぞ！　よくここまで魔法回路サーキツトを集積化したな！」

　ナナの黄金鎧よろいに実装したのと同じ城じよう砦さい防御──フォートレス機能を見せたところ、ケーゼさんとサーゼさんがもの凄い勢いで食いついてきた。

　このフォートレス機能は防御力が十分すぎるほど高いのだが、一度起動すると移動できないという欠点がある。

　今日はその欠点を克服するために、エルフの技師達に集まってもらったのだ。

「空間拡張した亜空間に聖樹石炉を置くアイデアは昔からあるけど、聖樹様方以外で実現したヤツはいないからねぇ」

「聖樹石炉から漏れる膨大な魔力で亜空間が綻ほころぶし、魔力を伝達する導線が焼き切れたり、亜空間との境目で摩耗して切れたりするから、実用化するのは難しいんだ」

　キーヤ氏とドーア女史も腕を組んで呆あきれ顔がおを見せてくれた。

　なるほど、誰だれでもやりそうなアイデアなのに、実装例がほとんどない理由が今さら分かってしまった。

「それで、これを動かしたいのか？」

「隔絶壁デラシネーターや次元杭デイメンジヨン・パイルの理論を使っているなら無理だろう」

　やはりそうか。

「浮遊隔絶壁リムーバル・デラシネーターも併用しているなら、全部そっちにしてみたらどうだ？」

「それだと大質量を受け止める際に、魔力の消費が激しすぎるのではないか？」

「そう何度も移動する必要がないのなら、固定式の障壁を使い捨てにしたらどうだ？」

　ケーゼさんとサーゼさんが建設的な意見をくれた。

「無理だ、ケーゼ。これだけ複雑な回路だ。一度、障壁を廃棄したら、再起動に時間がかかる。平時ならともかく、戦闘中に耐えられる速度にはならん」

「だから、お前は頭が硬いんだ、サーゼ。回路を複数積めばいいじゃないか」

「複数──そうか、安定した亜空間に設置できるなら、回路の体積は気にする必要がない。複数置いた聖樹石炉の余波に耐えられるかは少し心配だが、この『でーたしーと』の情報を信じるなら、一〇や二〇は置いても問題なかろう」

「いっそのこと、一〇〇個ほど積んで、連鎖駆動の移動防御モードと同時駆動の防御超強化モードに切り替えられるようにするのも面白いぞ」

「固定砦ではなく、機動砦や城にするわけか……」

　さすがは研究好きな二人だけはある。機動防御ができるようなモービル・フォートレスや防御規模を強化したキャッスル・モードか──アイデアを聞いているだけでわくわくしてくるね。

「あの、意見しても宜よろしいでしょうか？」

　魔法道具工房長のドーア女史が丁寧な口調で、ハイエルフ二人に話しかけた。

　もう一人のハイエルフであるアーゼさんは、部屋の隅でギリル氏の入れてくれた葡ぶ萄どうジュースを飲みながら、ニコニコとこちらを眺めている。

　オレはアーゼさんに小さく手を振ってから、ドーア女史の話に耳を傾けた。

「いいぞ、言え」

「意見を聞こう。ボルエナンのドーア」

「は、はい。黄金鎧の魔法回路は既に集積度が限界に近いです。亜空間側に同じ機能を複数積むのはともかく、本体側でそれを選択起動するように改造するには、容量が不足しているのではないでしょうか？」

　ドーア女史の問題提起に、ケーゼさんとサーゼさんが顔を見合わせた。

　さすがの二人も、その問題への解決策は思いつかなかったようだ。

「何かないか？」

「サトゥー、君なら何か思いつくのではないか？」

「そうですね──」

　集積度を上げるのは、現状の設備では不可能だ。

　オレが詠唱可能になれば、もっと精密に空間魔法を操れるので今の一〇〇倍くらいは集積度を上げられそうだけど。

　オレはそれ以外の方法を考える。

「強化外装を用意して、追加機能はそちらに搭載するならできそうですね」

「強化外装？」

「はい、乗り物や増加装甲のような感じのモノです」

　オレの脳裏に、露出の高い鎧で空を飛ぶ仲間達の姿が過よぎった。

　学生時代に大人気だったＳＦ系のラノベやアニメで登場していたパワードスーツ系の装備だ。

　そういえばロボに合体する機動要よう塞さいみたいなのもあったっけ。

「それなら体積も増えるから良さそうだ」

「追加装備なら、目的別に交換もできるな」

　ケーゼさんとサーゼさんはすぐにオレの意図を理解して頷うなずいた。

　さすがは億年単位で研究をしていただけあって、「一を聞いて十を知る」を地で行っているね。




「──なかなか充実した時間だったぞ」

「ララキエの天てん護ご光こう蓋がいを組み込むのは理論上不可能だったのが残念だ」

「皆さんのお陰で、色々と問題が解決しそうです」

　夕方近くまで試行錯誤に付き合ってくれたケーゼさんとサーゼさん、それにドーア女史達エルフ技師のお陰で、試作案がほぼまとまった。

　試験用に黄金鎧の回路をマイナーダウンして、別の鎧に移植した白銀装備や紅革装備なんかも作ってみたが、今後は使い道がなさそうなので、仲間達の予備装備に回そうと思う。

　フォートレス機能を使い捨て化したファランクスという回路も設計してみたが、実装までの課題が多いので今回は見送った。

　今回唯一実装できたのは、ボイスチェンジャー機能だ。正確には黄金鎧本体ではなく、下に着込む鎧下の首当てに組み込んでみた。これから黄金鎧で人前に出ることもあるかもしれないから、身バレを防ぐ為ために追加したのだ。

「一日では足りん。少なくとも百年くらいは研究するべきだ」

　寿命が長すぎるほど長いハイエルフらしい意見だ。

「人間はそんなに生きられませんよ」

「そうだったか？　サトゥーが人族なのを忘れていたぞ」

　きっと、それくらいオレを受け入れてくれているのだろう。

「それよりも、今日の研究成果を祝って乾杯しましょう」

「そうだな。さっきからいい匂においがしてたから、気になっていたんだ」

「私もだ。竜泉酒など三百年ほど前に飲んだきりだ」

　オレ達はとっておきの竜泉酒で乾杯して解散し、オレはアキンドーとしてエチゴヤ商会にコンロの魔法道具などを納品しに行った。

「どれから作ろうかな──」

　納品を終え、転移の為に路地裏へ向かいながら、独り言を呟つぶやく。

　ナナのフォートレス機能を拡張したモービル・フォートレス機能やキャッスル機能を搭載した強化外装、その技術を応用したルル用の浮遊砲台やアリサやミーア用の搭乗型魔法発動補助具である浮遊杖つえ舟ぶね、アタッカー陣用の突撃外装など、色々と夢が広がる浪漫装備がリストアップされた。

　さすがに、一つ一つが大変なので、ナナとルルの装備に使う魔法装置や技術を実装実験する事から始めていこうと思う。

　年明けに一つ二つの装備が完成させられれば御の字──いや、睡眠時間をギリギリまで削れば年内にできそうだ。

　我ながらワーカーホリックな思考に苦笑しつつ、ムーノ男爵領で狩りをしているリザ達を回収する為に「帰還転移」を実行した。





◆






「目玉なんてよく食べるわね……」

　巨大目玉を食べる獣娘達を見てアリサが厭いやそうに呟いた。

「ちんみ～？」

「美お味いしいのですよ？」

「ええ、まろやかな中にある僅わずかなコリッとした食感やとろりとした旨うま味みと少しの苦み、咀そ嚼しやくしていると甘みがにじみ出てきて──」

　リザの食レポが長い。

　この巨大目玉は言うまでもなく、リザ達が昼間倒した古皮蛇竜のモノだ。

　オレが仲間達を迎えに行った時には既に魔物の掃討は完了しており、リザ達は数万に及ぶ魔物の死し骸がいから魔コ核アを回収し、古皮蛇竜を始めとした数十匹は肉や素材の解体まで完了していた。

　オレは「理力の手」とストレージのコンボで死骸や素材を回収し、しかる後に都市核の物理結界を通常の魔物避よけ結界だけに変更して、都市核の支配を解放した。

　今回の討伐で得た素材の内、エルフ達が欲しがった品以外は当分死蔵する予定だ。

　もちろん、肉は別だ。

　中でもポチとタマが食べたがっていた古皮蛇竜の目玉は、エルフの料理人であるネーアさん達に頼んで真っ先に調理してもらった。

　待望の干かん瓢ぴようの味付けは、みりんと醬しよう油ゆと砂糖の組み合わせ調味料で普通に煮ただけでいけたので、既に巻き寿ず司し化に成功している。

　残念ながら、オレとアリサを除けば、それほど高い評価を得られなかった。

　巻き寿司は余分に作ってあるので、迷宮都市に寄った時にでも、ユイカやバンといった迷宮下層に暮らす転生者達に提供しようと思う。

　ともあれ、オレとしては久々に干瓢の巻き寿司が食べられて非常に満足している。

「マスター、蛇竜の蒲かば焼やきは美味だと告げます」

　巻き寿司と熱いお茶を楽しむオレの前に№８──ユィットが報告に来た。

　ユィットは両手に巨大な蒲焼きを持って、無表情にも拘かかわらずニコニコした雰囲気を醸し出している。

「ユィットに同意すると告げます」

「トリアも蛇竜の蒲焼きは世に広めるべきだと主張します」

　他ほかの姉妹達もユィットや獣娘達に負けず劣らずの勢いで蒲焼きを堪たん能のうしているようだ。

　エルフ師匠達の訓練は大変だったようだが、師匠達は長命な分、無茶な訓練を課さないので、姉妹にも普通に食事を取る余裕があるらしい。

　今日の蒲焼きに使ったタレは、ルルとネーアさんが砂糖の代わりに迷宮都市産の蟻あり蜜みつを使った試作品だったが、なかなか美味しかった。この新作の蒲焼きタレはエチゴヤ商会の露店メニュー用に開発したそうだ。

「それで都市解放はどうだったの？」

「でりしゃす～」

「お肉がいっぱいだったのですよ！」

　アリサはタマとポチの予想通りの答えをスルーし、目玉を食べ終わったリザに視線を向けた。

　蛇竜の蒲焼きを食べようとした手を止め、オレの意図を汲くんで都市解放の感想を口にする。

「強めの敵はいますが、全体的にレベル二〇以下の弱い魔物がほとんどでした」

「あらら、それじゃ、経験値的には？」

「魔物の領域を殲せん滅めつして回るよりは時間効率が良さそうだけど、迷宮の一区画分と変わらないね」

　アリサがオレに尋ねてきたので、解放の前後で記録しておいたリザの経験値ゲージの変化から推察した情報を伝える。

「セリビーラの迷宮以外にも、もうちょっと良い狩り場が欲しいわね」

「まあ、セリビーラ以外にも迷宮はあるし、王都の王国会議が終わったら、世界一周の観光旅行ついでに各地の迷宮にも行ってみよう」

　迷宮下層の名所巡りでも思ったけど、迷宮の中にも観光資源はいっぱいあるのだ。




「マスター、しばしのお別れです」

「師匠達の言う事をよく聞いて、大おお怪け我がをしないように注意するんだよ」

　姉妹を代表して挨あい拶さつする長女のアディーンにそう告げ、オレ達はボルエナンの森を後にした。

　もちろん、ナナと姉妹達やアーゼさんを始めとするボルエナンの森の人達との別れは既に済ませてある。

　もう少し滞在したいところなんだけど、今日はお昼からリットン伯爵家の園遊会に誘われているので、戻らないといけないのだ。

　帰りに寄ったラクエン島でも、レイとユーネイアの姉妹に蛇竜の肉や面白魔法道具をプレゼントしただけで、大してお喋しやべりもできずにお暇いとましてしまった。

　ナナの姉妹達の様子を見に年内にまたボルエナンの森に行く予定だし、その時にはもう少し長居しようと思う。

　今度のボルエナンの森滞在は一泊ではなくもう少し長めにしようかな？

　地下研究所で新装備開発の続きもしたいしね。








園遊会







〝サトゥーです。園遊会に類するモノと言えば、結婚式のガーデン・パーティーくらいしか縁がありませんでした。日本でガーデン・パーティーが開けるような庭がある家は希まれなので、仕方ない話なのかもしれません。〟






「わたくしもシガ八剣の皆様と手合わせしたかったですわ！」

　カリナ嬢を迎えにムーノ男爵の王都邸に寄ったところ、いきなりそんな苦情を言われてしまった。

「何言ってるんだい。あんたに必要なのは社交の場で恥を搔かかないように特訓する事だったろうが！」

　カリナ嬢の後ろ頭を、ニナ女史が叩はたく。

「園遊会なんて嫌ですわ」

「屋敷で礼儀作法を学ぶ方が良かったってのかい？」

「それは……」

　カリナ嬢が口ごもる。

　その苦渋の表情を見る限り、「前門の虎とら、後門の狼おおかみ」的なイメージが脳内に浮かんでいそうだ。

「今日も訓練の一環だよ。サトゥーの相方として行くんだから、気合いを入れて行きな」

「わ、分かっていますわ！」

　今日はリットン伯爵家の園遊会に招かれている。オレには同行するパートナーがいないので一人で参加するつもりだったのだが、それを聞きつけたニナ女史にカリナ嬢を同行させてくれと頼まれたのだ。

「では、遅れるわけにもいきませんし、そろそろ参りましょうか」

　招待状を受け取ったのは最下級貴族である名誉士爵のオレなので、園遊会の会場には早めに行かないと礼儀知らず扱いされてしまう。もちろん、ホストの都合で後から呼ばれる場合は別だ。

「今日の馬車は見晴らしが良くありませんのね？」

「ええ、カリナ様の髪が乱れるといけませんから」

　今日はオープンタイプの馬車ではなく、貴族向けの箱馬車を御者付きでレンタルしている。

　カリナ嬢は御者が用意してくれた踏み台をスルーして、ラカの力を借りて軽やかに箱馬車に乗り込んだ。

　きっと、帰ったらニナ女史の雷が落ちるに違いない。

「園遊会って、どんな感じですの？」

「庭園でお茶や軽食を楽しみつつ社交をする場ですね。楽団の演奏や道化師や芸人達の演目なんかもあるそうですよ」

　迷宮都市セリビーラの太守夫人から聞いた話だと、派手な園遊会では舞台まで用意されて、有名な劇団が招かれて上演される事もあるそうだ。

「何か楽しそうですわね」

「ええ、とても」

　ちょっと拗すねた感じに言うカリナ嬢に微笑ほほえみ返す。

　今回のホストであるエマ・リットン伯爵夫人は、親友である太守夫人によると派手な事や面白い事が大好きな人物との事なので、ちょっと会うのを楽しみにしている。

　馬車は下級貴族の屋敷が犇ひしめく細い街路をゆっくりとした速度で走る。メインストリートに出てからは速度を上げ、程なくして上級貴族の屋敷がある区画へと入った。

「この辺りはお屋敷がどれも大きいですわ」

「上級貴族の中でも建国から続く名家のお屋敷ばかりですからね」

　どの屋敷も非常に広い。理由はよく知らないが、領主達の屋敷は同じ区画でも比較的お城から遠い位置にあるようだ。

　ムーノ男爵が引っ越し予定の元ムーノ侯爵邸も、この区画の中にある。




「お屋敷に到着したみたいですね」

　馬車が二台通れるようなリットン伯爵家の正門を潜くぐる。

　御者がオレの家名を告げると、招待状を見せる前に通行許可が出た。門番が名前順の招待客一覧のようなモノを持っていたから、それで確認したのだろう。

　馬車は正面玄関にある迎賓用のロータリーではなく、少し離れた場所にある車止めの方へと回された。たぶん、あちらは上級貴族用なのだろう。

　その証拠に、こちらの車止めに近い入り口付近には、オレと同じ名誉士爵や出入りの商人らしき人達の姿があった。

　招待状を持っているところを見ると、あの商人達も園遊会に招かれたらしい。

　ホストであるリットン伯爵や夫人への贈り物は、入り口で待機していた執事に預け、カリナ嬢をエスコートして園遊会の会場へと向かう。何度か緊張して足をもつれさせたカリナ嬢に足を蹴けられたが、腕に伝わる幸せな感触に免じて野暮な文句は言わなかった。

「おやおや、初めてお目に掛かりますね、お若い方」

　園遊会の会場に入ると、オレ達に気付いた商人が声を掛けてきた。

　なぜか、フードやベールで顔を隠している。

「ふん、新参の名誉士爵などにまで挨拶するとは、スァーベ商会は見境がないな」

「しぇしぇしぇ、王都一のゴォークツ商会と違いまして、卑しき亜人は人脈が命でございますから」

　憎まれ口を叩たたいた豪商は不快そうに鼻を鳴らして、取り巻き商人達と一緒に行ってしまった。

　他の商人達もこちらを値踏みするような視線を向けた後、すぐに興味をなくして園遊会の会場の方へと足を向ける。

「口さがない者ばかりでご不快でしたでしょう。私はスァーベ商会の会頭を務めております鼬イタチ人族スァーベ氏族のホミムードーリと申します」

　──鼬人族？

　ＡＲ表示される種族は確かに鼬人族だ。

　言葉遣いが普通だったから気がつかなかった。

　喉のどの構造が違う獣人も、訓練次第で明めい瞭りような発音ができるらしい。

「これはご丁寧に。私はムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します。こちらは主家のご令嬢、カリナ・ムーノ様です」

「ペンドラゴン？　もしかしてミスリルの探索者になられたペンドラゴン閣下でございますか？」

「閣下と呼ばれるような身分ではありませんが、確かにそのペンドラゴンです」

「いえいえ、魔導王国ララギの酒侯様ならば、十分に閣下と呼ばれる資格はございますとも」

　どうやら、この鼬人族の商人は情報収集が得意らしい。

「我がスァーベ商会は鼬帝国から珍しい品を輸入しておりますゆえ、ぜひとも一度足をお運びください。最近までは禁輸品だった事もあって、『魔操肢核マリオネツト・コア』は予約が埋まっていて販売できませんが、デジマ島にある夢幻迷宮で見つかった品々は色々と入荷しております」

　デジマ──長崎の出島を思わせる名前だ。

　鼬帝国に転生した日本人が命名したのだろうか？

「先日、セリビーラの探索者ギルドにお伝えした巻物以外にも、幾つか新しく巻物を入荷いたしましたので──」

　──思い出した。

　迷宮都市の探索者ギルド経由で、「桜吹雪チエリー・ブロツサム・シヤワー」や「草刈りモウイング」などの巻物を売ってくれた商人だ。

　確か、もう二本ほど売りたい巻物があるって、探索者ギルドに言付けしていた。

「それは楽しみですね。近いうちに、ぜひお伺いさせていただきます」

　オレはそう答えつつ、さっき気になった魔操肢核や夢幻迷宮について尋ねてみた。

「『魔操肢核』は夢幻迷宮で希に出る品で、魔法道具マジツク・アイテム系のゴーレムを作製するのに用いる物なのです」

　話を聞いた限りではエルフ達が作るゴーレムの中核部品と同じような品のようだ。

　夢幻迷宮は「生ける甲冑リビング・アーマー」やゴーレムなどのコンストラクト系の魔物がよく出る迷宮らしい。入るには入国審査や迷宮へ入る為ための許可証などが必要で、たいていは申請から二、三年は待たされるとの事だ。

　その話の途中で、鼬帝国が江戸幕府のように鎖国しており、唯一、デジマ島だけが外国に開かれた交易地と知った。シガ王国にいる鼬人族は、鎖国前に出国した人達の子孫か、デジマ島を拠点にする商人のいずれからしい。

「ご歓談中失礼いたします。ホミムードーリ殿、宜よろしければ私どもにも、そちらの貴公子を紹介していただけませんか？」

　大陸西方の商人がそう言ってやってきたのを切っ掛けに、東方小国群や中央小国群などの商人達と交流を持つことができた。ほとんどは人族の商人だったが、妖よう精せい族や獣人族、鱗うろこ族などの商人達も何人かいた。

　それぞれの国の名所や名産を色々と教えてもらえたので、観光で寄る時の参考にしたいと思う。





◆






「サトゥー」

　袖そでを引っ張られて、カリナ嬢の事を思い出した。

　視線を向けると、ちょっとむくれた顔のカリナ嬢と目が合う。

　幾ら興味深い話題だったとはいえ、エスコートしている相手を忘れるようでは紳士失格だ。

「すみません、カリナ様」

「──喉が渇きましたわ」

　ぷいっ、と可愛かわいく顔を背けるカリナ嬢を宥なだめてから、仲良くなった商人達に暇乞ごいをし、カリナ嬢を連れて飲み物や軽食が供されている場所へと足を向けた。

「美お味いしそうですね」

　先に来ていた下級貴族らしき人達に会釈しつつ、料理に手を伸ばす。

　食べている人に話しかけるのはマナー違反なので、もう少ししてから挨拶しよう。

「美味しいですわ。サトゥーも早く食べなさい」

　カリナ嬢に急せかされて、手に取った料理を口に運ぶ。

　カナッペやサンドイッチなどの軽食だが、見た目は異世界でもあまり変わらない。マヨネーズ系はないのが違いだけど、なかなか美う味まい。

　飽きないように色々なトッピングがなされた料理を楽しんでいると、周囲の客達が何か不安そうな顔付きに変わったのを視界に捉とらえた。

「野卑な田舎者は手て摑づかみか？」

　派手な格好をした顔面偏差値の高い青年貴族達や令嬢達が、オレやカリナ嬢に絡んできた。アリサがいたら「テンプレ、キター」と叫びそうなシチュエーションだ。

　一瞬だけ、ナイフとフォークで食べるべきだったのかと不安が過よぎったが、視界内にフィンガーボールがあるのに気付いて考えを改めた。だいたい、フォークやナイフで食べるのが標準なら、ずっとこちらを見守っていた給仕達がすぐに持ってきたはずだ。

　人見知りなカリナ嬢が、暴言貴族達に嘲あざ笑わらわれて小さく萎い縮しゆくするのが見えた。

　オレは立ち位置をずらして、彼らの視線からカリナ嬢を庇かばう。

「田舎にはナイフやフォークなんてないんだよ」

「やだぁ、本当？」

「幾ら田舎者でもそこまで酷ひどくないだろう」

「いやいや、分からないぞ」

　暴言貴族の取り巻きがくすくすと嘲ちよう笑しようする。その態度で分かった。

　こいつらは言いがかりを付けて、新参者をいびる卑ひ怯きよう者達だ。

　中学校の頃ころに同級生をイジメていたヤツらが、こんな空気を作っていたっけ。

「どうした？　本当の事を言われて怒ったのか？」

　いかにも自尊心が肥大していそうな暴言貴族が、こちらの激げき昂こうや萎縮を誘う感じに煽あおってくる。

　こんな場所で殴り合いの喧けん嘩かをする気はないが、こんな馬ば鹿かどものせいでカリナ嬢に変なトラウマや苦手意識が付いても困る。

　念の為、彼らのステータスをチェックして、オレの人脈で対処可能な相手かを確かめておく。

「いえ、全く」

　オレはにっこり笑顔でそう言いつつ、軽く威圧スキルを発動してみた。

　心臓麻ま痺ひを起こされても困るので、デミゴブリンが怯おびえて動けなくなる程度に抑えてある。

「お、おい……」

「まずいぞ」

　暴言貴族達が怯えた顔になる。効果は抜群のようだ。

「きょ、今日はこのくらいにしておいてやる」

　暴言貴族が虚勢を張りつつ後じさる。

　逃げるに任せてもいいんだけど、暴言貴族の目にこちらを逆恨みしていそうな厭いやな光があったので行動に出た。こういう輩やからはちゃんと釘くぎを刺しておかないと、社交界で悪意ある噂うわさを撒まいたり、粘着してきたりするのだ。

「せっかくご指摘くださった事ですし、どのあたりが野卑だったのかご教授願えますか？」
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　瞬動で彼らの前に出て尋ねる。

「ど、どけっ！」

　暴言貴族が手に持ったステッキでオレの側頭部に殴りかかってきた。

　──野蛮なヤツだ。

　避よけるのは簡単だけど、彼らが先に暴力を振るった事を周囲に喧けん伝でんする必要があるので、そのままステッキで打たれてやる。

　もちろん、痛い思いをするのが好きな性癖は持ち合わせていないので、打点に一瞬だけピンポイントに魔力鎧よろいを張って防ぐ。

　さらに「鉄皮」スキルを使いつつ、巌いわおのようにその場で踏ん張ってみる。





＞「不動身」スキルを得た。

＞「金剛身」スキルを得た。






　なんだかスキルが手に入ったようだ。

　この「金剛身」スキルは前に手に入れた「金剛殻」スキルとは別種のスキルらしい。

　それはさておき、オレの側頭部を殴った暴言貴族の手からステッキが飛んでいき、彼は腕を押さえて痛みを堪こらえていた。

　オレの身体からだが急に硬く重くなったせいで、彼の手に殴りかかった力が全すべて跳ね返ったのだろう。

　さしずめ、「クッションだと思って殴ったら、岩でした」という感じに違いない。

　信じられない、という視線を向ける暴言貴族だが、まだまだ彼の目には厭な光が残っている。

　こういうのは趣味じゃないが、もう少し心を折っておこう。

「どうかされたのですか？」

　オレがピンポイントで威圧を少し上げると、暴言貴族がストンッと腰を抜かした。

「さて、そろそろどこが野卑だったのか教えていただけませんか？」

　尋問スキルも発動してみよう。

「……ぃ」

「聞こえません。もう少し大きな声でお願いできますか？」

「あ、遊びだ！　王都に相応ふさわしくない田舎者にああ言えば、狼狽うろたえてぺこぺこと謝るのが面白くてやった」

　尋問スキルのお陰か、簡単に言いがかりだったと白状してしまった。

　こちらを遠巻きに見る貴族達の中に、同じ目に遭わされた者がいたらしく、殺意の篭こもった視線が彼らに集まる。

　変な因縁がついても面倒だし、そろそろ彼らにも花を持たせて手打ちにしたいところだ。

「そうでしたか、田舎者ゆえ、洗練された王都の皆様に失礼があったのかと心配してしまいました」

　オレは威圧を切って、そう笑顔で彼らに伝える。

　あとは仲良く握手をして別れようと思ったのだが──そうは問屋が卸してくれないらしい。

「つまり領主のご令嬢であるカリナ様に、なんの落ち度もないにも拘かかわらず、因縁を付けたあげく、嘲笑したという事ですわね」

　美少女が割り込んできた。

　特徴的なピンク色の髪を手で軽く払ってから、オレに茶目っ気たっぷりの視線を向ける。

「メ、メネア殿下！」

　暴言貴族が美少女の名を呼ぶ。

「お久しぶりね、サトゥー様」

「ご無ぶ沙さ汰たしております、メネア殿下」

「あら、私の事はメネアと呼んでくださいとお願いいたしましたのに」

「この田舎者どもとお知り合いなのですか？」

　驚く暴言貴族を完全にスルーして、「お久しぶりです、カリナお姉様」と言ってカリナ嬢と再会のハグをしていた。公都でも仲が良かったし、カリナ嬢も味方が増えてホッとした様子だ。

「で、殿下のお知り合いか？」

「あんな冴さえない田舎貴族が？」

　暴言貴族の取り巻きがざわつく。

　オレの悪口はどうでもいいのでスルーする。

「『ペンドラゴン』の活躍は王都にも届いておりますわ。『階層の主フロア・マスター』を討伐してミスリルの探索者になられたそうですわね」

　メネア王女が周りに聞こえるような声で言う。

「ミスリルの探索者？」

「ペ、ペンドラゴンってあの『傷知らず』か？」

「確か、迷賊王を倒したメイドがペンドラゴン卿きようの使用人だったはずだ」

「魔族と決闘したって聞いたぞ」

　取り巻きだけでなく、こちらを覗うかがっていた貴族達にもざわめきが広がった。

「もっとも──」

　メネア王女は周囲の反応を確かめた後、さらに言葉を続ける。

「勇者様と共にルモォーク王国を苦しめていた成竜を退け、『オーユゴック公爵領退竜勲章』を授与された士爵様には造作もない事かもしれませんわね」

　女優のように周りの視線を集めながら言う。

　メネア王女は意外に役者の素質がありそうだ。

「竜退者？」

「勇者様と知り合いなのか？」

「へー、サトゥーは勇者様と知り合いだったのね」

　──おや？

　振り返ると知り合いがいた。

「ヘ、ヘルミーナ様！」

「シガ八剣と知り合いなのか？」

「あ、あんなに親しげに！」

　シガ八剣の登場に、暴言貴族や取り巻きが驚きの声を上げた。

　いつもの聖騎士の鎧姿も似合っているが、白と水色を基調にした瀟しよう洒しやなドレス姿も、よく似合っている。綺き麗れいと格好いいが調和していて、彼女の魅力を十二分に発揮させていた。

　ＡＲ表示されるドレスの作成者名をメモしておく。

「サトゥーの功績なら、私と一緒に下級魔族や中級魔族と戦った話なんていいんじゃない？」

　そういえばヘルミーナ嬢はオレを「ペンドラゴン卿」と家名で呼んでいたのに、いつの間にか「サトゥー」呼びに変わっていた。たぶん、自分と親しいとアピールして、暴言貴族を牽けん制せいしてくれたのだろう。

「中級魔族？」

「レッセウ伯爵領の領都を滅ぼしたような魔族と？」

「よく生きていたな」

　話題の中心がヘルミーナ嬢に移った。

「凄すごかったわよ。鎧も着ずに、剣一本で中級魔族の前に堂々と挑みに行ったんだから」

　ヘルミーナ嬢が得意げに語る。

　なぜか、カリナ嬢とメネア王女が不機嫌そうだ。

「ヘルミーナ様、それは本当なのですか？」

　暴言貴族がヘルミーナ嬢に問いかける。

「えーっと誰だれだっけ？　本当よ。サトゥーと喧嘩するなら、最低でも軍隊くらい用意した方がいいわね」

「ぐ、軍隊?!」

　大げさなヘルミーナ嬢の言葉を聞いて、暴言貴族が青い顔で怯ひるんだ。

「そうよ。老婆心から忠告してあげるけど、少なくとも中級魔族相手に決闘できるくらいの武芸者に伝つ手てがないなら、サトゥーに敵意を持たれないようになさい」

　ヘルミーナ嬢が悪い笑顔をしながら、暴言貴族の顔に指を突きつける。

「サトゥーは地位や財産に執着がないから、敵だと認定されたら、保身なんて考えずに圧倒的な武力でぺちゃんこにされちゃうわね」

「お、大げさな……」

「大げさじゃないわ。ゴウエン殿と真剣を使った勝負をして、真っ向から引き分けたもの」

「シガ八剣のゴウエン殿と──」

　暴言貴族が泣きそうな顔でこちらを向く。

「す、すまない、ペンドゴラン卿」

　彼はオレの家名を覚え切れていないようだ。

「き、君に謝罪──」

「私への謝罪は不要です」

　暴言貴族が縋すがるような視線をオレに向ける。

　オレは背に庇かばっていたカリナ嬢を前に出して、「謝罪なら彼女に」と告げる。

「え、えーっと──君には不愉快な思いをさせてすまなかった。モーシル・ボナムの名において謝罪する」

　暴言貴族はカリナ嬢の名前も覚えていないのか「君」で押し通した。

　ボナムという家名はどこかで──そうだ、思い出した。迷宮都市で魔人薬を密造して失脚したソーケル太守代理の家名だ。彼がソーケルと疎遠である事を祈ろう。

「しゃ、謝罪を受け入れましゅ」

「そ、そうか、寛大な処遇を感謝する」

　暴言貴族達が絞り出すようにそう言って、この場から退散した。

　大勢の人達の視線に目をぐるぐるさせていたカリナ嬢が、セリフの最後を嚙かんだが、暴言貴族達はそれに気付いた様子もなかったし、周りの貴族達も好意的な視線だったので問題なさそうだ。

　ヘルミーナ嬢のさっきの言葉で、令嬢達がオレを見て少し怯えているが、その内、無害な事が分かってもらえるだろう。

「メネア殿下、あちらでサトゥーの公都でのお話を聞かせていただけます？」

「ええ、ヘルミーナ殿のお願いとあらばいくらでも。カリナお姉様も一緒に行きましょう。迷宮都市でのサトゥー様の事も聞かせてください」

　カリナ嬢はメネア王女やヘルミーナ嬢に連れられて、生け垣で囲われた東あずま屋やのような一角に行ってしまった。

　なんとなく市場に売られていく子牛のような目でオレを見ていたが、たまには同年代の女の子同士でガールズトークを楽しんでほしい。

　社交的なメネア王女なら、カリナ嬢を上う手まくサポートしてくれるだろう。




「ペンドラゴン卿、お初にお目に掛かります。私は──」

　下級貴族の青年が話しかけてきてくれたのを切っ掛けに、オレも交友関係を広げる事にした。

　幾人もの貴族達と名刺交換ならぬ名乗り合いをして、噂うわさ話ばなしを種に交流を深める。

「ペンドラゴン卿は先日の飛空艇騒動をご存じですか？」

「ええ、多少は──」

　一人の青年貴族が、飛空艇不時着事件の話題を出した。

「ビスタール公爵も、とんだ大失態だね。いかに権勢があろうと、二〇年ぶりに新造した王家の大型飛空艇を墜落させたんだからただじゃ済まないよ」

「あわや王都に墜落するところだったそうじゃないか」

「墜落じゃなくて、不時着だったそうですよ」

　オレはこっそりと訂正しておく。

「そうなのか？　でも、知り合いの話だと空力機関も推進器もほとんど全損に近い状態だったらしいぞ？」

　それは事実だが、空力機関の重要パーツであるフィンはほとんど再利用可能なので、致命的とは言いがたい。まあ、ここじゃ言えないけどさ。

「でも、飛空艇をダメにしたのは操縦士達だろう？　乗客のビスタール公爵が責を問われる事はないんじゃないか？」

「それが！」

　話題を出した青年貴族が、大きめの声で耳目を集めた後、声を潜めて続けた。

「噂じゃ、ビスタール公爵の嫡子が公爵暗殺の為ために、飛空艇を墜おとそうとしたそうなんだ」

「どうして、飛空艇ごと？」

「相手は大領主だぜ。普通の手段で殺せるわけがない」

「それもそうか……」

　都市核シテイ・コアの事は秘されているようだが、領主達が超常の力を使える事は周知の事実らしい。

「ヒュドラの毒やゴルゴンの呪じゆ毒どくなら殺せるだろうが、一度で殺さなければ反撃されてしまうさ。反逆者の烙らく印いんを押された上で一族郎党処刑か奴隷落ちだな」

　そこまで万能ではなかったと思う。

　たぶん、領主サイドが反逆や暗殺を予防する為に、わざと大げさな噂を流布しているんだろう。

「でも、なんでまた、親殺しなんて？　嫡子なら待ってれば領主の地位が転がり込んでくるのに」

「未確認情報だが、嫡男のトーリエル殿は廃嫡寸前だったらしい」

　それは事実だ。彼はなかなか情報通らしい。

「廃嫡？　珍しいな」

「そのトーリエル様が廃嫡された理由はご存じですか？」

　ちょっと興味があったので掘り下げてみた。

「なんだったかな？　太守に任じられていた都市で何かやらかしたからだっけ？」

「領境にある蛮族の村を御し損ねて、領内の村落に甚大な被害を出したからじゃなかったか？」

　さすがに、そこまでの内情は知らないようだ。

「蛮族って獣人の事だろ？　トーリエル殿は昔から亜人を毛嫌いしていたから、さもありなんって感じだな」

　──ん？　何か違和感がある。

　でも、今一つそれが何か、言葉にならない。

「でも、あの『双そう璧へき』のトーリエル殿が廃嫡ねぇ。王立学院時代に『天破の魔女』リーングランデ様と並び立つ天才って言われていたのに、もったいない事だ」

　ちょっと懐かしい名前が出た。

「本当か?!」

「リーングランデ様が『火か燕えん杖じよう』を作った頃ころまでの話だ。トーリエル殿が卒業した後に、リーングランデ様が失伝していた爆裂魔法と破壊魔法の二種類を復活させた辺りで過去の話になったさ」

「しかも、聖騎士団と一緒にセリビーラの迷宮で『階層の主』を倒してしまわれて、今では世界を救う勇者の従者様だ」

「在学中はトーリエル殿もリーングランデ殿と一緒にゴウエン殿から剣を学んでいたのに、トーリエル殿の方は武人としては芽が出なかった」

「ゴウエン様って、シガ八剣の？」

「当時はトーリエル殿の護衛騎士だったよ」

　トーリエル氏が卒業した後にスカウトされてシガ八剣になったらしい。

　オレの脳裏に、思い悩むゴウエン氏の横顔が過よぎる。

　──大丈夫かな？

　気のいい人だったし、ビスタール公爵への忠誠心と弟子のトーリエル氏への義理で板挟みになっていそうだ。

　近いうちに飲みに誘って愚痴の相手でもしよう。オレみたいな部外者相手なら気楽だろうしね。

「でも、最近の領主は受難続きだと思わないか？」

「中級魔族に領都を滅ぼされたレッセウ伯爵領か？」

「あそこは存亡の危機と言っていいな。二つある都市の片方が壊滅した上に、魔族が集めた魔物のせいで滅んだ村落も多い」

「衛兵をしている従い兄と弟こが、レッセウ領からの流民が多くて大変だと零こぼしていたよ」

　レッセウ伯爵領には一度訪れた事があるけど、なかなか大変そうだった。

　前領主がやらかした事とはいえ、ティファリーザやネルの一件があるから、あんまりレッセウ伯爵領に肩入れする気になれないんだよね。

　領民が大変そうだし、新領主の人となりによっては投資するのも吝やぶさかではない。

「そんな領地を押しつけられて、若い次期伯爵様も大変だ」

「王女殿下との婚約も白紙に戻されたそうだぞ」

「本当か？　──まあ、年とし増まを押しつけられずに済んで良かったんじゃないか？」

　ワイン片手に赤い顔をした中年貴族が不謹慎な発言をした。

「おい、不敬だぞ。『禁書庫の主あるじ』とはいえ、王祖様の系譜に連なる御お方かたにそのような言い方を！」

　注意の仕方が「王祖」基準なのが気になるが、本当にまずい発言だったらしく、「年増」と口走った貴族が赤ら顔を青く染め直して、「な、なにとぞ、先ほどの妄言は聞かなかった事に」と周囲に懇願していた。

「まったく……碧へき領りように流刑されたいのか君は」

　失言貴族は友人らしき人に「酔いを覚ましたまえ」と諭されて、どこかに連れて行かれた。

「碧領？」

「王都の南西にある流刑地ですよ」

　迷宮都市セリビーラから見て南南西にあるらしい。大砂漠からは南から南東との事だ。

　そういえば迷賊の処罰の件で話を聞いた時にも耳にしたっけ。

　確か、「魔物の領域」で奴隷損耗率が非常に高い場所って言っていたと思う。

「あー、ごほん。貧民街で住人を貪むさぼる魔物が夜な夜な出没するという噂をご存じかな？」

　一人の貴族がわざとらしい咳せき払ばらいをしてから、露骨に話題を変えた。

「強力な結界に守られた王都に、魔物ですか？」

「墓場や幽霊屋敷に出るアンデッドではなく？」

　──出るのかアンデッド。

「貴公ら、少し情報が遅いぞ」

「その通り。大通りの大事件を知らないのかい？」

　二人の貴族が、ゴウエン氏と一緒に退治した、魔王信奉集団が起こした魔族騒動の事を得意げに語った。

「そ、その事件なら知っている」

「そうとも、その件とは別だ」

　知ったかをしているだけの貴族はともかく、最初に話題を出した貴族は違うと主張した。

「だから、怪しげな魔王信奉者どもが、下町で悪巧みでもしておったのだろうよ」

「それはありそうですね」

　オレはそう相あい鎚づちを打ちつつ、念の為マップ検索してみる。

　調教師テイマーに従う従魔やゴーレムを除けば王都の地上に魔物はいない。

　王都地下の下水道に下級のアンデッドが散見されたが、これらは下水道に拠点を持つ死霊魔術士の手下らしい。

　ゲームや漫画なら序盤の敵になりそうな存在だが、死霊魔術士や配下のアンデッドには罪科が刻まれていないし、特に潰つぶしに行く必要はなさそうだ。

　一応、死霊魔術士はマーキングしておこう。

「まあ、魔物の姿を見た者で生き残った者はいないから、その可能性は高いが……」

「目撃者はいなかったのか」

「ああ、だが、事件自体はあったそうだ。衛兵をしている従兄弟によると、下町で魔物に喰くわれたような死し骸がいが幾度も発見されているらしい」

　ふむ、下水道のアンデッドはスケルトンばかりだし、死霊魔術士は無関係そうだ。

「魔王信奉者達が召喚した怪しげな魔物でなければ、野犬や大おお鼠ねずみの仕業だろう」

「そうだろうな。件くだんの魔王信奉者達は勇者様が一網打尽にしてくれたそうだし、よしんば本当に無関係な魔物が王都に潜伏するのだとしても、大おお晦みそ日かには『魔禍払いの儀式』がある。魔物なんて尻しつ尾ぽを丸めて逃げ出すさ」

　興味があったので「魔禍払いの儀式」というモノについて質問してみた。

　半年に一回、大聖杯や小聖杯を用いて行われる儀式魔法で、王都や王都周辺の魔物を追い払う効果があるらしい。

　今回は王家の大聖杯と公爵達の持つ小聖杯を集めて行う、六年に一度の大がかりな儀式との事だ。

　ビスタール公爵の末娘ソミエーナ嬢の件で話題に出た「小聖杯」は、この儀式の為にビスタール公爵領から運ばれたようだ。

「その儀式は見学できるのですか？」

「儀式を行う六神殿の巫み女こや高位神官達を除けば、王族と領主達、あとは上級貴族の当主か当主代理くらいだ」

　それは残念──いや、ムーノ男爵にお願いすれば随員名目で見学できるかもしれない。

　帰ったらお願いしてみよう。

「そんな事より！　年末と言えばオークションですよ！」

「今年は目玉商品が多いそうですね」

「ペンドラゴン卿きようやモサッド卿が『階層の主』を討伐されましたからな」

「噂では『魔操肢核』も出品されるそうですぞ」

　──ほほう？　それは興味がある。

　エルフ式のゴーレムとの違いも検証したいし、値段によっては落札したい。

　サトゥーで落札するのはまずそうだし、エチゴヤ商会の支配人に代理落札してもらおう。
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「皆様、あちらで演奏が始まっているようですよ」

　雑談に興じていると、下級貴族の一人がそう提案してきた。

　そう言われてみれば、いつの間にか会場には音楽が流れ、階級の高そうな貴族達の姿が増えていた。

　道化師や吟遊詩人も持ち前の芸を披露して、賓客達をもてなしている。会場の一角ではダーツや輪投げのような遊びやゲートボールとボウリングを組み合わせたようなスポーツに興じる人達もいる。

「ラクストン楽団の演奏のようですね」

「チケットを取るのに二ヶ月待ちが当たり前の人気楽団を招けるとは……」

「さすがはリットン伯爵家の園遊会ですなあ」

「皆様、今日は楽聖殿の独奏もあるそうですよ」

「それは楽しみですね」

　そんな事を話しながら会場に作られた舞台の方へと向かう。

　既に座席は埋まっていたので、一緒に来た貴族達と後ろで立ったまま演奏に耳を傾ける。

　リズム感には自信がないが、それでも分かるくらい彼らの演奏は見事だ。音楽堂と野外で音の深みに違いがあるが、公都で歌姫シリルトーア嬢の演奏を担当していた楽団と比べても遜そん色しよくない。

　やがて、ソロパートへと変わる。

　──上う手まい。

　さっきまで楽団に埋没していたとは思えないほどの腕前だ。

　たぶん、それまでは楽団としての調和を優先していたのだろう。

　豊かな表現力ゆえか、目を閉じて耳を澄ませると情景が思い浮かぶようだ。

　やがてソロパートが終わると名残惜しげに溜ため息いきが漏れ、演奏の終了と同時に万雷の拍手が響き渡る。

「良い演奏でしたね」

「ええ、心が洗われるようです」

　オレ達と同じような会話を、周辺の貴族達も交わしている。

　そんな風に、素晴らしい演奏の余韻に浸るオレ達の耳に、無粋な声が飛び込んできた。

「勝負だ！　ペンドラゴン卿！」

　取り巻きを連れた暴言貴族が、高そうな楽器を片手にやってくる。

　誰だれかからオレの正確な名前を教えてもらったようだ。

「勝負、ですか？」

「楽聖ケストラーに師事した私の腕前を見せつけてやろう」

　どうやら、彼は音楽の腕に自信があるようだ。

　きっと、武力や権力ではどうしようもないとヘルミーナ嬢に脅されたので、芸術方面でオレを凹へこませに来たらしい。

「はて？　私が教えた事がございましたかな？」

　人々の向こうから張りのある男性の声が聞こえてきた。

　人垣が割れ、一人の紳士がこちらにやってくる。

　さっきのソロパートを演奏していた人だ。

「ケストラー殿！　どうぞ、こちらに！」

　暴言貴族が紳士を招いて、こちらに勝ち誇ったような顔を見せる。

「おや？　君は先日の噴水にいた少年だね」

　なぜか、紳士がオレに話しかけてきた。

「楽聖ケストラーが話しかけたぞ」

「あの黒髪の少年は誰だ？」

　周りにいる貴族達がそんな風に噂うわさ話ばなししているのが聞こえてくる。

「先日のセッションは楽しかった。実に素晴らしい演奏だったよ」

　思い出した。

　彼は王都観光中に出会った合奏紳士だ。

「ありがとうございます──」

　ミーアに伝えておきますと言う前に、紳士が周囲を見回しながら尋ねてきた。

「今日はあの小さな淑女は来ていないのかな？」

「ええ、あの子はまだ小さいですから」

「そうか。一度、音楽堂に遊びに来たまえ」

　紳士は胸元のポケットから取り出したチケットに何やら裏書きしてオレに手渡してきた。

「あれはラクストン音楽堂のチケット！」

「しかも招待客用の特別席のチケットだぞ」

「上級貴族でも入手が難しいチケットを……」

　情報通の貴族達が羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向け、それを聞いた他ほかの貴族達がざわざわしている。

「これを見せれば楽屋に来られる」

「ありがとうございます。あの子を連れて遊びに行きます」

　オレがそう答えると紳士が満足そうに頷うなずく。

「ケストラー師匠！　師匠はペンドラゴンとどのようなご関係なのですか！」

　蚊か帳やの外だった暴言貴族が紳士に詰め寄る。

「君は確かボナム伯爵家の──若君」

　紳士は暴言貴族の名前が出てこなかったようだ。

「彼との関係？」

　紳士がちらりとオレを見る。

「街を散策中に偶然出会ってね。お陰で素晴らしい合奏ができた」

　うっとりと目を細める紳士の姿に、周囲の貴族達のざわめきが広がった。

「そ、そんな師匠が認めるほどの腕なんて……」

「失礼だが、若君。私の事を師匠と呼ぶのは止やめていただきたい。その呼称は弟子達にしか許しておりません」

「で、ですが我が家で演奏の指導を──」

「ボナム伯爵家に招待されたおりに、当主殿の願いで君の演奏に耳を傾け、一言二言感想を口にはいたしましたが、それはどのお屋敷でも行っている事です」

　藁わらにも縋すがるような暴言貴族の言葉を、紳士がバッサリと切り捨てる。

　柔和な感じの人だが、芸術方面には厳しいようだ。

「では、私は次の公演があるので、エマ様にご挨あい拶さつしてお暇いとまするよ」

　わなわなと震える暴言貴族を一いち瞥べつした後、紳士は朗らかな顔でオレに挨拶し、颯さつ爽そうとその場を去った。

　その姿を追っていた周囲の貴族の視線が、再びオレと暴言貴族の方に向く。

　このままオレも去りたいところだが、このまま放置したら、暴言貴族が明後日あさつての方に暴走しそうだ。

「楽器勝負との事でしたが──」

「いい気になるなよ、ペンドラゴン！」

　オレが声を掛けると、暴言貴族はぐぬぬと唸うなった後にそう捨て台詞ぜりふを残して逃げ出してしまった。

　楽器勝負で無様に負けて、彼の溜りゆう飲いんを下げてもらうつもりが、追い打ちになってしまったようだ。
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「ご歓談中失礼いたします」

　楽聖の件の誤解を解き、貴族達の間で流は行やっている事柄についての雑談に興じていると、品の良いメイドが話しかけてきた。

「ペンドラゴン士爵様ですね？　リットン伯爵夫人がお呼びです」

　オレは貴族達に暇乞ごいした後、呼びに来たメイドと一緒に、ホストであるエマ・リットン伯爵夫人の所へ向かう。

　広い庭園の中央あたりのテーブルセットに、豪ごう奢しやなドレスを身に纏まとった貴婦人達が集まっていた。ＡＲ表示によるとリットン伯爵夫人を含む上級貴族の貴婦人達らしい。

　テーブルの近くには来客から贈られた品々が山になっていた。オレが贈った品も未開封のまま積み上がっている。生もののお菓子もあるので、早めに食べてもらいたい。

「あなたが、レーテルのお気に入りね」

　リットン伯爵夫人は品のある色気を持つ美女で、アラフォーとは思えない若々しい美び貌ぼうをしている。

　リットン伯爵夫人が口にしたレーテルというのは迷宮都市の太守夫人の名前だ。

　太守夫人の話によると、リットン伯爵夫人は王都の社交界で絶大な影響力を持つそうなので、嫌われないように注意しよう。

　椅い子すに座ったままこちらを値踏みするようにオレを見ていたリットン伯爵夫人が、オレの方に白い手袋に包まれた片手を伸ばしてきた。

「ムーノ男爵家臣、サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵です。お見知りおきください」

　オレは自己紹介した後、貴婦人に対する古式ゆかしい礼儀作法通りに、彼女の差し出した手に触れるか触れないかくらいの軽いキスをする。

　今まで礼儀作法の授業以外でやった事がなかったが、とっさに思い出せて良かった。

「あらあら、探索者などと言うから、どんな無作法者かと思ったら、ちゃんとした礼儀作法も身に付けておいででしたのね」

　リットン伯爵夫人的に高評価だったらしく、彼女の値踏みするような目が和らいだ。

「迷宮都市ではボーマンがお世話になったそうね。私わたくしからもお礼を言うわ。王都で何か困ったことがあったら一度だけ助けてあげましょう」

「世話というほどの事ではないので恐縮ですが、そのお申し出はありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　さっきの暴言貴族や博物館の暴走貴族を見る限り、王都には自尊心が肥大した困った貴族が少なからずいるみたいだから、王都の社交界に影響力の大きい彼女に伝つ手てがあるのは心強い。

「ですが、ボーマン殿がリットン家に縁がある方とは存じませんでした」

「血は繫つながっていないわ。ボーマンは親友の息子なの。あの子が嘆く姿を見ずに済んだのだもの、これくらいお安い御用よ」

　リットン伯爵夫人はそう言った後、小声で「レーテルは派閥の関係で表立って手は貸せないはずだし」と呟つぶやいた。

　なるほど、そういう関係か。

　リットン伯爵夫人の親友である太守夫人に泣きつかなかった理由や、太守三男のゲリッツ君と親しげな関係だったのがなんとなく理解できた。

「ペンドラゴン卿、ちょっと宜よろしいかしら？」

　一人で納得していると、リットン伯爵夫人がオレの貴族服の袖そで──正確には袖に付けられたカフスを見たいというので、されるがまま腕を差し出す。

「エマの新しい燕つばめは黒髪ですの？」

　妙にねっとりとした視線の色気過多な美女が寄ってきた。

　リットン伯爵夫人の友人らしい。

「エチゴヤ商会のルーン光珠ですわね」

　ねっとり美女はオレのカフスを見てそう言った。

　リットン伯爵夫人は意味ありげに微笑ほほえんでから、「少し違うわ」と囁ささやき、言葉を続ける。

「光ひかり石いしに刻まれているのはルーン文字じゃなくて、ペンドラゴン卿きようの家紋だし、この外側も色ガラスじゃなくて、宝石を加工したモノね？」

「──まさか。伝説の宝石魔法使いジュエルの作品じゃあるまいし」

「でも、家紋を刻んだ光石を透明な宝石の奥に埋め込むには、土魔法を使うしかないわ。違う？」

　リットン伯爵夫人の問いに「正解です」と答える。

　ギロリとオレを見つめる、ねっとり美女の視線が粘度を増した。

「加工した方を教えていただけるかしら？」

　ここでアキンドーの名前を出すのは簡単だが、下手にアキンドーを調べられると色々と面倒なので、日本人らしい笑みで誤ご魔ま化かした。

「うふふ。ラユナ、あなたの色香が通じない相手もいるのね」

「違うわ、エマ。彼は私の魅力に参って喋しやべれないだけよ。でも、そうね──あなたにお願いすれば、叶かなうのかしら？」

「これを加工した宝石師の方は、少々遠い国にいらっしゃるのでお時間をいただくことになりますが、それで宜しければ取り次がせていただきます。とても気難しい方なので、あまり多くの依頼は……」

　頻繁にオーダーメイドの依頼を受けるのは面倒なので、そんな設定にして発注数を制限する事にした。

「ええ、分かっているわ。ねぇ、エマ」

「そうね。私達だけの秘密にいたしましょう」

「それで、いかほどなのかしら？」

　オレは自分のカフスの価値を相場スキルで確認する。

　今朝は金貨五枚程度だったのに、ここで上級貴族の皆さんに目撃されたせいか、価格が跳ね上がって、同サイズの「天てん涙るいの雫しずく」の三倍近い額になっていた。貴族女性はこういったキラキラしたモノが大好きらしい。

「宝石の大きさによって変わるようです。家紋以外の意匠も可能との事ですが、発注時に意匠を彫った見本を渡す必要があるとの事でした」

　オレはカフスと同じサイズなら相場と同額、彼女達が身に着けるようなブローチやペンダントに使われる宝石なら、体積分を乗じた後、二割ほど上乗せした額を伝えた。

「あら、思ったよりはお安いのね」

「それだとペンドラゴン卿の仲介料が入っていないのではなくて？　取り次いだ商人からの謝礼金以外にも上乗せしないとダメよ」

　ねっとり美女が目を丸くし、リットン伯爵夫人には窘たしなめられた。

　仲介料は五パーセントから三〇パーセントほどが一般的との事だ。

　オレはリットン伯爵夫人の親切に礼を言い、忠告通り五パーセントほどを上乗せした額で、リットン伯爵夫人達の注文を受けた。

　そうだ──。

「注文を受けた直後で言い出しにくいのですが」と前置きして、オレが贈った品を開けてみてほしいとお願いした。

「まあ、何かしら？」

　リットン伯爵夫人は傍らで待機していた侍女に命じて、オレの贈り物を持ってくると自ら開封して中を確かめた。

「まあ！　なんて事かしら！」

　リットン伯爵夫人が大粒の「天涙の雫」が付いたペンダントを取り上げて感嘆の声を上げた。

「レイリー殿から、リットン伯爵夫人に贈るなら『天涙の雫』が良いと伺ったので、知り合いの商人に最高の品を取り寄せさせました」

　太守次男であるレイリー氏が前にそんな事を言っていたので、この間ボルエナンの森に寄った時に、アルア職人のエルフに作ってもらった品だ。

　この「天涙の雫」は涙滴型なのにブリリアントカットされたダイヤモンドのようにキラキラとした光を反射する不思議な宝石だ。宝石と言いつつ、鉱山から発掘されるのではなく、精霊の多い場所にしか育たない木の樹液から作られ、その製法は一般には知られていない。

　ボルエナンの森ではありふれた樹木なので、頑丈な食器や装飾品の材料として利用されている。

「素晴らしいわ！　レイリー殿が持ってきた、一級品のイシュラリエ王国産の『天涙の雫』よりも透明度が高いわ！」

「まるでおとぎ話にある、『妖よう精せいの雫』みたいですわね」

　ねっとり美女がこちらを見るが、「これは偶然手に入った品でして、再入手の見込みはありません」と釘くぎを刺しておく。

「こんなに素敵な品を独占して、レーテルに恨まれないかしら？」

「太守夫人はそんな事で恨んだりするような方ではありませんよ」

　アルア職人に作ってもらった「天涙の雫」は三粒あるので、残り二粒のうち片方を太守夫人に贈る予定だ。

　最後の一粒はカリナ嬢の社交界デビューに使ってもらおうと思っていたのだが、リットン伯爵夫人達の反応を見る限りだと、それは止めておいた方が良さそうだ。

　嫉しつ妬との炎でカリナ嬢が焼かれては、本末転倒だからね。

「うふふ、本当に素敵。ペンドラゴン卿、あなたの事はこれからサトゥーと呼ぶわ。いいかしら？」

「光栄です、リットン伯爵夫人」

「私の事もエマと呼ぶ事を許すわ」

「ありがとうございます、エマ様」

　彼女が名前呼びを許すことは珍しいようで、まわりの貴婦人達が「まあ」と口を丸くして驚いていた。太守夫人からリットン伯爵夫人はイタズラ好きと聞いていたので心の中で身構えていたが、それは杞き憂ゆうだったらしい。

　ある程度仲良くなれたついでに、宝石と一緒に持ち込んだ生菓子の方もご賞味いただいた。

「レーテルが手紙で自慢していたカステイラとは少し違うのかしら？」

「はい、こちらはロールケーキと申します」

「とっても美お味いしいわ」

「エマ！　こちらのロールケーキには苺いちごが入っていますわよ」

　ねっとり美女が少女のように弾んだ声で喜んでくれる。

　美味しいモノは人を童心に返してしまうようだ。

　お茶とお菓子を楽しみながら、彼女達から王都で有名な化粧品工房や裁縫工房、他ほかにも貴婦人達のお勧め装飾品店や有名なデザイナーの名前などを教えてもらえた。

　紹介状も貰もらえたので、仲間達やカリナ嬢を連れていこうと思う。





◆






「ここにいたか田舎貴族！　決闘だ！」

　リットン伯爵夫人達の席を離れ、貴族達が遊んでいる場所へ足を向けると、またもや暴言貴族に絡まれた。

　取り巻きを連れた暴言貴族が勝ち誇った顔で、オレの前に立たち塞ふさがったのだ。

　全員が腰にミスリルの細剣や煌きらびやかに装飾された魔剣を下げている。

　その真ん中には黄色い槍やりを持つ聖騎士──この前、聖騎士団の駐屯地でオレやリザに負けたジャゴウがいる。

「ペ、ペンドラゴン？」

「おや、奇遇ですね」

　暴言貴族の助っ人に呼ばれたが、揉もめた相手がオレだとは知らなかったようだ。

「さあ、ジャゴウ殿！　この力自慢だけが取り柄の田舎者に、王都が誇る聖騎士の力を見せつけてやってください！」

「あ、ああ……」

　勝ち誇る暴言貴族とは裏腹に、黄槍騎士ジャゴウの表情は優れない。

「こちらのジャゴウ殿はシガ八剣の最有力候補なのだぞ！　中級魔族さえ倒しうるシガ八剣に比肩する方なのだ！」

　きっと、ヘルミーナ嬢が言っていた「中級魔族相手に決闘できるくらいの武芸者に伝手」という条件を満たせる相手を見つけて、喜び勇んで来てしまったのだろう。

　オレの呼び名が「田舎貴族」に戻ったのも、その辺りが理由に違いない。

　一方で、黄槍騎士は自分を持ち上げる暴言貴族を、迷惑そうな顔で見ている。

　シガ八剣を目指す彼としては、有力貴族が多い園遊会で、敗北する可能性のある決闘をしたくないに違いない。

「さあ、決闘だ！　私の代理人はジャゴウ殿！　園遊会ゆえ、勝敗は一撃を入れた方の勝ちとする方式でいく！」

　暴言貴族が勝手に話を進めていく。

　ジャゴウに勝つのは簡単だが、勝負に勝っても得るものはなく、ジャゴウに恨まれるだけの結果になりそうな気がする。

　オレが困っていると、救いの手がやってきてくれた。

「私達のサトゥー君をいじめるのは許さないわよ」

「誰だれの許可を得て決闘なんて無粋なマネをしているのかしら？　私の園遊会で、勝手は許しません」

　侍女に先導されたねっとり美女とリットン伯爵夫人が現れて、オレを庇かばってくれた。

　どうやら、オレが絡まれている事に気付いた使用人が、リットン伯爵夫人達に報しらせてくれたようだ。

「リ、リットン伯爵夫人、ラッホル子爵夫人──わ、私達は貴族の名誉を守る為ためにですね──」

　暴言貴族がしどろもどろに言い訳する。

　なんだか既視感のある流れだ。

　さっきはメネア王女やヘルミーナ嬢、その次は楽聖で、今回はリットン伯爵夫人達……。漫才の天てん丼どんネタにしても、もう少し控えめじゃないかと思う。

「まだかい、ドトームル卿。今日は友人に会いに来たんだから手早く頼むよ」

「そう言わず、頼むよ。決闘の立ち会いだけど、ジャゴウ殿が代理人に立つから、すぐに終わるはずさ」

　聞き覚えのある声が人ひと混ごみの向こうから聞こえてきた。

「こ、こっちだ！」

「そこかモーシル！　最高の立会人を連れてきたぞ」

　暴言貴族の仲間が、美青年を連れてきた。

　その青年の後ろからは、秋波を飛ばす令嬢達や夫人達がぞろぞろとついてきている。

「レイリー、あなたまでこんな茶番に参加しているの？」

「これはエマ様にラユナ様。相変わらずお美しいですね。私としては友人に会いに来ただけなので、茶番はさっさと終わらせ──ペンドラゴン卿！　こんな場所にいたのか！」

　リットン伯爵夫人と親しげに挨あい拶さつしていたアシネン侯爵次男のレイリー氏がオレを見つけて笑顔を向けた。

「レ、レイリー殿は彼をご存じで？」

「ああ、私の命の恩人にして、私が会頭を務める筆ふで槍やり竜りゆう商会のオーナー、そして私の一番の親友だよ」

　レイリー氏の言葉を聞いて、暴言貴族が膝ひざを落とした。

　王都の貴婦人達に大人気のレイリー氏を味方に付けていれば、リットン伯爵夫人相手に睨にらまれる事になっても、取りなしてもらえると思っていたのだろう。

　彼の取り巻き貴族や黄槍騎士ジャゴウはこっそりと彼の傍そばから離れて逃げてしまっている。

「君が王都に来ていると聞いて、さっそく会いに来たんだよ」

「それは光栄です。今回の航海は早かったんですね」

　オレはレイリー氏と話しながら、助けに来てくれたリットン伯爵夫人達と一緒に元の席へと戻る。

　去り際にリットン伯爵夫人が暴言貴族に「サトゥーに手を出すなら、リットン伯爵家を敵に回す事と同義だと心得なさい」と釘を刺してくれた。ヘルミーナ嬢が刺した「武」の釘に続いて、「社交」の釘まで刺されて、暴言貴族の心はズタボロのようだ。

　平和な王都観光の為にも、暴言貴族にはそのままフェードアウトしてほしいね。




　暴言貴族が退場してくれたお陰で、その後の園遊会は大したハプニングもなく無事に終わった。

　コミュ力の低いカリナ嬢も、社交的なメネア王女やファンの多いヘルミーナ嬢によるサポートのお陰で、それなりの数の令嬢達と交流を持てたようだ。

　その日の夜はレイリー氏に誘われて、若手貴族達と一緒に王都の夜遊びに来た。

「ペンドラゴン卿きよう！　次はとっておきの店だ！」

「レイリー殿のとっておきですか。それは楽しみですね」

　ここまでに寄ったお店──露出度の高い女性ダンサーのショーを売りにしたパブや世界各国の美女や美少女達が接待してくれる高級酒場、上半身裸の女性が給仕してくれる音楽酒場の後なので、弥いやが上うえにも期待が高まる。

　レイリー氏に案内されたのは、少し裏通りにある隠れ家のようなお店だった。

　外は地味だったが、扉の内側はなかなか高級な作りだ。店は半地下になっているようで、階段を下っていく。突き当たりの扉の向こうから趣味の良い音楽が漏れ聞こえてきた。

「あらあん、レイリー様ぁ。ずいぶんお見限りだったじゃなぁいぃ？」

　レイリー氏が扉を開けて中に入ると、筋肉とすね毛に覆われたおね兄さんがオレ達を出迎えてくれた。

　──なぜだ。

　公都のトルマといい、どうして夜遊びの締めにゲイバーを選ぶ。

　オレは蒼そう白はくな顔をする青年貴族達と一緒に、ちょっと濃い夜を過ごした。

　もちろん、アリサが喜ぶような種類のいかがわしい行為とは無縁だったと断言しておこう。








ビスタール公爵邸







〝サトゥーです。無茶な仕事をふってくる時に、鼻先のニンジンをぶら下げられる事がありますが、自分が全く欲しくないモノをエサにされると、上司とのコミュニケーション不足を実感してしまいます。〟






「どうしたの？　珍しく冴さえない顔しちゃって──手紙？」

「ああ、ビスタール公爵からだ」

　王都に到着してから七日目の朝、ビスタール公爵から手紙が届いた。

　内容を要約すると「飛空艇不時着事件の礼がしたいから屋敷に来い」という内容だ。

「今さら？」

「事後処理が長引いていたんじゃないか？」

「ふーん。それで、いつ来いって？」

「今日の昼過ぎだ。悪いけど、予定していた観劇はオレ以外で行ってきてくれ」

「楽しみにしてたんでしょ？　今日は皆みんな好きな事をしているから、観劇は日を改めて行きましょうよ。皆もいいわよね？」

　アリサが確認すると、仲間達から肯定の返事があった。

　午前中は仲間達と過ごし、昼からは貸し切り馬車でビスタール公爵邸へと向かう。

　王城から少し離れた場所にあるビスタール公爵邸は、塀や正門からして豪華絢けん爛らんだ。

　この間、当主が暗殺されかけたばかりとあって、塀の内外に武装した兵士が一定距離ごとに立番をしており、広大な庭には犬を連れた兵士達が何十組も巡回している。

「失礼ですが、貴族証を拝見いたします」

　御者がオレの名前と用向きを告げたにも拘かかわらず、髭ひげが立派な門番が直接オレを確認しに来た。

　オレは貴族証と一緒に、ビスタール公爵からの手紙を見せる。

　門番はそれらを確認した後、手元の書類とオレの顔を何度か往復させてから、ようやく通行を許可した。

「──なかなか厳重だ」

　リットン伯爵夫人の園遊会と同様に、直接降車できる正門ではなく、車止めから歩いて通用門に向かう。

「剣や短剣はこちらでお預かりいたします」

「ご覧の通り、武装はしていません」

　通用門前に立つ兵士が武装解除を命じてきたので正直に答えたのだが、今一つ信じてもらえなかったようで、身体検査や手荷物の確認をされた。

　まあ、基本的にストレージ内に保管しているので、今日は手荷物もないんだけどさ。

　検査が終わると通用門を通され、その先にある小ホールで迎えが来るのを待つように命じられた。

　小一時間ほど待たされた後、スレンダーでキツそうな容よう貌ぼうのメイドが迎えに来た。

「ペンドラゴン士爵様ですね？　ご案内いたします」

　メイドが慇いん懃ぎんな口調で確認し、オレが首肯するのも確認せずに踵きびすを返して、足早にスタスタと歩きだした。

　いやはや、なかなか歓迎されているね。

「今日は夜会でも開かれるのですか？」

　移動中に見えたエントランスホールに、着飾った紳士や貴婦人達がたくさんいたので尋ねてみた。

　さっきの小ホールはそれほどでもなかったが、このエントランスホールは王城と比べても豪華絢爛だ。ビスタール公爵の権勢を見せつける為か、実に装飾過多で派手だ。これを維持する使用人達の苦労が偲しのばれる。

「はい」

　答えは返ってきたものの、詳細は一切ない。

　近道なのか、中庭をショートカットして進む。

　──ん？

　笛の音が聞こえる。

　音のする方を見上げると、中庭の向こうに見える尖せん塔とうの窓に、見覚えのある女性の姿があった。

　ビスタール公爵の夫人の一人だ。飛空艇を襲ったテロリストの中にいた、鳩はとを召喚していた自爆テロ高官と不倫していた人で、不時着後に一人だけ隔離されていたのを覚えている。

　尖塔に幽閉されているみたいだし、例のテロの片棒を担いでいた一人だったのだろう。

「ペンドラゴン卿、こちらです」

　足を止めたオレに、少し苛いら立だちの混ざったメイドの声が投げかけられた。

　オレは軽く詫わびてから、彼女の後を追う。

「こちらの部屋でお待ちください。順番が来たら係の者が呼びに参ります」

　お茶の一つも出されることなく三時間ほど待たされ、そろそろ帰っていいかなと思い始めたところでようやく「係の者」がやってきた。

　まあ、待ち時間の間に、対人拘束用の新魔法を色々と考察していたんだけどさ。




「ペンドラゴン士爵。不ふ埒らち者どもから国の重鎮たるビスタール公爵閣下をお守りする一助を担ったことを賞賛し、以下の品を下賜する」

　王都屋敷の家令が口にする上から目線なお礼の言葉を聞きつつ、謁見の間のような豪華なホールを視線だけで見回す。

　夜会などにも使われる場所なのか、体育館を四つくらいくっつけたように広く、三階分くらいを吹き抜けにしたアーチ状の天井にはふんだんにガラスが使われており、梁はりや壁には精せい緻ちな彫刻が施されている。

　家令の後ろには豪ごう奢しやな椅い子すに座るビスタール公爵がいるが、彼は不機嫌そうな顔でこちらを睥へい睨げいするだけで、ここまで一言も喋しやべっていない。

　彼の横に飾られた荘厳な銀色の杯が小聖杯だと、ＡＲ表示が教えてくれた。

「下賜品を士爵に──」

　家令に命じられた小姓が、一振りの剣と貨幣が入っていそうな繻しゆ子すの巾きん着ちやくを、オレの前に運んでくる。

「名誉士爵風情に陛下から下賜された魔剣を与えるなど……」

　公爵の家来の一人が小声で愚痴を言うのを、聞き耳スキルが拾ってきた。

　その言葉で気がついたが、この剣はオレがエチゴヤ経由で国王に大量納品した鋳造魔剣の内の一本だ。

　オレが受け取ると、ようやくビスタール公爵が口を開いた。

「それは王都の騎士達が喉のどから手が出るほど欲しがっている『英傑の剣』だ」

　そんな名称は初めて聞きました。

「陛下から下賜された品ゆえ、軽々に与えるわけにはいかん。ワシに反旗を翻した賊軍の鎮圧で活躍すれば、それを貴様に下賜する事を陛下に奏上してやろう」

　どうやら、褒美は小袋の中身──貨幣ではなく宝石だった──だけで、こっちの鋳造魔剣は反乱鎮圧軍に従軍させる為ためのエサのようだ。

「これがかの有名な『英傑の剣』でございますか──」

　ビスタール公爵がオレの答えを待っているみたいなので、周囲を観察しつつ口を開いた。

「そうだ。金を幾ら積もうと買えぬ、天下の名剣だ」

　そんなに褒められると照れるね。一本数分で作れるとは間違っても口にできない。

「ええ、抜く前から分かります。私のような一介の探索者には過ぎた武器のようです」

　オレの答えにビスタール公爵の眉み間けんの皺しわが深くなり、白い顔に不機嫌そうな赤みが増していく。

「シガ王国の治世に仇あだなす賊軍討伐に参陣する気はないと？」

「私はムーノ男爵の家臣です。その私が男爵様の許可もいただかずに、ビスタール公爵閣下の領土問題に首を突っ込むわけには参りません」

　自分の領土の問題なのに、シガ王国全体の話のように主語を広げたビスタール公爵を牽けん制せいしつつ話を続ける。

「それに従軍経験のない私では、精鋭たるビスタール公爵領軍の足を引っ張るだけでしょう」

　何より、人間相手の戦争なんて御免被る。

　徴兵された民兵と殺し合いなんてさせられたら、ＰＴＳＤを発症しかねない。

「この『英傑の剣』はそれに相応ふさわしい領軍の騎士の手にあるのが宜よろしいかと愚考いたします」

　オレが未練なくエサの鋳造魔剣を返却すると、ビスタール公爵は唇を曲げて「この臆おく病びよう者め。ワシの前から立ち去れ」と快く退出を許可してくれたので、嬉き々きとした様子が出ないように注意しつつホールを出る。




「思ったより時間が掛かったな……」

　オレはメニュー内にＡＲ表示される現在時刻を確認し、今日の夕飯に心を向ける。

「──きゃ」

　小さな悲鳴に視線を向けると、小さな淑女が植え込みに身体からだを半分ほど埋うずめて藻も搔がいている姿があった。恐らく、植え込みの上にある窓から抜け出そうとして失敗したのだろう。

「大丈夫ですか？」

　一人では抜けられそうにないので、近寄って助け出す。

　顔を見て気がついた。この幼女はビスタール公爵の末娘、ソミエーナ嬢だ。

「ありがとう──あなた！　飛空艇に乗ってた人！」

「サトゥー・ペンドラゴン名誉士爵と申します」

　同時に彼女もオレの事に気がついたようなので、名乗り直しておいた。

「ソミエーナ様はこれからどこかへ冒険ですか？」

「えっと……」

　オレの質問にソミエーナ嬢が口くち篭ごもる。

「……そうだわ！　あなた、私の家来にしてあげる！」

　ソミエーナ嬢が「良い事を考えついた」と言いたげな顔で目を輝かせた。

　こちらの都合を考えない上から目線なところは、父親のビスタール公爵とそっくりだ。

　真ま面じ目めに断るのもかわいそうなので、「それは光栄ですね」と社交辞令でお茶を濁しておく。

　だが、子供に社交辞令が伝わるはずもなく──。

「それじゃ、一緒に行くわよ！」
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　ソミエーナ嬢が宣言する。

「これからお兄様にお手紙を届けに行くの！」

「手紙ですか？」

「そうよ！　お父様と喧けん嘩かなんて止やめて仲良くしてくれなきゃ、エーナはお兄様が嫌いになっちゃうって書いてあるの！」

　九歳──小学校三年生くらいの幼女らしい、無邪気な発言に思わず笑みが溢こぼれる。

　もっとも、本当に彼女をトーリエル氏のいる公爵領へ連れていったりしたら、大変な騒ぎになりそうだ。

「ペンドラゴン卿きよう」

　さっきオレが歩いていた通路から誰だれかがオレを呼ぶ。

「こんにちは、ヘルミーナ様」

　オレに声を掛けた貴婦人は、シガ八剣の銃使いのヘルミーナ嬢だった。

　今日は非武装で、園遊会の時とは違う種類の豪奢なドレス姿だ。

　そんな彼女の華やかさに隠れていたが、同行しているシガ八剣筆頭のゼフ・ジュレバーグ氏も礼服に身を包んでいた。

「先日はお世話になりました、ジュレバーグ様」

「良い戦いだった。いつでも戦い──訓練に来たまえ、歓迎するぞ」

　ジュレバーグ氏に軽く挨あい拶さつしたら、そんな答えが返ってきた。

「そういえばゴウエンに取られて、貴公とはまだ戦っていなかったな」

　ジュレバーグ氏は今からでも一戦やろうとでも言いたげな顔だ。

「ところで、ペンドラゴン卿も夜会？　エスコートしている淑女はずいぶん若いみたいだけど」

　ヘルミーナ嬢がオレの傍らにいるソミエーナ嬢を覗のぞき込んで尋ねてきた。

「いえ、実は──」

「知らない人に言っちゃ、ダメ！」

　当たり障りのない話で誤ご魔ま化かそうと口を開いたら、ソミエーナ嬢が身体ごとオレの腕にぶら下がって阻止してきた。

　それを見たヘルミーナ嬢が楽しげに目を細めた。




「第一小隊！　霊れい廟びようへ走れ！　予備の第五小隊は第一小隊の抜けた穴を塞ふさげ！」

　ほのぼのした雰囲気を、殺伐とした声と武装した兵士達の鎧よろいが出すガチャガチャという金属音が台無しにした。

「何かあったみたいですね」

「そのようだ」

　ヘルミーナ嬢とジュレバーグ氏の会話に耳を傾けつつ、オレはマップを開く。

　兵士が言っていた霊廟から、武装したスケルトンやゾンビなどの下級アンデッドがゾロゾロと現れている。

　アンデッド達はレベルが低いので、戦力的には現場に向かった兵士達で十分に排除可能だ。

　一応確認したが、前に発見した死霊魔術士とは別口らしい。

「見に行ってきましょうか？」

「不要だ。恐らく陽動だろう」

　ジュレバーグ氏の読み通り、裏門から内通者に先導されて手て練だれの暗殺者達が侵入してきている。

　どうやら、今回もまたビスタール公爵のお家騒動に巻き込まれてしまったようだ。








公爵邸襲撃







〝サトゥーです。ゲームならともかく、現実の世界で人間同士の殺し合いをしたいと思った事はありません。その気持ちは異世界に来て身に余る力を得た今でも同じです。〟






「賊の狙ねらいは公爵だな」

　ジュレバーグ氏は上着を脱ぎつつ、ヘルミーナ嬢の方に目め配くばせする。

「ジュレバーグ様」

「うむ」

　ヘルミーナ嬢がアイテムボックスを開き、中から取り出した槍やりをジュレバーグ氏に差し出し、反対側の手で彼の上着を受け取ってアイテムボックスに収納する。

　なんだが熟年夫婦のような阿あ吽うんの呼吸だ。

「我らは公爵のもとに向かう。ペンドラゴン卿、君はその小さな淑女を部屋まで送ってやれ」

「承知いたしました」

　オレは公爵末娘のソミエーナ嬢の小さな肩をポンと叩たたいて承諾する。

　シガ八剣の二人が行くのなら、公爵を傷つけられる者なんてまずいないだろう。

「わ、私もお父様の所に行きます！」

「ダメよ、危険だわ。何より、あなたが来たらお父上の護衛をあなたに割かなくてはいけなくなるの」

　白い長銃を肩に担いだヘルミーナ嬢が幼女を諭す。

　──む。

　耳障りな音が遠くから聞こえてきた。

「王都防空隊の警笛か？」

「はい、外壁塔の見張りが鳴らす警鐘も聞こえます」

　ジュレバーグ氏とヘルミーナ嬢が耳を澄ます。

　オレはマップを開こうとして、レーダーの圏内にもの凄すごい速さで赤い光点が侵入してきたのに気付いた。同時に危機感知スキルが反応する。

　見上げた視線の先に、大おお樽だるサイズの岩を抱えた魔物が急降下してくるのが映った。

「伏せて！」

　オレは幼女を身体の陰に庇かばいつつ、ヘルミーナ嬢達に警告する。

　カナブンに似た甲虫系の魔物が、抱えていた岩を放すのが見えた。

　慣性からして、岩が命中するのは公爵がいる本館ホールだ。

　このままだと公爵はともかく、近くにいるメイド達や来客達まで怪け我がをしてしまう。

　オレは掌てのひらに出した青銅釘くぎに魔力を流し、魔刃の槍を作り出す。

「《穿うがて》　──水すい蝶ちよう銃!!」

　オレが槍を投げようとする寸前に、ヘルミーナ嬢が肩に持っていた長銃を構えて引き金を引いていた。なかなか素早い。

　だが、岩を砕く事はできても、大質量の慣性までは消しきれない。

　誰にも見られないうちに、不要になった魔刃の槍を消し、次の行動に移る。

　オレは常時発動している魔力的なサイコキネシスである「理力の手マジツク・ハンド」を伸ばして、大きな塊を中心に摑つかんで慣性を殺す。

　──ダメだ。

　砕かれた破片が多すぎて、全部を受け止めきれない。

　最初の小破片が本館の壁に命中して土煙と瓦が礫れきに変える。

　二つ目の小破片が命中し、噴き出した土煙が大きな塊を隠した瞬間に、それをストレージへと収納して被害を防ぐ。

　他ほかの破片も同様の手段で収納していくが、全すべての被害を防ぐ事はできなかった。

　幸い、マップ情報を見る限りでは、さっきの岩爆撃で死亡した人間はいない。

　土煙が晴れる前に、本館の手前に大小の岩塊を転がしておく。

「行くぞ、ヘルミーナ」

「はい、ジュレバーグ様！」

　公爵邸のあちこちから悲鳴や怒声が上がる中、二人のシガ八剣が駆け出す。

「ジュレバーグ様、こちらから行った方が早いです！」

「案内しろ！」

　二人は正規の回廊からではなく、スケルトンが現れた霊廟の近くを通る近道を使うようだ。




「──いたぞ！　公女だ！」

　シガ八剣の二人と入れ替わりに、布で顔を隠した黒ずくめが、土煙の向こうから現れた。

　さっき裏門から内通者に引き入れられた暗殺者達だ。数は三名、いずれもレベル二〇台後半の手練れらしい。

「きゃああああああああ！」

　運悪く通りかかったメイドが、不審な黒ずくめ達を見つけて悲鳴を上げた。

「目撃者は全て殺せ！」

　メイドに向かって暗殺者の一人がナイフを投げる。

　──させないよ。

　オレは指先に出した小石を投げてナイフを弾はじいた。

「馬ば鹿かな！」

「相手は手練れだ。魔人薬を使え！」

　男達が止める間もなく水薬を飲み干し、赤黒いオーラを纏まとう。

　セリビーラの迷宮で迷賊達も使っていたが、魔人薬を服用した連中はやたらタフになるので、手加減が難しい。

「ふひぇひぇひぇ、最高だぜ」

「ああ、俺達は無敵だ」

「油断するな！　黒こく殺さつ陣じんで封殺する」

「「「応！」」」

　暗殺者達が何か連携技のようなモノを仕掛けようとしてきたが、付き合ってやる義理はない。

　オレは素早く飛び込み、掌打で防御障壁を打ち貫ぬき、そのまま鳩みぞ尾おちを強打して一人目を倒す。他の暗殺者達も、顎あごを蹴けり砕いて意識を刈り取った。

「わ、我ら黒殺党をこうも容易たやすく──」

　最初に打ち倒したリーダー格はまだ意識を保っていたが、追撃を加えて黙らせる。

　意識が戻ったらワイヤーくらい引きちぎりそうなので、術理魔法の「魔力強奪マナドレイン」を使って魔力を奪ってから、魔封蔦つたという魔力系スキル持ち用の拘束用アイテムで縛り上げておく。

「さてと──」

　マップを開いて状況を確認する。

　光点の動きから、公爵邸内の兵士達や使用人達が右往左往しているのが見て取れた。先ほどの衝撃的な岩爆撃によって、混乱に拍車がかかったようだ。

「ソミエーナ様、行きましょう」

　彼女を公爵の所に連れて行こうと思う。

　さっきの暗殺者の発言からして、既に小聖杯を持っていない彼女もターゲットのようだし、公爵の傍そばには彼や小聖杯を守る為ための騎士達がたくさんいる。

　そろそろジュレバーグ氏やヘルミーナ嬢も合流しているはずだしね。

「待って、私、やっぱりお父様が心配なの！」

　言葉が足りなかったのか、ソミエーナ嬢が誤解している。

「ですから──」

「いたぞ！　公女だ！」

　オレの言葉の途中で、ソミエーナ嬢がさっき出てきた窓から別の黒ずくめが出てきた。

「──公爵様のもとにお届けいたします」

　ソミエーナ嬢にそう続きを言いつつ、追加で来た黒ずくめをさっきと同じように退治した。

　オレはソミエーナ嬢を小こ脇わきに抱えて公爵のいるホールを目指して駆け出す。常識的な速さで走りながら、彼女の安全の為に「物理防御付与エンチヤント・フイジカル・プロテクシヨン」と「魔法防御付与エンチヤント・マジツク・プロテクシヨン」の二つをこっそりとかけておく。

「戦闘音？」

　屋敷のそこかしこで何者かが戦う音がしていた。兵士同士が戦っているようだ。

　今回の襲撃の根幹はお家騒動だし、兵士の中に離反者がいたのだろう。

　どちらが公爵側か判然としないので、仲間割れしている兵士はスルーして公爵のいる本館へと向かった。

　オレは霊廟の横を通ってショートカットする。

　霊廟の近くにはスケルトンの残ざん骸がいらしき人骨が転がっていた。

　他にも、黒い鎧よろいの騎士や銀色鎧の騎士の遺体が三つほどある。

　ここから侵入したのはスケルトンだけではなかったようだ。

　──ん？

　人骨が転がる地面に、何か光るモノがあった。

　八本の剣を重ねて作られた環わという変わった意匠には見覚えがある。

　──剣環証。

　国王から与えられたシガ八剣の証あかしだ。

　ジュレバーグ氏かヘルミーナ嬢のいずれかが、ここを通った時に落としたのだろう。





◆






「おっと、危ない」

　本館のホールへ続く扉の前まで来たところで、オレはレーダーの情報に気付いて急停止した。

　手前の壁を突き破って黒い何かが飛び出てくる。

「きゃああああ」

　抱えていたソミエーナ嬢が悲鳴を上げた。

　飛び出てきたのは黒い全身鎧の騎士だ。フルフェイスの兜かぶとまで黒い。

　壁にできた穴からホールの中を覗のぞくと、シガ八剣の二人に加えて、「紅の貴公子」ジェリル氏が一緒に賊と戦っていた。他の公爵家騎士は小聖杯を抱えた公爵を守っている。

　戦っている相手もまた騎士だ。

　同士討ちを避ける為なのか、侵入時にバレないようにする為なのか、鎧もマントも黒く塗り潰つぶしている。

　さっき穴から転がり出てきたのは賊の方だったらしい。

　──それにしても。

　黒騎士達の動きが凄い。

　彼らはレベル三〇から三五くらいしかないのに、遥はるかに格上であるシガ八剣の二人やジェリル氏相手に瞬殺もされずに奮闘している。

　状態を見る限り、さっきの暗殺者達みたいに魔人薬を使っているわけではない。

　彼らの胸甲の隙すき間まから漏れる赤黒い光。

　たぶん、あれがその秘密だろう。ＡＲ表示を見る限り黒騎士達の鎧は普通の品だ。恐らく、なんらかの魔法の品を胸元に隠しているに違いない。

「ううぅ……」

　足下の黒騎士が目を覚ましかけたので、顎を蹴け飛とばして意識を刈る。

　そいつの胸甲からいつの間にか漏れ出ていた赤黒い光もまた、そいつが意識を失ったのと同時に光量を減らして消えてしまった。

　こいつも装備しているようだし、先に種明かしをしておこう。

「ちょっと失礼」

　ベリッと胸甲を剝はがしてみたが、裏側には魔法回路サーキツト的なモノは見当たらず、その下に見える鎖帷かた子びらや鎧下も普通の品にしか見えない。

　オレは爪つめの先に出した魔刃で鎖帷子と鎧下を切り裂いてみた。

　──うげっ。

　肉体が機械に侵しん蝕しよく融合したかのようなグロい映像が視界に飛び込んでくる。その両脇にある低い双丘に目が行かない程度にはグロい。

「きゃっ」

　横から覗いていた幼女が悲鳴を上げて、オレの背後に隠れる。

　うん、子供にはちょっと見せられない感じだ。

「どこかで見た事が──」

　その疑問はＡＲ表示された「魔人心臓デーモン・ハート」という単語で思い出せた。

　飛空艇内でテロを企たくらんだ連中が装備していた除装不可能な呪じゆ具ぐだ。

　オレは怪しく脈動する魔人心臓に触れて、術理魔法の「魔力強奪」を使って魔力を奪ってみたが、すぐに装着者から魔力が充じゆう塡てんされてしまう。

　──まずい。

　一瞬だけ、魔人心臓の一部が飛空艇内テロ時に見た触手のようなモノに変わりかけた。

　不用意に魔力を抜いたら、魔人心臓が暴走してしまう可能性が高い。

　オレはこの先を調べる余裕があるか、壁の穴から室内を確認する。

「向こうは──大丈夫そうだ」

　数を頼りに一撃離脱を繰り返す黒騎士達に手を焼いているようだが、遠隔攻撃ができるヘルミーナ嬢が着実にダメージを与えているので、オレが介入する必要はなさそうだ。

　ジェリル氏も活躍しており、ヘルミーナ嬢と連携して黒騎士を倒したところだった。

　もちろん、シガ八剣筆頭のジュレバーグ氏は言うまでもない。既に彼ら三人で黒騎士の半数を倒し終えていた。

　オレは安心して、この魔人心臓が除去可能かを調べる。

　具体的には術理魔法の「透視スルーアイ」で確認してみたのだが……。

　──除装不能。

　その言葉は伊だ達てではなかった。

　魔人心臓から伸びた糸のような触手が、心臓や太い血管や肺に絡みつくように伸びている。

　無理に剝がしたら、確実に落命してしまうだろう。

　エリクサーを使えば、無理矢理引き剝がした後に再生可能かもしれないが、現時点で生命の危険があるわけでもない相手に、命をベットした賭かけをさせる気はない。

　オレは黒騎士を彼女のマントで包んで胸元を隠した後、厳重に縛り上げて転がしておく。




「そろそろ行きましょう」

　室内の黒騎士が二人まで減ったので、公爵の所にソミエーナ嬢を連れて行く事にした。

　オレは足下に落ちていた黒騎士のものらしきミスリル製の片手剣を拾い上げ、反対の手でソミエーナ嬢を抱えて部屋の中に入る。

「ペンドラゴン卿きよう！」

　ホール内に入ったオレ達に、最初に気付いたヘルミーナ嬢が笑顔を向ける。

　額や首筋に流れる汗からして、それほど余裕のある戦いではなかったようだ。

　オレはビスタール公爵のいる安全地帯にソミエーナ嬢を届ける。

「お父様！」

「ソミエーナ！」

　ソミエーナ嬢の声に公爵が反応した。

　愛まな娘むすめを見て心配そうだった顔が、オレを見て怒りの形相に変わる。

「この愚か者め！　大事なソミエーナをこんな場所へ連れてくるとは！」

「待って、お父様！　この方は私のお願いを聞いて連れてきてくださったの」

　唾つばを飛ばしてオレを罵ば倒とうするビスタール公爵から、ソミエーナ嬢がオレを庇かばってくれた。

　てっきり、公爵は小聖杯だけが大切なのかと思っていたが、ちゃんとソミエーナ嬢も大事にしているらしい。

「不審者がお嬢様の部屋を荒らしていました。あの場所ではお嬢様をお守りできないと判断して、ここに連れて参った次第です」

「ぐ、ぐぬぬぬ」

　どうやらビスタール公爵が納得してくれたようだ。

「それにしても、こんなにどこから賊が？」

　オレは公爵の近くに陣取ったヘルミーナ嬢に問いかける。

「巨石爆撃の混乱に乗じて、スケルトン達と同じ経路で入り込んだみたい」

　なるほど、あのタイミングでスケルトンの赤い光点の群れに、後ろから交ざったわけか……道理でオレが気付かなかったはずだ。

　──あれ？

　レーダーに映っていた赤い光点が幾つか近付いてくる。

　それはさっきから気付いていたのだが、その内の二つが既にホール内にいるはずの位置になっていた。オレはマップを立体表示に切り替える。

　──ピシッ。

　微かすかな音を聞き耳スキルが拾ってきた。

「上です！　ヘルミーナ様！」

　天井のガラス窓を割って、二人の黒ずくめ──暗殺者が飛び降りてくる。

「……■　気鎚エア・ハンマー」

「……■　気壁エア・クツシヨン」

　暗殺者達が空中で風魔法を使った。

「王都の御み霊たまよ、臣を守護せよ　■　守護結界プロテクシヨン・フイールド」

　公爵が叫ぶと、術理魔法の「防御壁シエルター」のような透明な防御障壁が現れた。都市核シテイ・コアによるものだろう。

　その守護結界は風魔法を軽々と受け止め、公爵達を守った。

　ヘルミーナ嬢が放った魔法銃の弾丸は気壁を突き破り、暗殺者二人を空中で撃ち抜く。

　僅わずかな間を開けて落ちてきた暗殺者の身体からだが、気壁越しに守護結界に当たって少し離れた場所に落ちる。オレから見て公爵達の向こう側だ。

「ふう、御霊よ、守護を感謝する」

　公爵の言葉で、彼を守っていた守護結界が消えた。

　張りっぱなしの方が安全なのにそれをしないという事は、何か制限があるのだろう。

「警告ありがとう。助かったわ──」

「まだです！」

　暗殺者達の体Ｈ力Ｐゲージはゼロになっていない。

　跳ね起きた暗殺者達が赤黒いオーラを纏まといながら、公爵とヘルミーナ嬢に襲いかかった。

「噓うそっ、魔法銃の弾丸が直撃したのに！」

　ヘルミーナ嬢は迎撃に使った魔法銃を暗殺者に向け、公爵の護衛騎士達が密集隊形で暗殺者と公爵の間に壁を作る。

　どちらのフォローに行くか一瞬迷った間に、事態が動いた。

　暗殺者の一人が密集隊形を組む護衛騎士達の股またの間をスライディングですり抜け、もう一人の暗殺者が詠唱の短い「強風ハイ・ウインド」の呪文で何か粉状のモノをヘルミーナ嬢に向けて飛ばした。

　ヘルミーナ嬢は片腕で目と口元を守る。うん、さすがだ。

「王都の御霊よ、臣を──」

　公爵の詠唱は間に合いそうにない。

　オレは瞬動で公爵の前に出る。

　公爵の眼前に迫る黒い短剣を、暗殺者の腕ごと蹴けり上げた。

「ぐあああああああ」

　仰のけ反った暗殺者の身体に、護衛騎士達の剣が次々と刺さり、その命を奪う。

　死の寸前に暗殺者が放った赤い針を、手に持ったミスリル剣の腹で弾はじき飛ばす。

　接触した瞬間、針が拳こぶしサイズの炎となって弾けた。あの針は火ひ石いしを使った暗殺用の魔法道具マジツク・アイテムだったようだ。

「ええい、不ふ甲が斐いない！　賊に翻ほん弄ろうされるなど、それでもビスタール公爵領の騎士か！」

　公爵は助けられた礼を言うでもなく、部下を叱しつ責せきしている。

　くいくいとオレのズボンが引っ張られた。

「ありがとう」

「いえいえ、大した事じゃありませんよ」

　父親よりもよっぽど礼儀をわきまえているソミエーナ嬢の頭を撫なでる。





◆






「──新手だ！」

「止めろ、ジェリル！」

　背後からジェリル氏とジュレバーグ氏の叫び声が聞こえた。

「斬魔旋剣エビル・スラツシヤー！」

　振り返ると、巨漢の黒ずくめにジェリル氏が斬ざん撃げき系の必殺技を放つシーンだった。

　巨漢は自分よりも巨大な斧おのを軽々と振り回して、ジェリル氏の必殺技を真っ向から受ける姿勢だ。

　巨漢の黒い斧が暗赤色の光を帯び、ジェリル氏に遅れて技が発動する。

「魔斬鋼烈刃バースト・ハツカー！」

　赤い弧を描く二つの必殺技が激突した。

　目ま映ばゆい閃せん光こうが周囲を染め、甲高い金属音と余波が床を抉えぐる轟ごう音おんが耳を打つ。

　──あれは。

　オレはあの技を二回見たことがある。

　どちらも王都でだ。

　巨漢の傍らに彼の正体がＡＲ表示された。

　だが、今さらそれを確認するまでもない。

　彼は──。

「ミスリルの探索者を舐なめるな！」

　押し負け、血ち飛沫しぶきを上げながら崩れゆく姿勢から、ジェリル氏が最速の突きを放つ。

　あれは片手剣系の必殺技「貫魔穿剣エビル・ピアツサー」だろう。

　その突きは黒ずくめの身体には届かなかったが、彼の顔を隠す黒い布を引き裂いてみせた。

「ゴ、ゴウエン！」

　オレの背後にいた公爵が、引きつったような声で巨漢の名を呼んだ。

「なぜ、お前がそこにいる！」

「噓……」

　同僚の姿にジュレバーグ氏とヘルミーナ嬢の二人も驚きの声を上げた。

　黒ずくめの巨漢──ゴウエン氏は無言で突っ込んでくる。

　ゴウエン氏の突進を止めようとヘルミーナ嬢の魔法銃が次々と火を噴く。

　だが、ゴウエン氏は止まらない。

　掠かすめた銃弾で外がい套とうが裂け、血が噴き出しても、意に介さず公爵へと迫る。

　破れた外套の隙すき間まから、赤黒い光が漏れている。

　さっきの黒騎士達と同じだ。

　ゴウエン氏もまた、魔人心臓という除去不能な呪具を埋め込まれているのだろう。

　オレの脳裏に、妻子の細密画ミニアチユールを見せて朗らかに笑う顔が過よぎる。

　彼は魔人心臓の装着者が半月以上生き延びた事例がない事を知っているのだろうか……。




「させん！」

　余計な思考に沈みかけたオレの意識を、ジュレバーグ氏の叫びが引き戻した。

　ジュレバーグ氏がゴウエン氏の前に飛び出し、怒ど濤とうの連続突きを放つ。

「──ちっ」

　さすがのゴウエン氏も、これを無視する事はできずに、巨大斧でジュレバーグ氏の突きを捌さばく。

　さっきのように必殺技を使う事はない。

　どうしても隙が大きくなるからだ。

　激しく攻守を変えながらガンガンと打ち合うたびに魔刃の赤い光が飛び散り、その砕片が二人の身体を灼やいた。

　ジュレバーグ氏が押されている。

　それも無理はない。

　魔人薬でさえ、レベル一〇分近くも戦闘力を押し上げるのだ。

　魔人心臓はそれよりも効果が高い。

　元々実力が拮きつ抗こうしていた二人だ。

　魔人心臓で戦闘力が底上げされたゴウエン氏が優勢になるのも、当然の帰結かもしれない。

「光輪鎧レイ・リング・アーマーが！」

　ジュレバーグ氏が纏っていた光が消えている。

　彼の身体を守っていた光魔法の防御障壁が、ゴウエン氏の猛攻を受けて砕けてしまったのだろう。

　魔法銃で支援していたヘルミーナ嬢が光輪鎧の詠唱を始める。

　ヘルミーナ嬢の牽けん制せい射撃がなくなったジュレバーグ氏が守勢一方になった。

　──何か変だ。

　ほんの僅かだけど、ゴウエン氏の攻撃を避よけるたびに、ジュレバーグ氏の動きが鈍っていく。

「助太刀いたします」

　最終防衛ラインのつもりで公爵達の前に陣取っていたけど、このままだとジュレバーグ氏が負けてしまう。

「サトゥーか！」

　答えたのは苦しそうな呼吸のジュレバーグ氏ではなく、ゴウエン氏の方だ。

　ゴウエン氏が大振りの斧でオレの接近を妨害する。

　──なんだ？

　斧が近付いた時にぞわりと背筋が寒くなった。





＞「魔力強奪」に抵抗しました。

＞「生命強奪ライフ・ドレイン」に抵抗しました。






　ログに目を落とすと、そんな表示があった。

　──思い出した。

　あの斧は博物館で見た呪のろわれた武器だ。

　確か、斬きった相手の魔力と生命力を奪うと説明が書かれてあった。

　どうやら、実際は斬らなくても、近くを掠めるだけでも追加効果があるらしい。

　ＡＲ表示されるジュレバーグ氏の各種ゲージを確認した限りでは、一回あたりの奪える量は僅かなようだが、実力が拮抗する相手とのギリギリの戦いでは馬ば鹿かにできない効果があるようだ。

　オレはジュレバーグ氏と交代で、ゴウエン氏の前に立たち塞ふさがる。

「いいのか？　そんなに接近戦を続けて？」

「その斧の効果なら存じてますよ」

　ゴウエン氏の攻撃が重い。

　単純に巨大斧の質量もあるが、魔人心臓によるブーストのせいで、一撃一撃が必殺技並みに重くなっていた。

　さすがに黒の上級魔族ほどじゃないけど、迷宮都市で戦った魔族ルダマンを軽く凌りよう駕がしている。

　しばらく相手をしていると、ゴウエン氏が無駄話を始めた。

「てめぇ、やっぱり実力を隠してたな？」

「いえいえ、死地で実力以上の力が出ただけですよ」

「ぬかせ！」

　ゴウエン氏の足運びで気付いた。彼はオレやジュレバーグ氏の隙を突いて、公爵に襲いかかるタイミングを計っているみたいだ。

「タフな野郎だぜ」

　ぼやくゴウエン氏の死角からジュレバーグ氏の突きが放たれる。

　渦巻く魔刃の輝きからして、槍やり系必殺技の「螺ら旋せん槍そう撃げき」に違いない。

「ちっ──魔斬鋼烈刃！」

　舌打ちしつつ、ゴウエン氏が必殺技を放つ。

　いつもとは違う水平方向に発動した必殺技でオレを牽制し、その勢いのまま身体をひねり、ジュレバーグ氏の必殺技を迎撃した。

　二人の必殺技が激突し、その余波が床の高そうな絨じゆう毯たんを放射状に引き裂いていく。

　余波から公爵達を守ろうと、護衛騎士達が盾を構えて密集陣形を取った。

　──ん？

　赤い光点が一つ増えている。

　ゴウエン氏を牽制しながら横目で見ると、半透明な黒騎士が一人、公爵達の後ろから忍び寄る姿があった。

　あの見え方は光魔法による幻影か透明マントによるものだろう。

「ヘルミーナ様！　後ろから賊です！」

　オレは懐から取り出した投擲用細短剣ステイレツトを賊に向けて投げる。

　短剣を大きく避けた黒騎士が姿を現した。

　黒騎士は見覚えのある黄色い槍を持っている。

「ジャゴウ！　あなたもなの！」

　ヘルミーナ嬢が悲痛な声で問い詰めつつ、魔法銃の銃口を向けた。

「私はジャゴウなどという高潔な騎士ではない！　私は──」

　道化のような黄槍騎士の言葉を最後まで聞く事なく、ヘルミーナ嬢の銃弾が彼を襲う。

「当たらぬ！」

　黄槍騎士が瞬動で銃弾を避け、ヘルミーナ嬢へと迫る。

　オレやリザにコテンパンにされたヤツとは思えない動きだ。

「よそ見してんじゃねぇ！」

　オレの方に血ち塗まみれのジュレバーグ氏が飛んできた。

　その向こうに魔斬鋼烈刃の発動を始めたゴウエン氏が見える。

　オレには選択肢がない。ジュレバーグ氏を避ければ迎撃に向かう前にゴウエン氏の必殺技が発動してジュレバーグ氏が真っ二つだ。

　オレはジュレバーグ氏を受け止め、そのまま後方──間合いの外へと跳ぶ。

「お前なら、そうすると思ったぜ！」

　瞬動から発動した魔斬鋼烈刃が、ジュレバーグ氏の背中に迫る。

　──予想通りで助かる。

　オレは身体からだをひねってジュレバーグ氏と身体を入れ替え、振り向きざまにミスリル剣で魔斬鋼烈刃を強引に迎撃する。

　轟音と共にオレの持つミスリル剣が中ほどで砕け、赤い光と共に飛び散る。

　いつものように受け流すのではなく、薄く魔刃を張っただけのミスリル剣で、必殺技を発動したゴウエン氏の巨大斧を、真っ正面から受け止めるのは無理があったようだ。

　ミスリル剣を砕いた巨大斧が迫る。

　だが、勢いは減じた。魔力鎧よろいを部分展開した膝ひざで巨大斧の側面を蹴けり上げ、その必殺技の攻撃から逃れてみせた。

　ゴウエン氏がオレ達を放置して公爵に向けてダッシュする。

　オレは床に仰あお向むけに倒れながらジュレバーグ氏を離し、地面すれすれの体勢から身体をひねり、床を蹴って追いかけた。

「邪魔はさせんぞ、ペンドラゴン！」

　黄槍騎士がオレの前に立ち塞がる。

　彼と対たい峙じしていたヘルミーナ嬢が、額から血を流しながらゴウエン氏に魔法銃を向けるのが見えた。

　足下に落ちていた鉄剣を拾い上げ、黄槍騎士の相手をする。

「邪魔だ！」

　魔人心臓で強化された黄槍騎士は、シガ八剣に匹敵する身体能力を発揮したが、手加減を忘れたオレに抗する事ができるはずもない。

　黄槍騎士は鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで吹き飛ばされ、広いホールの端まで何度もバウンドしながら転がっていく。

　戻した視線の先で、ヘルミーナ嬢の銃弾を回避したゴウエン氏が、彼女を斬り捨てるのが見えた。

　幸い、魔法銃を盾にして致命傷を避けたようだったが、肩口から真っ赤な血を流して、背後に庇かばっていた公爵達の向こうへと吹き飛ばされていく。

　公爵を守っていた騎士達が密集陣形を組むが、シガ八剣達が抗あらがえない相手を押さえる事ができるはずもない。

　騎士達は数秒も持ちこたえることなく蹴け散ちらされる。

　先ほどのように公爵が都市核による守護結界を張った。

「魔斬鋼烈刃！」

　ゴウエン氏の必殺技が至近距離で発動し、守護結界を一撃のもとに破壊してしまう。

　赤い光と守護結界を構成していた薄青い光の砕片が散る。

　足が止まった今なら間に合う。

「行かせんぞぉおおおおおおおお！」

　瞬動を発動しようとしたオレの前に血みどろの黄槍騎士が飛び込んできた。

　魔人薬を使った連中も異様にタフだったが、魔人心臓持ちはそれ以上のようだ。

　オレは先ほどよりも力を篭こめて、黄槍騎士を撃ち倒す。手に伝わってきた嫌な感触に殺してしまったかと焦ったが、一応生きている。

「や、止やめ、止めろぉおおおお」

　自分に迫るゴウエン氏を阻止しようと公爵が腕を伸ばして絶叫する。

「臣の不忠、お許しください」

　ゴウエン氏が公爵へと巨大斧おのを振り下ろす。

　その斧が途中で止まった。

「お父様を殺さないで！」

　両手を広げたソミエーナ嬢が公爵を庇って立ち塞がっていた。

　巨大な斧は彼女の鼻先で止まっている。

「すまん」

　苦渋の顔でソミエーナ嬢を押しのけ、絶望に染まった公爵の顔に斧を──。

「──サトゥーか」

　自分の斧を止めた剣を持つオレをゴウエン氏が睨にらみ付ける。

　そこに赤い光弾が飛来する。

　あれはジュレバーグ氏の魔刃砲だ。

「相変わらず無理をする人だ」

　魔刃砲を巨大斧で弾はじいたゴウエン氏が、血の海に沈むジュレバーグ氏に向けて呟つぶやく。

　どうやら、さっきの一撃で力を使い果たしたようだ。ジュレバーグ氏が血溜だまりの中で気絶している。




「どうするサトゥー？　ジュレバーグ殿もヘルミーナの援護もなしに俺と戦うか？」

「さて、どうしましょうか」

　さっきまではシガ八剣をサポートして、彼らにゴウエン氏を制してもらうつもりだったんだけど、その二人が退場してしまった今、それもままならない。

　魔人心臓でブーストしたシガ八剣を一対一で倒してしまったら、シガ八剣候補の「候補」が取れること請け合いだ。

「ビスタール公爵には特に借りも恩もありませんし」

　ちょっとした意趣返しも篭めて、公爵を横目に見ながらそんな風に答える。

　まあ、ソミエーナ嬢の為ためにも、本当に見捨てる気はないけどさ。

「な、何を言う！　ゴウエンからワシを守れば、栄えい耀よう栄えい華が思うがままだぞ！　ワシの為にゴウエンを倒せ！」

　オレの言葉を真に受けた公爵が必死に訴える。

　今のうちに守護結界を張り直しておいてほしいのだが、目の前でゴウエン氏に破壊されたせいか、張り直そうとしない。

　そういえば王都でも都市核の力を使えるなら、転移で逃げないのが不思議だ。

　自分の支配する領地以外では限定的な力しか振るえないのかもね。

「だそうだ。──だが、愛剣を失い、ただの鉄剣で俺の魔ま斧ふの相手はできんぞ」

「そうでもありません」

　オレは鉄剣を構える。

　適当に拾った剣は見た目だけ立派な、なまくらだったらしく、さっき一度斧を受けただけで刀身の半ばから歪ゆがんでいた。

　オレは剣に魔刃を張る。

「鉄剣に魔刃ったあ、常識外れな事をしやがる」

「魔力操作には自信があります」

　今後の方針としては彼を公爵から引き離しつつ、重傷を負ったシガ八剣の二人とジェリル氏に魔法薬を投げて回復させ、彼らが戦線復帰できたタイミングで退場して、勇者ナナシとして再登場するコースがいいだろう。

「それより、呼吸が整ったなら続きをやりましょうか？」

「バレたのかよ──行くぜ！」

　ゴウエン氏が怒ど濤とうの勢いで攻めてくる。

　数合ほど打ち合って、まずい事に気がついた。

　鉄剣だと魔刃がすぐに打ち散らされてしまい、あっという間に折られてしまう。

　ここまで簡単にオレの魔刃が散らされるのは鉄剣だけのせいじゃないかもしれない。たぶん、ゴウエン氏の使う巨大斧の能力だろう。厄介な斧だ。

[image: ]

　オレの首を刈りに来た斧を、ダッキングで避よけつつ、足下に落ちていた誰だれかの剣を拾い、下から掬すくい上あげるように剣を斬きり上げる。

　──げっ。ミスった。

　両方の手首を失った腕から血が噴き出す。

　斬られた手首は巨大斧と一緒に、オレの背後へと転がっていった。

「剣を折らせたのもわざとか──やるな、サトゥー」

　両手首を失ったゴウエン氏が、後方へと跳躍して距離を取った。

　ごめんなさい。偶然です。





◆






「仕方ねぇ」

　ゴウエン氏が諦あきらめの篭もった声で天を仰ぐ。

　降参してくれるなら大歓迎だ。

「■■　閃礫フラツシユ・グラブル」

　治癒魔法の詠唱かと思ったら、ゴウエン氏が天井に向けて閃せん光こうを放った。

「撤退の合図ですか？」

　オレは懐から取り出した魔法薬をジュレバーグ氏、ヘルミーナ嬢、ジェリル氏の三人に投げつつ、ゴウエン氏に問いかけた。

　既に暗殺者や黒騎士達は全滅しているが、同士討ちをしている兵士達はけっこう残っている。

「いや、葬送の合図だ」

　ゴウエン氏が不穏な事を言い出した。

　爆弾テロに移行されても困るので検索してみたが、そんなモノを持っているヤツはいない。

「ごふっ」

　ぐぼりと音がして、ゴウエン氏が血を吐いた。

　次の瞬間、ゴウエン氏の胸部を守っていた革鎧が内側から割け、鈍にび色いろの細い触手が飛び出して、何をする暇もなく彼の全身に巻き付いた。

「──なっ」

　ＳＦのクリーチャーみたいな挙動に驚いていると、触手の表面が結合して鈍色の全身鎧へと変化していく。

　額から右頭部には人面瘡そうのような模様が生まれていた。

　手首の辺りから伸びた触手が巨大斧を回収して戻ってくる。触手のガントレットに指が生じ、その指で巨大斧を握っているようだ。

「悪いナ、サトゥー。魔笛の力を借りさせてもらったゼ」

　喋しやべるたびに、兜かぶとの口元や人面瘡の口が生き物のように動く。

　彼の魔人心臓が暴走状態になっている。

　飛空艇の時のような触手乱舞状態と違う理由は不明だ。

　彼は「魔笛の力」と言っていたが、彼はそんなモノを持っていないし、オレの聞き耳スキルでも笛らしき音は拾えない。

　ここはマップ検索で「魔笛」とやらを探すのが確実だが、この状況で視界を塞ふさぐマップ検索はあまり使いたくない。

　──笛の音がするのです。

　脳裏にポチとタマの姿が過よぎった。

　あれは飛空艇で触手乱舞が発生する直前だった。

『アリサ──』

　空間魔法の「遠話テレフオン」でアリサを呼び出す。

『はいはーい、あなたのスイートハート・アリサちゃんですよ～』

『ポチとタマを連れてビスタール公爵邸に来てくれ』

『おっけー、お任せあれ──』

　アリサの言葉の途中で、奇声がそれを遮った。

「ペンドラゴぉおおおおおおおおおおおン」

　さっき排除したはずの黄き槍やり騎士が、ゴウエン氏と同じ鈍色の触手甲かつ冑ちゆうを装備して突撃してきた。

　異様に速い。身体強化スキルの補助付きで瞬動を使っても、ここまでの速度は出ない。

　槍の一撃を剣で受け流し、反対側の手で黄槍騎士の兜を殴りつける。

　今気付いたが、こいつの頭部にも人面瘡のようなものができていた。

「きかヌ！」

　普通なら昏こん倒とう確実な一撃を耐え、黄槍騎士が反撃してくる。

　通常の魔人心臓持ちよりも耐久度が高い。

　攻撃も重く、少なくともこの場で、オレ以外に対処できる人間がいないのは確実だ。

　幸い、完全に気絶している人間までは暴走状態にならないようで、魔人心臓持ちで触手甲冑化しているのは、ゴウエン氏と黄槍騎士の二人だけだ。

「ジャゴう！　サトゥーを抑えロ！」

「抑えル？　笑わせるナ！　今の俺様は最強ダ。ペンドラゴん、何するものゾ！」

　まずい。

　オレは懐から取り出した巻物を広げ、ゴウエン氏と公爵の間に「爆縮インプロージヨン」の魔法を発動した。

　あの魔法なら、一〇秒くらいは爆風でゴウエン氏を抑えられる。

　オレは黄槍騎士の突撃に負けた振りをして、中庭側の壁に叩たたき付けられ、そのまま砕けた壁と一緒に外へ転がり出る。

「そこにいたカ！　ペンドラゴん」

　黄槍騎士が気を失って地面に転がるペンドラゴン士爵の身体からだに、幾度も幾度も槍を突き刺す。

「はははははハ、どうしたペンドラゴん。抵抗して見せロ」

　黄槍騎士は血の海に沈み抵抗しない身体へ、狂ったように槍を突き立て続けている。

　言うまでもないが、黄槍騎士が攻撃しているのは、オレ自身ではなく幻影を被かぶせたデミゴブリン・ナイトの死し骸がいだ。

　偽装がバレる前に行動しよう。

　オレは透明マントで姿を隠しつつ、早着替えスキルの助けを借りて勇者ナナシの姿に変身した。




「いつまでやっている」

　オレは縮地で黄槍騎士の背後へと忍び寄り、黄槍騎士の腕と襟首を摑つかむ。

「ナ、何者──」

　誰すい何かしようとする黄槍騎士が振り向く時間すら与えずに、彼を拘束したまま閃せん駆くで一瞬のうちにホールの天井に移動する。

　爆縮の作る暴風と爆炎を突っ切って、触手甲冑のゴウエン氏が公爵の目前に迫っていた。

　オレは黄槍騎士を天井の穴の上で離し、再び閃駆でゴウエン氏の前に着地する。

「うオッ──誰ダ！」

「勇者ナナシ」

　オレは言葉少なに答え、ストレージから取り出した聖剣クラウソラスで彼の巨大斧おのを弾き返す。

　やっぱり使い慣れた武器だと楽だ。

「勇者ナナし？　猪王や狗く頭とうを倒したっテェ、あノ？」

　ゴウエン氏の問いに頷うなずき返す。

　天井から落下してきた黄槍騎士が床に突き刺さった。

「降参して」

　それを横目に、降伏勧告をする。

「悪いがそれはできン」

「どうして？」

　それが知りたい。

「悪いが喋るわけにはいかン。喋れば主君に刃向かった意味もなくなル」

　どうやら、国くに許もとの妻子が人質になって口止めされているパターンのようだ。

「そう」

「理解が早くて助かル」

　──ＤＺＥＥＥＥＥＡＭＯＮＺＨＥＡＡＡＡＲＹＴ。

　人面瘡が気持ちの悪い咆ほう哮こうを上げ、ゴウエン氏の触手鎧の周りに黒い靄もやが生じた。

　ＡＲ表示によると、ゴウエン氏の斧と同じような効果があるらしい。

「外道に堕おちたこの力、どこまで勇者に通じるか試させてもらウ」

「分かった」

　ゴウエン氏の宣言に首肯する。

「うぉおおおおおおおおお！」

　怒濤の攻めを、その場に足を止め、片腕の力だけで全すべて捌さばく。

　これは相手を舐なめているからではなく、実力差を悟って降伏してもらう為ためだ。

「──魔斬鋼烈刃！」

　通常技から繫つなげたゴウエン氏の必殺技が、オレの足下から脳天へと斬り上げられる。

　彼にとって必殺の間合いで放たれた赤い光の弧はオレをすり抜ける。

「なんだト」

「縮地」

　オレは必殺技を避けた技の正体を口にした。

　瞬動と違ってノーモーションで使えるので、初見ならまず間合いを見切れない。

『ご主人様、来たわ』

　アリサ達の光点が公爵邸の近くに現れた。

『なんか凄すごい事になってるわね』

『ポチとタマに笛の音を追いかけてもらってくれ。可能なら笛を確保か破壊してくれ』

『おっけー』

　ゴウエン氏と黄槍騎士の魔人心臓を暴走させた魔笛を封じておかないと、他ほかの魔人心臓持ち達まで触手鎧化してしまう。

　アリサ達はそれを阻止してもらう為に呼んだのだ。

『指示しやすいように戦術輪話タクテイカル・トークで繫ぎ直しておくわ。あと二人とも認識阻害機能付きの忍者装束を着せてあるから正体バレ対策は万全よ』

　細かい事まで気がつくアリサは実に頼りになるね。




「そろそろ諦めた？」

「まだダ！」

　──ＤＺＥＥＥＥＥＡＭＯＮＺＨＥＡＡＡＡＲＹＴ。

　ゴウエン氏の鎧頭部にある人面瘡が気持ちの悪い咆哮を上げ、触手鎧の周りにあった靄が全て巨大斧へと集まる。

　ギチギチと音がして巨大斧が変形した。

「へー、第二段階？」

「みたいだナ。俺も初めて見タ」

　ゴウエン氏も知らないのか。

　ＡＲ表示によると攻撃力や切れ味が二倍にアップしている。

「最後の悪あがきに付き合ってもらうゼ」

　黒い光を放つ巨大斧でゴウエン氏が防御を捨てた連続攻撃を仕掛けてきた。

　オレは「先読み：対人戦」スキルのサポートと各種スキルがあるので、軽々と避けられるけど、普通ならかなり苦戦しそうだ。

「──魔斬旋乱刃バースト・ハリケーン」

　いつもの魔斬鋼烈刃と同じモーションから放たれた必殺技が途中で変形し、横斬ぎり、縦斬り、斜め斬りと次々に変わりながら襲いかかってくる。

　おまけに巨大斧が技の途中で変形し間合いが変わるオマケ付きだ。

　オレは魔力鎧を纏まとい、虚身と縮地の合わせ技でゴウエン氏の必殺技を凌しのぎ切った。

　もっとも、オレ達の立つ床は必殺技の余波で惨さん憺たんたる有様だ。

「ぺんどらごおおおおおおおおおおおン」

　黄槍騎士が黒い光を帯びながら、オレに向けて螺旋槍撃を放つ。

　一瞬だけ正体がバレたのかと思ったけど、狂気を帯びた黄槍騎士の目を見る限り、相手の判別が付いていないだけだと分かる。

　こいつを相手している間に、ゴウエン氏に公爵を殺されても困る。

　少し乱暴だが、黄槍騎士の両手両足を斬り飛ばして行動不能にした。

　空中にある内に、彼の黄色い槍と両手両足を「理力の手」で摑んでストレージに収納する。

　後で上級魔法薬を使ってくっつけてやるから、しばらく我慢していてくれ。

　オレは黄槍騎士が失血死しないように、下級の治癒魔法で傷口を塞いでやる。

「た、助けろ！　勇者！」

　公爵の叫びが聞こえた。

　危き惧ぐしていたように、黄槍騎士の相手をしている僅わずかの間に、ゴウエン氏が公爵殺害に走ったようだ。

　公爵は守護結界を張り直していたが、だからと言って放置するわけにもいかない。

　オレは縮地で公爵の前に移動し、ゴウエン氏の触手手首を斬り落とし、その胸を思いっきり蹴け飛とばした。

　巨大斧を「理力の手」で触れてストレージに回収し、床でのたうつ触手を魔刃砲で焼き払う。

「ぺんどらごおおおおおおおおおおおン」

　触手鎧よろいから伸びた触腕を使って、四よつん這ばいの格好で黄槍騎士がオレの方にシャカシャカと迫る。

　触手が足りなかったのか、触手鎧の兜が解ほどけて、黄槍騎士の顔が露出しているのがシュールだ。

　二つの光弾が黄槍騎士の頭部に命中し、その頭を砕いて西瓜すいかのように飛び散らせた。

「ジュレバーグ殿達ガ、戦線復帰したカ……」

　ゴウエン氏が呟つぶやく。

　彼が言ったように、黄槍騎士に止とどめを刺したのはジュレバーグ氏の魔刃砲とヘルミーナ嬢の魔法銃の弾丸だった。

「■■　閃礫フラツシユ・グラブル」

　ゴウエン氏が光の礫つぶてを放つ。

　──危機感知。

　オレはスキルの警鐘を信じ、ゴウエン氏の行動を阻止すべく飛び込む。

　だが、飛び込んだ時には既に全ては終わっていたようだ。

　触手の手が彼の鎧の額に伸びている。

　その手には赤く長い角──ヒトを魔族に変える邪悪な呪じゆ具ぐがあった。

　ゴウエン氏の身体を包む触手鎧が脈動し、膨張を始め、巨大化していく。

『笛のヒト見つけた～？』

『困ったのです。笛をくれないのです』

『吹けなければいいよ。眠り薬を使うんだ』

　困った声のタマとポチにそう指示を出し、オレは「理力の手」で負傷者や戦闘不能状態の者達をホールの外へ移動させる。

『アリサ、オレが運び出した連中をどこか安全な場所に』

『おっけー』

　自力で歩ける公爵達の脱出は護衛騎士達に任せ、アリサには全体のサポートを頼む。

「手伝おう」

「微力ながらお手伝いいたします」

　加勢を申し出るジュレバーグ氏とヘルミーナ嬢に首を横に振る。

「いらない。それより──」

　オレはホールの外へと避難を始める公爵達を指さす。

「あっちを」

　ジュレバーグ氏は少し迷ったようだったが、すぐに決断してヘルミーナ嬢と共に駆けていった。
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「ＤＺＥＥＥＥＥＡＭＯＮＺ──」

　魔族と化したゴウエン氏が天井に向かって吼ほえる。

　彼はもうゴウエン氏ではなくなってしまったのか、ＡＲ表示される情報から名前がなくなり、種族が魔族へと変わっていた。五一だったレベルも今では六〇まで上昇している。

　長角ロングホーンで変われるのは中級魔族だったはずだが、元が高レベルなゴウエン氏が使った事で、上級魔族に匹敵するレベルになっていた。

　身体からだも巨大化し、身長は今までの三倍近い六メートルになっている。

　甲かつ冑ちゆうのようだった体表も生き物らしい感じに変わり、兜かぶとに覆われていた部分も爛ただれた感じの顔になっていた。どこかゴウエン氏の面影が残っている。

　そういえば、兜にあった人面瘡そうもどこかに消えてしまっていた。

『魔笛回収完了。ポチとタマは気絶した賊の拘束と非戦闘員の避難誘導をやってるわ』

『しばしばしばりん、しばしばりん～？』

『ポチは旗振り誘導のプロなのです』

　向こうは任せて良さそうだ。

「公爵ハ、ニゲタＫＷＡ」

　咆哮を終えたゴウエン氏がオレを見下ろす。

　彼は魔族化しても自意識を保持しているらしい。

「魔族になってまで殺したかったの？」

「ソウダ。ソＲＷＥシカ、ナイ」

　ゴウエン氏が片言で答えた。たまに異音が混じって聞き取りづらい。

　妻子を救う方法が他になかったって事か……。

「ボクが助けてきてあげるけど、それでもダメ？」

「賭かケニハ、デＲＷＥヌ」

　賭け──か。

　オレの能力を知らなければそう思うのも仕方ない。

「モトヨリ、コノ身ノ、余命ハ、ワＺＷカダ」

　魔人心臓の装着者は半月と経たたずに命を落としたらしい、って宰相も言っていた。

　彼は全て分かった上で、自分の命より妻子の命を取ったのだろう。

「行クＺＯＯＯＯＯＯＯ」

　ゴウエン氏の手が変形し、生き物じみた感じの巨大斧おのを作り出す。

　触手甲冑状態とは一線を画した一撃がホールの床を砕き、余波がホールの壁を吹き飛ばした。

　オレは術理魔法の「自在盾フレキシブル・シールド」を六枚出して余波や瓦が礫れきから身を守り、彼の矛先が自分に向くように天駆で彼の眼前に身をさらした。

　黒の上級魔族にも匹敵する攻撃を、オレはクラウソラスや自在盾で捌く。

　魔族化したゴウエン氏の斧攻撃は三発から五発くらいで自在盾を一枚砕いた。迷宮にいた邪竜のブレスの二割から三割ほどの威力だ。

　でも、どんなに高威力の攻撃も、当たらなければ意味がない。

　オレは閃駆と縮地、虚身や回避といったスキルを駆使して、ゴウエン氏を翻ほん弄ろうする。

　何度も、彼を倒す瞬間はあったが、妻子の細密画を見せて朗らかに笑う彼の顔が脳裏を過よぎって、どうしてもそれを実行できずにいた。

「ドウＳＨＥタ、勇者！」

　──ＤＺＥＥＥＥＥＡＭＯＮＺＨＥＡＡＡＡＲＹＴ。

　ゴウエン氏が咆哮を上げ、咥こう内ないから黒いビーム状のブレスを吐き出した。

　公爵邸の尖せん塔とうの一つを斜めに切り裂き、さらに近隣の貴族屋敷の建物を一つ砕いた。

「このまま無駄に戦闘を長引かせたら、被害が拡大してしまうか……」

　オレは心を鬼にして、ゴウエン氏の懐に飛び込んだ。

「ヨウヤク、ＳＷＯノ気ニ、ナッタカ！　──魔斬鋼烈刃！」

　一〇メートル近い高さから振り下ろされる巨大斧による一撃を、たっぷりと魔力を注いで巨大化した聖剣クラウソラスで迎撃する。

　巨大斧を真っ二つに切り裂くと、生き物のように黒い血が散った。

　オレは返す刀で、肩から袈け裟さ懸がけに心臓を──。

　思わず躊躇ためらってしまった隙すきを突かれ、ゴウエン氏の巨腕に吹き飛ばされた。

　──まずい。

　崩れた壁の向こうに飛び出したゴウエン氏が、黒いビーム状のブレスを吐くのが見えた。

　姿は見えないが、レーダーに映る光点から、その先に公爵達がいる事が分かった。

　オレは彼らを守る為ため、閃駆を発動──。




「させないよ、と告げます」




　壁の向こうに飛び出したオレは、黒いビームから公爵達を守る黄金騎士の姿を見つけた。ナナだ。

「幼生体への暴行は厳禁だと警告します」

「ドＷＯＵケ！」

　魔族化したゴウエン氏の突進も、城じよう砦さい防御──フォートレスを展開したナナの前に阻まれる。

　黄金鎧に組み込んだばかりのボイスチェンジャー機能でナナの声だとは分からないが、話し方が特徴的なので聞く人が聞けば、すぐにバレそうだ。

「ヌＵＷン！」

　右腕の手首から先を触手に戻したゴウエン氏がナナの防御越しに、公爵を狙ねらおうとしたが、それは彼方かなたから飛来した青い光弾が全すべて撃ち抜いた。

　──ルルだ。

　近くの水道橋の上から狙そ撃げきしたらしい。

『ご主人様、勝手してごめんなさい。念の為に他ほかの子達も呼んでおいたの』

　戦術輪話越しにアリサが謝罪してきた。

『いや、助かったよ』

　オレの迷いのせいで公爵達を死なせてしまうところだった。

『疑似精霊？』

『ごめん、ミーア。精霊を使ったらさすがにバレるわ』

『むぅ』

　ミーアはルルの近くで直衛をしてくれているようだ。

「魔斬旋乱刃！」

　腕を斧に戻したゴウエン氏が必殺技を目くらましにナナの横をすり抜けようとした。

「魔槍竜退撃ドラグ・バスター！」

　そこに一陣の赤い光が砲弾のような速度で激突した。

　──リザだ。

　二つの必殺技が交こう叉さし、朱と暗赤色の光が目ま映ばゆい閃せん光こうを放つ。

　その拮きつ抗こう状態は竜りゆう槍そうを持つリザの側に軍配が上がり、ゴウエン氏の斧を砕き、その余勢で二人は庭園の向こうへと雪な崩だれ込んでいった。

「ここは任せて、早く避難して」

　オレは参戦しようと槍を構えたジュレバーグ氏にそう告げてリザの後を追う。

　ジュレバーグ氏は少し迷ったようだったが、公爵達の保護を優先してくれたようだ。

「勇者ノ、従者ドＭＷＯメ！」

　庭園の向こうへ行くと、ゴウエン氏がブレスでリザを追い払う姿があった。

　オレはゴウエン氏の前に躍り出て、ホールでの戦いを再現するような至近距離での戦いを始める。

『ありがとう、リザ。後はオレに任せて』

　戦術輪話越しにリザに話しかける。

『ご主人様、僭せん越えつですが止めは私にお任せください』

　どうやら、さっきの不ふ甲が斐いない姿を見られていたらしい。

『ご主人様の代わりに手を汚すのは奴隷である私の役目です』

　リザが真しん摯しな目でオレを見る。

『ダメだよ、それはダメだ』

　自分の嫌な事を被保護者に押しつけるのは間違っている。

『ですが……』

『はい、ストーップ！』

　そこにアリサの声が割り込んだ。

『不毛な会話はそこで終わりにしたんさい』

『イエス・アリサ。抹殺以外の無力化手段の検討を推奨します』

『ん、発想転換』

『ぐるる～ん』

『ターンなのです！』

　仲間達が次々と意見を出してくれた。

　どうやら皆みんなに心配を掛けていたようだ。

『角を折るのとか、触手人間の元になってた魔人心臓──だったっけ？　それを除去するのとかダメなの？』

『ご主人様、飛空艇の時のように触手が暴走状態になれば無力化できるんじゃないでしょうか？』

　アリサの発言で思いついたのか、ルルがそんな意見をくれた。

『いや、魔族化前に既に暴走状態だったんだ』

『飛空艇の時と何が違うのかしら？』

『音』

　アリサの疑問にミーアが答えた。

『音？』

『ん、風の音、リズム乱れ』

　音。

　風の音。

　オレには聞こえない魔笛の音。

『そうか、それだ！　タマ、ポチ、さっきの笛を！』

　彼らを暴走状態にした魔笛が鍵かぎだ。

「心ココニアＲＷＡズカ！」

　視界が急激に流れ、植え込みに突っ込んだ。

　会話に集中しすぎて、ゴウエン氏の攻撃を回避し損なってしまったようだ。

　わりと痛い。視界の隅に表示される体力ゲージの数値を見ると、数ポイントのダメージを受けていた。

　まあ、見ている内に自己回復スキルで完全回復したけどさ。

　痛いのは嫌なので、ちゃんと集中しよう。

「笛～」

「持ってきたのです！」

　植え込みの中に忍者装束のタマとポチがいた。

　黄金鎧よろいを着込んでいない二人は、ここから観戦していたらしい。

　オレは二人に礼を言って魔笛を受け取り、リザが奮戦する戦場へと戻る。

『リザ、少しの間頼む。ルル、アリサ、援護を』

『承知！』

『はい！　狙い撃ちます』

『おっけー、ヤバイ攻撃はアリサちゃんにお任せよ』

　オレは頼もしい答えに頷うなずき返し、魔笛を口に運ぶ。

　どんな吹き方をしたら暴走状態になるのか分からないので、魔笛を持っていた夫人が吹いていた笛のメロディーを再現してみる。

　やはり音は聞こえない。

「魔笛？　ドウＳＨＥテ貴様ガ！」

『にゅう～』

『きゃうん、なのです』

　ゴウエン氏が動揺するのはいいとして、なぜか植え込みの下でタマとポチが耳を押さえてジタバタとし始める。

　リズム感のないオレの演奏が進むと、ゴウエン氏が絶叫を上げた。

「ウォオオオオオＯＷＯオオオオオＯＷＯオオオオ」

　──ＤＺＥＥＥＥＥＡＭＯＮＺＨＥＡＡＡＡＲＹＴ。

　彼の皮膚がゴボゴボと脈打ち、一部の皮膚が包帯が解ほどけるように剝はがれて揺れる。




　──え？




　一瞬だけだが、緩んだ鈍にび色いろの皮膚の下に、褐色の肌が見えた。

　そしてＡＲ表示が教えてくれた。「ゴウエン」という名前の情報と名前欄が空白の情報が重なって表示されていたのだ。

　そういえば宰相が言っていた。




　魔人心臓には「結晶化した魔族の心臓」が内包されている、と。




　暴走状態というのが、「結晶化した魔族の心臓」を枷かせから外す事だとしたら。

　あの魔族はゴウエン氏そのものではなく、鎧化した魔人心臓という生き物が、長角の力で魔族化したのではないだろうか？

　もっとも自意識は確かにゴウエン氏だった。

　魔人心臓という繫つながりでゴウエン氏自身も魔族化している可能性はある。




　──だが。




「試してみる価値はある！」

　オレは聖剣クラウソラスでゴウエン氏の両手両足を一瞬で切断した。

　手足は一瞬で触手状態に戻り、蛇のように襲いかかってくる。

『ご主人様、お任せください』

『頼む！』

　鈍色の触手の始末はリザに任せよう。

「グＯＷＯオ」

　──ＤＺＺＺＺＥＡＭＯＮＺ。

　悲鳴を無視し、ゴウエン氏を地面に押さえつける。

「理力の手」で魔笛を操作し、空いた両手には「聖光鎧」スキルによる青い光を宿した。

　かつて緑魔族の擬体アバター越しに本体を攻撃したスキルだ。

　──上う手まくいってくれよ。

　オレはそう願いながら、青く光る掌打を彼の心臓めがけて叩たたき付けた。

「ウォオオオオオＯＷＯオオオオオＯＷＯオオオオ」

　──ＤＺＥＥＥＥＥＡＭＯＮＺＨＥＡＡＡＡＲＹＴ。

　悲鳴と咆ほう哮こうが上がる。

　青い光が鈍色の身体からだの表面を這はい、鈍色の触手が彼の身体から剝はく離りした。

　だが、それは一瞬で、また元に戻ろうと集束していく。




　──させないよ？




　オレは肉がめり込む感触に目を瞑つぶり、ゴウエン氏の胸から魔人心臓を抉えぐり出す。

『アリサ！』

『はいよ！』

　阿あ吽うんの呼吸で、アリサがゴウエン氏の身体を少し離れた草地の上に転移させた。

　さすが、アリサ。事前の打ち合わせもしていないのに、オレの意図を完全に察してくれたようだ。

『リザ、頼む』

『承知！』

　単独で人型へ変形する魔人心臓の相手を、触手の始末を終えたリザに頼む。

　オレは胸に穴が空いたゴウエン氏のもとへと縮地で移動した。

「ごふっ」

　血を吐くゴウエン氏の顔には死相が浮かんでいる。

　──死なせない。

　彼の子供や奥さんの為ためにも。

　オレはストレージから下級エリクサーを取り出し、心臓を失った彼の胸に流し込む。

　みるみるうちに心臓が再生し、ズタズタになっていた肺が修復されていく。

　ゴウエン氏はこれでいいだろう。

『ご主人様──』

　リザの声に振り返ると、魔人心臓は人型へなり損ない、リザを取り込もうと触手を繰り出していた。

　どうやら、核になる人間がいないと魔族として存在しえないらしい。

『寄生生物みたいね』

『まったくだ』

　アリサの言葉に頷き、オレはリザの傍そばに縮地で移動する。

『ありがとう、リザ。後は任せて』

　魔人心臓がオレを取り込もうと飛びついてきた。

　直前で「聖光鎧」スキルで全身を覆う。

　──ＤＺＺＺＺＥＡＭＯＮＺ。

　慌てて離れようとする魔人心臓を捕らえる。

　オレは魔人心臓を摑つかんだまま、両手の間で魔法を発動した。

　──火炎炉フオージ。

　かつて、公都の地下で魔王「黄金の猪王」さえ焼き尽くした中級火魔法だ。

　──ＤＺＺｚｚ。

　長角で魔族化したとはいえ、魔王さえ焼き尽くす炎に耐えられるはずもなく、瞬く間に焼け、黒い靄もやと鈍色の灰となって燃え尽きてしまった。

『ご主人様、こっちの触手乱舞は、シガ八剣の二人が始末してくれたわ』

　アリサから報告が入る。

　どうやら、さっきの魔笛演奏で、廊下に転がしてあった女性黒騎士の魔人心臓も暴走してしまっていたようだ。





◆






「ゴウエン！」

　オレが背負って戻ってきた衰弱状態のゴウエン氏を見て、ヘルミーナ嬢が声を上げた。

　仲間達はアリサが空間魔法で先に回収を済ませてくれている。

「生きているのですか？」

「うん、そうだよ。当分身動きできないけどね」

　オレはジュレバーグ氏の問いに答えつつ、ゴウエン氏を地面に寝かせる。

「生きているだと?!」

　地面に座り込んでいた公爵が激げき昂こうして立ち上がる。

「殺せ！　主あるじに反旗を翻し、尚なお且かつ不浄の呪じゆ具ぐを用いて外道に堕おちた愚か者には死罪すら生易しい！　反逆罪で一族郎党全すべて処刑してくれるわ！」

　血走った目をした公爵が、口角泡を飛ばす勢いで捲まくし立たてた。

「閣下、私の身はいかようにも処断ください。ですが、公子や我が親族には何なに卒とぞご寛大な処置を……」

　ゴウエン氏が首を起こし、公爵に嘆願する。

　自分の妻子よりも、反逆を起こした公子の助命嘆願を先にする価値観は今一つ共感できない。

「ならぬ！　領主への反逆は決して赦ゆるされぬ大罪である！」

「お父様！　お願い。ゴウエンやお兄様を殺さないで！」

　涙目のソミエーナ嬢が公爵に抱きついて懇願した。

「な、ならぬ。ならぬのだソミエーナ……」

　最愛の末娘の願いに、公爵の舌ぜつ鋒ぽうが鈍る。

「ボクからもお願い。死刑はナシで──」

　彼の娘さんや奥さんが彼と会えなくなる未来は回避してやりたい。

　罪を償う為に、無期懲役や奴隷落ちくらいはいいけどさ。

「誰だれだ、貴様は！」

「あれ？　言わなかった？　ボクはシガ王国の勇者ナナシ」

　公爵に名乗らなかったかな？

「勇者ナナシ?!　では、王祖ヤ──」

「違うよ」

　国王や宰相から吹き込まれたのか、公爵が余計な事を言おうとしたので、喰くい気味に否定しておいた。

「命の恩人からのお願いなんだけど、叶かなえてくれない？」

「ぐぬぬ、やむを得ませんな……ゴウエンを殺さぬ事は承諾いたしましょう。ですが、シガ王国に反乱を起こしたトーリエルの命まではお約束できません」

　敬語になった公爵に違和感がある。

「お父様……」

「ソミエーナ。これは国法なのだ」

　法律であるなら、これ以上口を出すのはまずいかな。

「分かった。でも、なるべく長子も助命できる落としどころを考えてみて」

「承知いたしました」

　承諾してくれるとは意外だ。

「お父様、ありがとう！」

　ソミエーナ嬢が嬉うれしそうに公爵に抱きつく。

　そのまま首だけを後ろに向けて、「勇者様もありがとう！」と笑顔でお礼を言ってくれた。




「じゃあ、後は宜よろしくね」

　オレは「強風」の魔法でつむじ風を起こして視線を切った後、アリサの空間魔法で公爵邸の物陰に転移してもらった。

　透明マントで姿を隠してから、サトゥーが退場した場所へと移動する。

　公爵邸で瓦が礫れきの下敷きになっていた人達は、「理力の手」を駆使して助けておいた。

　オレは一いつ旦たん、瓦礫の下に埋まってから、ヘルミーナ嬢が捜しに来てくれたタイミングで、瓦礫を押しのけて脱出するふりをしておいたので、オレと勇者ナナシを同一視する者はいないはずだ。

　なぜか、オレを見たヘルミーナ嬢が目を丸くして驚き、「『傷知らず』のペンドラゴンとはよく言ったものね」と呆あきれていた。

　そういえば色々ありすぎて怪け我がを偽装するのを忘れていたよ。

「それが唯一の取り柄ですから」

「うふふ、他ほかにもあるでしょ？」

　ヘルミーナ嬢が色っぽくウィンクする。

　なんだか、無理をしている感じだ。

「分かりました。今度、酒と料理をお届けしますよ」

「ありがとう、ペンドラゴン卿きよう」

　空元気のヘルミーナ嬢を慰めるためにも、腕を振るうとしよう。








エピローグ







〝サトゥーです。物事は始める時よりも終わらせる時の方が難しいと誰かが言っていました。それは異世界でも同じようで……。〟






「ご主人様、手紙？」

「ああ、ヘルミーナ様からだ」

　書斎で手紙を確認していると、おめかししたアリサとミーアがやってきた。

　二人にシガ八剣の銃使いヘルミーナ嬢からの手紙を持ち上げてみせる。

「浮うわ気き？」

「違うよ。先日の公爵邸襲撃の件についてさ」

　誤解で膨らんだミーアのほっぺたを突つつきながら、内容を二人に伝える。

　ゴウエン氏はシガ八剣を解任、犯罪奴隷に落とされた後、王都の犯罪奴隷で構成される部隊ムラサキの長官として碧へき領りようの開拓任務へ送られる事が決定したらしい。

　領主達や司法畑の貴族達は反逆罪による処刑を主張したが、彼の武勲を惜しむ声が大きく、最終的には命を狙ねらわれた当のビスタール公爵自身が国王に減刑を願い出た事で、そのような沙さ汰たになったそうだ。

「流刑？　でもさ、反逆公子の一党が奪いに来るんじゃない？　前にご主人様が言ってたじゃない。都市核シテイ・コアを支配していたら、奴隷契約を強制解除できるんでしょ？」

「ああ、だから、執行はビスタール公爵領の一件が片付いてからみたいだよ」

　アリサの言葉に首肯し、それが杞き憂ゆうだと告げる。

　ゴウエン氏はレベルの高い貴人を投獄する為の特殊な離宮に幽閉中との事だ。

　オレが予想していたように彼は妻子を人質に取られてビスタール公爵に刃やいばを向けたとの事だったので、その日の内にクロとして彼の奥さんと娘さん達を回収し、宰相に押しつけてある。現在はゴウエン氏と同じ離宮にいるはずだ。

「筆頭さんは？　やっぱ辞任？」

「いや、それは回避できたみたいだ」

　ジュレバーグ氏も引責辞任するべきとの声もあったが、それまでの功績の積み重ねと、国王や軍部の重鎮であるケルテン侯爵の擁護もあって、減俸と彼が勝ち取った指名権の放棄という形で決着したそうだ。

　王都でも魔族が暴れる事件があったばかりという事もあって、武力と実務能力に優れるジュレバーグ氏を続投させたい勢力が勝ったのだろう。

「ふーん、日本だったらマスコミや世論が寄ってたかって、謝罪会見からの引責辞任まで持っていったでしょうね」

　アリサの言葉に苦笑する。

「これ」

　ミーアが金きん箔ぱくが貼はられた高そうな封筒を指さす。

「それはビスタール公爵からの手紙だよ」

「ビス公から？　この間のお礼とか？」

「そっちはオマケで、参陣依頼がメインだね」

　ビスタール公爵領の反乱討伐軍が今日くらいに王都を出立するらしい。

　参陣し、反乱軍討伐で大きな功績をあげれば、少なくとも名誉准男爵、場合によっては名誉男爵の地位も不可能ではないと書かれてあった。空手形もいいところだし、そもそも陞しよう爵しやくには興味がない。

「ずいぶん軍の編制が早いわね」

　手紙に書かれてある反乱討伐軍の出立日を見たアリサが驚きの声を漏らした。

「王国の常備軍から借りたみたいだ」

　王都の騎士団二つが先遣部隊として出立し、歩兵部隊と輜し重ちよう部隊が後から追いかけるそうだ。

　騎士団は容量の大きいアイテムボックス持ちや「魔法の鞄マジツク・バツグ」で、当面の食料品や水を運搬するらしい。

「ふーん、それで謝礼はどんなの？」

　手を伸ばしてきたアリサに、公爵の手紙を見せてやる。

「むぅ？」

　アリサの横から覗のぞき込んだミーアが眉まゆを顰ひそめる。

「勲章？」

「戦争にお金がいるから、名誉で済まそうって感じみたいね」

　ビスタール公爵領の勲章なんて特に欲しくないけど、受け取りを拒否すると公爵のメンツが丸つぶれになるのでできない。喧けん嘩かを売っている事になるからね。

　受け取るにしても、その時に公爵に参陣を依頼されそうで億おつ劫くうだ。

　まあ、依頼されても断るけどさ。





◆






「軍隊～？」

「ぱっれーど、なのです！」

　オープンタイプの馬車の前にある落下防ぼう止し柵さくに登ったタマとポチが、前方の通りを指さす。

「あれはビスタール公爵領で起こった反乱を鎮めるために派遣される騎士団ですな。旗の種類からして、第三騎士団でございましょう」

　雇われ御者がメインストリートを行進する軍隊の正体を教えてくれた。

　オレ達、チーム「ペンドラゴン」は、国王陛下のお召しで王城に向かっているところだ。

「階層の主フロア・マスター」を討伐した事で、お褒めの言葉をいただく事になっている。

　事前に貰もらったスケジュール表によると、国王と面会するのは謁見の間での短時間だけで、後は軍務大臣のケルテン侯爵から各自に勲章が授与され、王城にある食堂の一つで豪華なランチをご馳ち走そうになる予定だ。慣例ではその後に舞踏会もあるらしい。

　行列が通り過ぎた後に、オレ達も内門を潜くぐって上級貴族区画に入る。

「このへんまで近付くと、お城の横にある木もよく見えるわね」

　アリサが王城の主郭に寄り添うように聳そびえる桜の巨木「王桜」を見上げる。

　残念ながら、今年は開花が遅れているが、満開の王桜が白亜の王城と並べば、さぞかし壮観な事だろう。遅くとも年明けには咲くそうなので今から楽しみにしている。

「なんの木～？」

「ん、桜」

　ミーアが答える。

　王都に到着した時にも一度話題に出たのだが、タマとポチは覚えていないようだ。

「桜は美お味いしいのです？」

「サクランボ、美味」

「それは楽しみなのです」

「み～とぅ～？」

　タマとポチが目を輝かせて王桜を見上げる。

「桜の木ってずいぶん大きくなるんですね」

「近傍を飛行する鳥人兵のサイズから推測して一〇〇メートルを超えるサイズだと報告します」

　そんな話をしている間にも、王城の正門まで近付いてきた。

「下から見上げると壮観ね」

「ええ、自然の雄大さを感じます」

　アリサの言葉に、リザが頷うなずく。

「むぅ、世界樹」

「それは比べる相手が悪いわよ」

「確かに、世界樹や巨人の里にあった山樹に比べれば小さいですが、この樹木も人々の畏い敬けいを集めるに足る存在だと思いませんか？」

「むむぅ」

　珍しくリザが肉と戦闘以外について熱弁を振るうが、世界樹という軌道エレベーター級の大樹を見て育ったミーアにはよく分からない感覚のようだ。

　それは「揺り篭クレイドル」で育ったナナも同様のようで、無表情のままミーアと同じように首を傾かしげている。

「リザさんの故郷にもあんな巨木があったんですか？」

「あそこまでは大きくありませんが、里の中央に根元からこんこんと湧わき水が出る『恵みの大樹』という巨木がありました」

　ルルの質問に答えたリザの目には、微かすかに郷愁の輝きがあった。

　なるほど、そんな理由があったから、王桜を擁護する言葉に熱意があったようだ。

「おおっ、美形騎士が二人！」

　アリサが城門の左右に彫られた騎士像を見上げて叫ぶ。

　この全長二〇メートルの騎士像は、迷宮都市の東門を守る石像と同様にゴーレムの一種らしい。

　ただし、二足歩行で戦うゴーレムではなく、カカシのような監視と固定砲台を一体化したような特殊なゴーレムだ。

　門の前に接近する時に、術理魔法の「探知ソナー」に似た探査波を感じた。

　仲間内で気付いたのはオレとタマの二人だけだったので、かなり微弱な探査波を使っているか、探知されないように偽装しているかのいずれかだろう。

「少女漫画の『テニ×勇』に出てきた『失点なしの双そう璧へき』ラウルとスラン君ペアの顔にそっくりだわ」

　騎士像の顔を見つめていたアリサがそんな事を言い出した。

「もしかしたら、王祖ヤマトも男装の女性だったのかも」

「アリサ、不敬罪になるから、そういう話は身内の時だけにしてくれ」

　御者は聞かなかった事にしてくれているので、後でチップを弾もう。

「やっぱ、『テニ×勇』の魅力は異世界にも届いているのね」

「アリサも好きだったのか？」

「うん、わりとね。ご主人様も知ってる？」

「ああ、会社の後輩がよく読んでたよ」

　もしかしたら、会社から失しつ踪そうしていた後輩氏も異世界に来ていたりして──。

「もしかして、女の子？」

「どうした、急に？」

「答えて」

　アリサとミーアが怖い目で詰め寄る。

「心配しなくても、あいつは少女漫画好きの男だよ」

「せーふ」

「ん、無罪」

　笑顔に戻ったアリサとミーアの頭を撫なでる。




　──イチロー。




　王城の正門を抜けた時、誰だれかがオレの本名を呼んだ気がした。

　狗く頭とう戦で現れたストーカー謎なぞ幼女の声かと思って周囲を見回したが、残念ながら姿を捉とらえる事はできなかった。

「どうかしたの、ご主人様？」

「いやなんでもないよ」

　心配そうなアリサの背中をポンポンと叩たたき、安心させるように笑顔を見せる。

「鳩はと～？」

「くるっぽう、なのです」

　タマとポチが騎士像の頭から飛び立つ鳩を見上げる。

「鳩はくるっくうではないかと問います」

「むむぅ、くるるう」

「くるっぽう、なのですよ？」

「違う～？　くぅぽ～」

　仲間達が鳩の鳴き声をマネする姿に癒いやされる。

　ここしばらく騒動続きだったし、そろそろ平和な王都観光の日々に移行したいものだ。

　できれば天変地異は正月が明けてからにしてほしいね。





◇◇◆◇◆◆






　シガ王国の王都から遥はるか北東、シガ王国を東西に分断する霊峰に巨大な神殿があった。

「ミト、ここにいたのか」

「天ちゃん」

　村娘の衣装を着た黒髪の娘に、足首まである銀色の髪をした美女が呼びかける。

　怜れい悧りな眼まな差ざしをした銀髪美女の背には、コウモリのような形の銀色の翼があった。

「乗り換えは済んだみたいだね」

「うむ、何百年かぶりだったから、身体からだの感覚が変だ」

　自分の手足を動かして感触を確かめ終えた銀髪美女が、ミトの方に視線を向ける。

「それで、どこから捜すのか決めたのか？」

「うん、まだ迷ってる」

「当てもなく、人族を一人捜すにはシガ王国は広いぞ？」

「大丈夫だと思う」

　ミトは眼下に広がる雲海を眺めながら答える。

「手がかりはないけど、祭神様が言っていたから」

「ミトの世界の女神──『天あま之の水みず花はな比ひ売め』と言ったか？」

「うん、うちの神社の祭神様。私が人工冬眠から目覚めた時に、再会できるって」

「神の預言なら間違いあるまい」

「……うん」

　自分を励ます銀髪美女の言葉に、ミトは少し気恥ずかしそうに頷いた。

「──鳩？」

　雲間の方を見た銀髪美女が呟つぶやいた。

　彼女達がいる神殿は、雲より高い場所にある。

　普通の鳩がこの高度まで飛んでくる事はない。

「うん、鳩だ」

　ミトが笑顔で鳩を見つめる。

「おいで──」

　両手を広げたミトが、宝物のように優しく鳩を受け止めた。

　くるっくうと鳴く鳩を抱きしめ、その翼を確認する。

「間違いない。これは『ラウルとスラン君』に付けた報知術式だ」

「ミト？」

「天ちゃん。王都に行こう」

　ミトが明るい声で言う。

「分かった。私の背に乗るか？」

「麓ふもとまででいいよ。そこからは野生の走竜にお願いして乗せてもらおう」

　その提案を聞いた銀髪美女が、「私の方が速いのに」と走竜への嫉しつ妬とを漏らす。

「もう、天ちゃんが誰よりも速いのは知ってるってば」

　笑顔のミトが視線を王都の方へと向けた。




「待っててね、イチロー兄ぃ」








あとがき






　こんにちは、愛あい七ななひろです。

　この度は「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の第一六巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　こうして無事に巻数を重ねる事ができているのも、応援してくださる読者の皆様のお陰です。

　これからも常に今まで以上の面白さを追求して参りますので、今後とも変わらぬご支持をお願いいたします。




　さて、それではあとがきを読んでから買うか決める方のために、本巻の見どころに移りましょう。

　波は瀾らん万ばん丈じようの旅の末、王都に到着したサトゥー達。

　年始にある王国会議までは、のんびりと王都観光──といくはずが、前巻のエピローグに登場したシガ八剣筆頭のジュレバーグ氏によって不穏な感じに。

　ＷＥＢ版をご覧の方はジュレバーグ氏の対戦相手がリザからサトゥーに代わった事で驚いた方も多かったでしょう。

　でも、ご安心ください。

　リザの一番の見せ場である例のシーンはちゃんとあります。

　もちろん、そこに至るまでのシーンは完全書き下ろしなので、ＷＥＢ版既読の方も楽しんでいただけるかと。

　サトゥーがシガ八剣達の前で実力の一端をつまびらかにする無双シーンもあるので、ご期待ください。二度三度と読み返す事があるならば、二回目はサトゥーを見ているキャラ達の気持ちで読んでみるとまた違った面白さがあるので、一度チャレンジしてみてください。

　いつものように今回もＷＥＢからの変更点が多く、殉職したシガ八剣の中年男性銃使いが、ヘルミーナ嬢に代わったように、刀使いの「風刃」バウエン氏のポジションが別キャラに代わりました。筋肉マシマシです。魅力的な筋肉──キャラにできたと自負しておりますので、読者の皆様に気に入っていただけたら幸いです。

　また、二巻で別れたあの子達ともついに再会です。

　まさか再会までに十冊以上かかるとは作者にも予想外でした。

　再会後に名を与えられた彼女達が、どんな感じにサトゥー達と交流し、どんな目標を新たに抱くのか、それは本編をお楽しみください。

　こんな感じでオリジナル・エピソード多めになっていますので、ＷＥＢ版既読の方も新しいお話を読む気分で楽しんでいただけると幸いです。

　この辺りで本編の見どころを締めようと思ったのですが、「カラー口絵の幼女は誰だ！」とお叱りの声が聞こえてきそうだったので、ちょっとだけ。

　リボンがトレードマークのカラー口絵の幼女は、ビスタール公爵末娘のソミエーナ嬢です。

　初めは単なる飛空艇の内部構造見学のきっかけ役だったのですが、本巻で色々と出番が増えた結果、カラー口絵を勝ち取るに至りました。

　ｓｈｒｉさんの描いてくれたソミエーナ嬢にインスピレーションを得て、盛り上がる最後の方のシーンを少し書き換えてしまいました。やっぱり絵の力は大きいですね〜。

　あまりネタバレを書くと本編を読む楽しみが薄れるので、第一六巻の内容についてはこの辺りで締めましょう。




　謝辞の前に一つ告知を。

　あやめぐむさんによるコミカライズ版「デスマーチからはじまる異世界狂想曲」の八巻が同時発売されているはずです。

　ついにコミカライズ版でもカリナが登場します！

　カリナ・ファンもそうでない方も、ぜひぜひご覧下さい。原作のカリナも素敵ですが、コミカライズ版のカリナも、とっても可愛いのですよ。




　では恒例の謝辞を！

　担当編集のＡさんとＩ氏のお二人にはいくら感謝してもし足りないほどです。的確な指摘や改稿アドバイスのみならず、作者が見落とした矛盾点や書き漏らしなどを的確に見つけてフォローしてくださるお陰で非常に助かっています。これからも末永くご指導ご鞭べん撻たつの程よろしくお願いいたします。

　魅力的なイラストでデスマ世界に色鮮やかな彩りを与えて盛り上げてくださるｓｈｒｉさんにはいくらお礼を言っても言い足りません。これからもデスマ世界のビジュアル面をよろしくお願いいたします。

　そして、カドカワＢＯＯＫＳ編集部の皆様を始めとして、この本の出版や流通、販売、宣伝、メディアミックスに関わった全すべての方にお礼申し上げます。

　最後に、読者の皆様には最大級の感謝を!!

　本作品を最後まで読んでくださって、ありがとうございます！




　では次巻、王都動乱編でお会いしましょう！





愛七ひろ


















　世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～　電子特別お試し版　（著：筧千里　イラスト：ｈｕ‐ｋｏ）
















　ノアが天職『勇者』を授かり、五年。魔王討伐という面倒な使命を避け続け、彼は探し求めた「転職の書」の前に立っていた。──転職して、田舎で嫁でも迎えてのんびり幸せに暮らそう──そう願う彼の次の天職は『魔物使い』。それは、自分より低レベルの魔物を仲間に出来るという〝元カンスト勇者〟だった彼にとっては最悪の職業で……？

　僕は魔王じゃありません！　隠居したい元勇者は、夢のほのぼのスローライフを実現できる……のか？








プロローグ　そして魔物使いは成る









「やっと、見つけた……」

　達成感に僕の口から出た一言は、そんな何の変哲もない言葉だけだった。

　数多の魔物を斬り伏せ、数多の罠わなを回避し、ひたすらに邁まい進しんしてきた結果、やっと発見した──そんな、僕の求めてきた夢の結晶が、今、目の前にある。

　祭壇のような場所に置かれた、一冊の本だ。

　これを手に入れるために、僕は命懸けでここまでやってきた。

「……ノア様。やっと、あった。嬉うれしい」

「ああ、ようやくだ……」

　ノアというのは、僕の名だ。

　正確にはノア・ホワイトフィールドという。

　姓はあるけれど大貴族というわけではなく、地方に居を構える下級貴族の三男である。勿もち論ろん領地なんて持ってない、辺境伯の支配する領地においてその執務の一部を任されているだけの陪臣の家系だ。父は男爵という立場にあるけれど、実質的にはただの辺境伯の使い走りに過ぎない。

　そして、そんな家に生まれた僕も、一応貴族家の生まれと言える。だけれど、果たして夕食に一ひと欠片かけらの肉が入ったスープがあるだけで喜ぶ貧乏な家を貴族と呼んでいいのだろうか。しかも三男であり、長男と次男は存命である。そして貴族家に生まれた者で、家を継ぐ権利を持つのは嫡男だけだ。継ぐ必要もなさそうな家だけれど、一応我が家を継ぐのは嫡男にして長男であるハル兄さんである。

　そういう経緯もあって、次男であるレイ兄さんはさっさと家を出て騎士団に入り、同じく僕も自由の身となって冒険者となった。

　全ては、目の前にあるこの本を求めるために。

「これが……『転職の書』……！」

　職業というのは、天より与えられるものだ。

　全ての人間は十五歳になったときに、天より職業を授かる。それが、その本人の持つ資質という形で与えられるのだ。どういう判定基準なのかは全く分からない。その人の生まれ持ったものであるとか、それまでの経験を加味したものとか、本人の一番やりたいことが反映されるとか諸説はあるけれど、さっぱり分からないというのが事実である。実際に、パン屋の息子が与えられた職業が『鍛治師』だった、という例もあるそうだ。

　例えば、レイ兄さんのように『騎士』の職業を授かった者は、たとえ平民でも女性でも騎士団に加入することができる。それくらい、この天職というのは重視されているのだ。

　僕も、十五歳のときに天より職業を与えられた。

　どきどきしながら、僕も『騎士』を与えられるのか、それとも『魔術師』を与えられるのか、それとも『村人』とか『商人』とかのハズレ職業を与えられるのか待った。どんな職業であれ、それが僕の天職ならば受け入れようと考えていた。

　そんな僕に与えられた職業──それは、『勇者』だった。

　二度言おう。『勇者』だった。

　あらゆる悪を倒し、世界に蔓延はびこる魔物を相手にし、最終的には魔王を倒す、あの勇者である。

　歴史上、今まで何度となく現れてきた魔王を倒すのは、常に勇者の役割だと決められている、あの勇者である。

　世界にたった一人しか存在せず、天職として与えられた者がいれば国から認められ、魔王を倒すまで決して戻ってくることができない旅に出なければならないという、あの勇者である。

　そんなの全力で御免だった。

　そもそも昔から疑問に思っていたのだ。どうして魔王を倒すのは常に勇者の役割なのだ、と。

　大体、魔王がいたからといって別に何か不利益があるわけじゃない。魔王を倒しても魔物がいなくなるわけじゃないし、割と世界は平和だ。どこか遠くにいる魔王よりも、ちょっと好戦的な隣国の方が危険なこの国において、勇者の必要性なんてどこにもない。まぁ、会ったこともない魔王が本当に世界征服を志しているのかは、僕には分からないけれど。

　まぁ、そんなわけで僕は絶望した。自分が『勇者』の職業を与えられたと知ったその瞬間に、絶望した。

　天職の儀式を行ってくれた神官からも、一緒に儀式に赴いた友人からも心配されるくらいに、絶望した。

　せいぜい良かった点といえば、天職の儀式において授かるお言葉は、その本人以外に誰にも聞こえないことだろう。魔術師による《解析アナライズ》をかけられない限り、天職は基本的に自己申告だ。『騎士』のように、国家に仕える者の職業に対しては常に《解析アナライズ》がかけられるために、詐称は無意味とされる。

　だからこそ僕は、自分の職業を詐称した。『村人』だった、と。

　神官も友人も、大いに憐あわれんでくれた。何の能力も持たず、自身の身体能力に何の強化もかけられない『村人』は、かなりのハズレ職業だからだ。父に報告したときには、「お前は本当に役立たずだな」と罵られたものである。

　だが、それでも良かった。

　僕が『勇者』だと申告すれば、その瞬間に僕は魔王を倒すまで戻れない最悪の旅に出ることになってしまうのだから。

「……ノア様、やっと」

「やっと、だね。今までありがとう、ルリ」

「……違う。ルリは、ノア様に、ずっと、従う。これからも、一緒」

「それもそうか」

　ははっ、と笑う。

　そんな僕の隣にいるのは、ぼろぼろのメイド服に身を包んだ少女だ。

　僕の実家、ホワイトフィールド家から与えられた側仕え、ルリである。

　貴族は最低でも一人、自分に従う側仕えを与えられるのが慣習だ。僕はホワイトフィールド家の三男として七歳を迎えたときに、奴隷商人から購入してきたという異国の少女を与えられた。それがルリである。

　南の血が入っている褐色の整った顔立ちは泥で汚れ、メイド服はどこもかしこも破れている。僕よりも頭一つは低い背丈の少女でありながら、僕の過酷な旅にずっとついてきてくれたのだ。主に戦うのは僕ではあったものの、食事の支度などを行ってくれていたルリと、僕は二人三脚で歩んできた。

　異国から身売りに出されたところを僕の父に買われ、行くところがないというのは本人談だが──それでも、過酷な旅だった自信がある。

　元来無口な性分であるため、未だに言葉がたどたどしいのが難点だろうか。まぁ、僕にしてみれば意思の疎通ができるだけでも十分だ。

　そんな過酷な旅路の成果が、ようやく発見できたことを嬉しく思う。

「五年間、か……長かったね」

「……どこか、で、落ち着く？」

「そうだね。もう、『勇者』を背負わなくてもいいからね」

　僕は全力で、自分が『勇者』であることを隠しながら、旅に出た。この世で僕が『勇者』だと知っているのは、僕とルリだけだ。

　冒険者ではあるけれど、冒険者ギルドには何の登録もしていない。最初は登録しようと思ったのだが、冒険者ギルドから発行されるギルドカードには、もれなく自分の職業が書かれるのである。それも自己申告ではなく、ちゃんと《解析アナライズ》にかけられてだ。この事実を知らずに登録していたら、本気でまずかった。

　まぁそんな感じで、僕は自称冒険者であるが実質的には無職である。

　そんな僕が旅に出た理由──それは、噂うわさにだけ聞く伝説の品、『転職の書』を求めてのことだ。

　深い迷宮の最奥にあるとか、エルフの隠れ里にあるとか、ドラゴンの巣にあるとか、その噂だけが横行しているそれは、世界で唯一、自分の職業を変えることのできる本のことだ。

　歴史に残る冒険者アレキサンダーは、転職の書を用いることで『戦士』から世界で唯一の『魔法戦士』になったという。魔術を剣に纏まとわせ、物理攻撃に対する耐性がある魔物とも、魔術攻撃に対する耐性がある魔物とも十全に戦えていたという伝説を持つ。他にも何人か転職の書を得た者はいるらしいが、現在のところ存命の者はいないようだ。

　そこで、僕は思った。

　僕が転職の書を使えば、この忌々しい天職、『勇者』を、変えることができる──と。

「どう、使うんだろう……」

「……ページを、破る、とか」

「破ってもいいのかな……？　うーん」

　ぺらぺらとページを捲めくりながら、ルリと共に首を傾げる。

　ここに至るまで、長い長い旅路を経てきた。十五歳にして忌々しい天職を与えられ、すぐにルリと共に旅立ってもう五年ほどになる。実家には一切顔を出すことなく、僕は世界中を探し続けてきた。

　もっとも、そんな長い旅をすることができたのも、『勇者』としての力ゆえだろう。忌々しい天職ではあるけれど、さすがは一人で魔王と相対できる力だ、と感心したものである。ルリを守りながらでも、僕一人で全ての魔物を倒すことができたくらいだ。

　そして、やっと発見したここは、噂の一つだった『世界最大の迷宮の最奥』。

　リルカーラ遺跡──深い森の中にある、地下迷宮だ。

　かつて、千年ほど前にこの地にいたという魔王リルカーラ。そんな魔王リルカーラを当時の勇者ゴルドバが倒し、以降放置されている迷宮である。結果、魔物の巣となり冒険者も訪れるものの、地下に進めば進むほど魔物もどんどん強くなってゆくという鬼畜な迷宮だ。

　何せ、僕でも入り口からここまで来るのに、一度も出ることなく二週間かかったのだ。実際、何回か死にかけた。『勇者』である僕でさえ、である。ルリがいなければ大丈夫だったのかもしれないが、今までずっと旅路を共にしてきたのだ。ルリだけ残るよう告げることはできなかった。

「ふーむ……」

　ぺらぺらとページを捲り続ける。

　色々な職業が載っているものだ、と感心する。どうやら一ページに一つのようで、最初は『戦士』、『魔術師』、『騎士』などよく聞く職業ばかりだったが、次第に『錬金術師』とか『狂戦士』とか珍しいものになってきて、後半に至ると『魔法戦士』とか『竜騎士』とか稀き少しような職業ばかりが並んでいる。

　さて。

　見つけたものの、さっぱり使い方が分からない。どうすれば僕は天職を変えられるのだろう。

　あ、『勇者』のページがある。まったく忌々しい。その隣に『魔王』のページが並んでる。てか、魔王って職業だったんだ。

　僕がぺらぺらと捲っている途中で、ルリもそれに恐る恐る触れる。別に触ったところで害がないのは、今の僕を見れば分かるだろうに。

　でも、そんなルリが触れたページ。

　それが──唐突に、光を放った。

「えっ……!?」

「……ノア様！」

　何か強制的な魔術をかけられているみたいに、僕の手が突然動かなくなった。僕の動きが唐突に止まったことに、ルリが焦っているのが分かる。

　手どころか、体が動かない。まるで、誰かに支配されているみたいに。

　そして──光り輝くページが僕を照らすと共に、僕の脳裏に声が走る。

　──天よりお前の職業を授ける。

　これは、あの天職の儀式において聞いた声。

　職業を授かるときにだけ聞ける、僕にしか聞こえない声。

　これで、僕は。

　忌々しい天職、『勇者』を捨てることができる──！

　──お前は、『魔物使い』だ。

　そんな言葉と共に、僕の手の中にある転職の書が燃え上がり、灰となる。

　僕は歓喜した。

　ここに、『勇者』ノア・ホワイトフィールドは死に。

　そして新たに、『魔物使い』ノア・ホワイトフィールドが誕生したのだ。








第一話　魔物使いノア・ホワイトフィールド爆誕









　新たに『魔物使い』ノア・ホワイトフィールドが誕生したのはとてもめでたい。素晴らしいことだ。

　だけれど、かといって実感は何もない。生まれ変わった感も特にないし。

　とりあえず、こういうときには確認するに限る。

「《解析アナライズ》」

　呟つぶやくと共に、僕の目の前に半透明の文字列が現れる。

　一応元『勇者』であるために、一通りの基礎魔術は使用できるのが僕の強みだ。特に《解析アナライズ》は、『魔術師』くらいしか使用できないものであるため、とても重宝している。

　ただし、対象にするのは自分か魔物、あとは道具に使うくらいのものだ。他人に勝手に《解析アナライズ》をかけるのは法で禁じられているので気をつけるように。プライバシーの侵害だからね。

　まぁ、この《解析アナライズ》も、自分に向けてやったものだ。







　この続きは現在配信中の『世界でただ一人の魔物使い　～転職したら魔王に間違われました～』にてお楽しみください


(C)Senri Kakei, hu-ko 2018
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